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序

上越新幹線の東京駅～高崎駅間を経由し、高崎市下小鳥町から分岐して長

野駅まで行く「長野行き新幹線」は、平成 9年10月 1日に開業しました。同

新幹線は、北陸新幹線建設工事の名称のもとに、群馬県では平成 2年度から

工事が着工されました。工事区域内には、 23カ所の埋蔵文化財包蔵地が確認

されたため、その発掘調査が当事業団に委託されました。

当事業団では平成 3年 2月より平成 7年 9月にかけて、新幹線通過市町村

の高崎市、箕郷町、榛名町、安中市において埋蔵文化財包蔵地の発掘調査を

実施しました。榛名町で確認された高浜広神遺跡も平成 5年10月20日から平

成 7年 3月31日にかけて発掘調査を行い、平成 9年度より 2年計画で調査報

告書を刊行するために整理業務を始めました。この度それが終了しましたの

で、ここに「高浜広神遺跡発掘調査報告書」を上梓したく存じます。

本報告書には、縄文時代の敷石住居、 8世紀後半から10世紀にかけて当地

を開発して集落を営んだ人達の集落、その人達が使用した「西」と記されて

いる墨書土器、「第」と刻印されている鉄製の焼印、金銅製腰帯裏金具等貴

重な資料が報告されています。隣接する高浜向原遺跡の調査報告書と共に、

榛名町の歴史を明らかにする上で大いに活用できる報告書と思います。

本報告書の刊行をもって、高浜広神遺跡の発掘・整理の業務は全て終了し

ました。発掘調査から調査報告書刊行に至るまで日本鉄道建設公団、群馬県

教育委員会、榛名町教育委員会、地元関係者等には、大変お世話になりまし

た。これら関係者の皆様に、衷心より感謝を申し上げ序といたします。

平成11年 3月

咀） 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 付 野 清
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例 言

1.本書は、北陸新幹線建設に伴う事前調査として、平成 5年度から平成 6年度にかけて実施した「高浜広

神遺跡」の発掘調査報告書である 。報告書名は遺跡所在の町名と字名をとり、併せたものである 。

2. 遺跡の所在地は、群馬県群馬郡榛名町大字高浜字広神1334-1• 1334 • 1335-1 • 1335-2 • 1335 • 1341 • 

1343 • 1344 • 1346-3 • 1346-2 • 1346 • 1280-2 • 1363 • 1348-1 • 1352-1 • 1352-2 • 1351-1 • 1352-2 • 1350-1 

• 1350-2 • 1349-2 字鎗瀬1169-1• 1168-5 • 1167-5 • 1167-3 • 1169-1 • 1168-3 • 2086-9 • 2086-8 • 2086-6 

• 2090-2 • 1027-3 • 1027-4 • 1014-2 • 1017-2 • 1063-2 • 1063-1 • 1064-1 • 1166-2 • 1166-1 • 1017-4 • 

1064-2 • 1067-2 • 1067-1 • 1065 • 1066である 。

3. 発掘調査は北陸新幹線建設に伴う事前調査として、群馬県教育委員会を通じ、財団法人群馬県埋蔵文化

財調査事業団が日本鉄道建設公団の委託を受けて、平成 5年度から平成 6年度にかけて実施した。

4. 発掘調査期間は、平成 5年10月20日～平成 5年12月25日

平成 6年12月 1日～平成 7年 3月31日である 。

5. 発掘調査組織は下記の通りである。

事務担当職員

発掘担当職員

常務理事

調査研究部長

総務係長代理

主事

主任調査研究員

専門員

船津

中村英一

国定

女屋和志雄

事務局長

神保侑史

均

茂 (H.5) 

木津博明

近藤

総務主幹兼課長

笠原秀樹

高橋定義

主任

調査研究員

井川達雄

功 管理部長

斉藤俊一

須田朋子

飯森康広

主任調査研究員

佐藤

調査研究第 1課長

吉田有光(H.6) 

橋本

麻生敏隆

勉 蜂巣 実 (H.6) 

真下高幸

柳岡良宏

淳

廣津英一 田村公夫

調査研究員 嶋田孝美

6. 整理事業は、群馬県教育委員会を通じ、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が、

委託を受けて実施した。

7. 整理期間は平成 9年10月 1日～平成11年 3月31日である 。

8. 整理事業組織は下記の通りである 。

事務担当職員

平成 9年度

日本鉄道建設公団の

常務理事 菅野 吉
E

‘
"
J
'
 

事務局長 原田恒弘 副事務局長兼調査研究第 1部長 赤山容造 管理部長

渡辺

代理

理事長

健 調査研究第 3課長

須田朋子

平成10年度

菅野
、、主
1月

経理係長

真下高幸

井上 剛

常務理事兼事務局長

総務課主幹兼課長

主任 吉田有光

小渕

柳岡良宏

調査研究第 3課長 真下高幸

朋子 主任 宮崎忠司 経理係

総務課長

赤山容造

坂本敏夫

管理部長

総務係

淳

岡嶋伸昌

主幹兼係長

小野田孝美

渡部あい子

小山建夫 主任

渡辺 健

主幹兼係長

主事

笠原秀樹

宮崎忠司

調査研究第 2部長

係長

神保侑史

整理担当職員

補助員平成 9年度

平成10年度

主任調査研究員

高橋とし子

牛込恵理子 金子恵子

立川千栄子

高橋とし子

主幹兼係長

吉田有光

須田

堀米弘美

渡部あい子

原

笠原秀樹

柳岡良宏

由美

阿部幸恵

係長代理

岡嶋伸昌

伊藤幸代

立川千栄子 伊藤幸代

9.写真撮影は、遺構は各調査担当、アドバルーン撮影は（中ね技研、遺物は普及資料課主任 佐藤元彦が行った。



10. 石材鑑定は群馬地質研究会所属 飯島静男氏にお願いした。

11. 金属製品の保存処理は普及資料課主任 関 邦ーが行った。

12.発掘調査にあたっては、地元榛名町をはじめとして高崎市、前橋市、安中市、箕郷町、群馬町、吉井町

等から多くの方々に従事していただいた。

13.本遺跡の出土遺物 ・図面 ・写真等の全資料は、 一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。

14. 本書の執箪は分担した。執筆箇所は目次に記した。

15.本書の編集は小野田が行った。

16.発掘調査及び本書作成にあたっては、次の諸氏・諸機関に御教示 ・御協力を賜った。（敬称略）

榛名町教育委員会、榛名町歴史民族資料館 清水喜臣、高崎市史絹纂室 川原嘉久治



凡例

1. 挿図中に使用した方位は、座標北を示している 。

各グリッドに表記してある ＋記号に続く数字は北 ・西方向への移設を意味する 。

グリッド表記方法

例 98 • A+ 3 -18+ 2 98区A-18グリッドを北へ 3m、西へ 2m移設

2. 本報告書で使用したテフラの略号は、浅間A軽石 As-A、浅間 B軽石 As-B、浅間 C軽石 As 

-c、榛名ニ ッ岳噴出軽石 Hr-FP、榛名ニッ岳噴出火山灰 Hr-FAである 。

3. 挿図中の遺構図の縮尺については、全体図1/250、縄文1/60、住居1/80• 1/60、カマド1/30、掘立柱建

物1/80、土坑1/40• 1/100、道1/80、溝1/80、ピット 1/250、水田1/100、畠1/100である 。

なお、これ以外の縮尺を使用したときには、明記してあるので参照されたい。

4. 挿因中の遺物図の縮尺については、土器 1: 3、石器 1: 3~1 : 1である 。

また、これ以外の縮尺を使用するときには、明記してあるので参照されたい。

5. 図版中の遺物の縮尺は、概ね1/1~1/4である 。

6. 遺構番号は、各調査面を通しての番号である 。

7. 本報告書で使用した地形図は、以下のとおりである 。

国土地理院 地形図 1/25,000「下室田」「三ノ倉」「榛名湖」「伊香保」

地形図 1/50,000「榛名山」 箕郷町都市計画回

8. 遺構の面積は、デジタルプラニメータ ーで 3回計測した平均値を採用した。

9. 本報告書中で使用したスクリ ーントーンは、下記のとおりである 。

遺構

焼土 ・焼土層 □□]灰．灰層

遺物

鉄炉体 緑青発生部

石磨り面 石被熱部

石敲き痕 ロニ］ょ畠

粘土 ・粘土層

石器使用痕

石鉄分付着部

土器漆付着部
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写真図版H次

PL 1 13号住居全景 （南） PL 10 12号住居掘り方土坑全景（西）

13号住居全景（南） 14号住居遺物出土状態 （西）

13号住居全景（北） 14号住居全景（西）

13号住居埋甕（南） 14号住居カマド全景（西）

l3号住居埋甕（西） 14号住居カマド掘り方全景 （西）

PL 2 23号住居全景（南） 15号住居遺物出土状態（西）

23号住居全景（南） 15号住居全景（南）

23号住居全景（北） PL 11 15号住居カマド全景（南）

23号住居掘り方全景（西） 15号住居カマド掘り方全景（南）

23号住居埋甕（南） l5号住居掘り方全景（南）

PL 3 J -1号土坑周辺（南） 17号住居全景（南）

J-2号土坑周辺（南） 17号住居カマド全景（西）

J -2号土坑周辺（南） 17号住居全景（西）

1号埋甕（南） 18号住居遺物出土状態 （西）

1号埋甕 （東） 18号住居遺物出土状態（西）

PL4 1号住居全景（西） P Ll2 18号住居カマド遺物出土状態（西）

2号住居全景（西） 18号住居カマド遺物出土状態（西）

2号住居カマド全景（西） 18号住居掘 り方全景（西）

2号住居カマド残存状態（西） 19号住居遣物出土状態（西）

4・5・9・10号住居全景（西） 19号住居遺物出土状態（南）

PL5 3号住居全景（北） 19号住居全景（西）

9号住居遺物出土状態（西） 19号住居カマド全景（西）

4・9号住居全景（西） 19号住居カマド残存状態（西）

9号住居カマド全景（西） P L13 19号住居貯蔵穴遺物出土状態（西）

9号住居カマド残存状態（南） 19号住居掘 り方全景（西）

4号住居カマド掘り方全景（西） 20号住居全景（西）

4 9号住居掘り方全景（西） 20号住居カマド遺物出土状態（西）

4 • 9号住居掘り方土坑全景（東） 20号住居カマド全景（西）

PL6 4 • 9 • 5 • 6号住居全景（西） 20号住居掘り方全景（西）

4 • 9 • 10号住居掘り方全景 （西） 21号住居遺物出土状態（西）

5号住居全景（西） 21号住居遺物出土状態（西）

5号住居カマド遺物出土状態（西） P Ll4 21号住居カマド全景（西）

5号住居紡錘車出土状態（北） 21号住居掘り方全景（西）

PL7 6号住居遺物出土状態（西） 21号住居掘り方土坑全景（東）

6号住居全景（西） 22号住居遺物出土状態（西）

6号住居カマド遺物出土状態（西） 22号住居遺物出土状態（西）

7号住居遺物出土状態（西） 22号住居掘り方全景（西）

7号住居全景（西） 24号住居全景（西）

7号住居カマド全景（西） 24号住居掘り方全景（西）

7号住居掘り方全景（西） P Ll5 25号住居逍物出土状態（西）

8号住居遺物出土状態（西） 25号住居全景（西）

PL 8 8号住居全景（西） 25号住居カマト遺物出土状態（西）

8号住居カマド全景（西） 25号住居カマド残存状態（西）

8号住居遺物出土状態（西） 25号住居カマド掘り方全景（西）

8号住居掘り方全景（西） 25号住居揺り方全景（西）

10号住居全景（西） 26号住居遺物出土状態（西）

10号住居カマド全景（西） 26号住居全景 （西）

11号住居A遺物出土状態（西） P Ll6 26号住居カマド遺物出土状態（西）

11号住居A遺物出土状態（南） 26号住居カマド全景（西）

PL 9 11号住居Aカマド全景（西） 26号住居カマド掘り方全景（西）

11 号•住居A カマド掘り方全景（西） 26号住居掘り方全景（西）

11号住居A全景（西） 28号住居遺物出土状態（西）

11号住居A掘り方全景（西） 28号住居掘り方全景（西）

ll号住居Bカマド土層断面（西） 30号住居遺物出土状態（西）

11号住居Bカマド土層断面（北） 30号住居カマド遺物出土状態（西）

12号住居遺物出土状態（南） P L17 30号住居カマド残存状態（西）

12号住居全景（西） 30号住居カマド掘り方全景（西）

P LlO 12号住居掘り方全景（西） 30号住居掘り方全景（西）



P Ll7 31号住居全禁 （南） PL 27 58号土坑全景（東）

31号住居掘り方全景 （南） 71号土坑遺物出土状態 （西）

32号住居遺物出土状態 （西） 畠全娯（南）

32号住居遺物出土状態 （西） 畠全景（南）

32号住居焼印出土状態 （北） 畠全景（北）

P L18 32号住居遺物出土状態 （西） 96区 1号溝全景（東）

32号住居全景（西） PL 28 96区2・3号溝全棗 （北）

32号住居掘り方全景（西） 96区4号溝全景 （南）

32号住居掘り方土坑全景 （東） 96区5号溝全景 （南）

32号住居掘 り方土坑全景（北） 96区6号溝全景 （南）

33号住居全景 （西） 96区7・8号溝全景 （南）

33号住居掘り方全景 （北） 96区9号溝全景 （南）

33号住居掘り方土坑土層断面 （北） 96区10号溝全景 （南）

PL 19 1号掘立柱建物全景（南） 97区全棗（北）

2号掘立柱建物全景（南） PL 29 96区As-C下全景 （西）

3号掘立柱建物全景 （西） 96区As-B下全景 （西）

4号掘立柱建物全景 （北） P L30 13号住居出土遺物

2~4 • 14号掘立柱建物全景（南） PL 31 13 • 23号住居出土遺物

P L20 5号掘立柱建物全景 （東） PL 32 23号住居出土遺物

6号掘立柱建物全景（南） PL 33 23号住居出土遺物

7号掘立柱建物全景 （北） J -1号土坑周辺出土逍物

8 • 12号掘立柱建物全景 （北） PL34 J-1・2号土坑周辺出土遺物

掘立柱建物群 （東） PL 35 J -2号土坑周辺出土遺物

P L 21 9 • 10 • 11 • 15号掘立柱建物全景（北） PL36 J-2号土坑周辺 ・1号埋甍

13号掘立柱建物全景 （北） 縄文グリ ッド出土逍物

15号掘立柱建物全景 （北） P L37 縄文グリッド出土遺物

1号柵列全景（東） P L38 縄文グリッド出土遺物

1号道全漿 （北） P L39 2 • 3 • 9号住居出土造物

1号道全景 （北） P L40 4 • 9号住居出土遺物

2号道全景 （北） P L41 4~6号住居出土遺物

4号道全景 （南） PL42 5-7号住居出土逍物

P L22 1号溝全景 （北） P L43 7 • 8号住居出士遺物

2号溝全景 （南） P L44 8号住居出土造物

3号溝全景 （北） P L45 8 10・11号住居A出土遺物

4号溝全景 （北） P L46 llA・12号住居出土遺物

5号溝全景（南） PL47 12・14号住居出土遺物

6号溝全景 （北） P L48 14-15号住居出土遺物

7号溝全景 （北） P L49 15・17・18号住居出土遺物

7号溝全景 （北） PL 50 18・ 19号住居A出土逍物

PL 23 8号溝全景 （北） PL 51 19号住居A出土遺物

10号溝全景 （南） PL52 19A・20・21号住居出土遺物

1号土坑全景 （北） P L53 21・22・24・25号住居出土遺物

2号土坑全景（北） PL 54 25・ 26号住居出土遺物

4号土坑土層断面 （南） PL 55 26号住居出土遺物

5号土坑土層断面（西） P L56 26・28・30号住居出土遺物

6・7号土坑遺物出土状態 （南） PL 57 30~32号住居出土遺物

6. 7号土坑遺物出土状態 （東） PL 58 32号住居出土遺物

P L24 土坑群 （西） PL 59 32・33号住居・

土坑群西部分（南） I 2・4 6-7号掘立柱建物出土遺物

P L25 土坑群中央部分（南） PL60 7-9号掘立柱建物出土遺物

土坑群東部分 （南） P L61 9~11・13・15号掘立柱建物 ・

PL26 6・7号土坑遺物出土状態 （東） l~4号溝出土遺物

31号土坑全棗 （北） PL 62 4 • 5 • 7~ 9号溝・

32号土坑全景 （東） 4-6号土坑出土遺物

35号土坑全景 （東） P L63 土坑 ・ビット ・

42号土坑全景 （東） グリッド出土遺物

43号土坑全景 （南） P L64 グリ ッド出土遺物

44号土坑土層断面 （南） P L65 グリッド出土遺物

45号土坑全景 （北） P L66 出土金属

PL 27 45・46号土坑土層断面 （西） P L67 出土金属

52・53号土坑全景（北） P L68 出土金属
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第I章調査の経過

第 I章調査の経過

第 1節発掘調査の経過

I 調査の経過

北陸新幹線建設に伴う発掘調査の経緯については側群馬県埋蔵文化財調査事業団報告第183集「行力春名

社遺跡 北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 1集」 1994年発行第 1章(p1~6)に詳しく記載され

ているので参照していただきたい。高浜広神遺跡は、榛名町大字高浜の標高200m付近に位置する 。発掘調

査範囲は、北陸新幹線高崎起点10,860km~11,285km地点である 。発掘調査を行った面積は3,048m'である 。

発掘調査は以下のような日程で実施した。

平成 5年10月

96区 表土掘削・遺構確認（As-B下水田面）調査

平成 5年11月

96区 基準杭設置・遺構確認 (As-B下水田面）調査継続（溝 5条）調査・写真撮影

平成 5年12月

96区 第 1• 2 • 3トレンチ調査 ・泥流堆積層掘削・遺構確認（溝 5条）調査・写真撮影・埋め戻し・終了

97区 表土掘削・遺構確認・旧石器試掘・埋め戻し・終了

平成 6年12月 調査事務所設置

東部 表土掘削 ・基準杭設置・遺構確認 ・奈良平安面（住居 9軒、溝 1条、ピット等）調査・気球撮影

平成 7年 1月

東部 遺構確認・奈良平安面（住居 4軒、掘立柱建物 4基、溝 1条、ピット等）調査

西部 表土掘削．甚準杭設置・遺構確認・奈良平安面（住居 2軒）調査

中央 表土掘削・基準杭設置・遺構確認 （近世土坑群、 As -B下畠、溝 3条等）調査

平成 7年2月

東部 奈良平安面調査継続・ローム面調査・旧石器試掘 木暮宅搬入路部遺構確認・奈良平安面調査

西部 奈良平安面調査継続 ・ローム面調査・旧石器試掘・埋め戻し・終了 町道付け替え部遺構確認

中央 近世土坑群調査継続 ・気球撮影

遺構確認・奈良平安面（住居 6軒、掘立柱建物 4棟、ピット等）調査・気球撮影

遺構確認（縄文面、住居 1軒）調査

平成 7年3月

東部埋め戻し・終了

西部 町道付け替え 遺構確認・奈良平安面、住居 1軒、掘立柱建物 l棟、柱列 l列、溝 l条、ピット等

調査・埋め戻し・終了

中央 遺構確認・奈良平安面、住居 6軒、掘立柱建物 1棟、溝 1条等調査

遺構確認・縄文面、住居 3軒調査・気球撮影 ・旧石器試掘 ・埋め戻し ・終了 調査事務所撤去

備考東部は、 97区0~Tグリッド 98区全てのグリッド 88区D~ Gグリ ッド

中央は、 88区J~ Tグリッド 89区A~Dグリ ッド

西部は、 89区M~Tグリッド 90区A~Kグリッド を指す。

4 



第 1節 調査の手順

第 II章 調査の方法

第 1節

発掘調査は、平成 5年10月の96• 97区谷地部分から始ま った。96区では、

掘り下げ、

調査の手順

As-B軽石層上面まで重機で

1条の溝を検出した。さらにAs-B軽石層下面では、水田とそれに伴うと見られる溝を検出し

た。その下As-C軽石層に覆われた溝 2条を検出した。97区では遺構は検出できず、旧石器試掘を行った

が、やはり遺構は検出できなかった。

次に着手したのは、平成 6年12月の丘陵部分である 。丘陵部分は便宜上、東 ・中央・西部と分けられる。

中央部だけは中近世の土坑群が検出できた。その下は全て同じく As-B軽石層下の住居、掘立柱建物、溝

などの面が検出できた。縄文の住居も同じ面で検出できた。旧石器の試掘は入れたが、遺構は検出できなか

った。

なお、出土した遺物や記録した図・写真の基礎的な整理は、発掘現場で実施した。遺物は洗浄・注記を行

い整理期間算出のために遺物量のカウントを行った。記録図は、平面と断面の甑顧の修正を行った。発掘調

査にあたっての遺跡名称 ・遺跡略号などの付け方については、北陸新幹線建設に伴う発掘調査を開始すると

きに同一事業内の統一をはかった。詳細については、「行力春名社遺跡」 1994を参照されたい。

整理作業は、遺物の接合、復元、写真撮影、実測、遺構図修正、遺構図 ・遺物図トレース、版下作成、印

刷の手順で実施した。

第 2節 基本層序

2. 90 • B-11 
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備考 テフラの略号

As-YP （浅間板鼻黄色軽石）

As-SP （浅間白糸軽石）

As-BP （浅間板鼻褐色軽石）

As-MP （浅間室田軽石）

AT（姶良Tn火山灰）
217.00m 

216.00m 

215.00m 

213.00m 

215.00m 

214.00m 
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211.50m 

ーニニニコ戸二二
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暗褐色耕作土軽石多滉

暗褐色 A s -A A s _B多混

暗黒褐色 As-B多混

A s _B純層

黒褐色 A s -C混

黒色黒ポク

褐色 ローム漸移層粘性あり

ローム As-YP粒混

粘性あり

I
X
X
X
I
X
I
I
皿

X
I
V
W

As-YP （ユニット 3枚）

ローム As-SP混

As-SP 大窪沢第 2パミス を含む ？

As-BP （ユニット 5枚）

ローム

As-MP 

暗色帯 AT （上面より10cm程下の位置）

第2図 基本土層
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第1I章調査の方法

第 3節調査区の設定

北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘調査では、こ

れに伴う遺跡発掘調査での調査区の設定を全域

が網羅するように設定した。

調査区の設定は、「国家座標」に基づき北陸

新幹線地域の全域を網羅する 1km四方の大区画

を設定した。大区画は、北陸新幹線の起点であ

る高崎駅東南の国家座標値X= +35,000. Om • 

Y = -73,000.0mを起点とし、北陸新幹線の岐

路に沿って高崎から安中方面に向けて25の区画

を設定した。（第 4図）これを「地区」（大区画）

と呼称した。

次にこの 1km四方の各地区（大区画）の中を

一辺100m四方の区画で100等分に区画し、この

100四方の区画を「区」 （中区画）と呼称した。

この「区」では、東から西へそして南から北に

かけて 1~100区までを設定した。

（第 3図）

さらに 「区」と呼称した100m四方の中区画

の内部を一辺 5mの小区画で400等分し、この

小区画を 「グ リッド」と 呼称した。「区」内部

の呼称方法は、東南隅を起点として X軸（西方

向）にアルファベッ トを、そして Y軸 （北方向）

に数字を用いた。すなわち 1つの中区画内部は、

x軸がAから始まり Tまで Y軸が 1から20まで

進んだ後次の 「区」に移ることになる 。

高浜広神遺跡は、大区画16地区、東から中区

画96• 97 • 88 • 98 • 89 • 90区に相当する 。

なお、発掘調査範囲にかかる各中区画のA-

1の座標値は、以下のとおりである 。

96区 X=+41,900.0m、Y= -80,500.0m 

97区 X=+41,900.0m、Y= -80, 600. 0 m 

88区 X=+41,800.0m、Y= -80, 700. 0 m 

98区 X=+41,900.0m、Y= -80, 700.0m 

89区 X=+41,800.0m、Y= -80,800.0m 

90区 X = +41,800. Om、Y= -80, 900. 0 m 

1 0 0 9 9 9 8 9 7 g 6 9 5 9 4 9 3 9 2 9 1 

9 0 8 9 8 8 8 7 8 6 8 5 8 4 8 3 8 2 8 1 

8 0 7 9 7 8 7 7 7 6 7 5 7 4 7 3 7 2 7 1 

7 0 6 9 6 8 6 7 6 6 6 5 6 4 6 3 6 2 6 1 

6 0 5 9 5 8 5 7 5 6 5 5 5 4 5 3 5 2 5 1 

5 0 4 9 4 8 4 7 4 6 4 5 4 4 4 3 4 2 4 1 

4 0 3 9 3 8 3 7 3 6 3 5 3 4 3 3 3 2 3 1 

3 0 2 9 2 8 2 7 2 6 2 5 2 4 2 3 2 2 2 1 

2 0 1 9 1 8 1 7 1 6 1 5 1 4 1 3 1 2 1 1 

1 0 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 

20 

19 

18 
17 

16 

15 

14 

13 
12 

11 

10 ， 
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6 

5 

4 
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2 

1 
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第3図 調査区の設定（中・小区画）
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第III章周辺の環境

第11I章周辺の環境

第 1節地 理的環境

高浜広神遺跡は群馬郡榛名町大字高浜字広神にある 。北西には標高1,448mの榛名山が従える 。榛名山か

ら東側に延びる丘陵は榛名白川によって分断され、南東にのびる丘陵は烏川によって分断される 。丘陵地帯

は、烏川・白川に向かって解析する小規模な谷地が各所に発達して、起伏にとんだ地形をなしている 。榛名

白川の東方には関東平野が広がる 。榛名山南麓の丘陵地帯は烏川によって遮られて、榛名町室田方面から河

岸段丘崖を形成している 。南東に延びる丘陵の中でも比較的広い平場を持つ丘陵上に高浜広神遺跡は存在す

る。高浜広神遺跡をのせた丘陵の東側の谷地部分には見立川の支流が流れ、白岩方面から流下する侵蝕谷が

谷地田となって東南方向に延びて下長地区で白川流域の丘陵地に接している。烏川を挟んで対岸では300m

級の河岸段丘が迫っている。そこは高崎市町屋町から榛名町下里見であり、烏川に平行した尾根を越えると

安中市秋間である 。

第2節歴史的環境

地質は榛名火山の噴出物が北部の山地を形成し、裾野や平野にあたる部分は榛名火山の噴出物、又はその

二次堆積物である 。榛名山は赤城山と同じく那須火山帯に属する火山である。典型的な二重火山でその活動

は、第三紀末から第四紀のはじめに（約百万年前）活動を開始し、成層円錐形火山をつくった古期活動と、

カルデラ形成後に中央火口丘（榛名富士）および寄生火山 （相馬山、水沢山、ニッ岳）をつくった新期活動

の二つに分けることができる。六世紀の爆発によってふりつもった火山灰や軽石の下に埋もれている遺跡も

少なくない。参又 1

榛名町は昭和30年群馬郡室田町、碓氷郡里見村、群馬郡久留馬村が合併し誕生した。参文 2 それまで高浜

広神地域は久留馬村大字高浜に属していた。村名「クルマ」の地名起源には諸説ある 。参文 3 「日本書紀」 (684)

には車持公らが姓を賜ったという記載が見える 。「新選姓氏録」 (815) の項に車持公は、上毛野朝臣と同祖

であり、豊城入彦命の子孫にあたり、雄略天皇に乗輿を献上したのでこの姓を賜ったという 。「倭名類緊紗」

には、群馬郡は八郷、長野 •井出・ 小野・八木 ・ 上郊 ． 畔切 ・ 嶋名 ・ 群馬と記載されている 。 隣接する碓氷

郡は、飽馬・石馬・坂本 ・ 磯部・石井・野後・駅家 ・ 伴囚の八郷。 片闘郡は、若田・ 多胡・高渠 ・ 佐没•長

野の五郷が記載されている 。また「倭名類緊紗」には「久留末国分為東西二郡府中間国府」ともあり 、群馬

郡が東と西の二つに分けられていたことがわかる。「上野国神名帳」には「群馬郡之内東郡之分 ・西郡之分」

とあり、「倭名類緊紗」を裏付ける資料といえよう 。参文 4 また、榛名神社には県内最古の鉄灯篭 (1323) が

あり、上野国車馬郡という銘が見られる 。参文 5 尾崎喜左雄氏は、 7世紀頃の榛名 山南麓を中心とした車持

部の勢力範囲を「くるま」と称し、ついで 7世紀中頃から榛名山東麓の豪族有馬君の台頭により群馬の名が

用いられ、南部の物部、石上部の勢力の一部が入れられて群馬郡になったものであろうと考えておられる。

また、尾崎氏は高浜広神遺跡周辺を長野郷に、烏川対岸を片岡郡多胡郷、若田郷、あるいは碓氷郡と考えて

おられる 。参文 6 高浜広神遺跡の南東 2kmの地に本郷ミカドという場所がある 。「御門」の地名は 8世紀頃の

郡術の所在地と推定している。この頃の郡術開設はその居宅がまずあて られたものと見られるので、その所

在地も随時移動したであろう 。いずれにせよこの地が「クルマ」に深く関わるのは間違いないであろう。

同じ台地上の先端では榛名木戸神社、西へ 2km程行ったところでは戸榛名神社と榛名山を中心にして信仰

8 



第2節歴史的環境

に関連する遺跡が数多く立地している。榛名神社関連の神社から「上野国神名帳」記載の神社、廃寺、古瓦

散布地などである 。またこれに関連して榛名山、榛名神社、伊香保神社などをつなぐ道もはやくから整備さ

れていたようだ。例えば「榛名山裏街道」であるが、これは高浜広神遺跡の東部と中央部の間を貰いている。

高浜広神遺跡から南へ500m程行ったところに駒形神社がある。「久留馬村誌」によると馬を取り扱った役

所の跡であるという。「上野国神名帳」でも正五位駒形明神に位置づけられている。「延喜式」 (941) では上

野固の御牧を利刈 ・有馬島 ・沼尾・拝志・久野・市代・大藍・塩山・新屋の九牧という。善地の月波神社、

車持若御子神社の近隣には「治尾の牧」と伝えられている場所がある。また周辺の地名にも「駒寄」等馬に

関連した名が多いのも特徴である。

縄文時代の遺跡は発掘事例が少ない。若干「久留馬村誌」に報告されているので参照されたい。

第 1表周辺遺跡一覧

No 遺跡名 所在地 遺跡の主な内容 文献

1 長野往遥（草津街道）

2 伊香保逍

3 榛名山裏街道

4 主要県道高崎一室田線

5 高浜砦跡 欠の上

6 御門古城跡 本郷字三角

7 しどめ塚（人見塚） 本郷字道場

8 駒形神社 高浜字中通， 車持神社 十文字字苧干楊

10 治尾の牧 同上

11 戸榛名神社 神戸字宮山

12 榛名木戸神杜 本郷字満行原

13 I白岩観音堂 白岩字大門

14 月波神社 善地字長坂

15 奥原古墳群 本郷字奥原

16 本郷的場古墳群 本郷字的場

17 白岩の道しるべ 白岩上堂

18 高浜六本辻の道しるべ 高浜道角

l 9 高浜辻の道祖神 高浜

20 束上秋間遺跡群 中秋間東上秋間

21 上野堰

22 箕輪城 箕郷町東明屋

23 鷹留城 下室田

引用・参考文献

高崎＿本郷一高浜＿神戸一三ツ子沢一室田一三の倉一草津 2 

本郷ー白岩ー伊香保 草津街道の岐路 欠の上•宮開戸・ 一本桑 ・ 中通・遠北原 2 

本郷一高浜（茅井）—+文字一榛名 2 

烏川に沿う

方形方二町室町時代末期（水正 9年頃）長野憲業近世坂上城 l l 

長尾五郎景忠永禄 9年全長170m I 11 
径20m円墳 横穴式石室 装身具武器類馬具類 7世紀前半～ 8世紀 5 

駒を取り扱った役所の跡 上野国神名帳群馬郡之内西郡之分正五位駒形明神 2 

上野国神名帳群馬郡之内西郡之分従五位車持明神 2 

延喜式上野九牧

榛名明神の分霊 3 

榛名明神の分霊 上野国神名帳群馬郡之内西郡之分従四位榛名本戸明神（惣社本） 3 

索弁四葉文蓮花文瓦布目瓦 白鳳寺院

長谷寺縁起絵巻朱鳥年間 (686~696) 開基 本堺十一面観世音平安末期 (11世紀 I2 

末～12世紀初） 板東十五番札所

従四位月波明神 8 

古培群 65基 円墳 7世紀 8世紀代まて存続 木戸神社寄りの地を避ける 9 

古墳群 奥原古墳群より先行する 6世紀中葉～ 7世紀 10 

元禄五年(1692) 5 

文化十年(1813) 5 

元禄五年(1692) 5 

窯業炭焼窯跡 8世紀初頭以降 l3 

江戸以前 10 

長野憲業 (1512)

長野憲業 (1492) 12 

1. 「箕郷町誌」箕郷町誌編募委員会1975年

2. 「久留馬村誌」久留馬村誌編纂委員会1963年

3. 「群馬県史」資料編 4 （原始古代 4文献）群馬県史編さん委員会1985年

4. 尾崎喜左雄「上野国神名帳の研究」 1974年13. 「東上秋問遺跡群」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1995 

5. 「榛名町の文化財」榛名町役場1995年

6. 尾崎喜左雄「群馬の地名一上巻ー 」上毛新聞社1976年

7. 川原嘉久治「西上野における古瓦散布地の様相」 『研究紀要10』財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1992 

8. 川原嘉久治「上野国総社神社主祭神の性格に関する一考察」fjijf究紀要 6』財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1989 

9. 「奥原古墳群j財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1983年

10. 「本郷的場古墳群」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1990年

11.山崎一 「群馬県古城塁址の研究ー下巻ー」群馬県文化事業振製会 1972年

12. 「至田町誌」室田町誌編纂委貝会1966年

13. 「東上秋間遺跡群」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 1995 

，
 



第旧章周辺の環境

国土地理院 l: 50000「榛名山」使用

川原嘉久治「榛名山麓の古代寺院 11一唐松廃寺ー」 r研究紀要11」財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団1993から引用
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第 5図歴史的環境
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第w章 検出された遺構と遺物
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第w章 検出された遺構と遺物
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第12図 13号住居出土遺物 （4)

13号住居

88区0-18グリッドを中心に位置する 。同時期の第23号住居は西23mにある 。

平面形は、南北に主軸をもつ柄鏡形を呈すると思われる 。主軸の残存長は 5mで、主体部は直径4.1m、

張出部幅 2mを推測する 。主軸の方向はN-15°-Eである 。

本住居は、敷石面まで中近世遺構がおよんでいたことと、黒色土中構築のため、周壁 ・柱穴等確認されな

かった。このことから奥壁部や炉辺部の敷石及び東側にある角柱状の礫と張出部の礫 ・埋甕により確認した。

礫は地形にそって南東方向に散漫している 。

主体部は、炉辺部及び奥壁部で良好な敷石状態を示す。敷石には30cm~50cm程の板状割石と安山岩割石 ・

扁平な河原石を用いて構築されている 。周礫等は検出されなったが、東端の長さ40cm、幅16cm程の角柱状の

礫が東壁の一部となると考える 。

炉跡は、主体部中央やや南よりに位置し、敷石に囲まれた方形を呈する 。東西40cm、南北50cm、深さ 10cm

である 。

張出部接続部には、埋甕 1個のみで、他の施設は検出されなかった。

張出部は、東側壁が良好に残存する 。接続部から長軸60cm、幅25cm、深さ45cm程の礫が主軸方向に立てる

ように構築される。

埋甕（第 9図 1) は、接続部東側に検出した。掘り込みは黒色土中の構築のため、検出に努めたが確認で

きなかった。上面には蓋石され、正位の状態で、南東に傾いて出土した。

その他の遺物は、敷石面で出土している 。
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第 w章 検出された遺構と遺物
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長軸 短軸 深さ

P-1 39.0 31.0 19.0 

P-2 47.0 39 0 36.0 

P-3 38.0 34.0 30.0 

P-4 40.0 32.0 32 0 

P-5 40.0 38.0 16 0 

P-6 30.0 29.0 12.0 

P -7 46.0 38.0 32.0 

P -8 50 0 41. 0 32.0 

P-9 33.0 32.0 23.0 

P -10 24.0 19. 0 19. 0 

P -ll 22 0 20 0 27.0 

P -l2 34.0 30.0 17.0 

P-13 26.0 25.0 16.0 

P-14 41.0 32.0 23.0 

P-15 33.0 32.0 20.0 

P-16 33.0 30.0 25.0 

P-17 32.0 22.0 25.0 

P-18 28.0 25.0 11.0 

P-19 50.0 37.0 45.0 

P-20 40.0 33.0 33.0 

P-21 21.0 19.0 31.0 

P -22 50.0 40.0 21.0 

P-23 50.0 41.0 18 0 

P-24 50.0 45.0 25.0 
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第14図 23号住居・出土遺物 （1)
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第 1節縄文時代
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第w章 検出された遺構と遺物
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第w章 検出された遺構と遺物
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第 1節縄文時代
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第19図 23号住居出土追物 (6)

23号住居

88区T-17グリッドを中心に位置する 。同時期の13号住居は東23mにある 。また、西lOm程には土坑及び

遺物集中地点がある。

平面形は、南北に主軸をもつ柄鏡形を呈すると思われる。主軸の長さは5.85mで、主体部は直径4.3m、

張出部幅 2mを推測する。主軸の方向はN-5 °-Eである。

本住居は、周壁は確認されなかったが、柱穴と奥壁部や炉辺部の敷石 ・埋甕により確認された。

主体部は、炉辺部及び左奥壁部で良好な敷石状態を示す。敷石には30cm~50cm程の板状割石と扁平な河原

石を用いて構築されている。

柱穴は、 24本検出したが、本住居に伴うものとして主体部で 7本、張出部で 2本が確認された。 P-5を

奥ピットとして、対ピットとなるのは P-4と6、 3と7、 2と8で、張出部 1と9である 。

炉跡は、主体部中央やや南よりに位置する石囲炉である 。規模は東西40cm、南北40cmである。

張出部接続部には、埋甕 1個のみで、他の施設は検出されなかった。張出部の礫の残存は散漫である。

埋甕（第14図 1) は、接続部東側に検出した。掘り込みは黒色土中の構築のため検出に努めたが確認でき

なかった。上面の蓋石が正位の状態で埋められた甕の中に入り込んでいた。

その他の遺物は、敷石面で出土している。
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第 1節縄文時代
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J -1 • 2号土坑周辺

89区B-15グリッドから89区B-16グリッド

にかけて縄文土器が集中的に出土した。

本地点は、東10m以東にある 13• 23号住居の

居住域からやや西南方向に傾斜する地点の平坦

面である 。

遺物は、黒色土中に包含されていた。この遺

物包含層である黒色土に僅かに焼土粒や炭化粒

が見られたことから精査を繰り返した。しかし、

遺構としては遺物取り上げ後に検出した土坑 2

基のみである 。

第20図に遺物分布図を示した。平面的な分布

としては B-16グリッドから B-l7グリッドが中心的である 。垂直分布を D-l7杭から B-17杭の17ライン

南2.0m、幅10.0m間の範囲の遺物を投影した。遺物取り上げ後の遺構と重ね合わせて見ると、J-2号土

坑上面• J -2号土坑西側礫集中地点及び J-2号土坑北に集中し、標商216.lm~216.4 mに分布している 。

六

A' 

口
J -1号土坑

1 ローム粒 ・白色細粒子 を含

焼土・カ ーボンを少含

／立□，口16”

A
 

J -2号土坑

A' 

1 暗褐色土 As-YP・ロー

ムプロッ ク多含 硬く 締ま る

カーボン滉

゜
1 : 60 2m 

L-216. IOm 

第21図 J -1 • 2号土坑

土器の出土状態は第24図 1はB-17北に一括出土し、第24図 2はJ-2号土坑上と西と近接して一括出土、

第25図 3の注口土器はJ-2号土坑北に出土した。

本地点は、東の地点が居住域と、やや傾斜した本地点に土坑群が設営されたものと考えられよう 。出土し

た遺物は埋置されたものではなく、流入したものと考えられる 。
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第22図 J-1号土坑周辺出土遺物 （1)

29 



第1V章 検出された遺構と遺物
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第 1節縄文時代

-----------

i 

ヽ

,0!;&-,r. 

ーロ
□I拿

、1
1
1
/

：

り

」
』:̀

g 

／
 

/
/
¥
¥
 

、‘‘、
9
1

り
／
ッ
｀
＼
ー

▽
`
 

□1
 

I I 

10 

＼
 

・ヽ

，
 

ー

0
口
口
1

2

1

1

3

¥

ー
り

16

O 1 : 3 10cm 

第25図 J-2号土坑周辺出土遺物 （2)

31 



第w章 検出された遺構と遺物
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゜第26図 J-2号土坑周辺出土遺物 （3)
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第27図 J-2号土坑周辺出土遺物 （4)
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第w章 検出された遺構と遺物
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第28図 J-2号土坑周辺出士遺物 （5)

J - 1号土坑及び周辺遺物

89区C-16グリッドに位置する 。平面形は72cmX80cmのほぼ円形を呈する 。壁面は緩やかで、底面は平坦

である 。土坑内より深鉢底部（第22図 1)が出土した。

J-2号土坑及び周辺遺物

89区B-16グリッドに位置する 。平面形は楕円形に近い不定形を示し、断面「U」字状を呈す。規模は長

軸 1m、短軸80cm、深さ58cmを測る 。土坑内出土遺物は無い。
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第 1節 縄文時代
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第29図 1号埋甕・出土遺物

1号埋甕

88区M-18グリッドに位置し、 13号住居の東 4mに単独で検出した。掘り込みは黒色土中の構築のため検

出に努めたが確認されなかった。埋設されていた土器（第29図 1)は、正位の状態で北西に傾いて出土した。

埋甕内には礫等の埋納物は出土しなかった。

グリッド出土遺物

遺構確認時及び奈良•平安時代等の遺構埋土より縄文時代前期から後期にかけての土器が出土した 。 その

主体は遺構の中心である加曽利 EN式～称名寺式が圧倒的に多い。そこで中期終末期～後期初頭期土器は多

くの中から特徴的なものを図示した。

因示した土器は、 1 ~ 3は前期初頭併行、 4 ~10は繊維を含む前期、 11~16は諸磯式を中心とする前期後

半、 17は中期中葉、 18~32は加曽利 E式～称名寺式の中期後半から後期初頭、 33~42は加曽利 B式を中心と

する後期である 。なお、 43は不明である 。
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第w章検出された遺構と遺物

3.縄文グリッド
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第30図 縄文グリ ッド出土遺物 （1)
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第 1節縄文時代

4. 成果と問題点

高浜広神遺跡における縄文時代の遺構は、柄鏡形敷石住居跡 2軒 ・遺物集中地点 ・土坑 2基 ・埋甕 1基で

ある 。ここでは、検出した柄鏡型敷石住居跡について述べる 。

柄鏡型敷石住居跡は加曽利 EW式期、中期終末期の所産である。以下に敷石状況 ・柱穴 ・埋甕について概

要を記す。敷石状況は、主軸と関連する張出部、主体部入口部埋甕周辺、炉周辺部、奥壁部周辺に確認され、

一部壁際に検出した。炉周辺部から奥壁部には板状割石を使用し、 他には山石及び川原石の扁平部分を床に

なるよう施している 。また、 23号住居跡奥壁部には敷石として石皿が用いられていた。13号住居跡壁際には

礫を立てる様に一石認められた。張出部は壁際を大きめの礫を立てるように施し区画を成す。柱穴は23号住

居跡のみの検出であるが、主軸と関連し、奥壁部柱穴を 中心に規則的配置を成し、入口部「対ピット」を含

め 7本主柱穴を構成する。張出部は「対ピット」と入口部の 2本を含め 4本柱が認められた。埋甕は主体部

入口部「対ピット」周辺に検出し、炉周辺部から張出部にかけて施された敷石を「石蓋」とするように正位

の状態で出土した。埋甕内には礫等の内容物は検出されなかった。

以上が本遺構検出の柄鏡型敷石住居跡の概要であり、 13号住居跡 ・23号住居跡と同時期で近接する住居跡

であり、炉の位置、埋甕の位置、張出部の位置など構築構成についての共通性の他、敷石行為の炉周辺部から

奥壁部における板状割石の使用や、埋甕への「石蓋」 ・埋甕の埋設状態等構築方法についても類似する点が多い。

本遺構における敷石行為は、板状割石の配置が炉の北側から奥壁部に 1~l. 5mの範囲に長軸25cm前後の

礫を用いて整然と施されている 。これば炉を囲み入口部を見渡せる位置に平らな礫を選別して敷設したよう

にも見られる 。また、埋甕の「石蓋」は、主体部の敷石と張出部連結部の敷石との接点にあり 、13号住居跡

の調査では主体部敷石によるものと考えられたが、主体部敷石行為の部位の一部として捉えるか、張出部の

敷石行為と捉えるか、埋甕に対する意識及び構築の方法に係わるものと考えられる 。このように一定の部位

に特定の意義を持たせ敷設したものなのか、また、何らかの意識が本遺跡敷石住居跡構築時期だけでなく 、

他の時期を通じて保たれ継続されたものか、このことについては今後の課題であり、類例試料の集積を行い

検討していきたい。

群馬県内における敷石住居跡は、約150遺跡250軒程が確認されており 、加曽利 EIIl式段階に成立し、後期

へ向けて発達する 。今回の北陸新幹線地域（榛名山東南麓）においては 4遺跡（高浜広神遺跡 ・白川傘松遺

跡 ・白川笹塚遺跡 ・三ツ子沢中遺跡） 13軒が検出している。本地域で検出した敷石住居跡は全て柄鏡型を呈

すると考えられる 。時期は加曽利EIIl式期から堀之内 I式期の所産であり 、加曽利EW式期段階を主として

いる 。本遺跡も他遺跡と同時期である 。今回検出された 4遺跡における敷石状況は加曽利 EIIl式期の全面に

施すもの、加曽利EN式期の主体部全面に施すもの、炉周辺部 ・壁際 ・散漫に施すもの、張出部についても

全面・部分 ・散漫であるもの、称名寺 I式期の主体部壁際を巡り、張出部全面に施すなど、敷石行為の部位

について一定していない。このことについては他論考においても、時期を通して敷石行為は一定しているも

のではなく、時期 ・地域等により多様であることは指摘されている 。本地域においても同様であると考える 。

また、礫の種類についても板状割石 ・川原石 ・山石等が用いられている 。次に埋甕については、本遺跡では

主体部入口部に 1基検出しているが、同時期遺跡でも 1ないし 2恙検出されている 。敷石状態同様に埋甕の

個数についても時期的特性は見受けられない。また、連結部に石囲いを有する住居跡もある 。

高浜広神遺跡の柄鏡型敷石住居跡における敷石状況や石材の分布、埋甕の「石蓋」について思うままに記

してしまったが、今後の課題として学習に取り組んでいきたいと痛感している 。
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第1V章検出された遺構と遺物

第 2節 奈良• 平安時代以降

1. 住居 Al 調査区域外 A' 

1号住居

i［口冨□3-9

位置 97区P-5 主軸方位 N -69°-N 

平面形状 南西隅確認大半が調査区域外方形

規模 (1.9) X (1.5) m 柱穴 不明 周溝 なし

貯蔵穴 不明 叫 叫
埋土 As-C混土層 ローム漸移土層 A A' 1 表土

口
2 暗褐色土 As-B混

残存壁高 0.1 m 床面 ローム漸移層まで掘り 3 黒褐色土 2層が一部混入

4 黒褐色土 As-C滉

下げる 5 黒褐色土 As-C少滉

鼈不明 遺物 なし

゜
I : 60 2m 
L=214.90m 

第35図 1号住居

2号住居

位置 97区P-3 主軸方位 N -90°-E 平面形状 隅丸方形 規模 3.45X2.7m

重複 1号溝に切られる (As-B混） 柱穴 なし 周溝 貯蔵穴部分を除き壁に沿って全周

貯蔵穴 南東隅検出円形 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.3m

床面 As-C少混黒褐色土で貼り床？ 土坑 1号土坑は掘り方時に検出され人為的に埋められた

竃 東壁やや南燃焼部は壁面より 20cm程外側 横断面は緩い U字形壁際には河原石を立て掛け、袖口と

する。左右二段以上掌大の河原石を組みローム漸移層で埋めている

遺物 貯蔵穴肩口で土師器杯 ・甕が出土 須恵器蓋 ．杯が貯蔵穴の壁から滑り落ちるような形で出土 須恵

ヒ屡 器蓋寵壁に置かれたような状

叫叫

゜A
 

A
 

可叫

ミ
H' 

j 

/ 

5 • 4 5 A' 

3 2 3 

4 6 
6 4 5 

7 

8 
10 

第36図， 

＼ ， 

態で出土 時期 遺物より 9

世紀第 1四半期

叫
叫

1 1号溝

2 暗褐色土 As-C混

3 黒褐色土 As _C多含

3'3層に類似焼土粒多含

4 黒褐色土 A s -C ¢ l ~2 cm 

大のロームプロック混

5 黒褐色土 A s _C少混黒色土

プロック混粘性あり

5'5層に類似 灰 を 多 含

6 明褐色土 ローム粒を含む

住居内 1号土坑

7 暗褐色土 褐色土層プロック

YP軽石混

8 黄褐色土 YP軽石多含

9 黒色土 黒ぽく土

10 黄褐色土 YP 軽石 •BP粒多含

゜
2m 

2号住居

I : 60 

＇ L-214. IOm 
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奈良•平安時代以降
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□ 
A' 

叫
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l 黒色＿十＿
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黒色土

暗褐色十

暗褐色土

赤褐色十．

灰褐色土

赤褐色土

暗褐色土

As-C混

As-C混 黒色十ブロ・ノク

褐色土層プロノクを含む 焼土粒混

As-C混黒色土・焼土粒を僅含

焼土ブロノク多混 As-C少混

灰

焼十．

袖

` l  

H
 

H'3 

ローム粒僅含

8 cm大のロームプロソ

ク・ローム粒混

黒糊色土 ローム粒・焼土粒混

゜
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第37図 2号住居・出土遺物
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第w章 検出された遺構と遺物

3号住居

位置 98区B-2 主軸方位 N -80°-E （南辺）

平面形状 南辺0.5m幅を調査、大半が調査区域外方形 規模 3.15X(0.5)m 柱穴 不明

周溝 なし 貯蔵穴 不明 埋土 As-C混土層 ローム粒混土層 残存壁高 0.35m 床面 ローム漸

移土層まで掘り下げる 竃 不明 遺物 土師器坪 ．甕埋土より出土 時期 遺物より 9世紀第 1四半期

A' 

二 ＝二91
98 • 8+4-2 

A
 

゜

A' 

／
 

゜
I : 3 

芦
2
厨

］ 表土
L-215.70m 

4 暗褐色土 ローム粒少滉

2 暗褐色土 As-B軽石多混 ロームプロ ・ノク混 4' 2層とロームの互層

3 暗褐色土 As-B軽石多混 1 cm弱の小石混 5 暗褐色土 As-C混黒褐色土とローム粒の混土

第38図 3号住居 ・出土遺物

4・5・6・9・10号住居重複図 ーーJ/| 

翁

6住

＋ 98 • H-2 

゜
I : 80 4m 

第39図 4 • 5 • 6 • 9 • 10号住居重複図

44 



第 2節 奈良 • 平安時代以降

9号住居 叫 "i:o I 

` I/ 

へ—

c-バr'

4住

/----・-

（ ． 

t:'2. :...  • • I~ .,\\ . : 

` ¥ ,8 A叶— 3\ . • 
I.  o3l ¥ 

I 

,¥ 26 ` 

l3 ご 1

ロ ニ□／ 芝
ェ ＼ m| 

!._: 4i:t . 4住 12 4住 II -~ 

2 
3 

4 10住

1 3 

10住
4住

ーーJ/ 1 

F 

一L-214.90m 

1 暗褐色士 As-C密に混

2 暗褐色土 As-C混 ローム粒

¢ 2 cmのローム漸移層

ブロソク混

3 暗褐色土 As-C密に混 'P 5 cmの

灰褐色プロノク混

4 暗褐色—+ A s -C混 'P 1 cmのロー

ムブロック混

4'4層と同様焼土粒混

5 暗褐色士 As-C滉 'P 3 cmのロー

ムブロソク混

6 褐色土 漸移層ブロノク・焼土粒滉

7 暗褐色七 上層に焼土粒混 A s -C 

少混

8 褐色土 A s _C少混 しまりない

9 暗褐色土 As-C混 口＿ム粒．

焼土粒・炭混

10 暗黒褐色土 A s _C少混 'P 2~5  

cmのロームプロソク混

11 黒褐色土 ロームプロノク'P3 cm滉

焼土粒 ・炭粒多混

12 暗褐色土 YP・焼土多混 上面に厚

さ5mmの硬くしまった面

（貼り床）

13 暗褐色土焼土粒 •YP 混

（住居内 1号ピノト）

F
 

゜
I : 60 2m 
L=215.50m 

叫 叫

D
 

9

,

 
c
-D
 

／
 

C' 

D' 

叫

I : 30 lm 
L-215. IOm 

篭

1 暗褐色土 A s -C・ローム粒を密に混入

（自然埋土 住居も同し）

2 暗赤褐色土焼土粒プロソク (¢0.5cm)

を混入 漸移層を多含

3 暗褐色土 A s _C混 ロームブロソク

多含焼土プロノク混

4 暗赤掲色土 A s -C僅含 焼土粒多含

5 暗褐色土 焼土ブロノク・焼土・ローム粒滉

5' 5展と同様

6 A s _C混焼土粒・ローム粒混

（煙道部の流入土）

7 ロームと焼土粒の混土（天井部の崩洛土）

8 A s -C混大粒 (5~10mm大）の焼土・

ローム混

9 暗褐色土 As-C・ 黒色土ブロソク・

ローム粒混焼土粒多混

10 暗褐色土 A s -C混黒色土ブロノク・

焼土粒混

11 明黄褐色土 ロームプロノク 右よりに焼土

11' 明黄褐色土 ロームプロソク

12 暗褐色土 A s -C •黒色土プロノク ・

ローム粒混焼土粒多混

12'12陪と同様焼土粒滉

13 暗褐色土 焼土プロノク混入の他は 3層同様

14 暗黒褐色土 A s _C •黒色土ブロノク・

ロームプロックを含む

上層に焼土プロックがみられる

15 明黄褐色土 ロームプロック¢ 1~3 cm大の

焼土ブロック混

15' 明黄褐色土 焼土プロックの滉入なし

第40図 9号住居
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第1V章検出された遺構と遺物

9号住居

位置 97区T-2 主軸方位 N-86°-E 

平面形状北西の隅僅か調査区域外方形 規模 3.65X3.4m

重複 4号住居を切る 10号住居を切る 5号住居に切られる

柱穴 なし 周溝 なし 貯蔵穴 南東隅隅丸方形遺物多数出土 埋土 As-C混土層

残存壁高 0.05m 確認できるのは寵周辺と西壁の一部のみ 4号との重複を認識しないままに調査したた

め不明 床面 A s -S Pまで掘り込み、ロームプロック混土で硬く締める貼床 土坑 住居内土坑 5碁

いずれも底面は As-BP上のロームまで達し、断面はやや袋状、軽石、ロームプロック、暗褐色土の混土

で人為埋没している 粘土採掘坑か？ 1 • 3は9号住居掘り方土坑（初見）

竃 東辺中央やや南 袖口、燃焼部の左右に二段以上河原石を積み、ロームブロックで貼る 燃焼部壁面よ

り外側へ20cm程出る

遺物 重複が激しいため他の遺物が流れ込む 7・8のコの字甕、寵左壁奥より手前へ横倒しの状態で出土

貯蔵穴周辺で須恵器杯出土多い 鉄製の釘、刀子、砥石なども出土

土師器坪 2・3は10号住居の遺物 26 • 27は4号住居周溝の遺物 時期 遺物より 9世紀第 2四半期

4号住居

m̀ ¥ • 

――J/ | / 
込 I

o:i I 

出
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0
1

1 暗褐色土 As-C混 ローム粒．

¢ 2 cmのローム漸移層

プロック混

2 黒褐色土 ロームプロック滉

3 暗黒褐色土 漸移層粒多混

ロームプロック混

~ 4 暗褐色土 漸移層粒 ・ローム粒滉

5 暗褐色士 As-C混 ローム粒．

焼土粒・炭粒混

6 暗黒褐色土 As-C混 ローム粒滉

出
6

人＿ 9 -

A A' 

□ 主

m | 

゜
1 : 60 2m 

゜
I : 30 lm 

L-215.50m 

第43図 4号住居
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A A' 

B B' 
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D D' 
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゜
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L=214.90m 

~l 口 ＼□ ／3/ 

嘗

ロニ／二：／ロニ口
返鳴塵□ 1 : 3 10cm 

第44図 4·9 号住居• 4号住居出土遺物

4号住居

位置 97区T-2 主軸方位 N-86°-E （北辺）

平面形状方形規模 （3.45)X (3.35) m 

重複 9号住居に切られる（西辺0.3m程ずれる） 5号住居に切られる 1号土坑に切られる

柱穴不明周溝西辺に一部残 貯蔵穴不明

埋土 A s -C混土層 ローム粒混土層 9号住居によってほとんど切られているため不明な部分が多い

残存壁高 0.62~0.68m （東辺） 床面 詳細は確認できず

竃 9号住居によって壊されているため掘り方のみの確認 土坑 2・5は4号住居掘り方時の土坑

遺物 9号住居に遺物流れ込む 9号住居26• 27の須恵器の坪が周溝に残された唯一の遺物 27は大型で底

部ヘラ削りが施してある 時期 遺物より 8世紀第 2四半期
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第w章

5号住居

検出された遺構と遺物
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暗褐色土
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二 ：:::±iよ贔門J尭土粒少滉
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A s _C黒色土にローム粒多含

ローム粒多含焼土粒混

ロームプロック(¢ 0.5~2 cm)混

漸移層土主体焼土粒多混
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ロームプロック主体焼土少混
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焼土粒 ．
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第45図 5号住居
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第 2 節奈良 • 平安時代以降
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第w章 検出された遺構と遺物
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第47図 5号住居出土遺物 （2)

5号住居

位置 98区A-2 主軸方位 N -94°-E （北辺）

平面形状 方形 規模 4.lX3.2m

重複 4・9号住居を切る 6号住居を切る 柱穴 なし 周溝 なし 貯蔵穴 南西隅円形

埋土 As-C混土層 残存壁高 0.3m 床面 ソフトローム上面まで掘り込む

土坑 住居内 1号土坑埋土に炭・焼土多混

竃 東辺やや南寄り 燃焼部はほぼ壁面と同位置横断面は緩やかな U字形 ローム漸移層土を主にローム

ブロックを貼り付け、袖を作る

遺物 壺の右手より土師器外面「西」墨書坪出土 コの字甕破片散在 須恵器坪碗散在 紡錘車寵左手より

出土時期遺物より 9世紀第 3四半期

6号住居
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¢ l ~3 cm大のロームブ

ロックを含む上面に焼土
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゜
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第48図 6号住居
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第w章 検出された逍構と遺物
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第50図 6号住居出土遺物 （2)

6号住居

位置 98区A-1 主軸方位 N-55°-E （北辺） 平面形状 方形 規模 3.85X3.15m

重複 5号住居に切られる 柱穴 なし 周溝 東辺を除く 三辺にまわる

貯蔵穴 南東隅方形遺物多数出土 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.2m 床面 掘り＜ぽめたのみ

竃 東辺やや南寄り 袖口、燃焼部ともに左右河原石を立てかけ、ロームブロックで貼る 燃焼部は壁面よ

り10cm程出る 煙道に 1の甕を使用

遺物 コの字甕は寵、貯蔵穴周辺で出土 6の甕大変肩が張り、口縁で屈曲して外反する 須恵器坪貯蔵穴

周辺で出土 時期 遺物より 9世紀第 2~3四半期
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第2節 奈良•平安時代以降
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第w章 検出された遺構と遺物
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第 2節 奈良 • 平安時代以降
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第53図 7号住居出土遺物 （2) ゜

I : 3 10cm 

7号住居

位置 98区D-2 主軸方位 N-96°-E （南辺） 平面形状 北半分調査区域外 隅丸方形

規模 3.65X(2.2) m 重複 61• 62号ピットに切られる 柱穴 なし 周溝 なし 貯蔵穴 南西隅

埋土 A s -C混土層 残存壁高 0.5m 床面 明確な貼り床は確認できず

土坑 南西隅に掘り方時の浅い土坑あり

竃 東辺 袖口、燃焼部共に河原石を立てかけ組み、ロームブロックで固める 燃焼部は壁面より 20cm出る

周辺遺物多い

遺物 土師器坪・甕寵左手から多く出土 土師器底部「丁」墨書杯貯蔵穴西側から出土 土師器暗文坪西壁

際から出土 14は加工された寵の袖石 時期 遺物より 8世紀第 3四半期

8号住居

位置 88区F-20 主軸方位 N -90°-E 

平面形状 方形 規模 4.7X3. 92m 

重複 東辺 ・西辺・寵を利用して 2軒が重複 小型から大型住居の建て替えが考えられる 西辺で 1号掘立

柱建物を切る（初見） 柱穴 西側 2本確認

周溝 旧小型住居の段階では北辺の内側のもの、南辺では内側の段差が考えられる 新大型住居は東辺を除

く3辺にまわる 貯蔵穴 南東隅 円形遺物多数出土

埋土 A s -C混土層 ローム漸移土層 残存壁高 0.48m 床面 ローム漸移土層まで掘り下げ、ローム

ブロックを突き固め貼り床にする

竃 東辺やや南寄り 両袖の芯には河原石を入れ、ロームブロックを貼り付ける 燃焼部は壁面から30cm程

外側に出る 煙道には 8の甕を使っている 寵手前にば焼土・炭を掻き出してならした痕跡が残る

遺物 土師器底部「爪」墨書杯西壁近くで出土 寵付近を中心に甕出土 いずれも上方からの崩落とみられ

る 貯蔵穴上で須恵器坪数個体並んで出土 使用時から大きな移動はないと思われる 金銅製腰帯裏金具寵

右袖付近から出土 金属付着物のある台石出土 時期 遺物より 9世紀第 2四半期
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第2節 奈良 • 平安時代以降
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1 黒褐色土 As-C混

］＇黒褐色土 1屠と同様焼土とロ ーム混
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第1V章 検出された遺構と遺物
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第58図
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4 黒褐色土 A s -C・ロームプロ ック ・焼土プロック多含

5 黒色土 ロームプロック ・ローム粒混 焼土粒をまばらに含む

6 赤黒褐色土焼土粒多含

6'6層と同様 焼土プロック含む

7 黒色土粘性あり

8 褐色土 As-C混 ローム粒混焼土粒少混

9 明褐色土 As-C混内側被熱で赤色 ローム（袖）

10 褐色土 As-C混黒色主体 ロームプロ ソク1'3cm多混焼土粒微混

11 黒褐色土 A s -C混黒色主体 漸移層プロック ロームプロック1'2cm混
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第61図 10号住居出土遺物 （2)
＊分析資料鉄ー7

10号住居

位置 97区T-2 主軸方位 N -72°-E （北辺） 平面形状 方形 規模 4.0X3.8m

重複 4号住居に切られる 9号住居に切られる 柱穴 なし 周溝 全周 貯蔵穴 南東隅上面方形下

面円形地山を揺り残して貯蔵穴の周りを土手状に囲む 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.65~

0.7m 床面 As-SP面まで掘り込み、うすく貼り床 鼈 東辺やや南寄り 燃焼部ほぼ壁面と同位置

横断面U字形 ロームブロックを貼り付けて袖とする 遺物 1 • 2土師器坪唯一10号住居に伴う その他

の遺物 4・9号住居のもの 9は流れ込み 時期 遺物より 7世紀中頃（古墳時代）

11号住居A

位置 98区F-1 主軸方位 N -85°-E （南辺） 平面形状 方形 規模 3.75 X 2. 55 m 

重複 2号溝に切られる 11号住居Bを切る 12号住居を切る

柱穴北辺二穴確認 周溝 なし 貯蔵穴 なし

埋土 As-C混土層 寵の前の床上15cmに大小80個程の角せん石安山岩集中して出土、 9・10の羽釜混在、

同時期に投棄されたものか 残存壁高 0.42m 

床面 貼り床はなくローム漸移層まで掘りくぼめただけ 石を除去すると住居中央南寄りに隅丸方形のロー

ムが流れ込んだ跡が見られた 11号住居Bから Aへの建て替えに関係か？

竃 東辺やや南寄り 壁内面には20cm大の角せん石安山岩を二段以上積む 燃焼部壁面より外側へ20cm程出

る ロームプロックを突き固めて袖とする

遺物 須恵器碗比較的南壁に沿って出土 8の須恵器羽釜は寵右袖上にあったが住居内側に向けて崩落した

らしい 金属付着の台石多く出土 埋土ではあるが灰釉陶器多く出土 時期 遺物より 10世紀前半

11号住居 B

位置 98区E-1 主軸方位 N-80°-E （北辺） 平面形状 11号住居Aとほとんど重複している隅丸方

形 規模 (2.7)X3.2m 重複 11号住居Aに切られる 12号住居を切る 柱穴 不明 周溝 不明 貯蔵

穴 南東隅円形 11号住居寵下 埋土 As-C混土層 ローム漸移層土

残存壁高 0.43m 床面 掘りくぼめて固める 鼈 11号住居構築の際に破壊されたためか焼土のみ残

遺物 13の羽釜貯蔵穴付近で (11号住居A寵掘り方調査中）出土 時期 不明
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4 黒褐色土

5 赤褐色土

6 赤褐色土

7 黒褐色土

8 明褐色土

9 暗褐色土

ロームプロック¢ 1 cm微混粘性あり

ローム粒多混焼土多混灰少混 しまり強い

焼土 ・灰多く滉炭混 しまりなし使用面

ロームプロ；；ク多く混炭 ・灰全体に散る 灰多い しまりなし

ロームプロック¢ 1 cm多混 ローム粒多混 しまりあり（袖）

ロームプロック¢ 1 cm少混焼土 ・炭多滉

10 黒褐色土 ロームプロック'Pl cm少滉 しまりなし

l] 暗褐色土 As-C少混<f,1 mm 

12 暗褐色土 A s _C少滉¢ 1 ~2  mm 焼土粒 ・炭多(11号住 B貯蔵穴）

13 暗褐色土 A s -C滉

14 褐色土 ローム漸移層土主体 As_C微混

10cm 

第63図 11号住居A・ B • 11号住居A出土遺物 （1)
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12号住居 u¥ 叫砥 碕

。ロ 暗褐色土 As-C滉
_____,,/ I しまりなし

2 黒褐色土 As-C少混
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3 褐色土 A s -C混
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焼土粒炭混

7 黒褐色土 As-C微混

しまりなし

8 暗褐色土 As-C微混

しまり弱い

9 暗褐色土 A s -C少混

ロームプロッ

ク混

10 暗褐色土 As-C微混

焼土粒微混ロー

o¥ 砥 I 
ムプロック¢ 3 

A u¥ A' 
叫
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混
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第68図 12号住居出土遺物 （2)

12号住居

位置 98区D-1 主軸方位 N-84°-E  

平面形状 南半分（寵含む）が調査区域外北半分のみ調査方形 規模 4.85X(2.8) m 大型

重複 11号住居A・Bに切られる 柱穴北辺 2穴検出深さ60cm 周溝 全周 貯蔵穴 不明

埋土 A s -C混土層 残存壁高 0.6m

床面 A s -S P直上のローム層土まで掘り下げ、ロームブロック混土で貼り床

土坑 中心より北西寄りに掘り方時と見られる 1号土坑 直径120cm程、深さ 95cm、SP下のローム土層中

で袋状をなす 底面は平坦で断面はフラスコ状、人為埋没とみられる

鼈 調査区域外のため確認できないが、埋土に焼土、炭多く検出

遺物 大半の遺物が流れ込みと考えられる 床面より少し下がったところから出土している 13• 15の須恵器

杯がこの住居に伴うと見られる 底部ヘラ切り杯 1号土坑上部より出土 22は内黒で放射状の磨きが見られ

る 時期 遺物より 9世紀第 2四半期

14号住居

位置 97区s-2 主軸方位 N-101°-E  平面形状 方形 規模 3.5X2.5m

重複 なし 柱穴 なし 周溝 貯蔵穴部分を除き全周 貯蔵穴 南東隅円形

埋土 A s -C混土層 砂岩点在（寵使用と同様）比較的早い時期に投棄されたものと思われる（床面直上

のものがある） 残存壁高 0.5~0.25m 床面 ローム漸移層まで掘りくぼめて踏みしめる

竃 東辺やや南寄り 壁際に焚口をおき、全体を壁外に造る 20cm大の円柱状の角せん石安山岩、面取りさ

れた砂岩を袖部分には縦長に貼付 燃焼部では二段以上に横置きする 煙道には 1の甕使用

遺物 寵周辺からいずれも厚手のコの字甕出土 須恵器碗数点出土 鉄製品西壁際から出土 時期 遺物よ

り10世紀前半
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15号住居

位置 88区0-l7 主軸方位 N-15°-W 平面形状 方形 規模 4.3X3.66m

重複 591号ピットを切る（初見） 柱穴 なし 周溝 全周 貯蔵穴北東隅小型

埋土 A s -C混土層 残存壁高 0.9m 残存状態良い

床面 As -S Pまで掘り込み、ロームブロ ックで突き固めた貼 り床

土坑 堀り方時と見られる 1号土坑 東壁に梯子の足の痕跡らしき浅い落ち込みあり

鼈 北辺東寄 り 燃焼部壁面より 50cm程中に入る 黒色土を芯にロームブロックを貼り付け袖にする

遺物 土師器丸底杯貯蔵穴周辺から出土 8の甕寵左袖付近から出土 須恵器蓋南壁寄りから出土 14 • 15 

は明らかな流れ込み 時期 遺物より 8世紀第 1四半期
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吋 叫 叫
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12 
A' 

1 黒色土 A s -C滉

1' 1層と同様 漸移府プロック滉

2 黒色土 A s -C混 ロームプロック¢ 1 cm ローム粒

3 黒色土 A s -C混 ロームプロック¢ 1~2 cm 

4 黒色土 A s _ C少混 ロームプロック¢ 2 cm 

漸移層プロック

5 黒色土 A s -C少滉 ロームプロソク¢ 2~5 cm 

6 暗褐色土 A s _C少混漸移層ブロソク ローム粒

ロームプロック¢ 2 cm 

7 暗褐色土 6層と同様 焼土粒 ・炭混

8 暗褐色土 A s _C少滉 ローム粒多混 ロームプロック

¢ l cm 漸移層プロソク

9 黒色土 A s -C混 ロームプロック¢ 1~10cm 

10 黒褐色土 As-Cほとんどなし 漸移層土

11 褐色土 A s -Cほとんどなし 漸移層土

12 黒色土 ロームプロック（貼床）

13 黒色土 y p i斬移層土をプロックにして突き固めた

（住居内 1号土坑 ・1号ピノト ）

゜
1 : 60 2m 

L=216.60m 

第71図 15号住居
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叫 叫 涸

1 暗褐色土 As-C滉 ローム粒混

ロームプロック¢ 1~4cm As-

c滉黒色土がまばら

2 明褐色土 As-C混 ローム主体

焼土粒混

3 暗褐色土 As-C混 ローム粒混

4 暗褐色土 As-C混 ローム粒混

As-C混黒色土がまばら

E ¥¥ )「-¥¥ ＼、 』―-エ ¥―Y¥..,,＼竺＼＼ 5 暗褐色土 As-C混 ローム粒混

焼土少混 ロームプロック¢ 2 cm 

0.1 6 暗褐色土 As-C少混 ロームプ

ロック'P3 cm混

7 暗褐色土 ローム粒 ロームプロッ

ク,f,1 cm混

8 黒褐色土 A s -C混 ロームプロ

ック ¢3 cm多混

9 暗掲色土 As-C混 ロームプロ

ック¢ 2 cm多混焼土粒滉

10 黒色土 As-C混 ローム粒混

吋 吋 焼土混

11 明褐色土 ロームプロック混下面

E E' 被熱で赤 （天井の崩落）

12 暗褐色土 ローム漸移層土炭 ・

焼土粒(fI cm) 多混

13 褐色土 ローム漸移層土 ・ローム

プロック¢ 1 cm 焼土粒微混

14 暗褐色土 ローム漸移陪土灰 ．

焼土粒

15 明褐色土 ロームプロック貼り付（袖）

16 明褐色土 YPプロック・黒色土を

互層

゜
I. 30 lm 

L=216.40m 
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G 鸞8
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E E' 
エI 叫

G
 

吋

G' 
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1 : 30 lm 

L-215.50m 

第72図 15号住居
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第74図 15号住居出t遺物 （2)

17号住居

位置 90区C-11 主軸方位 N -93°-E 

平面形状方形寵部分のみ確認他は削平規模 （3.2) X2.45m 

重複 57号土坑に切られる柱穴なし周溝な し 貯蔵穴東南隅円形

埋土不明残存壁高 0.3m （寵掘り方） 床面不明

鼈 浅い掘り込みに焼土、炭検出

遺物厚手のコの字甕寵付近から出土 時期 遺物より 10世紀前半

77 



第W章 検出された遺構と遺物
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1 黒色土 As-C混
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三 三
爺

1 赤褐色土 赤褐色焼土プロノク多含 カーホン少含

2 暗褐色土焼土細粒少含 カーボン僅含

3 暗褐色土焼土細粒僅含黒灰（？）少含

゜
1 : 60 2m 

゜L=217.20m 
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I : 30 lm 
L-217 30m 

I 3 10cm 

第75図 17号住居 ・出土遺物

18号住居

位置 90区H-9 主軸方位 N-125°-E 平面形状 隅丸方形 規模 4.7X3.7m 重複 なし

柱穴 なし 周溝 全周 貯蔵穴北西隅円形 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.55~0.4m 床面

黒色士・ロームブロックで貼り床

竃 東辺南寄り 燃焼部壁面と同位置横断面U字形煙道先端に21の羽釜をふせる

備考 東壁中央部の径 1m範囲内に遺物、焼土集中して分布 （籠の作り替えか）

遺物 東壁中央付近から遺物多量に出土 土師器厚手雑な作りの杯厚手コの字甕 羽釜 灰釉陶器碗等

14の須恵器墨書 「西」？碗は北東隅の床面直上で出土 羽釜出土数多い 灰釉陶器出土数多い 埋土ではあ

るが砥石 3個体出土 29 • 30は明らかな流れ込み 時期 遺物より 10世紀前半
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ローム粒．
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床）（住居内 1

号土坑 ・1号
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競褐色土焼土混

赤褐色土焼土 ．As -C混

褐色土 A s -C滉

黄色土 ロームプロック ・焼土混

赤色土焼土多混

褐色土 ローム プロック混 焼土少混
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第76図 18号住居
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第 2 節奈良 • 平安時代以降
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第80図 18号住居出士遺物 （4)

19号住居A

位置 88区k-19 主軸方位 N-78°-E （北辺） 平面形状 隅丸方形 規模 4.6X4.0m

重複 6号掘立柱建物を切る（掘り方調査時貼り床を取り除くと 6号掘立柱建物 P-4現れた） 11号掘立

柱建物を切る（寵左袖下のセクション） 19号住居Bを切る（中央焼土＝19号住居Bの寵） 9 • 10号掘立柱

建物と切り合う

柱穴 なし 周溝 貯蔵穴部分を除いて全周 貯蔵穴 南東隅隅丸方形遺物多数出土

埋土 A s -C混土層 残存壁高 0.5~0.35m 床面 ローム漸移層まで掘り込み、ロームブロックを用

いて貼り床

鼈 東辺やや南寄り 燃焼部壁外に20cm程出る 左壁に凝灰岩切石を積む 燃焼部U字形左袖は11号掘立

柱建物 P-4埋没後築造

遺物埋土ではあるが土師器底部墨書「丁」？杯出土 須恵器墨書杯出土 寵付近で厚手コの字甕出土 須

恵器坪・碗 ・灰釉陶器皿等床面付近にあったものが貯蔵穴に流れ落ちた状態で出土 28は明らかな流れ込み

時期 遺物より 9世紀第 4四半期

19号住居B

位置 88区K-19 主軸方位 N-84°-E （掘り方床面の色調・硬度から推定）

平面形状 方形（推定） 規模 （3.5) X (3. 2) m 重複 19号住居Aに切られる

貯蔵穴 東南隅円形 鼈 東壁中央 19号住居A掘り方調査時に右袖の芯材に使用されたであろう袖石出土

寵から掻き出したのであろう焼土部分検出 遺物 貯蔵穴より 10のコの字甕出土 時期 遺物より 9世紀第

3四半期
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As-C混ロームプロ

ック¢ 0.5~1 cm滉炭

・焼土少混

A s _C混 ロームプロ

ック¢0.5-lcm少混

As-C混ロームプロ

ック¢ 0.5~1 cm少滉

漸移陪プロック混

As-C混 ロームプロ

ック¢ 0.5~1 cm少混

漸移層プロック混

A s _C滉ロームプロ

ック¢ 0.5~1 cm少混

漸移陪プロック多混

A s _C混 ローム漸移

培プロック多混

ローム漸移層土主体

A s _C微滉 ロームプ

ロック¢ 1 cm混

A s _C混焼土粒ロ

ーム漸移陪プロック主体

暗褐色土 As-C微混焼土粒多

混 ローム漸移防主体

JO 暗褐色土 ローム漸移層主体

粒多い

］］ 暗褐色土陪 ロームプロック混

（貼り床）
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暗褐色土

暗褐色土
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丘 攣立

こ19号住居A貯蔵穴

1 暗褐色土 A s _C混 ローム漸

移陪プロック多炭 ・

焼土粒混

A s _ C少混ローム

漸移層プロック混

A s -C少混ローム

プロ ック¢ 2 cm混

ローム漸移層プロック

多混炭焼土粒混

ローム漸移展プロック

多混炭多況

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

゜
I : 60 2m 

第81図 19号住居A・B
L=216.60m 
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プロック滉

6 明褐色土 焼土・炭 ・ロームプ

ロック多混

7 暗褐色土 As-C滉焼土粒
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第84図 19号住居A出土遺物 (3)

20号住居

位置 88区N-19 主軸方位 N-66°-E 平面形状 方形 規模 2.8X(2.25) m 

重複 7号大型掘立柱建物を切る 4号溝に切られる 近世土坑に寵半分を切られる

柱穴 不明 周溝 西辺のみ確認 貯蔵穴 不明 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.45m

床面 掘りくぼめたのみ

竃 東辺南寄り 燃焼部壁面と同位置 袖の芯材、燃焼部の壁材として河原石を使用

遺物攪乱が多いため遺物量少ない 寵からの出土遺物多い 須恵器碗、灰釉陶器皿など 時期 遺物より

10世紀前半
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3層と同様 ¢ 5~10mm大のローム粒混

暗褐色土軽石混 As-Bを主体

黒褐色土 As-C混

暗褐色土 ローム漸移層土
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A s -C混 ¢ 5~10mm大のローム粒混

A s -C混漸移吊粒 ロームプロック (¢0.5~1cm) を含む

ロームプロックが大きく 焼土粒を含む

漸移層粒多滉

焼土プロック

焼土プロック

しまりない

焼土粒滉
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第85図 20号住居
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第86図 20号住居出上遺物

21号住居

位置 89区B-17 主軸方位 N -78°-E （北辺） 平面形状 方形 規模 4.5X 3. 75m 

重複 なし 柱穴 なし 周溝 なし 貯蔵穴 南東隅円形 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.7~

0.6m 床面 ロームブロックで貼り床 土坑 貼り床を取り除くと現れたため掘り方時の土坑と思われる

また埋土の状態から人為的埋没と考えられる

竃 東辺やや南寄り 燃焼部壁面より内側に30cm程入る 横断面U字形袖はロームブロソクを使って硬く

締めている

遺物 埋土からの出土が多い 土師器丸底杯出士 9の甕、鉄製鎌貯蔵穴周辺から出土 12の須恵器底部糸

切 り後周辺ヘラナデ杯出土 東壁北寄りからは錠出土 時期 遺物より 8世紀第 4四半期
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第w章 検出された遺構と遺物
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暗褐色土 As-C少含
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第87図 21号住居
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2" 2界と同様 ロームブロソクの益が 2と2'の中間
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第1V章 検出された遺構と遺物
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第2節 奈良•平安時代以降

22号住居

位置 88区T-18

平面形状

主軸方位

明不

竃

周溝

不明

大半が調査区域外

N -72°-E 

南辺に沿って幅50cmのみ調査 規模 (0.68) X2.50m 

遺物

時期

なし 貯蔵穴 南東隅

重複 なし 柱穴

貯蔵穴から須恵器外面墨書「寺」

遺物より 10世紀前半

A
 

調 査 区 域 外

埋土 A s -C混土層

？碗出土

A' 

残存壁高 0.28m 

南壁寄りから羽釜出土

床面 堀り＜ぽめたのみ

貯蔵穴周辺から灰釉陶器皿出土

1
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4

5

6

7

8
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褐色土表土

褐色土 As-Aを含む

灰褐色土 As-B 

暗褐色土 As-Cやや多含

暗褐色土 As-C少含 褐色土を含む

褐色士 黄褐色土 （ローム）プロノク・焼土粒を含む

褐色土 As-Cをほとんど含まない

暗褐色士 As-B混

褐色土 As-C少含
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第w章

24号住居

検出された遺構と遺物

位置

重複

床面

遺物

A
-

88区R-17

攪乱多い

ツ

主軸方位

柱穴 なし

ロームブロックで貼り床

底部回転ヘラケズリの杯

叫匡

叫

ul 叫

N -63°-E 

周溝

鼈

勺`

． 住居内 1ピソト

|。

なし

平面形状

貯蔵穴

＼ 

A' 
．~ー

メ88 • R-2+17 

A 5 3 5 A' 

―こ二乙□ニニ丁―

方形

なし

規模

埋土 As-C混土層

東辺やや北寄り

期時

．
 

．
 

`
3

3
 

”
ー
い
冒
胃
~
ー

土り作たしとり力ヽつし

2.97X2.12m 

残存壁高 0.32m 

平面規模・形状から 10世紀前半
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黒色土 A s -C混

暗褐色土

黒色土 漸移層土のプロック混

暗褐色土灰色の砂混

暗褐色土 ロームプロック混

F 2 3 F' ． ．  

三
黒色土 As-C混炭粒 ・焼土粒混

暗褐色土焼土粒少滉

暗褐色土

褐色土

G
 

文 L=216.30m

住居内 1号ピノト

1 黒色土 A s -C少紐

G' 

ロームプロソク混

゜
1 : 60 ． 

L=216.50m 

2m 

叫且
勺`'

o
¥
 

A
 

汐 u| 叫

D
 

．

．
 

`

3

D
 

人

'

R

0

¥

A
一

ー

、

り

．

＼ロロニ／＼~I
---2 

゜
I : 80 4m 

゜

＼

い

3
1 : 3 10cm 

L-216.50m 

第91図 24号住居 ・出士遺物

25号住居

位置

重複

89区B-16

なし

残存壁高

柱穴

0.66m 

主軸方位

なし

床面

周溝

N -87°-E 平面形状

北辺と南辺に一部残

方形

貯蔵穴

規模 3.43X3.24m 

南東隅丸形 埋土 As-C混土層

ロームブロックで貼り床

土坑 1号土坑、 1号ピットともセクションから堀り方と思われる 各隅に土坑状の掘り方

鼈 東辺やや南寄り 袖口、燃焼部共に石を立てかけ、 ロームブロックで貼る 煙道に 3・5のコの字甕を

ふせる
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遺物 龍周辺からはコの字甕出土 埋土ではあるが須恵器底部墨書「里」

第 2節

？坪出土

奈良 • 平安時代以降

須恵器杯底部転用紡錘

車 須恵器甕床面直上で出土 時期 遺物より 9世紀第 4四半期
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第w章 検出された遺構と遺物
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第 2 節奈良 • 平安時代以降
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第w章 検出された遺構と遺物

切 1 灰褐色土 部分的に黄褐色の砂 (As-B)を純層に近

いプロソク状で含む（下面部） A s -B下

ーミヂ十 b ン1ご〉 畠の痕跡か？あるいは二次堆積か？ 砂質

2 灰褐色土 4層をベースに 1昂のAs-Bが混じり込ん

でいる砂質

3 暗褐色土 As-Cを少含する黒色土と褐色土ブロノク

． • ”約.•.•ぷI亨唸o 
の混在する土展 (7層よりも明る＜、プロッ． 
ク土が多含）． ． 

4 黒色土 As-Cを多含 特に下面部付近に砂状に丸

くなったAs-C細粒を含む（水の流れた影

ヽ 饗か）
34 

5 黒色粘質土 As-C僅含 大部分が粘性をもち硬くし

△. II 
89 ·D- I~ 

A' まった土

I も 6 黒褐色土 As-C少含 暗褐色土プロノク少含 (8層
16 

よりも多い）
悉

I 7 暗褐色士 黒色土をベースに褐色土プロノク混

I も
8 暗褐色土 A s-C僅含褐色粒子少含黒ボク土少含

9 黒色土 As-Cを少含 6層に類似

＼ 10 黒褐色土 As-YP粒を少含 上半部は 9層に類似

＼ 11 暗黄褐色土 白色～褐色細粒子少混 黒ポクプロノク主

ヽ 体（住居埋土）
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2 暗褐色土 A s -C少含焼土粒 ・カーボン僅含 ローム細

粒僅含

3 暗黄褐色土 ロームプロ・ノク ・ローム細粒少含 焼土粒少含

4 暗褐色土 As-C僅含 ローム細粒僅含 褐色土プロック

少含

5 暗褐色土 ローム漸移層土を含む
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第95図 26号住居
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第 2 節奈良•平安時代以降
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第w章検出された遺構と遺物
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第2節 奈良 • 平安時代以降
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第w章 検出された遺構と遺物

26号住居

位置 89区C-l6 主軸方位 N -99°-E 平面形状 方形 規模 (3.7)X3.5m 

重複 8号溝に切られる 柱穴 なし 周溝 なし 貯蔵穴 なし 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.4

m 床面 掘りくぼめたのみ貼り床なし

鼈 東辺中央燃焼部河原石を立てかけロームを貼る 他にも崩落した石が幾つも見られる 煙道には 2・

3 • 5らの甕を 2~ 3個体伏せて重ねる

遺物 龍を中心にコの字甕、須恵器杯、碗出土 東辺北寄りの壁から崩落したように甕、塊、灰釉陶器が集

中して出土 1の甕は羽釜のような作り方 寵から鉄製鋤先、中央から鉄製鎌出土 30は流れ込み 時期

遺物より 9世紀第 4四半期

28号住居
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第99図 28号住居・出土遺物 （1)
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1 黒褐色土 As-C少含

2 暗褐色土 3層の砂を多含硬くしまっ

ている

3 明灰色土 灰色と白色の砂層の互層堆積

（水による堆積？ ）

4 暗褐色土 白色粒子僅含（黒ボク土）

5 暗褐色土 4層に類似

6 暗黄褐色士 ローム土主体

D
 

裔

D' 

三 L=216.50m 

1 黒褐色土 As _C少含 焼土細粒僅含

2 黒褐色土 As-C僅含 ローム細粒僅含

3 暗褐色土 黒ボク土をプロック状に含む

白色細粒子僅含 (As-Cで

はない）
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第 2節 奈良 • 平安時代以降

＼こニbf/ 、下＝三7/

-

4
 

心
口
馨

―― 
-~>二―亡ニフ
曹―

三9
第100図
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蔦ヽ
28号住居出土遺物 （2)

28号住居

位置

重複

高

88区S-18 

遺物

坪出土

主軸方位

4号道と 切 り合っている

N-75°-E 

柱穴 なし

（北辺）

周溝

平面形状 残存状態悪い

＼［三□II

ヽ
I“‘  

¥:l  

゜
10cm 

0.2m 床面

削平が激しいために遺物少ない

なし 貯蔵穴 なし

方形

埋土

規模 4.0X3.4m 

掘りくぼめてロームブロックと黒色土を貼った

中央南寄りに須恵器杯、碗出土

As-C混土層 残存壁

鼈 残存状態悪い

埋土ではあるが墨書された須恵器

時期

30号住居

-= 
c
 

遺物より 8世紀第 4四半期

：：皇口。
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叫
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で ビ216.00m

貯蔵穴

1 暗褐色土

2 暗褐色土

炭化物を含む

ロームプロック

多含

叫 叫 引
ローム漸移層混

A
 

A' 

c
 

1

2

3

4

 

C' 

黒色土 A s _C混

黒色土 A s -C混

暗褐色土 ローム ・ローム漸移層の土多混

暗褐色土 黒ボク（褐色）土主体（壁の崩落土か）

（平面時より一回り掘れた）

黒色土 As-C僅含 ロームブロソク僅含 （貼り 床）

黒褐色土 ロームプロソクを少含 黒色土プロノク僅含

硬くしまっている（住居内 1号土坑）

黄褐色粒子少含木炭粒僅含 やや硬くしま

っている (6/fi程ではない） （住居内 2号土坑）

7層に類似 （住居内 1号ピノト）

黒褐色士

8
 

黒褐色土

゜
I : 60 

＇ L-216.60m 

2m 

第101図 30号住居

103 



第w章 検出された遺構と遺物
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暗褐色土 A s -C混 ローム漸移展混

暗褐色土 焼土 下半部にはカーボン・黒色灰少含

黒褐色土 黒ホク土（褐色）プロノクを少含 ロームブロ ・ノ ク少含 （掘 り方）

暗赤褐色土 焼土を多含 ローム細粒少含 （カマド掘 り方埋土）
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第102図 30号住居 ・出土遺物 （1)
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第w章 検出された遺構と遺物

30号住居

位置 89区C-16 主軸方位 N-86°-E 平面形状 方形 規模 3.4X2.7m 重複 なし

柱穴 なし 周溝 なし 貯蔵穴 南東隅円形 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.65~0.35m

床面 ロームブロック、黒色土で硬く締めて貼り床とする

竃 東辺やや南 袖口、燃焼部には河原石を立てかけ、煙道部分には立てかけた石の上に割石を渡した石組

み構造 備考 住居を構築する際の耕作具跡が比較的良好な状態で残

遺物 鼈周辺からコの字甕 ・須恵器大甕口縁出土 8の碗貯蔵穴肩口付近から出土 埋土ではあるが須恵器

体部墨書「西」碗出土 埋土から鍋子出土 17は流れ込み 時期 逍物より 9世紀第 2~3四半期

31号住居

0

3

 

,4
/
 

り＼

啄
も

'\'~ 89•N+Z叫

A
 

1 暗褐色土軽石多混小指大の石 ローム粒混入

（人為埋土か）

2 黒褐色土 As-B多混一部にAs-Bの純層

3 黒褐色土 As-C少混

4 黒褐色土 As-C少混 ¢ 1 -lOmm大のローム粒

を全体に含む 5昂とはローム粒の多少

で細分

5 黒褐色土 As-C少混 ¢ l ~10mm大のローム粒

をまばらに含む 焼土粒少混

6 黒褐色土 As-C混 4層よりも明るい As-

C・ローム粒多く、東半分では焼土粒多い

7 黒褐色土 A s -C少混 5 ~ 7層の中で最も黒い

（カマド周辺流入土）

A' 
8 明褐色土 As-C少滉 ローム粒多い（西側周溝

フク土）

9 暗褐色土 ロームプロック、 As -S P、As _ C 

黒褐色土との混土（住居内 1号土坑）

゜
1 : 60 2m 

L=215.80m 

＼
 

゜
4

/

 

＇シ

砂斗

1: ao 4m 

＼
 

：

パ

／バ

゜
1 : 3 10cm 

第104図 31号住居 ・出土遺物
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第2節 奈良•平安時代以降

31号住居

位置 89区N-13 主軸方位 N-97°-E  

平面形状大半が調査区域外北西コーナー含む僅かな部分調査方形規模 3.75X(l.55)m

重複 13号掘立柱建物を切る（初見） 柱穴不明周溝全周貯蔵穴不明

埋土 As-C混土層 残存壁高 0.6m 床面 ‘ノフトローム上面まで掘り下げ、ロームブロック・黒色

土で貼り床 特に東半分は黒褐色土で貼り床をし、少しくぽむ状態

竃 不明 遺物 北壁寄りで須恵器甕破片出土

32号住居 」
一ー／ 1 
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裕

叫

ふ

叫

式＼2 公 叫 I I 叫
A A' 叶 u¥ 

゜
I'60 2m 

L=216.40m 

1 暗褐色土 As-C混 しまりあり A s _B混ざらざら

2 暗褐色土 A s -C混漸移層ブロソク¢ 3 cm混 しまりなし 焼土混

2' 2層と同様 ロームプロノク滉（壺）

2" 2層と同様 （周溝）

3 黒褐色土 A s -C少混 ロームブロソク'P3 cm混 E ． 

4 明褐色土 ローム貼り床 しまり強い

5 暗褐色土 As-C混 ローム粒混 しまりなし

6 暗褐色七 漸移層土壁の崩落 しまりなし

7 暗褐色土 As-C少混¢ 2 mm しまりなし (594号ピソト ）
＼い＼． ¥ I入参

7' 暗褐色土 A s -C少混¢ 5 mm しまりなし (594号ピノ ト）

8 暗褐色土 ロームプロソクf3 cm混 しまりなし (594号ピノト）

9 暗褐色土 漸移層中にロームブロソク¢ 3 cm しまりなし(15堀p4) 式¥o E'u¥ 
住居内 3号土坑 E 

10 2層にローム粒・ロームブロソク混土（貼り床）

11 2層にローム粒． A s _Y P混入

12 2層と As-YPの混土

住居内 1号土坑

13 暗黒褐色土 As-YP混入 硬い （貼り床）

14 暗黒褐色土 As  -Y  P90% ソフトロームブロノク含む

゜
I 80 4m  

15 暗黒褐色土 90% As  -Y P混
L=216 40m 

第105図 32号住居
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第N章 検出された遺構と遺物
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第106図 32号住居出土遺物 （1)

108 



第2節 奈良•平安時代以降
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第w章 検出された遺構と遺物

こ
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1 : 2 5cm 

第108図 32号住居出土遺物 （3)

32号住居

位置 88区J-18 主軸方位 N-71°-E 平面形状 三分のーが調査区域外方形

規模 3.35X (3.0) m 

重複 15号堀立柱建物 4号ピットを切る 594号ピットに切られる 5号溝に切られる

柱穴 なし 周溝 全周 貯蔵穴 不明 埋土 As-C混土層 残存壁高 0.4~0.24m

床面 ロームブロックで貼り床し、よく締める 土坑 1 • 2 • 3 • 4土坑は埋土上層に貼り床が見られるこ

とから掘り方時のものと考えられる

鼈 北半分を調査東辺 崩落した割石が見られたことから石組みだったと推定 遺物 雑で厚手の土師器

坪甕、粗い作りの須恵器碗多い 住居内 2号土坑から甕の出土多い 住居内 4号土坑から耳皿崩落している

状態で出土 灰釉陶器では宝珠型摘のついた蓋、碗、皿、耳皿などが出土 鉄製焼印「第」中央南寄りから

鉄製鋤先東壁中央付近から出土 31は流れ込み なお、 30は欠番 時期 遺物より 10世紀前半

33号住居

位置 88区K-18 主軸方位 N-69°-E 

平面形状 隅丸方形半分が調査区域外北半分のみの調査 規模 3.2X(1.5) m 

重複 なし 柱穴 なし 周溝 東辺一部 貯蔵穴 不明

埋土 As-C混土層 残存壁高 0.32m 床面 ソフトローム上面まで掘りくぼめたのみ

土坑 掘り方時に人為的に埋没したもの 竃 不明 遺物 全て埋土中からで、雑で厚い土師器杯、須恵器

皿出土

時期 遺物より 10世紀前半
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B' 
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外

4m 

1

2
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5

6

 

暗褐色土 軽石多混 2層との境に一部As _Bプロノク

黒褐色土 A s -C混

2層と同様 ローム粒少混

2層と同様 ローム粒、焼土粒少混

2層と同様 ローム粒やや多含東壁焼土あ り

2層と同様 ローム漸移層土混壁際に分布

住居内 1号土坑

全体にしまりなく 1・2層のようにプロソク主体の土で人為的に埋戻しか

1 暗褐色土 ローム漸移層土プロソク混 As-YP混

2 暗褐色土 漸移層土プロソク混 暗褐色土主体

3 黒褐色土 1層との混土

4 暗褐色土 As-YP主体 80％混
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第w章 検出された追構と遺物

2.掘立柱建物

1号掘立柱建物

位置 98区G-1 平面形 3 X 2間長方形総柱 主軸方向 N-2°-E 面積 2l.28m2

規模 桁行 3間 5.6m Sl.5m-2.lm-2.0mN 梁行 2間 3.8m Wl.9m-l.9mE 

柱穴 掘り方円形 径平均46cm 検出面からの深さ平均40cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 7尺基準 (9• 10号ビット間のみ 5尺）梁方向 6尺基準

遺物 7号ピット埋土から土師器坪

重複 6号ピットが 4号土坑と接する 8号住居に切られる（初見）

その他 東辺柱筋にのった 2・4号ピソトは束柱か 9号ピットは他に比べて小型で柱間が狭い 桁方向北

方へ延びる可能性

i 
|0 

1~ 

H Pl I P7 P3 
H' 

A Pl 

c
 

A' 

言

P3 c’ 

宣

B
 

P2 

て

_12_. P4 I 

賢

B' 

D' 

E P6 9ビット E' F P7 F' ． ．．  

〖只 了

゜
I : 80 4m 

L=216.00m 

ロニ三］ 「
／
ー

多

゜
1 : 3 10cm 

p _ 1 

1 黒色土 As-C多混、炭少混

2 黒色土 A s -C混

P-2 

1 暗褐色土 しっとり

P-4 

1 黒色土 As-C混

2 黒色土

P-6 • 9ビット

オレンジ粒<f,2 mm混］ 黒色土 A s -C混

2 黒色土 As-C少混

3 暗褐色土 As-C混P-3 

1 黒色土 As-C混

2 黒色土 ロームプロック少含

3 黒色土

P-7 

l 黒色土

2 黒色土 As-C混

4 黒色土

P -9 • P -10 • P -11 

］ 黒色土 A s -C混

2 黒色土

3 灰褐色土 As-C混 As-B混

4 暗褐色土 粘性少しあり ロームプロ・ノク多含

軟らかい

第110図 1号掘立柱建物・出土遺物
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第 2 節奈良 • 平安時代以降

2号掘立柱建物

位置 97区R-2 平面形 2 X 2間方形 主軸方向 N-5.5°-E  

規模 桁行 2間 4.2m S2.0m-2.2mN 梁行 2間 3.6m Wl.8m -l.8m E 面積 15.12m'

柱穴 掘り方円形径平均82cm 検出面からの深さ平均57cm

堀り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 7尺基準 梁方向 6尺基準

遺物 3号ピットから 1の須恵器杯 4号ピットから 2の底部回転ヘラナデ須恵器坪 8号ピットから 5の

須恵器甕

重複 3 • 4 • 14号掘立柱建物と切り合う

その他 平均して大型の柱穴を持つ 柱間柱より隅柱の方が深い傾向

3号掘立柱建物

位置 97区R-2 平面形 2間X2間方形 主軸方向 N-l0.5°-E  

規模 桁行 2間 4.8m S2.4m-2.4m N 梁行 2間 3.4m Wl.9m-l.5mE 面積 16.32m'

柱穴 掘り方円形径平均59cm 検出面からの深さ平均39cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 8尺 梁方向西側 6尺東側 5尺

遺物 なし 重複 2 • 4 • 14号掘立柱建物と切り合う

その他 梁の柱間東より西の方が圧倒的に広い 柱痕跡らしき土層残っていないことから柱引き抜きか？

4号掘立柱建物と主軸方位一致、ピット規模同程度から 4号との相互立て替えか？

4号掘立柱建物

位置 97区R-2 平面形 2間X 1間 長方形 主軸方向 N-l0.5°-E  

規模 桁行 2間 4.4m S2.4m-2.0mN 梁行 1間 3.4m 面積 14.96m' 

柱穴 掘り方円形径平均47cm 検出面からの深さ45cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

土層から柱の側面、底面には漸移層粒、黒色土ブロックをつめている

柱間寸法は桁方向北側 7尺南側 8尺 梁方向10尺

遺物 2号ピットから須恵器底部国転ヘラ切り坪 重複 2 • 3 • 14号掘立柱建物と切り合う

その他 桁の隅柱より柱間柱の方が浅い傾向 3号掘立柱建物と主軸方位一致、ピット規模同程度から 3号

からの立て替えか？

14号掘立柱建物

位置 97区S-2 平面形 l間十 aX 2間長方形 主軸方向 N-l0°-E

規模 桁行 1間＋ a 1.8m+a 梁行 2間 3.6m Wl.8m -l.8m E 面積 7.92吋十 a

柱穴 掘り方円形径平均50cm 検出面からの深さ37cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形 2号ピット底径20cm

柱間寸法は桁方向 6尺 梁方向 6尺

遺物 なし 重複 2・3・4号掘立柱建物と切り合う

その他 3・4号掘立柱建物と主軸が一致 1号柵列と 主軸が直交 発掘調査時には建物として確立できな

かったが整理時に認定
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第1V章 検出された遺構と遺物

2・3・4・14号掘立柱建物

＼
 

97. R-3_ャ

P-2 

1 黒褐色土 As-C・ロームプロック混

2 暗褐色土 漸移層類似

3 暗褐色土 As-C混 しまりなし

P-3 

1 黒褐色土 As-C混 しまりややあり

2 黒褐色土 As-C混 しまりなし

3 黒褐色土 As-C混 ロームプロック ¢0.5-2cm混

4 明褐色土 As-C滉 漸移層粒を多く含む

5 黒色土 ローム粒滉 As-C僅含

6 黒色土軽石混入なし 漸移層粒を多く含む粘性あり

7 黒色土軽石混入なし粘性あり

8 黒色土軽石混入なし しまりなし

P-4 

゜
1 : 100 5m 

2号掘立柱建物

|六 o¥大
4 

］ 
： 

ま ］

|> 

H 

P5 

＼
 A

-

l 黒褐色土 As-C混 ロームプロックが 0.5~2cm滉 しまり弱い

2 1層と同様 しまり強い

3 黒褐色土軽石混入なし しまり弱い

4 黒褐色土 A s -C少滉 固くしまる

5 黒色土漸移層プロックが 0.5~2cm混軽石滉入なし

6 黒褐色土軽石混入なし 漸移層粒滉入

P -5 

1 黒褐色土 As-C密混

2 暗褐色土 As-C・1斬移層ブロソク・ 1層プロノク混

3 暗褐色士 漸移層プロック多含

4 黒褐色土 As-C僅混

5 黒褐色士軽石混入なし

P-6 

1 暗黒褐色土 As-C混

2 黒褐色土 ロームプロソク<f,2 cm多混

3 明褐色土 ローム漸移層粒多含

4 明褐色土 漸移層粒 ・ロームプロソク滉

5 黒色土 ローム粒僅含

6 暗灰褐色土

吋 吋

H' 

N
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Z
d
 

-B--' —• 

了 5

-4.1 

-1 -I 
H' 

Pl 

7 黒色土 5層に類似

8 暗褐色土 ローム粒・ロームブロック多含

9 暗黒褐色土 ローム粒僅滉

p _ 7 

1 黒褐色土 A s -C混 しまり弱い

2 黒褐色土 A s_C混漸移層粒多含

p _ 8 

1 暗黒褐色土 As-C密混

2 暗褐色土 As-C混 しまりなし

3 暗褐色土 As-C少混 ロームプロック含
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第111図 2・3・4・14号掘立重複 ・2号掘立柱建物
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第2節 奈良・平安時代以降
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第112図 2号掘立柱建物出土遺物

3号掘立柱建物

I-

97 • Rーキ

I-
P
8
 

P4 

N
『
2

P
7
 

l
o
o
E
、
y
一

P
6
 

I...., 

F
-

H

――E 

玉ー

I...., 
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H
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G' 
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P-1 

1 黒褐色土 As-C混

2 黒色土 軽石混入なし

P-2 

1 黒褐色土

2 暗褐色土

P-3 

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

p ~4.5 

l 暗褐色土 As-C・ローム粒・ロームプロック混

2 黒色土 ローム粒・ロームプロック僅混

3 注記漏れ

P -6 

1 暗黒褐色土 As -C混

2 黒褐色土 A s _C滉

3 暗褐色土 As -C少混

P-7 

1 黒褐色土 As-C混

2 暗黒褐色土 軽石等混入少ない

上
pj 

ロ

As-C滉 しまりあり

橙色軽石'P2 mm少混 しまりあり

As-C混

しまり弱い

橙色軽石<f,2 mm少混

A' B-

しまり弱い

しまり弱い
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第113図 3号掘立柱建物
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第w章 検出された遺構と遺物

P-1 

4号掘立柱建物 1 暗黒褐色土 As-C少混

ーム＼ や 叶
1:r:: ＼ェ P-2

ベ 1 黒褐色土 As-C密含

上息 u : 9上 2虹色土漸移磨粒多含

P-3 

＼つ ＼ ,s.¥ 1 黒褐色土 As-C混

2 暗褐色土 漸移府に類似

叫

｀ 一B' 口P1-暗4黒褐色土 As-C主滉弱粘

P5干 斗 2 暗 褐 色 土 軽 石 混 粘 性 あ り
＼[Tl_ 91. s 

P-5 

1 暗黒褐色土 As-C混

2 暗褐色土 漸移層粒多い 黒色士プロ；；ク含

』 ^ ...£: 望 1 暗黒褐色土 As-C混
上◎ 口P -6 

P4ー 一D' 2 褐色土 漸移府に類似

I :i:. ¥:,::_ 0¥ 0 I 

l l' 
-,.--;  --' ' P l  -

___r 

A 99 互 " 92 "’ 立 P3，丘 ＼ L-, -
- g 口 l

D P4 ―D'E  P5 -E' -F P6 -F‘ 

冒 言冒
0 1. so 4m O 1 3 10cm 

L-215 DDm 

14号掘立柱建物 P-1 

主 c 后 Pm3 ぞ 鯰， 2 黒褐色土 As-C滉しま りなし＼ 
1 黒褐色土 As-C滉 しまり弱い

C I t D 3 黒褐色土軽石混入なし

P-2 

1 黒褐色土 As-C滉 しまり弱い

2 黒褐色土 しまり弱い

3 暗褐色土橙色軽石¢ 2 mm少混 しまり弱い

P-4 

1 黒色土 As-C混

2 暗褐色土 As-C混 粘性あ り

D 匹 P3 Pl 上 A A'B  B'C  P4 C' 

--—ヘー2~Pl 3 - ―)lr'¥_p2 以 ・――言―

2 2 

Q I'80 4m 

L-214.BOm 

第114図 4号掘立柱建物・出土遺物、 14号掘立柱建物
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第 2節 奈良•平安時代以降

5号掘立柱建物

位置 97区S-3 平面形 (1間） X 2間長方形 主軸方向 N-l.5°-E

規模 桁行 (1間） 2.4m 梁行 2間 3.2m Sl.5m-l.5mN 面積 (6. 08mり

柱穴 掘り方円形径平均38cm 検出面からの深さ30cm

掘り方底面柱のあたり部分円形 径20cm

柱間寸法は桁方向 8尺梁方向 5尺 遺物 なし 重複 なし

その他 大半が調査区域外だが、 1号掘立柱建物と 主軸方位が一致し、ピット規模同程度から同時期存在か？
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叫 P- 2 

1 暗黒褐色土 As-C混

2 暗褐色土 軽石混入なし

3 漸移庖に類似

P-3 

1 暗褐色土 As-C混 しまりなし 漸移層プロソク混
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第1V章 検出された遺構と遣物

p -1 

1 暗褐色土 As-C滉

2 暗黒褐色土 As-C多滉弱粘

3 褐色土 As-C少混

4 褐色土軽石ほとんど混入しない 軟らかい

P-2 

1 黒褐色土 As-C多滉漸移層プロック混

2 褐色土 As-C多混漸移屑プロ ック混弱粘

P-3 

1 褐色土 As-C多混軟らかくふかふか

2 褐色土 As-C混

3 黒褐色土 A s _C混 しまりあり

4 暗褐色土 As-C混 ローム漸移層プロック混

P-4 (19号住居内）

1 褐色土 ロームプロソクと暗褐色土の混土(19号住居貼り床）

2 黒褐色土 暗褐色土 ・黒褐色土・ローム粒の混土

3 2層と同様 YPを多混

P -5 

1 褐色土 As-C多混 ロームプロック混

2 褐色土 A s -C混 ローム粒・ロームプロ ック混

3 掲色土 As-C少混 ローム粒 ・ロームプロ ック多混

4 暗褐色土 As-C僅混 ローム粒・ロームプロ ック混

6号掘立柱建物

位置 88区k-20 平面形 (1間）X2間長方形 主軸方向 N-18°-W 

規模 桁行 (1間）2.4m 梁行 2間 4.2m W2.l m -2.lm E 面積 (6. 72mり

柱穴 掘り方円形径平均92cm 検出面からの深さ52cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 8尺 梁方向 7尺

遺物 1号ピットからは須恵器底部回転糸切り杯 3号ピットからは土師器杯、須恵器碗

重複 4号ピットを19号住居床面が切る

その他 柱穴の掘り方大型 2号ピッ トを除いて他は底部柱圧痕が 2基以上 建て替えか？
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第116図 6号掘立柱建物出土遺物

7号掘立柱建物

位置 88区M-18 平面形 3間X2間庇3間X1間 長方形 主軸方向 N-80°-E 

規模 桁行 3間 6.3m W2.lm-2.lm-2.lmE 梁行 2間 4.2m 庇含 3間 6.3m S2.lm-2.lm 

一庇2.lmN 面積 身舎26.46吋 庇含 39.69m'

柱穴 掘り方円形径平均105cm 検出面からの深さ71cm

2 • 3 • 12号ピ ット柱痕（土層） 掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 7尺 梁方向 7尺

遺物 須恵器甕底部出土 1号ピッ トより 8の土師器鉢？ 6号ピットから底部回転糸切り坪 13号ピ ット
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第 2 節奈良•平安時代以降

からは長頸壷肩部破片、須恵器底部回転ヘラナデ杯

重複 7・8号ピットを20号住居が切る

その他 身舎より庇部分柱穴浅い 身舎柱穴底部柱の圧痕 2基以上 建て替えか？ 対して庇部分の柱圧痕

は 1基のみ 12号ピ ットの土層より柱の下部と 側面部分は黒色土と ロームを版槃していることがわかる
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第w章 検出された遺構と遺物

P-1 P-7 

1 黒褐色土 As-C滉 l 暗黒褐色土 ローム粒混

2 褐色土 A s -C混 YP粒 ・ローム粒含 2 暗黒褐色土 ロームプロノク¢ 2~3 cm滉

3 黒褐色土 A s _C混 ロームプロック¢ 1~3cm・YPプロノク含 3 暗黒褐色土 ローム粒多混

4 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック滉

P -2 

l 黒褐色土 As-C混

2 黒褐色土 A s -C滉 ロームプロソク P10cm含

3 1層と同様 ローム粒混

4 3層と同様 ローム粒多混

5 黒褐色土 As-C混 yp.ローム粒多混

P-3 

1 黒色土 As -C混硬い

2 黒色土 A s -C混 ロームプロック¢ 2 ~3 cm多混軟らかい

3 黒色土 A s _C少混 ロームプロノク¢ 1~2 cm混軟らかい

4 明褐色土 YP・ ロームの混土 黒色土少混

P-5 

1 黒褐色土 A s -C滉 ローム粒少混

2 褐色土 ローム漸移陪土とソフトロームの混土

3 黒褐色土 A s _C混 ローム粒¢ 1 cm多混

4 黒褐色土 A s _C混

5 3層と同様 ローム粒多混

P -6 

］ 灰褐色土 A s _B 

2 黒色土 As-C少混

3 黒色土 A s -C混 ロームプロック¢ 1 ~3 cm多滉軟らかい

4 黒色土 A s -C混 ロームプロック'P1 cm微混軟らかい

5 黒色土 A s _C僅滉 ロームプロノク¢ l ~3 cm多混軟らかい

6 黒色土 As-C僅混 漸移層プロック'P5 cm多混

P-9 

1 黒褐色土 As-C混

2 1層と同様 ロームプロノク ・漸移居プロソク¢ 1~5 cm含

3 2層と同様漸移層粒多混

4 黒色土 As-C少滉 しまりない

5 黒褐色土 As-C少混漸移層ブロソク含粘性あり

6 黒色土 As-C少混 YP・ ローム粒含 粘性あり

7 黒色土 As-C少混漸移陪プロソク混粘性あり

P-10 

1 黒褐色土 A s -C混 ローム粒少混

2 暗黒褐色土 A s -C混 ローム粒混

3 暗褐色土 ローム漸移層と類似

p _ll 

1 黒褐色土 A s _C混 大粒ローム少混

2 暗黒褐色土 A s _C滉

3 黒褐色土 As-C混 ロームプロック多混 しまり弱い

P-12 

1 黒褐色土 As-C混 ローム粒 ・ロームプロック滉

2 1層と同様少し黒い（柱痕）

3 1培・ローム漸移層土・ロームブロノク 互層（埋土）

p _13 

］ 黒褐色土 As-C混

2 1層と同様 ローム粒¢ 1~3 cm多滉

3 2層と同様黒褐色土主
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第 2 節奈良•平安時代以降
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第119図 7号掘立柱建物出土遺物 （2)

8号掘立柱建物

位置 88区G-l7 平面形 3間X2間長方形総柱主軸方向 N-l0°-W 面積 ll.7m2

規 模桁行 3間 4.5m Sl.5m-l.5m-l.5mN 梁行 2間 3.6m Wl.8m -l.8m E 

柱穴掘り方円形径平均98cm 検出面からの深さ60cm

掘り方底面柱のあたり部分楕円形径30cm

柱間寸法は桁方向 5尺 梁方向 6尺

遺物 全て柱穴の埋土出土であるが周辺に比定される遺構がないため 8号掘立柱建物の遺物と考えても良い

のでは？ 土師器杯 須恵器長頸壷頸部破片？

重複 19 • 20号土坑に切られる

その他 7号掘立柱建物と主軸方向が直角に交わり、ピット形態も似かよることから同時期存在か 倉庫か
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第1V章検出された遺構と遺物
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P-1 

1 黒褐色土 As-C混

2 I層と同様 ロームブロノク ¢1-5cmを含む（柱痕）

3 I層と同様 ロームプロック ・ローム漸移層を含む

4 I層と同様 ロームプロック¢ I cmを含む

5 黒色土 As-C混 ロームプロック少滉

6 黒色土 ロームプロック ・ローム漸移層プロ＇ノク混

7 黒色土 ロームプロック混

P -4 

1 黒褐色土 A s -C混

2 1層と同様 ローム粒少混やや硬い

3 1層と同様 ローム漸移層プロック混 漸移層土主体

4 1陪と同様漸移層粒混

P-2 

1 黒褐色土 As-C混 ロームブロソク¢ 1~2 cmを含む

2 黒褐色土 As-C少混 ローム漸移層粒を含む 粘性あり

P -3 

l 黒色上 A s -C混 ローム漸移層ブロ、ノク混

2 黒色土 As-C混 ロームプロ・ノク¢ 3 cm微混 軟らかい

3 黒色土 As-C混軟らかい

4 黒色土 As-C滉 漸移層プロ・ノク多混

P-5 

1 黒褐色土 A s -C混

2 暗褐色土 As-C混 ローム漸移層プロック ・ロームプロック混

p _ 6 

1 暗褐色土 A s -C混 A s -A主

2 黒色土 A s -C混

3 黒色土 A s -C微混 ローム漸移層プロック多滉

4 黒色土 A s _C混 漸移層プロック多混

5 黒色土 As-C混 漸移層プロック混

第120図 8号掘立柱建物
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P-7 

1 暗黒褐色土 As-C混 ローム粒'Pl cm混

2 暗黒褐色土 As-C混 1層より As-C少ない

3 1層と同様硬く締まる

P-8 

1 黒褐色土 A s -C多混

2 明褐色土 ロームプロソク主

P -9 

l 暗褐色土 As-C混 ローム漸移層プロ・ノク滉

2 黒褐色土 A s _C少混 ロームプロソク¢ 2 cm混

3 黒褐色土 A s _C混

4 暗褐色土 ロームプロック¢ 3 cm ローム漸移陪主

5 明褐色土 黒色土・漸移陪土 ・ソフトローム混土

P ~ 10 第2節 奈良 • 平安時代以降

1 As-A 

2 As-A主黒色土ブロック混

3 黒色土 As-C混 As-A混

4 黒色土 As-C混 ローム漸移層プロソク ・ロームプロソク少混

5 黒色土 As-C混

6 黒色土 As-C少滉

7 黒色土 As-C少混 ロームプロソク¢,2 -10cm多滉

P -ll 

l 黒褐色土 A s _C混 ロームプロック含

2 黒褐色土 ローム粒 ・ローム漸移層粒を含む しまり弱い

3 1層と同様 ローム粒多混

4 黒色土 ロームプロック ・ローム粒多含

P -l2 

1 黒褐色土 As-C滉 ローム粒 ・ロームプロソク'Pl-5cm混

2 黒褐色土 1層より ロームプロソク小 さく 、少ない

3 黒褐色土 ローム漸移層粒 ・ロームプロック混

こ
／
 三
口二／

＼二□二 □／

I/ 

＼三上三：

＼□三三3/

--――‘ 

＼：三／

＼二／／

゜
1 : 3 10cm 

88.L-19 

十

;
 

第121図 8号掘立柱建物出土遺物、 9・10号掘立重複

゜
1 : 80 4m 
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第W章 検出された遺構と遺物

9号掘立柱建物

位置 88区L-19 平面形 4間X2間 長方形 主軸方向 N-10°-W 面積 31.95m' 

規模 桁行 4間 7.lm Sl.7m-l.8m-l.8m-l.8mN 梁行 2間 4.5m W2.lm-2.4mE （北辺）

柱穴 掘り方円形径平均55cm 検出面からの深さ44cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 6尺 梁方向 7 尺• 8尺 梁柱が北辺と南辺では直線上に並ばない

遺物 8号ピットの埋土からの出土多い 灰釉陶器碗出土

重複 2 • 3 • 10号ピ ットが10号掘立柱建物のピ ットに切られる

その他 7号掘立柱建物と主軸が直交、 8号掘立柱建物と 一致することから同時期存在か 10号掘立柱建物

の主軸方向も直交する また10号掘立柱建物のピットの形状も似かよることから建て替えか

I;: ¥:s:: 言I 吋
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A 
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一
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H H' 

PIO Pll 

L L' ＼ 
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亨
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I'80 4m 

L=216.60m 

第122図 9号掘立柱建物
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第2節 奈良•平安時代以降

P -1 

1 暗黒褐色土 As-C混

2 黒褐色土 A s _C混

3 2層と同様 ローム漸移層プロノク混

4 2層と同様硬く締まる

P-2 

1 暗黒褐色土

2 1層と同様

3 1層と同様

4 1層と同様

5 暗黒褐色土

6 5層と同様

＼ 

As-C・YP混

As-C・YP多混

ロームブロック混

P-3 • P-4 P-8 

1 黒褐色土 As-C混 ローム粒・ロームフ‘ロック¢ 1 cm含 1 注記漏れ

2 1層と同様 ロームプロ；；ク 大きい 黒色士ブロソ ク含

3 黒褐色土 YP混 P-9 
1 黒褐色土 As-C混

P-6 

1 黒褐色土 As-C混

P -7 

1 患褐色土 As-C混

2 1層と同様 YP・ ローム粒多滉

3 1層と同様 ロームプロック混 やや硬い
As-C・ロームプロック滉

ロームプロック多混

l ／／ロニ言

P-lO・P-11 

1 黒褐色土 As-C混

2 暗褐色土 As-C・YP・ ローム粒混

P -l2 

1 黒褐色土 As-C混

2 1層と同様 ローム粒混

3 暗黒褐色土

P-13 

1 暗褐色土 As-YP・As-C滉入

2 1層と同様 A s -Y P多い

＼口口／／こ

ー、ご三'ift'~二ニ／
＼｀二

二》 （＼璽雪）

゜
I : 3 10cm 

第123図 9号掘立柱建物出土遺物

10号掘立柱建物

位置 88区L-19 平面形 4間X3間 長方形 主軸方向 N -80°-E 面積 37.74m' 

規模 桁行 4間 7.4m Wl.9m-l.8m-l.8m-l.9mE 梁行 3間 5.lm Sl.8m-l.5m-l.8mN 

柱穴 掘り方円形径平均51cm 検出面からの深さ 55cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形径20cm

柱間寸法は桁方向 6尺 梁方向 6 尺 • 5尺

遺物 遺物が少ない 11号ピットから 2の須恵器皿 9号と 10号の間で 3の鉄製繋

重複 9号掘立柱建物を切る その他 8号掘立柱建物と主軸が直交、 7号掘立柱建物と一致することから

同時期存在か しかし 7号掘立柱建物の東辺と 10号掘立柱建物の西辺が接することから同時存在は不可能

9号掘立柱建物のピットの形状、柱間、主軸方向が直交する等の理由から 9号掘立柱建物から 10号掘立柱建

物への立て替えと考えられる
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第N章 検出された遺構と遺物

I.: I三 吋 吋
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ー ・ P3 P4. — D D' 
ー•P6

E E' 
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冒

F F' ．．  
PJ2 

P-1 

9号掘立柱建物 P-1と同様 霞

G G'H 、Hへ＇

． ．  
Pl4 P15 

言 □
I I‘ 
ー•P16.—

｀ P-2 

9号掘立柱建物 P-2と同様

゜
1 : 80 4m 

P-3 • P-4 

9号掘立柱建物P-3 • 4と同様

P-6 

1 褐色土 As-C滉粘性なし

2 黒褐色土 As-C混 ロームプロソク混

L=216.60m 

P -14 

： ：：：心様A::::¢ l ~3cm混 しこ：三「ロロ／

P -8 

1 黒褐色土 As-C混 ロームプロソク¢ 5 mm含む

2 黒褐色土 A s _C混 ロームプロソク¢ 1~2 cm含む

P -l2 

1 黒褐色土 As-C混 ローム粒滉

2 1層とローム漸移層の混土

p _15 

1 黒褐色土 As -C混 一

2 1層と同様 ローム漸移層 プロッ ク滉 ―― 

4 3層と同様 YP多混

3 1陪と同様 YP混 文文＼三三］ロニこ：ァ

P -16 

1 暗褐色土 A s _C混

2 黒褐色土 A s -C滉 ローム粒混

3 2屑と同様硬く締まる

―`  

冨｀

゜
1 : 3 10cm 

第124図 10号掘立柱建物・出土遺物 (1)
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第 2節

I
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10cm 

Pl -- • 

~=--～上·上

口
B _ B' 
ー•P2 ・-

ロ
上 ． P3 ．立

惹

C
日

＼

ー

奈良 •平安時代以降

調
査
区
域
外

3
2
1
1
1,¥:lfil 

P
5
 

|= 

l:r:. 

P -1 

1 暗褐色土 A s _B混

2 暗褐色土 As-C主軽石多混

3 暗黒褐色土 A s -C混 下部にローム粒

¢ 1~2 cm混

P-2 

1 褐色土

2 褐色土

G
 

A s -C混粘性なし

As-C少混 ロームプロック混

P-3 

1 暗黒褐色土

2 暗黒褐色土

3 1層と同様

32住

工

As-C混ローム粒¢ 1 cm混
As-C少滉 3 
硬く締まる

も
／

/
 
調査区域外

P-5 

1 黒褐色土 A s _C混

2 1層と同様底面から 5cm付近にロー

ム粒¢ 1~3 cm混

やや明るい

吋

P -4 (19号住居A内）

1 黒褐色土 A s -C混 ロームプロッ

ク¢ 5 mm・焼土粒混

A s _C混下部にローム

粒 •YP 混

黒褐色土 As-C混

19号住居A寵

3

4

 

黒褐色土

1層と同様

吋

互`

，
 

G
 

，も／

YP混

叫
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 1
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_Q_. P4 ．旦
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1 : 80 

＇ L-216.60m 

10号掘立柱建物出士遺物 （2)• 11号掘立柱建物゜
4m 

第125図

11号掘立柱建物

位置

規模

柱穴

88区 J-19 

桁行 2間十 a

掘り方円形

平面形 2間十 aX 2間

5.lm+a? 

径平均65cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形

長方形 主軸方向

S? -2. 7m -2.4m N 

検出面からの深さ55cm

N-14°-W 

梁行 2間 3.6m 

面積 19. 08m' 

Wl.8m-l.8mE 

3号ピット浅い

径30cm

柱間寸法は桁方向北から 9 尺• 8尺 梁方向 6尺

遺物 2号ピット 出土は 2の土師器坪 須恵器杯底部外面に墨書「丁」
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第w章 検出された遺構と遺物

重複 5号ピ ットが15号掘立柱建物 3号ピットを切る 4号ピットが19号住居寵に切られる 32号住居内ピ

ットについては不明

その他 3号ピットと対になるものが見あたらないことからより南方へのびると思われる

□言］ 口 ＼ロニニ／ ＼ 

ヽ

゜
1 : 3 10cm 

第126図 11号掘立柱建物出土遺物

12号掘立柱建物

位置 88区Q-18 平面形 ？X 2間 主軸方向 N-l2°-W 

規模 桁行？ 梁行 2間 3.6m Wl.8m -l.8m E 面積 ？ 

柱穴 掘り方円形径平均68cm 検出面からの深さ36cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形 径20cm 柱間寸法は梁方向 6尺

遺物 なし 重複 なし

その他 大半が調査区域外のため詳細不明 ピットの形状が 6・7・8号掘立柱建物に類似 主軸方向が 7.

8 • 9 • 11号掘立柱建物と 一致、 10号掘立柱建物と直交する

88 ,R - ~ 

P3 

c
 

A' 

三亨△'
C' 旦． P2 I ．互

言
C' 

゜

P-1 

1 黒褐色土 As-C混

2 黒褐色土 As-C少滉

3 2層と同様 ロームプロ ック混

4 1層と同様 ローム粒僅滉

P-2 

1 黒掲色土 As-C混

2 黒褐色土 As-C少滉

3 1層と同様 暗褐色土が斑状に混

I : 80 4m 

L-216.80rn 

第127図 12号掘立柱建物

13号掘立柱建物

位置 89区N-13 平面形 2間十aX 2間＋ a 長方形 主軸方向 N-l°-E 

規模 桁行 2間十a 3.6m+a Sl.8m-l.8mN 梁行 2間十 a 3.0m+a Wl.5m-l.5mE 

面積 15. 36m'+ a 

柱穴 掘り方方形径平均68cm 検出面からの深さ44cm

掘り方底面柱のあたり部分 隅丸方形

柱間寸法は桁方向 6尺 梁方向 5尺

遺物 2号ビ ットからは瓶の口縁？ 3号ピットからは 4の底部回転ヘラナデ坪

重複 5号ピットが31号住居に切られる （初見）

その他 1 • 5号掘立柱建物と主軸方位が類似 同時期存在か
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第 2節 奈良 • 平安時代以降

13号掘立柱建物

I'Tl l'"ij 

C
-
E
 

P-1 

1 黒褐色土 As-C混

2 暗黒褐色土

3 注記漏れ

[、―’

|つ

E
 

P3 Pl 
E' 

P-2 

1 黒褐色土 As-C混

2 暗黒褐色土

P-3 

1 黒褐色土 As-C混

2 暗黒褐色土 As-C混

P-4 

1 暗褐色土

2 黒褐色土

ローム漸移層に類似

A s -C混下層ではローム漸移

層プロックを含む

A A' ——.Pl....:..::... 

亨
C P3 C' 

•,. 

口

B P2 B' . -- . 

こ
D P4 D' ... . 

可

゜
4m 

ロコ
15号掘立柱建物

万
ロニニロ

\ ► 
Pl 

D
 

□I
 

1 : 80 

＇ L=215.80m 

＼ こ二／／

唱

゜
l : 3 10cm 

P -l 

1 黒褐色土 As-C混 ローム粒混

2 黒褐色土 A s-C少混

3 暗黒褐色土軽石混

/~ 
P-2 

1 黒褐色土 A s -C混

2 1層と同様 ローム漸移層プロック混

調
査
区
域
外

P -3 

1 黒褐色土 As-C混

2 1層と同様 底面から 5cm付近にローム粒¢ 1~3 cm混

3 1層と 同様やや明るい

A PJ A' ． ． 

こ
2 3 

C P3 ll掘 P5 C' 

｀ 

B 四 B'

―衣巴「―

D D' 

32住ここ／床一面

P -4 (32号住居内）

1 暗褐色土 漸移層中にロームプロック¢ 3 cm しまりなし

冒

゜
1 : 80 4m 

゜
1 : 3 10cm 

第128図

L=215.80m 

13号掘立柱建物・出土遺物、 15号掘立柱建物・出土遺物
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第N章 検出された遺構と遺物

15号掘立柱建物

位置 88区J-l8 平面形 2間十 aX l間＋ a 長方形 主軸方位 N-20°-W  

規模 桁行 2間十 a 3.3m+a Wl.8m-l.5mE 梁行 1間＋ a 1.5m+a 面積 ll.4m2+ a 

柱穴 掘り方円形径平均59cm 検出面からの深さ46cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形 2号ピット底面径20cm

柱間寸法は桁方向西から 6 尺 • 5尺 梁方向 5尺 遺物 3号ピットから須恵器杯

重複 4号ピットが32号住居に切られる 3号ピソトが11号掘立柱建物 5号ピットに切られる

その他 6号掘立柱建物と主軸ほぽ一致 発掘調査時には建物として確立できなかったが整理時に認定

3.柵列

1::r:: 

→ 

＼^ 
. I 

P6 

＼^  

P7 

¥C1-

l::r:; |工

1号柵列

位置 89区T-12~89-R-12 主軸方向 N-80°- W  

柱穴 掘り方円形径平均50cm 検出面からの深さ 37cm

掘り方底面柱のあたり部分 円形

柱間 Wl.8m-l.8m-l.5m-l.5m-3.3m -1.Zm E 

遺物 なし 重複 なし

その他 西も東も調査区域外になっているため、どこまで

延びるのかは不明
89 • T -¥3 

N
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汀

）A
-

B p2B'  

2こ

C P3 C' 

3迂少3
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D P4 D' 

89 • Sー1斗 3こ
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玉
F F' 
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弐 I

G P7 
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で立

゜第129図 1号柵列

P -1 

1 黒褐色土 A s -C混

P-2 

1 黒褐色土 As _C混

2 ローム漸移層に類似

P -3 

1 黒褐色土 A s -C混

2 黒色土 A s -C少滉 ローム漸移陪

プロック況

3 ローム漸移層に類似主 A s _C少滉

P-4 

l 黒色土 As-C多含

2 黒色土 As-C滉 ローム漸移層粒含

3 黒褐色土 As-C混入しない

P-5 

1 黒褐色土 As-C混

2 黒褐色土 A s -C少混

P-6 

l 暗褐色土 A s -C混

2 暗褐色土

p _ 7 

1 暗褐色土 A s -C混

2 暗褐色土

1 : 80 4m 

L-216.50m 
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4. 道

1号道 4号道

A A' A A' 

ヘー「 —— 
調査区域外 調査区域外

了ぃ I A' A ¥I ¥1 A' 

口 I 

l I I i L-216 60m / / 

芋＼＼ ‘‘--
¥ t,UエリL rl 

88. s-午

B
 

B' 

B
 

B' 

2号道
A 

戸
A' 

調査区域外

A
 

A' 

i
 

1号道

位置 88区Q-17~R -18 規模長さ 6.0m 幅

2.0m 主軸方向 N-20° -W 断面台形重複

後世の攪乱によって切られる 20号土坑によって切ら

れる埋土不明路面硬く踏みしめられている

北から南へ比高差O.lmの下り勾配備考 調査区北

側に通じる道か？

2号道

位置 88区Q-l7~R -18 規模長さ 6.0m 幅

2.5m 主軸方向 N-20°-W 断面蒲鉾型重複

8号堀立柱建物を切る 1号道が上に重なる 22・62・ 

63・65号土坑に切られる埋土不明路面硬く踏

みしめられている 北から南へ比商差0.12mの下り勾

配備考調査区北側に通じる道か？

4号道

位置 88区s -17~s -l8 規模長さ 6.0m 幅

3.5m 主軸方向 N-l5°-W 断面 半円形重複

28号住居を切る 埋土不明路面硬く踏みしめら

れている 北から南へ比高差O.lmの下 り勾配 備考

調査区北側に通じる道か？

第130図 1 • 2 • 4号道
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5.溝
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2住 ::3 
A
 

A' 

L-214．二 住

1号溝

1 灰黒色土砂質 As-B多混

ー、―

A' A A' ．．  

亨 ＝216.00m
3 

2号溝

1 黒褐色土軽石多混

2 暗黒褐色土軽石混

3 1層と同様砂多含

l□ ‘ 

゜
1 : 80 4m 

、 三多

` 2溝2 ロ-—― 2溝4

□ 12溝3

゜
I : 3 10cm 

第131図 1 • 2号溝、出士遺物
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A A' 
．．  

言~ L~217.00m 

4号溝

1 暗褐色土 As-B主体 As-C混

2 暗褐色土 As-B多混 川砂多い

3 黒褐色土 As-C滉ブロソク

3号溝
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第132図 3・4号溝、出土遺物
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¥-

[、―
88 • K+4-2午

A A' 

一＜ュフー
L-216.BOm 

5号溝

1 黄色土砂利、川砂主体

い
6号溝

A'-

一

A. 

-し-------

A' 

＼
 

ー溝5
 

＼
II 

L-217.20m 

゜
1 : 80 4m 

瓦髯2

こ

゜
1 : 3 10cm 

1号溝

位置 97区P-2~Q-5 規模 長さ 11.6m 幅 1m 南南東方向へ走行 断面 逆台形 重複 2号住

第133図 5 • 6 号溝• 5号溝出土遺物

居を切る 埋土 As-B主体の砂質土 底面北から南へ比高差0.4mの下り勾配 出土遺物 埋土から

灰釉陶器皿 帰属時期 10世紀

2号溝

位置 88区E-20~98区E-1 規模 長さ6m 幅0.5m 南方向へ走行 断面 U字型 重複 11号住居

を切る 埋土 軽石混入多い 底面 明瞭な比高差は見られない 出土遺物 埋土から底部回転ヘラナデ須

恵器碗

帰属時期 10世紀後半以降
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芦

A' 
L=217.10m 
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7号溝

1 黒褐色土粘性強 （A)

2 黒褐色土 川砂主 (A)

3 暗褐色土 粘質土と川砂の互層 (B)

4 暗黒褐色土 軽石多混 （石垣の裏込め養生土）（C) 

5 暗黒褐色土軽石多混川砂混（C)

第 2 節奈良•平安時代以降
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゜
I : 6 20cm 

I I 

7溝10(1/2) 

7溝9(113) 

／＜ニニ）
／ 

一

-: I I乏

叫

26住

干9• 1)-[6 

[、―

89 • C-1-4-

/
7
 

8号溝

fぶ‘

＜＇ 

89 • C―斗

゜
1 : 80 4m 

第135図 7号溝出土遺物 （2)• 8号溝
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8号溝

l 灰褐色土 部分的に黄褐色の砂（As-B) を純層に近いプロソク状で含む（下面部） As-B下畠の痕跡か あるいは二次堆積か

砂質

l'As-B純層

1" 1層よりも硬くしまる

2 灰褐色土 3層をベースに 1思のAs-Bが混じり込んでいる 砂質

3 暗褐色土 As-Cを少含する黒色土と褐色土プロソクの混在する土層 (7層よりも明る＜、プロソク土が多含）

4 黒色土 As-Cを多含 特に下面部付近に砂状に丸くなったAs-C細粒含（水の流れた影響か）

4' 黒褐色土 4陪に比べて黒色土多混黒ボク土（褐色）プロノク僅含 硬くしまる

5 黒色粘質土 As-C僅含 大部分が粘性をもち硬くしまった土

6 黒褐色土 As-C少含 暗褐色土プロソク少含 (8層よりも多い）

7 暗褐色土 黒色土をベースに褐色土プロック混

8 暗褐色土 As-C僅含 褐色粒子少含

9 黒色土 As-C少含 6層に類似

9' ローム粒（As-YP)少含

9" As-C少混

10 黒褐色土 11層に類似するがAs-YP粒を少含 上半部は 9層に類似

11 黒褐色土 10層に類似するがAs-YP粒を多含 下面部に青砂

12 暗黄褐色土 白色～褐色粒子少混 黒ボクプロソク主体（住居埋土）
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第136図 8号溝出土遺物、 9号溝・出土遺物
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3号溝

位置 88区L-19~L -20 規模 長さ6.4m 幅0.6m 南南東方向へ走行 断面 逆台形 重複 各種ピ

ットを切る 各種土坑に切られる 埋土 不明 底面 明瞭な比高差は見られない 出土遺物 なし 帰属

時期 中近世と思われる（重複から）

4号溝

位置 88区M-18~N-19 規模 長さ6.2m 幅1.2m 南南東方向へ走行 断面 U字型 重複 20号住

居を切る 各種土坑に切られる 埋土 As-B主体の砂質土底部に川砂多い 底面 北から南へ比高差

0.15mの下り勾配 出土遺物 丸底の土師器坪 内面ヘラ磨き坪外面底部に窯印を持つ婉鉄釘出土多い

帰属時期 10世紀後半以降

5号溝

位置 88区K-19~K-20 規模 長さ6.4m 幅0.5m 南南東方向へ走行 断面 半円形 重複 19• 32 

号住居を切る 埋土 川砂主体黄色土 底面 北から南へ比高差O.lmの下り勾配 出土遺物 コの字甕

雲母石英片岩の敲石 帰属時期 10世紀後半以降

6号溝

位置 88区Q-17~Q-18 規模 長さ 6m 幅全体で2.4m 3条有り 東0.6m 中0.4m 西0.8m 南

南東方向へ走行 断面 半円形 重複 8号掘立柱建物を切っていると思われる 20号土坑に切られる

埋土 不明 底面 北から南へ比高差0.2mの下り勾配 出土遺物 なし 帰属時期 西隣を走る 1号道と

同時期

7号溝

位置 88区0-13~0-14 規模 長さ6.3m 3時期有り 幅 A3.8m Bl.2m C2.2m 南方向へ走行

噺面 A半円形 B逆台形石垣 4段分高さ60cm残存 人頭大の石横置き互目積み C半円形 重複 なし

埋土 軽石を多く含んだ砂質土 底面 明瞭な比高差ない

帰属時期 3時期有り A現代（ノミ堰） B現代から近代 石垣 C近代

8号溝

位置 89区C-15~D -16 規模 調査区域外のため詳細は不明 確認できる長さ 5.6m 確認できる幅

2.6m 南東方向へ走行 断面 V字型 重複 26号住居を切る 埋土 As-Cを中心とした黒色土

底面 北から南へ比高差0.4mの下り勾配 出土遺物 コの字甕 ロクロ回転糸切り杯底部 帰属時期 10 

世紀～11世紀

9号溝

位置 88区T-17~89区A-l8 規模 長さ6.8m 幅 1m 南東方向へ走行 断面 半円形 重複 33• 

34 • 37号土坑に切られる 埋土 不明 底面 北から南へ比高差0.2mの下り勾配

帰属時期 近世以降
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6. 土坑
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65号土坑
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第 3表土坑一覧

遺構名称 位 置 平面形 状
規 模（m)

備 考
長 さ 幅 深 さ

97区 1号土坑 T-3 円形 1.03 1.03 0.42 

98区 2号土坑 A-2 円形 1.00 0. 92 0.20 

88区 4号土坑 F-20 円形 1.16 1.00 0.22 

97区 5号土坑 0-3 不整形 1.60 1.25 0.50 

88区 6号土坑 R-18 長方形 1.60 1.13 0.30 

88区 7号土坑 R-l7 長方形 1.58 1.20 0.32 

88区 8号土坑 M-19 長方形 2.25 0.58 0.36 

88区 9号士坑 M-19 長方形 (2.14) 0.48 0.38 

88区 10号土坑 M-19 長方形 3.12 0.50 0.36 

88区 11号土坑 N-19 長方形 1.98 0.50 0.26 

88区 12号土坑 N-18 長方形 1.22 0.46 0.25 

88区 13号土坑 0-19 長方形 1.66 0.50 0.65 

88区 14号土坑 0-19 長方形 1.20 0.42 0.32 

88区 15号土坑 0-18 長方形 3.82 0.34 0.46 

88区 16A号土坑 0-18 長方形 1.16 0.66 0.34 

88区 16B号土坑 0-18 長方形 (0.90) 0.60 0.37 

88区 17号土坑 0-18 長方形 3.50 0.42 0.36 

88区 18号土坑 P-18 長方形 1.10 0.58 0.20 

88区 19号土坑 P-18 長方形 1.58 0.58 0.97 

88区 20号土坑 Q-18 長方形 3.57 0.46 0.52 

88区 21号土坑 Q-18 長方形 0.90 0.34 0.10 

88区 22号土坑 R-l7 長方形 (0.62) 0 76 0 20 

88区 23号土坑 R-18 長方形 1.88 0.52 0.29 鎌出土

88区 24号土坑 R-17 長方形 1.26 0.58 0.27 

88区 25号土坑 S-18 長方形 2.02 0.60 0.20 

88区 26号土坑 S -17 長方形 (2 10) 0.72 0.30 

88区 27号土坑 S -18 長方形 (1.35) 0.56 0.40 

88区 28号土坑 S -18 長方形 (1.38) (0.54) 0.28 

88区 29号土坑 s -17 長方形 (3.40) 0. 77 0.33 

88区 30号土坑 S -18 長方形 (1.35) 0.95 0.35 

88区 31号土坑 S -18 長方形 1.47 1.10 0.42 

88区 32号土坑 T-17 楕円形 l. 31 0.89 0.29 

88区 33号土坑 T-17 長方形 5.40 0.49 0.48 

89区 34号土坑 A-17 長方形 8.28 0.49 0.48 

89区 35号土坑 A-l7 円形 0.90 0.87 0.20 

89区 36号土坑 A-17 隅丸円形 1.05 0.60 0.53 

89区 37号土坑 C-17 長方形 (1.06) (0.14) 0.26 

89区 38号土坑 B-17 長方形 (l.78) (0.37) 0.27 

89区 39号土坑 A-17 長方形 (5.66) (0.44) 0.42 

89区 40号土坑 A-16 長方形 5.47 0.50 0.35 

89区 41号土坑 B-16 長方形 (3.09) 0.47 0.45 
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第w章検出された遺構と遺物

遺構名称 位 置 平面形状
規 模 （m)

備 考
長 さ 幅 深 さ

89区 42号土坑 C-17 楕円形 1.28 0.69 0.24 

97区 43号土坑 P-3 円形 0. 77 0. 75 0.20 

98区 44号土坑 C-2 長方形 (0.85) 0. 75 1.24 

98区 45号土坑 C-2 長方形 3. 77 0.45 0.55 

98区 46号土坑 C-2 長方形 1.98 0.98 0.25 

98区 47号土坑 B-2 円形 1.12 0.95 0.22 

90区 52号土坑 A-12 長方形 1.40 (0.53) 0.50 

90区 53号土坑 A-12 長方形 1.45 (0.45) 0. 70 

90区 54号土坑 A-12 長方形 1.65 (0. 72) 0.42 

90区 55号土坑 A-ll 長方形 1.55 0.53 0.93 

90区 56号土坑 A-11 長方形 l. 76 (0.54) 0.60 

90区 57号土坑 C-ll 不整形 2.00 l. 70 0.17 

90区 58号土坑 D-10 円形 0.85 0.80 0.23 銭・人骨土坑墓

90区 59号土坑 E-10 円形 0.80 (0.35) 0. 70 

90区 60号土坑 G-10 楕円形 1.19 1.10 0.24 

90区 61A号土坑 H-9 長方形 l. 79 0. 71 0.43 

90区 61 B号土坑 I -9 長方形 2.83 0.68 0.29 

88区 62号土坑 R-18 円形 0.63 0.60 0.15 

88区 63号土坑 R-17 円形 0.94 0.84 0.43 

88区 64号土坑 R-17 円形 0.82 0.61 0.25 

88区 65号土坑 R-18 円形 (0.49) 0.42 0.27 

88区 71号土坑 L-18 円形 1.15 (0.85) 0.10 

89区 J -1号土坑 C-16 円形 0. 79 0. 70 0.20 

89区 J -2号土坑 B-16 円形 0.96 0. 78 0.57 

土坑

中央部の88・89区には多数の土坑が見られる。 これらは一様に長方形で、壁も底面も直線的である。埋土

も比較的新しい（初見）。 また、遺物は皆無に等しい。 これらの土坑群は、近世以降の耕作痕であると推定

する 。

58号土坑は、出土遺物から墓壊と考えられる。

7 ． 畠
畠

88区K-19-88区N-18に、 北西ー南東にのびるサク (N-20°-W)、 4号溝 より西では90゚ 違えるサク

を確認した。いずれのサクも残りが悪く 、確認面と サクの比高差は平均10cm程である。サクの心々距離は平

均80cmをはかる。確認面は、 近世以降の土坑を多数検出 した面である。埋土は不明であるが、土坑 と同様な

時期 と推定される。
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第w章 検出された遺構と遺物
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第 4表 ピット一覧

区 番号 位置
規模（m)

遺 物
長軸 X 短軸 X 深さ

区 番号 位置
規模(m)

遺 物
長軸 X 短軸 X 深さ

98 5 F-1 0.57 X 0.49 X 0.19 90 124 B-12 0.48 X 0.44 X 0.09 

98 6 F-1 0.59 X 0.55 X 0.22 90 125 B-ll 0.63 X 0.42 X 0.43 

88 ， F-20 0.72 X 0.59 X 0.39 90 126 B-12 0.30 X (0.14) X 0.21 

88 12 F -20 0.44 X 0.42 X 0.39 90 127 B-11 0.52 X 0.38 X 0.09 

88 13B F-20 0 53 X 0. 51 X O 44 90 129 C-11 0.29 X 0.25 X 0.20 

88 14 G-20 0.45 X 0.23 X 0.54 90 130 C-10 0.84 X (0 59) X 0.41 

97 15 T-3 0.87 X 0.61 X 0.11 90 131 D-11 0.28 X 0.24 X 0.29 

97 16 T-2 0 72 X 0. 58 X O 13 90 132 E-10 0.55 X 0.51 X 0.08 

97 17 S-2 0.70 X 0.42 X 0.12 89 133 S-12 0 15 X (0 11) X O. 20 

98 24 A-1 0.56 X 0.48 X 0.41 鉄ー31 89 134 S-12 0.14 X 0.11 X 0.16 

98 25 A-1 0 49 X 0.44 X O 68 90 136 B-ll 0.22 X 0.19 X O 10 

97 27 R-3 0.54 X 0.48 X 0.52 須恵器坪 90 137 B-11 0.32 X 0.21 X 0.10 

97 28 R-2 0.51 X 0.48 X 0.47 90 138 B-12 0.24 X 0.17 X 0.12 

97 34 R-3 0 52 X 0.46 X 0.40 90 140 B-11 0.28 X 0.23 X 0.20 

97 35 R-3 0.33 X 0.30 X 0.26 90 141 B-ll 0.27 X 0.25 X O 12 

97 38 s -3 0.38 X 0.36 X 0.28 90 142 B-ll 0.49 X 0.40 X 0.22 

88 48 F-20 0.46 X (0 26) X 0.11 90 143 C-ll 0.26 X 0.19 X -

88 49 F-20 0.54 X 0.52 X 0.08 90 144 C-11 0.54 X 0.19 X ~ 

88 50 E-20 (0.25) X 0.31 X 0.09 90 145 C-11 0.24 X 0.22 X -

98 61 D-2 0 50 X O 45 X - 90 146 C-ll 0.28 X 0.23 X 0.12 

98 62 D-1 0.43 X 0.40 X - 90 147 C-11 0.30 X 0.23 X 0.11 

88 65 J -19 0.50 X 0.43 X 0.15 90 148 C-ll 0.27 X 0.22 X 0.21 

88 68 J -20 0.46 X 0.42 X 0.23 90 150 C-11 0.45 X 0.28 X 0.25 

88 69 J -20 0.62 X 0.41 X 0.29 90 151 C-11 0.35 X 0.28 X -

88 70 J -20 0.62 X (0 32) X 0.43 90 152 D-ll 0.34 X 0.33 X 0.14 

88 72 J -19 0.41 X 0.38 X 0.13 90 153 D-10 0.17 X 0.19 X 0.22 

88 74 J -20 0.82 X 0.80 X 0.19 90 155 E-10 0.35 X 0.32 X 0.12 

88 78 K-20 0.19 X 0.55 X 0.49 88 2018 N-18 0.63 X 0.49 X 0.20 

88 79 K-20 0.62 X 0.40 X 0.27 88 202A N-19 0.29 X 0.25 X O 11 

88 80 K-20 0. 53 X 0.49 X 0.44 88 203B N-19 0.32 X 0.27 X 0.09 

88 82 K-20 0.69 X 0.60 X O 41 88 204 N-18 0 66 X 0.58 X 0.53 

88 92 L-18 0.43 X 0.35 X 0.15 88 206 0-18 0.39 X 0.34 X 0.26 

88 93 L-18 0.39 X 0.31 X 0.18 88 207 N-19 0.29 X 0.29 X 0.35 

88 95 L-19 0.49 X 0.43 X 0.23 88 208 0-l8 0.96 X 0.89 X 0.37 楔形石器須恵蓋

88 98 M-19 0.82 X (0.60) X 0.16 須恵器蓋 88 210 0-19 0.31 X 0.27 X 0.24 

88 99 M-19 0.42 X 0.40 X O 32 88 211 0-19 0.40 X (0.23) X 0.32 

89 101 S-12 (0.89) X 0.56 X 0.47 88 212 0-19 0.33 X 0.29 X 0.17 

89 102A S-12 0.91 X 0.51 X 0.39 88 213 0-19 0.44 X 0.37 X 0.29 

89 103 S-12 0 69 X 0.50 X 0.46 88 214 0-l8 0.37 X 0.32 X 0.33 

89 104 T-12 0.47 X 0.46 X 0.40 88 215 0-19 0.37 X 0.35 X 0.32 

89 l05 T-11 0.22 X (0.13) X 0.20 88 218 P-18 0 37 X 0.34 X 0.23 

89 106 s -l2 0.52 X (0.31) X 0.55 88 227 J -19 0.77 X 0.56 X 0.60 

89 107 T-12 1.03 X 0.70 X 0.23 須恵器坪 88 228 J -19 0.71 X 0.54 X 0.36 

89 108 T-12 0.95 X 0.86 X 0.23 98 232 F-1 0.37 X 0.34 X 0.35 

89 109 T-11 0.34 X 0.30 X 0.17 98 233 E-1 0.36 X 0.30 X 0.25 

89 llO T-12 1.19 X 0.95 X 0.22 98 234 E-1 0.31 X 0.26 X 0.28 

89 112 T-12 0.96 X 0.86 X 0.27 98 235 E -1 0.32 X 0.31 X 0.24 

89 113 T-11 0.41 X 0.36 X 0.12 98 236 E-1 0.61 X 0.58 X 0.32 

89 114 T-11 0.54 X 0.45 X 0.56 98 237 E -l 0.46 X 0.43 X 0.29 

89 115 T-12 0.49 X 0.46 X 0.50 98 238 E-1 0.32 X 0.31 X 0.15 土師杯

90 116 A-12 0.48 X 0.35 X 0.28 98 239 E-1 0.39 X 0.37 X 0.20 

90 117 A-12 0.44 X 0.33 X 0.45 98 240 D-1 0.46 X 0.42 X 0.23 

90 118 A-11 0.36 X 0.26 X 0.37 98 241 D-1 0.53 X 0.49 X 0.27 

90 119 A-11 0.46 X 0.33 X 0.35 98 242 D-1 0.40 X 0.41 X 0.41 

90 120 A-12 1.00 X 0.86 X 0.40 98 243 D-1 0.26 X 0.26 X 0.12 

90 121 B-11 1.30 X 0.64 X 0.14 98 244 E-1 0.42 X 0.36 X 0.33 

90 122 B-11 0.39 X 0.30 X 0.26 88 245 E-20 0.54 X 0.53 X 0.42 

90 123 B-ll (1.19) X 0. 93 X 0.10 98 248 C-2 1.24 X 0.91 X 0.48 
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第w章 検出された遺構と遺物

区 番号 位置
規模（m)

遺 物
長軸 X 短軸 X 深さ

区 番号 位置
規模(m)

遺 物
長軸 X 短軸 X 深さ

98 249 C-1 (0.60) X 0.61 X 0.57 鉄ー18・須恵杯 89 527 N-14 0.59 X 0.49 X 0.56 

98 250 C-2 1.46 X 0.67 X 0.58 89 528 N-l4 (0.46) X 0.51 X -

88 252 M-19 0 42 X 0.39 X 0.55 89 529 0-14 0.51 X (0.27) X O 32 石鏃

88 260 M-18 0. 78 X O 47 X O 47 89 530 N-13 0.44 X 0.36 X 0.54 

98 263 A~l 0.44 X 0.38 X 0.17 89 531 N-l3 0.35 X 0.34 X 0.25 

98 264 B-1 0.53 X 0.52 X 0.36 89 532 N-13 0 78 X 0.52 X 0.25 

98 265 B-1 0 46 X 0.39 X 0.66 89 533 N-13 0 53 X 0.47 X 0.25 

98 266 B-1 0.39 X 0.34 X 0.45 89 534 0-l3 0.90 X 0.71 X 0.31 

98 267 B-1 0.38 X 0.37 X 0.23 89 535 0-13 0 38 X O. 37 X O 38 

98 268 B-1 0. 32 X O 27 X O 35 89 536 0-13 0.38 X 0.37 X 0.42 

98 269 A-1 0.39 X 0.35 X 0.18 89 537 0-13 0.42 X 0.39 X 0.30 

98 270 A-l 0.31 X 0.26 X 0.33 89 538 0-13 (0.82) X 0.44 X 0.28 

98 271 A-1 0.29 X 0.27 X O 37 89 539 0-13 0.60 X (0.50) X 0.29 

98 273 B-2 0. 78 X 0.67 X 0.33 土師杯 89 540 0~ 13 0.47 X 0.44 X 0.49 

98 274 B-1 (0.43) X 0.48 X 0.34 89 541 0-13 0 50 X 0.49 X 0.32 

98 275 B-1 0.38 X 0.37 X 0.35 89 542 N-13 0.38 X 0.31 X O 43 

98 276 B-1 1.81 X 0.54 X 0.46 89 544 N-13 0.56 X 0.44 X 0.28 

98 277 B-2 2.22 X 0.98 X 0.38 89 545 0-13 0.50 X 0.47 X 0.46 

88 279 P-18 0 76 X 0.42 X 0.38 89 546 N-14 0.39 X (0.22) X 0.23 

88 280 0-18 0.92 X 0.92 X 0.46 89 547 N-14 (0.25) X 0.48 X 0.27 

88 281 P-18 0.31 X 0.24 X 0.27 89 548 N-13 (0 20) X 0.28 X 0.37 

88 282 P-18 0.47 X O 39 X 0.39 89 549 N-13 0.44 X 0.38 X 0.18 

88 283 P-18 0.81 X 0.51 X 0.19 89 550 N-l3 (0.45)X(0.17)X 0.36 

88 284 P-18 0. 70 X O 53 X O 17 89 555 N-14 (0.60) X 0.29 X 0.59 

88 285 P-18 0.30 X 0.28 X 0.29 89 557 R -l2 0.74 X(0.39)X 0.41 

88 286 P ~ 19 0.58 X (0.20) X 0.38 89 558 R-l2 o 52 x(o 24)x o.40 土師杯

88 287 P-19 (0. 77) X (0.34) X 0. 72 89 559 R ~ 12 0.94 X(0.37)X 0.66 須恵壺

88 292 N-18 (0 49) X 0.40 X 0.26 89 563 S -12 0 55 X (0 37) X O. 40 

88 295 L-18 0.55 X 0.42 X 0.20 89 566 Q-12 0.40 X (0.17) X 0.59 

88 296 L-18 0.69 X 0.60 X 0.24 89 567 R-13 (0 2l)X O 38 X 0.34 

88 301 L-18 0.60 X 0.44 X 0.19 89 568 R-12 (0.33) X 0.40 X 0.20 

88 303 L-18 0.57 X 0.44 X 0.21 89 576 R-12 0.68 X 0.47 X 0.51 

88 304 K-18 0.63 X 0.47 X 0.52 89 577 R-12 0.38 X 0.34 X 0.17 

88 308 J -18 0.93 X (0.50) X 0.42 土師杯 ・須恵鉢 89 578 R-12 0.41 X 0.39 X 0.29 

88 322 J -18 0. 78 X (0.40) X 0.50 土師甕・須恵藍 89 579 Q-12 0 59 X 0.52 X O 41 

89 501 Q-l3 0.51 X 0.49 X 0.41 89 580A P ~13 0.58 X 0.54 X ~ 

89 502 R-12 0 71 X 0.54 X 0.39 89 580B Q-13 0.41 X 0.36 X O 38 

89 503 Q-13 0.52 X 0.47 X 0.33 89 581A P-13 0.47 X 0.44 X -

89 504 Q~ 13 0.52 X 0.45 X 0.31 89 5818 Q-l3 (0.33) X 0.39 X 0.44 

89 505 Q-13 0.41 X 0.37 X 0.34 89 582A P-13 0.96 X 0.72 X -

89 506 Q~13 0.37 X 0.35 X 0.47 89 5828 Q-13 0.42 X (0 23) X 0.34 

89 507 Q-13 0.44 X 0.43 X 0.51 89 584 Q-13 0.62 X 0.26 X 0.34 

89 508 Q-13 0.34 X 0.30 X 0.47 89 586 P ~13 (0.32) X 0.48 X 0.41 

89 509 Q-13 0.46 X (0.36) X 0.37 89 587 Q-12 (0.24) X 0.34 X 0.24 

89 510 Q-13 0.48 X 0.43 X 0.43 88 590 N ~ 17 0.97 X (0.51) X 0.61 

89 511 Q-l3 0.61 X 0.43 X 0.40 88 591 0-18 0.88 X (0.64) X 0.39 須恵坪・須恵甕

89 512 Q-13 0. 74 X O 27 X 0.38 88 592 N-17 (0.83) X 1.11 X 0.64 

89 513 P-l3 0.67 X 0.59 X 0.56 88 593 k-18 (0.61) X 0.53 X -

89 515 P-13 0.68 X 0.59 X 0.30 88 598 L-18 0.50 X (0.42) X 0.34 

89 516 P -l3 0.66 X 0.58 X 0.43 88 599 K-18 0. 70 X 0.64 X 0.32 

89 517 P-13 0 51 X 0.48 X 0.37 88 600 M-l8 0.61 X 0.52 X 0.19 

89 518 P-13 (0 56) X (0.51) X O 35 88 601 M-18 0.31 X 0.17 X 0.33 

89 519 P-13 0. 72 X 0.54 X 0.39 88 602 M-18 0.37 X 0.32 X 0.25 

89 520 P-13 0.55 X 0.49 X 0.31 88 603 N-18 0.47 X 0.38 X 0.59 

89 522 N-l4 0.63 X 0.48 X 0.34 88 604 N-18 0.66 X O 49 X 0.30 

89 524 N-14 0.73 X O 59 X 0.31 88 605 N-18 0.77 X 0.57 X 0.20 

89 525 N-14 0.67 X 0.44 X 0.36 88 606 M-18 0.48 X 0.36 X 0.17 

89 526 N-14 0.40 X 0.33 X 0.35 88 607A 0~ 17 0.36 X 0.33 X 0.34 
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9. 96 • 97区遺構~ 97区

/

0企ー

l: 1600 20m 

第149図 96 • 97区全体図

96 • 97区は、南北に流れる見立川によって開析された谷地であり、東西幅約50mと狭く、東西尾根との比

高差は、それぞれ約25m、約24mを測る 。標高は190m程である 。

調査区は、北陸新幹線高崎駅起点距離10.860km~10.910 kmの谷地部を96区とし、西尾根に連なり 96区に比

べ約 5m高く狭い平坦面は、 10.915 km~10. 940kmに当り、これを97区とした。また、調査区幅はllmと狭い

ため、遺構を面的に捉えることが困難であった。地目は、 96区97区ともに水田である 。

96区As-8下水田跡

本調査区は、谷地形に立地することから、 As-Bが最大厚15cmと良好に遺存しており、直下面で水田跡

を検出できた。また、東側を南流する見立川は近年まで氾濫し易かったことから、この川から西へ15mでは

近時の災害とその復旧工事によって攪拌され、遺構を検出することができなかった。 2号溝以東でも As-

B軽石の堆積は見られず、明確な畦も見られなかったことから水田跡の範囲から除外されるが、やや盛り上

がっている形状を考慮すれば大畦等があったことも想定できる 。 しかし、ここでは 2号溝以西を水田遺構の

範囲として取り扱う 。

地形 本調査区は見立川によ って形成された谷地形に起因する埋没谷であるため、全体として南傾斜する 。

ただし、両側の台地が迫った狭陸な谷であることから、西側からの斜面とも接しており、 5号溝はその法面

境を利用し、本水田跡の東西の範囲は 2号溝と 5号溝に挟まれた約24mの範囲とすることができる 。

形態 北壁から 2mで東西に走向する畦によって本水田跡は南北に 2分され、その水田面の比高差は20cmを

測る 。水田区画は、この東西畦に対してほぼ直交する方向に畦を南北に設けることによって 6区画を構築す

る。ただし、調査範囲の幅が狭く水田区画全体を露呈できたものはなかったことから、水田区画の規模は不

明である 。

取配水の方法 2 号 • 5号溝はともに水路と考えるが、 5号溝ではその底面が水田面とほぼ水平で、 東側に

高さ20cmの畦を盛っている 一方、 2号溝の底面は60cm程水田面より低く、西側には畦の痕跡がわずかしか見

られないこと等を考慮すれば、 5号溝が取水路で 2号溝が排水路とすることが妥当と考える 。ただし、 5号

溝から引水する水口は検出されなかったため、本調査区内の水田跡では北側に隣接する水田区画から取水し

たものと見られる 。 5号溝は幹線水路として要所要所で取水されていたものと考える 。

耕作土 径 1cm大白色軽石を多く含む灰色粘質土 出土遺物 なし

所見 本水田跡の下層を掘削した結果、南北の水田区画に生じた比較的大きな比高差は人為的に形成された

ことが判明したことから、大掛かりな造成が想定されることとな った。 また、用水路である 2・5号溝の下

層においても 、その前段階の水路と見られる 6号溝と 2号溝下の U字形の砂層堆積が存在しており 、徐々に

水田面を上げながら繰り返し整備が行われてきた結果と捉えられる 。同様に、 8号溝も東側に盛土層を持ち

5号溝と類似することから、その前身とすれば水田面を上げながら東西方向にも徐々に水田範囲を拡張して

きたものとすることができ、以上の結果やや大きな比高差を持つ水田跡が形成されたものと考える 。
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第w章 検出された遺構と遺物

96区As -C直下面と溝

本調査区西半部分には小規模な谷地が埋没する 。その谷地部分では、 As-B直下面から下層約 1mに

As-Cが最大厚10cm程面的に堆積しており、水田跡が想定されることとなった。明確な追構としては、谷

地形の両端壁際に、各々東に 9号溝、西に10号溝が走向し、それに挟まれた範囲がほぽ平坦面として検出で

きた。ただし、平坦面では区画を示す畦は確認できず、珪酸体分析によってもイネのプラントオパールは検

出できなかったため、水田跡と認定できない。一方、 9• 10号溝は砂で埋没し、底面 ・壁面が荒れることか

ら相当量の流水量が想定される。形態は両者とも整った U字形で、人為的な構築として用水路を想起させる 。

仮に本遺跡下流にAs-C直下段階（古墳時代前期）の水田跡が存在していた場合、本溝はその導水に係わ

る遺構＝用水路と位置づけられる。

9号溝 南北に走向してやや東側に弓なりに膨らんだ直線状で、南北両端は調査区域外に延びる 。規模は

長さ 3.7m、幅は110~150cm、深さ20~70cmである。底面 ・壁面ともに荒れており、相当量の流水量が想定

される。遺物は出土しなかった。

10号溝 南北に走向してほぼ直線状で、南北両端は調査区域外に延びる 。規模は長さ4.2m、幅は80~100cm、

深さ 10~20cmである。底面 ・壁面ともに荒れており 、相当量の流水量が想定される。遺物は出土しなかった。

97区

97区については、遺構は検出できなかった。断面土層のみ記す。

Ill 

96 • 97区基本土層

I 灰色粘質土 現耕作土水田土壌

]] 灰褐色粘質土 流水を原因とする質色土粒を含む 上面に鉄分の

梨栢が見られる

m 灰褐色粘質土 流水を原因とする黄色土粒を含む ¢ 5 mm大白色

軽石を多く含みざらつく 全面に鉄分の集積が見

VI 

189.00m - I XI 

It 

IX 
XIII 

188.00m - 1 XIV 

A應＇f

Xl 

--189.00m 

- 188.00m 

られる

N 暗褐色砂質土 ¢ 5 mm大白色軽石を多く含む

v 黒褐色砂質土 As-B軽石多く灰黄褐色土プロック含む

VI 灰褐色砂質土 流水を原因とする黄色土粒を多く含む 上面に鉄

分の巣積が見られる

洲 黒褐色砂質土 As-Bを多く含む

VIIl 灰色粘質土 ¢ 1 cm大白色軽石を多く含む B下水田耕土

IX 灰質シルト質陪 流水堆積

x 黒色粘土

XI 灰白色粘土

X11 緑灰白色粘土

湿黄白色粘土

w 黄白色粘土

大中円礫を多く含む 流水堆積

軽石を多く含む基盤府 火砕流堆積物

円礫を含み硬くしまる

軽石を多く含む 火砕流堆積物

XI 

B地バ

0 1:40 lm 

第150図 96 • 97区基本土層
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96区 SPA-A' 

l 灰色粘質土

2 灰色粘質土

3 灰褐色粘質土

4 灰褐色粘質士

5 暗褐色砂質土

6 灰褐色砂質土

7 暗褐色砂質土

8 黒褐色砂質土

9 黒褐色砂質土

10 As -B 

11 灰色粘質土

12 灰色粘質土

基本土府のVIII層

'P 1 cm大の白色軽石を多く含む 11層よりやや色調の明るい

水田耕土

13 黒褐色粘質土 ¢ 1 cm大白色軽石多く含む 最下部に川砂の堆栢が所々あり

14 As -Bの桃色アッシュ

15 粕川テフラ 灰色

16 黒色粘質土 角礫少凪

17 灰白色粘土 地山の灰黄褐色土主体

18 灰白色粘土 17層に近似 11層土の大プロノクをモザイク状に含む

19 桃褐色粘質土 川砂を多く含み円礫を含む

20 暗灰色粘質土 地山の灰黄褐色土の小ブロノクを含む

21 黒灰色粘質土 11陪に類似 ¢ 5 mm大の白色軽石を含む 川砂利を多く含む

22 黒灰色砂質土 8層に近い褐色土粒を含み鉄分の集積がやや見られる 川砂

利を含む

23 砂礫層

24 黒褐色粘質土

25 褐色砂質土

26 砂礫層

27 砂礫層

30 砂礫層

31 黒色土

基本土層の I層

1層以前の耕作土 水田土壌

基本土層の II層

基本土陪のm層

基本土層のW層

基本土層のVI層

¢ 5 mm大の白色軽石を多く含みわずか粘る

基本土層のVII居

流水の影響あり As-Bア、ノシュ小プロソク含む

川砂利 流水堆積黒色土を府状に含む

川砂利を多く含む

11層土主体 As -B軽石の二次堆積を多く含む

As-B軽石の二次堆積主体 11層土を含む

川砂利主体 褐色土プロック 11層土を含み下部に小中円

礫を含む

28 灰色砂質土 7層の中で褐色土粒を含み鉄分の集積した部分を分層

29 黒灰色粘質土 ¢ 5 mm大の白色軽石を含み灰色粘土プロノク 黒褐色土プロ

ックをモザイク状に含む 11層土主体 流水堆積

氾濫堆積 鉄分沈着により赤褐色 (2号溝の旧流路）

34層と30層のモザイク

32 桃灰色シルト

33 暗灰色土 白色軽石少量ややざらつく

34 暗灰色砂質土 白色軽石少量

35 灰色砂 川砂を多く含む

36 灰色シルト質土 流水堆積

37 暗灰色砂質土 ¢ 5 mm大の白色軽石を含む 川砂を多く含む

38 砂礫層 川砂利主体黒色粘質土を層状に多く含む

39 暗灰色砂質土 小角礫少憫含む

40 桃色シルト 白色軽石を含む

41 砂礫層 川砂利主体黒色粘質土を府状に多く含み下部に小中円礫を

多く含む

42 砂礫層 川砂利主体の流水堆積下部に小中円礫を多く含む

43 黒褐色砂質士 川砂利を多く含む 溝の肩部

44 礫層 黄白色粘性土を多く含む

45 黒色粘質土

46 砂礫層

47 砂礫層

48 As -C軽石

49 黒色粘質土

50 黒褐色粘質土

51 砂礫層

52 砂礫層

53 暗灰色砂質土

¢ 1 cm大の白色軽石を含む

川砂利主体の流水堆積 黒色粘質上を層状に多く含む

As-C主体の流水堆積 黒色粘質土を層状に多く含む

As-C厚さ最大15cm

泥炭層 腐植に富む 小礫川砂を少量含む

49層土主体 川砂利を多く含む 流木片を含む

小中円礫主体の流水堆積 黒色川砂を層状に含む

川砂利主体 46層に近似 黒色川砂を層状に含む

地山の灰黄褐色土プロ；；ク 黄褐色士粒細礫を多く含む

第2節 奈良•平安時代以降

3号溝 SPB-B' 

旦五＼＿ー］ iピ＼直

10~7 

3号溝

l 灰色粘質土 基本土培の I層

2 灰褐色粘質土基本土府のm層

3 黄色砂礫層 氾濫堆積物

4 最下部に氾濫堆積物がやや見られ（基本土層のVJ層

と同じもの）鉄分の集積あり

5 黒褐色砂質土 基本土層の洲層

6 褐色砂 川砂主体

7 粕川テフラ 灰色

8 暗褐色士 ややざらつく

9 暗褐色土 川砂やや多く含む

10 As-B 

5号溝

1 灰色粘質土

2 灰褐色粘質土

3 暗褐色砂質土

4 暗褐色砂質土

の影響を受ける

5 黒褐色砂質土 川砂利を多く含む 基本土層のVII陪

に近似

6 灰色砂

7 砂礫居

5号溝 SP C-C' 

冒口£
基本土層の I層

基本土層のm層

基本土層のW層

灰黄褐色土ロームを多く含む 流水

A s_Bの二次堆積層主体

¢ 1~2 mmの細礫（As-Bか）流

水堆積

8 黒褐色砂質土 A s-Bを多く含み基本土層のVII層

に近似

9 黒褐色砂質土 流水の影響あり A s -Bアッシュ

の小プロック含む

10 As -B軽石

11 黒褐色砂 As-Bを多く含みややしまる

12 黄白色粘土 地山の灰黄褐色土転起土畦構成物

13 黒灰色土 地山の灰黄褐色土プロソクを含む

゜
1 : 100 5m 

L=190.00m 

,52  

゜
I : 3 10cm 

第151図 96区 3·5 号溝 •96区グリッド出土遺物
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成果と問題点

第V章成果と問題点

l はじめに

高浜広神遺跡は幾筋も延びる丘陵の中でも比較的広い尾根上に位置する。当遺跡では 8世紀から 10世紀ま

での竪穴住居28軒、掘立柱建物15棟、柵列、溝、水田等を発見した。近隣の遺跡と比べると、この時期、住

居・掘立柱建物らの集落がまとまって発見されているのは本遺跡がはじめてである 。

2 遺構の分布

東部の東側は切り立った崖面となっているが、その崖面には遺構らしい落ち込みが見られたことから、尾

根東斜面が現状のような崖になったのは最近と思われ、本来はあと数m程東へのびていたものと思われる。

東へ尾根がのびていたとしても当尾根の中心は中央部 (8号掘立柱建物）付近に位置すると思われる。掘立

柱建物同士、竪穴住居同士の重複は数多く見られるが、掘立柱建物と竪穴住居が重複している例が少ない。

このように、本来ならば最も遺構が集中していてもおかしくない場所に掘立柱建物が建ち、しかも重複もし

ていない。これは掘立柱建物と竪穴住居の選地には何らかの規制が働いていたと考えられる。時期的なずれ

もあると考えられるが、掘立柱建物を中心にその地を避けるような場所に住居が成立していた様に見えてく

る。

3 掘立柱建物について

東部の掘立柱建物の主軸はほぽ北、或いは北から若干東へ傾けた状態であるが、中央部のそれは北から西

ヘ傾いている。中でも傾きが10゚ 程のものと 20゚ 程のものと口分される。中央部の中の違いは、ある程度時

期の違いと言うことが考えられるが、東部と中央部の違いはそれだけでは済まないような気がする。東部と

中央部の間には現在道路（『久留馬村誌』でいうところの榛名山裏街道）が通っており、その西端には幅 3m

程の大きな堀(+文字の車川から取水する・上野堰に関係か？）が存在する 。これらが掘立柱建物の主軸方

向に作用しているように見える。古来よりここに道及び溝が通っており、規模を大きくしながら現在まで踏

襲されたものと考えられる。また西部のものは東部と同様な主軸の傾きを示している。

6号掘立柱建物（建て替え有り）、 7号掘立柱建物 (2度建て替え有り）、 8号掘立柱建物、 12号掘立柱建

物は、ピット掘り方の規模・形状が似ている。 7・8号掘立柱建物は南側の柱筋がほぼ一致していることか

ら同時期存在が窺える。 7号掘立柱建物は側柱、南側に庇を持ち、 8号掘立柱建物は総柱である。これらの

ことから 7号掘立柱建物は、ほぽこの遺構群の中心の建物で、 8号はその脇に建つ倉庫と考えられる。また

9号掘立柱建物と 10号掘立柱建物もピット掘り方の規模・形状ともに似ている。また南側の柱筋が一致して

いる。これは 9号掘立柱建物から 10号掘立柱建物への建て替えと考えられる。また 9・10号掘立柱建物の面

積は一番大きく、やはり 8号掘立柱建物のような中心的な建物の役割をなしていたものではないか。 6・12 

号掘立柱建物については主軸のズレも少ないことから同時期存在が窺える。これら建物の柱穴は、径 lmを

超える大型で、柱は30cmを前後する太さであった。この柱の太さはこれまでの同種の柱としては非常に大型

といえる。しかし、 7号掘立柱建物跡の柱間は、 7尺（約210cm) であることから、建物自体は大型とはい

えない。 6・8号掘立柱建物跡は 2X 3間の総柱建物で倉庫と考えられる。そして、これらは平行配置を採

る様相から、同時期の役所の配置構造に類している。

4 集落の変遷

調査から各住居は、 8世紀後半から 10世紀にかけて時間的に連続して建て替えを続けていたことがわかっ

た。しかし、中央部東側にある 19号住居A・B、32号住居、 33号住居の周辺では 9世紀後半から 10世紀にか
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成果と問題点

けての時間的な連続性は推移できるものの、それ以前については15号住居 (8世紀第 1四半期） 1軒のみで

ある 。この空白の時間に 6~10号掘立柱建物は存在したと考えられる 。掘立柱建物群が先行し、衰退を始め

た9世紀後半には住居も進出し始めたと思われる 。

東部東側は住居が連続して建て替えられていることがわかる 。また掘立柱建物は少なくとも 3回の建て替

えが考えられる 。これらのことから住居と掘立柱建物は同時期に存在していたと考えられる。 5・4・9号住

居の主軸方向は極めて似通っており、その時期は 9世紀代である 。またそれらと 2• 5号据立柱建物の主軸

も似通っていることから、それぞれ同時期存在が考えられる 。その後成立する 14号住居と 3・4号掘立柱建

物の主軸方向が似通うことから、 10世紀代の同時期存在が窺える。 1号掘立柱建物の主軸方向は12号住居の

それに似通っている 。12号住居は半分の面積しか調査できなかったが、その平面的な規模、深さ、ピットの

深さ等どれをとっても群を抜く大きさである 。遺物から 9世紀後半に位置づけられ、 1号掘立柱建物との同

時期存在が考えられる 。 1号掘立柱建物は総柱であることから、 12号住居の倉庫的役割を担っていたものと

も考えられる 。

このように 8世紀後半～ 9世紀前半の時期に、尾根の中心部にこれら掘立柱建物が建てられ、これに遅れ

て住居が建ち始めた。やがて、 9世紀も後半になると掘立柱建物が建っていた場所にも住居が作られ、住居

のみの構成となっていくようだ。

遺跡の谷部分96区では、西暦1108年に噴火した浅間山の B軽石で埋没した水田が発見されている。尾根部

分に居住した人々の水田なのであろうか。当遺跡に限ってではなく、この地域の谷戸全体的な傾向であるが、

この頃から人々の生活域として土地の利用が改まり、居住域を形成し、その東西の谷地に水田を造った様子

が窺える 。これらのことは三世一身、墾田永年私財法の反映とも思われる。

5 出土遺物について

出土遺物では、「西」の書かれた墨書土器がある 。「西」については何を中心にしての西か？ということが

最大の疑問である 。遺跡内での「西」ということであれば、中心は 7号掘立柱建物付近と考えられるので、

5 • 18・30号住居出土である以上難しい。では視点を移し、中心を国府・国分寺にしてみると「西」は納得の

いく場所である 。『和名類緊紗』 （高山寺本）には「久留末、国分為東西二郡、府中間、国府」とあり、久留

末が東西二つの郡に分かれていたことがわかる 。また 『上野国神名帳』（惣社本）には「群馬郡之内西郡之分」

という記載がみられる。これらの「西」に合致する可能性はありうる 。周辺の遺跡に目を向けてみると、同

じ尾根の南方傾斜地（歩いて10分程）に奥原古墳群がある 。 6• 7世紀代のこの地域の首長級の墓とみられ、

烏川左岸の古墳の分布は、この古墳群を境とし、その上流は極端に少なくなる傾向にある 。この古墳の特徴

的な出土遺物は金銅製帯金具ー式、金環、玉類、金銅製杏葉等優品が多く、周辺遺跡の中でも奥原古墳群の

優位性が目立っている。奥原古墳群のすぐ西側には古代瓦の散布地がある。榛名木戸神社と呼ばれ、 『上野

国神名帳』 （惣社本）西群馬郡の項で従四位榛名本戸明神に考えられている 。ここから発見された瓦は、秋

間古窯跡群で焼かれたもので、山王廃寺に葺かれた瓦も同所で焼かれている 。山王廃寺と同様の瓦葺き建物

が当地に建立されていたことは確かである 。同時期の存在としては唐松廃寺が知られる。また少し時期的に

は新しくなるが、白岩観音長谷寺も知られる。榛名木戸神社から唐松廃寺、或いは白岩観音長谷寺に足をの

ばすとなると必ず、当遺跡周辺を通っていくことになる。それがこの榛名山裏街道であり、伊香保道である

と考えられる 。このようにこの高浜広神の地は、なかなか重要な役割を担っていた場所といえよう 。

他にも「丁」の書かれた墨書土器が出土している 。7・llA・19・32号住居からの出土である 。『律令』の「庖

牧令 第廿三」に「凡庖。細馬一疋。中馬二疋。鷺馬三疋。各給丁一人。穫丁毎馬一人。」とある 。この「鹿
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牧令」とは中央における馬牛の飼育方法の規定である 。そして、この「丁」とは、「馬丁。馬戸から上番す

る飼丁を充てる 。」 とある 。すなわち馬や牛の世話をする人のことを指すらしい。他にも馬・牛関連での遺

物といえば、「第」の字の鉄製の焼印が出土している 。32号住居出土である。これは、畜産、或いは木製品

に押すものである 。『延喜式』の「上野国 御 牧 」 に は 「 利 刈 有 馬 島 沼 尾 拝 志 久 野 市 代 大 藍

山 新屋」という）しつの牧が記載されている 。 しかし「第」と合致するような牧は見あたらない，商島英之

氏の分析からもわかるように、当遺跡出土の焼印は公印より寸法が大きい。また伊藤博之氏の分析からも明

らかなように、他の遺跡出土の焼印と違い、柄と本体が一体で鋳造されたものであるということも検証され

た。これらにより、当遺跡出土の焼印は、公印ではなく私印としての可能性が高い。また、当遺跡の至近に

駒形神社がある 。これは『上野国神名帳』で従四位駒形明神に比定されている 。周辺に「牧」に関した地名

も数多く残されている 。これらのことから高浜広神遺跡は駒に深くかかわっている可能性が大である。

他の出土遺物には、 8号住居出土の金銅製腰帯裏金具、 30号住居出土の鉄製錨子等がある。また灰釉陶器

も数多く、耳皿なども出土している 。以上、これら出土遺物から判断すると、一般人の所有物ではない、特

殊な遺物が目立つ。また当遺跡には、識字層がいたことが推測される 。焼印は所有物を誇示するために使用

するもので、支配者階層の居住も推察される 。

6 おわりに

・遺構の分布

．掘立柱建物について

・集落の変遷

・出土遺物について

以上のように、掘立柱建物を含む集落の様相を色々な側面から艦みた。結果、今回裔浜広神遺跡で発見され

た役所構造に類似する遺構は、高浜広神地区が奈良•平安時代まで地域の拠点的な遺跡であったこと 。 また

その遺構は駒に係わったものではないかと推測される 。

今回の文を草するにあたって、川原嘉久治氏、清水喜臣氏、事業団職員の各氏にご指導いただいた。感謝

いたします。
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遺物観察表縄文時代

13号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

9図 深鉢 埋甕 口 24.6 口縁部の円柱状の突起より橋状把手を付す。突起より ①砂粒混 加曽利 EIV 

1 高 39.2 沈線が横位に派生し、体部上下にU字状・逆U字状懸 ②良好 ほぽ完形

PL30 底 6.5 垂文を配す。縄文は RL縦位充埴施文。底部は外反、 ③明黄褐～黒褐色

やや上底。

9図 両耳壷 床面 口一 把手単位は 2 • 4単位と思われる。橋状把手より細隆 ①砂粒混 加曽利 EW

2 高〈19.8〉 線が横位に派生し口縁部無文帯と画する。イ本部上半は ②普通 屑～胴部

PL30 底一 2条の沈線による渦巻状モティーフが配される。縄文 ③明黄褐色

はRL充填施文。

9図 両耳壷 床面 口 一 橋状把手。 2と同一個体。 同上 破片

3 高一

PL30 底一

9図 深鉢 埋土 ロ ー 波状口縁。口縁部無文帯に摘状突起を施す。突起下胴 ①砂粒混 加曽利 EN

4 高一 部に細沈線を施す。縄文は RL縦位充填施文。 ②普通 口縁部片

PL30 底一 ③明黄褐～黒褐色

9図 深鉢 埋土 ロ ー 口縁部を撫でによる無文帯部に刺突文を施す。胴部に ①砂粒混 加曽利 EN

5 高一 は沈線を施す。縄文は RLを横位縦位に施文する。 ②普通 口縁部片

PL30 底ー ③黄褐色

9図 深鉢 埋土 ロー 口縁部に沈線を巡らし無文帯を画し、刺突列を施す。 ①砂粒滉 加曽利 EN

6 高一 ②普通 口縁部片

PL30 底一 ③黄褐色

9図 深鉢 床面 ロー 口縁部に沈線を巡らし無文帯を画し、胴部上半に沈線 ①赤褐色粒混 加曽利 EJV 

7 高一 による懸垂文を配す。縄文は LR縦位充填施文。 ②普通 口縁～屑部片

PL30 底ー ③赤褐色

9図 深鉢 床面 口一 波状口縁。波長部の突起は欠損する。体部上半に沈線 ①砂粒混 加曽利 EN

8 高一 による区画を施す。縄文RLを施文。 ②普通 口縁部

PL30 底ー ③橙色

9図 把手 床面 口 一 橋状把手部分。 2条の幅広沈線施文後、縄文LR縦位 ①砂粒混 加曽利 EN， 高一 施文。 ②良好 把手

PL30 底一 ③赤褐色

10図 深鉢 床面 ロ ー 2条の沈線による懸垂文を配し、沈線間を磨消する。 ①赤褐色粒混 加曽利 EN

10 高一 縄文は LR縦位充填施文。 ②普通 胴部片

PL30 底ー ③赤褐色

10図 深鉢 埋土 ロー 胴部括れ部上下に沈線による U字状 ・逆U字状懸垂文 ①砂粒混 加曽利 EN

II 高〈11.8〉 を配す。縄文RL縦位充填施文。無文部と内面は研磨 ②良好 胴部

PL30 底ー される。 ③明褐色

10図 深鉢 床面 口一 胴部。逆U字状懸垂文及び渦巻状（？）を配し、区画内 ①砂粒混 加曽利EIV 

12 高一 に縄文RL縦位を充填する。 ②普通 12 • 13は同一

PL30 底一 ③橙色 胴部

10図 深鉢 床面 ロー 底部付近。縄文RL縦位施文後、 1 cm程の間隔で撫で ①砂粒混 加曽利 EN

13 尚〈10.2〉 を行い、底部付近は研磨される。 ②普通 胴部

PL30 底ー ③橙色

10図 深鉢 床面 ロー 2条の沈線を垂下する。沈線間を磨消する。縄文は R ①砂粒滉 加曽利 EN

14 高一 Lを横位縦位に施文する。 ②普通 胴部片

PL30 底ー ③橙色

10図 深鉢 床面 ロー 2本の沈線を垂下する。沈線間を磨消する。縄文は R ①砂粒滉 加曽利 EN

15 高一 L縦位充填施文する。 ②普通 胴部片

PL30 底ー ③橙色

10図 深鉢 埋土 口一 内彎する体部上半。 2本の沈線を垂下する。沈線画に ①砂粒混 加曽利 EN

16 高一 縄文RL縦位を施文する。 ②良好 胴部片

PL30 底一 ③橙色

10図 深鉢 床面 口一 細隆線を垂下し、縄文RL施文部と無文部を区画する。 ①砂粒混 加曽利 EN

17 高一 ②良好 胴部片

PL30 底一 ③明褐色

10図 深鉢 埋土 ロー 細隆線を垂下に縄文RL施文部と無文部を区画する。 ①赤褐色粒混 加曽利 EN

18 高一 ②普通 胴部片

PL30 底一 ③橙色
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10図 深鉢 床面 ロー 18と同一個体か。 ①赤褐色粒混 胴部片

19 高 一 ②普通

PL30 底ー ③橙色

10回 深鉢 埋土 ロー 底部片。直立ぎみに立ち上がり 、体部下半で強く 開く 。 ①砂粒滉 中期

20 高〈 4.2〉 体部器厚及び底部中央の器原薄い。底面外縁は平滑な ②普通 底部1/2

PL30 底 8.0 撫でを施す。 ③橙色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

10図 l PL30 石鏃 埋土 長 l9 幅l.5 庫 0.6 重 l. 5 チャート

10図 2 PL31 使用痕剥片 埋土 長 4.0 幅l.6 厚 0.7 重 3.5 黒色頁岩

10因 3 PL31 使用痕剥片 床面 長 4.0 幅 1.2 厚 0.5 重 2.3 黒曜石

10図 4 PL31 打製石斧 ，， 長 7.6 幅 4.6 原 2.7 重 122.6 粗粒輝石安山岩

10図 5 PL31 敲石 ', 長 10.5 幅 7.3 厚 5.7 厘 600.0 粗粒輝石安山岩

11図 6 PL31 敲石 埋土 長 17.1 幅 6.4 厚 5.6 重 800.0 粗粒輝石安山岩

11図 7 PL31 磨石 床面 長 9.3 幅 7.2 厚 4.8 重 400.0 粗粒輝石安山岩

11図 8 PL31 敲石・凹石 埋土 長］2.6 幅 8.4 厚 4.5 重 800.0 枡粒輝石安山岩

11回， PL31 敲石・凹石 ，， 長 12.5 幅 8.2 厚 4.6 重 600.0 粗粒輝石安山岩

11図 10 PL31 敲石 床面 長 12.6 幅 8l 厚 6.7 重 l. l kg 粗粒輝石安山岩

11図 11 PL31 敲石 埋土 長 8.4 幅 7.7 I厚 2.8 重 200.0 粗粒輝石安山岩

11図 12 PL31 多孔石 床面 長 25.2 幅 20l 厚 12.0 重 8. 2kg 粗粒輝石安山岩

11図 13 PL31 多孔石 埋土 長 25.5 幅 165 厘 12.5 重 6. 0kg 粗粒輝石安山岩

11図j4 PL31 多孔石 床面 長 37.5 幅 30.5 厚 14.3 重 24.9 kg 粗粒輝石安山岩

12図 15 PL31 磨石 埋土 長 40.0 幅 25.0 厚 8.3 重 18.Okq 粗粒輝石安山岩

12図 16 PL31 磨石 ，， 長 28.0 幅 41.2 哨 3.0 重 6 8kg 粗粒輝石安山岩

備考 使用痕剥片とは、使用痕のある剥片を指す

23号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

14図 両耳壷 床面 ロー 2単位の橋状把手は欠損する。肩部に隆線による楕円 ①砂粒混 加酋利EW

1 高 37.4 形区画文を施し撫でが沿う 。区画内に縄文RL充埴施 ②普通 ほぽ完形

PL31 底 7.9 文。口縁部 ・胴部は無文で研磨される。 ③明黄褐色

14図 鉢 床面 口一 胴上部で大きく張り、頸部がしまって口縁部が短く立 ①砂粒混 加曽利 EN

2 高一 ち上がる。肩部には小ぶ りの橋状把手を持つ。胴部は ②普通 口縁～胴部

PL31 底一 頸部隆帯から派生する貼付による隆帯と幅広の沈線に ③明黄褐色

より渦巻モティーフを配す。

15図 深鉢 埋土 ロー 無文の口縁部。頸部に小突起を付す。以下に縄文LR ①大粒砂粒混 加曽利 EN

3 高一 縦位斜位に施文。 ②普通 口縁～胴部

PL31 底一 ③明褐～黒褐色

15図 深鉢 埋土 ロー 無文の口縁部。 ①砂粒滉 称名寺

4 高一 ②普通 口縁部片

PL31 底ー ③橙色

15図 深鉢 床面 ロー 無文の口縁部。 ①砂粒混 称名寺

5 高一 ②普通 口縁部片

PL31 底一 ③明褐色

15図 深鉢 埋土 ロ ー 波状口縁。口縁部無文帯に摘状突起を施す。口縁部無 ①砂粒混 加曽利 EN

6 高一 文帯下に横位沈線を巡らす。以下に細沈線による分岐 ②普通 口縁部片

PL32 底一 懸垂文か。縄文は RL縦位施文。 ③暗褐色

15図 深鉢 埋土 口 一 波状口縁。口縁部に小突起を付 し、突起下磨消部によ ①砂粒混 加曽利EN

7 高 一 る逆U字状懸垂文か。縄文はRL縦位施文。 ②普通 口縁部片

PL32 底ー ③褐色

15図 深鉢 床面 ロ ー 口縁部無文帯下に沈線を巡らし、胴部は沈線による逆 ①砂粒混 加曽利 EN

8 高一 U字状懸垂文を施す。縄文 LR横位充埴施文。 ②普通 口縁～胴部

PL32 底 ー ③明褐色

15図 深鉢 床面 ロ ー 緩やかな波状口縁。口縁部無文下に沈線を巡らし、ロ ①砂粒混 加杓利EN， 高 一 縁下に横位沈線、以下弧状沈線。縄文を LR施文。 ②良好 口縁部片

PL32 底ー ③赤褐色

15図 深鉢 床面 ロ ー 波状口縁。口縁部無文下に横位細沈線を巡らし、胴部 ①砂粒滉 加曽利EN

10 高 一 に逆U字文を施す。縄文は RL横位施文。 ②普通 口縁部片

PL32 底ー ③浅黄橙色

15図 深鉢 埋土 ロー 波状口縁。口縁部無文下に横位沈線を巡らす。縄文は ①砂粒混 加留利 EIV 

11 高 一 LR横位施文。 ②普通 口縁部片

PL32 底 ー ③黒褐色
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15図 深鉢 床面 ロー 波状口縁。口縁部無文下に横位沈線を巡らす。沈線が ①砂粒混 加曽利 EN

12 高一 分岐状に懸垂する。縄文は RL充填施文。 ②普通 口縁部片

PL32 底一 ③黒褐色

15図 深鉢 埋土 ロー 口縁部下に沈線を巡らし、胴部に弧状沈線を施す。 ①砂粒混 加曽利 EN

13 高一 ②普通 口縁部片

PL32 底-9→ 一 ③橙色

l5図 深鉢 埋土 ロー 口縁部価文下に沈線を巡らし、胴部に縄文RL横位施 ①砂粒混 加曽利EIV 

14 高一 文。 ②普通 口縁部片

PL32 底一 ③橙色

15図 深鉢 埋土 ロー 小波状口縁。口縁部直下の沈線によるモティーフの両 ①砂粒混 称名寺

15 高一 」虹而U』。 ②普通 口縁部片

PL32 底一 ③褐色

15図 深鉢 床面 ロ ー 小波状口縁。口縁部無文下の隆線に凹線が沿う 。口縁 ①砂粒混 加曽利 EN

16 高一 部区画は隆線による渦巻き意匠か。縄文は RLを横位 ②良好 口縁部片

PL32 底一 一 縦位に施文。 ③明褐色

15図 深鉢 床面 ロ ー 口縁部隆帯による区画で撫でが沿う 。縄文は LR横位 ①砂粒混 加曽利EN

17 高一 充填施文。 ②普通 口縁部片

PL32 底」→ 一 ③明赤褐色

15図 把手 埋土 ロ ー 小型の橋状把手。 ①砂粒混 把手破片

18 高一 ②普通

PL32 底ー ③明褐色

15図 深鉢 床面 ロー 頸部。隆線に撫でが沿う 。体部縄文は RL横位を施文。 ①砂粒混 加曽利 EN

19 古向 ＿ ②普通 胴部片

PL32 底一 ③黒褐色

15図 深鉢 床面 口一 3と同一個体。 ①大粒砂粒混 胴部片

20 高一 ②普通

PL32 底ー ③明褐～黒褐色

15図 深鉢 床面 ロー 胴部括れ部。括れ部上下に U字状・逆U字状モティー ①砂粒混 加曽利 EW

21 高〈 7.5〉 フを施す。縄文は LR縦位を充填施文。 ②良好 胴部片

PL32 底 一 ③明褐色

15図 深鉢 床面 ロー 胴部。 2条の沈線が垂下する。縄文は LR縦位斜位施 ①大粒砂粒混 加曽利EIV 

22 高一 文。 ②普通

PL32 底-9- 一 ③明黄褐色

15図 深鉢 埋土 口一 胴部。 2条の沈線が垂下する。縄文は RL縦位充填施 ①砂粒混 加曽利EIV 

23 高一 文。 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

15図 深鉢 埋土 ロ ー 胴部。弧状沈線。縄文は LR斜位施文。 ①砂粒混 加曽利 EW

24 古回 ＿ ②普通 胴部片

PL32 底ー ③赤褐色

15図 深鉢 埋土 ロー 胴部。U字条沈線下端か。縄文は RL縦位充填施文。 ①砂粒混 加曽利EIV 

25 高一 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

15図 深鉢 床面 ロー 胴部。細沈線による渦巻文か。縄文は RL縦位充填施 ①砂粒混 称名寺

26 高一 文。器原は藩手。 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

15図 深鉢 床面 口一 胴部下半。垂下する沈線を乱雑に施文。縄文は LR縦 ①砂粒混 加曽利EIV 

27 嵩一 位充埴施文。 ②良好 胴部片

PL32 底一 ③赤褐色

15図 深鉢 床面 ロー 胴部。沈線による渦巻状モティーフ。縄文施文部と磨 ①砂粒混 加曽利 EIV 

28 高一 消部の交互施文。縄文は LR充填施文。 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

16図 深鉢 床面 ロー 胴部。幅広沈線を垂下する。縄文はRL縦位施文。 ①砂粒滉 加曽利 Elli

29 高一 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

16図 深鉢 埋土 ロー 胴部。幅広沈線を垂下する。縄文は LR縦位施文。 ①砂粒混 加曽利 EN

30 高一 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

16図 深鉢 埋土 ロー 胴部。 2条の細隆線を垂下し凹線が沿う 。縄文はRL ①砂粒混 加曽利 Em 
31 高一 縦位施文。 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③橙色
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16図 深鉢 埋土 ロー 胴部。2条の細沈線が垂下する。縄文は LR縦位施文。 ①砂粒混 称名寺

32 高一 器厄薄手。 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

16図 深鉢 床面 ロー 胴部。隆帯に指でが沿う 。縄文RL充填施文。 ①砂粒滉 加曽利 EN

33 高一 ②普通 胴部片

PL32 底一 ③明黄褐色

16図 深鉢 埋土 口一 胴部。櫛歯状工其による縦位波状渠合沈線。 ①砂粒混 加曽利 EIV 

34 高 一 ②普通 胴部片

PL32 底ー ③明黄褐色

16図 深鉢 埋土 口一 無文底部。外反的に立ち上がる。底部中央部上底。器 ①砂粒混 中期

35 高〈 35〉 厚薄手。 ②普通 底部片

PL32 底 (8.0) ③橙色

16図 深鉢 埋土 口一 無文底部。外反的に立ち上がる。胴部器厚薄手。 ①赤褐粒混 中期

36 高〈 3.7〉 ②普通 底部片

PL32 底 (8.0) ③橙色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

16図 1 PL32 石鏃 埋土 長 l7 幅1.4 厚 0.3 董 0.5 黒曜石

16図 2 PL32 スク レイパー 埋土 長 9.5 幅 4.2 厚 l.5 重 52.l 黒色頁岩

16図 3 PL32 スク レイバー 埋土 長 3.9 幅 39 厚 1.0 重 15.9 黒色安山岩

16図 4 PL32 スク レイパー 床面 長 5.7 幅 6.7 厚l.4 重 32.3 粗粒輝石安山岩

16図 5 PL32 スク レイパー 床面 長 5.3 幅 7.0 庫 0.9 重 31.6 細粒輝石安山岩

16図 6 PL32 打製石斧 床面 長 6.2 幅 4.2 原 1.4 重 45.l 黒色頁岩

16図 7 PL32 打製石斧 床面 長 13.5 幅 7.3 厚 3.7 重 327.3 黒色頁岩

16図 8 PL32 打製石斧 床面 長 9.7 幅 9.0 厚 3.7 重 3305 細粒輝石安山岩

16図， PL32 スクレイパー 埋土 長 5.8 幅 6.9 厚1.1 重 28.9 細粒輝石安山岩

16図 10 PL32 打製石斧 埋土 長 3.1 幅 4.3 庫 1.2 重 173 黒色頁岩

17図 11 PL33 磨製石斧 埋土 長 9.5 幅 54 厖 3l 童 285.l 変玄武岩

17図 12 PL33 磨製石斧 床面 長 82 幅 4.6 厚 3.3 重 173.0 変質安山岩

17図 13 PL33 砥石 床面 長 8.4 幅 5.0 厖 l.4 重 37.4 ニッ岳軽石

17図 14 PL33 石棒？ 床面 長 14.7 幅 138 厚 10.8 重 2.4 kり 粗粒輝石安山岩

17図 15 PL33 敲石 床面 長 8.8 幅 9.0 厚 4.8 重 367.2 黒色頁岩

17図 16 PL33 磨石 ・敲石 床面 長 11.5 幅 6.5 厚 5.1 重 500.0 変質安山岩

17図 17 PL33 蔽石 床面 長 12.2 幅 7.l 駐 5.3 重 7000 祖粒輝石安山岩

17図 18 PL33 磨石 床面 長 122 幅 67 厚 45 重 600.0 粗粒輝石安山岩

17図 19 PL33 磨石 床面 長 16.5 幅 10.6 厚 6.3 重 1.4 k~ 粗粒輝石安山岩

17図 20 PL33 磨石 床面 長 17.6 幅 8.1 庫 6.8 重 1.4 k~ 粗粒輝石安山岩

18図 21 PL33 磨石 床面 長 27.7 幅 193 厚 80 重 6. 7k~ 粗粒輝石安山岩

18図 22 PL33 凹石 ・敲石 床面 長 12.3 幅 9.0 厚 5.5 重 900.0 粗粒輝石安山岩

18図 23 PL33 磨石 床面 長 12.8 幅 10.7 原 5.0 重 900.0 粗粒輝石安山岩

18図 24 PL33 凹石 ・磨石 床面 長 12.8 幅 76 厚 3.6 董 500.0 粗粒輝石安山岩

18図 25 PL33 磨石 床面 長 9.1 幅 6.9 厚 6.3 重 500.0 粗粒輝石安山岩

18図 26 PL33 磨石 床面 長 13.1 幅 11.9 厖 8.5 重 l. 9k~ 粗粒輝石安山岩

18図 27 PL33 凹石 床面 長 24.3 幅］5.0 庫］2.0 重 6. 9kg 粗粒輝石安山岩

18図 28 PL33 多孔石 ・磨石 床面 長 17.0 幅 16.0 厚 13.5 重 6. Okq 粗粒輝石安山岩

18図 29 PL33 多孔石 床面 長 27.0 幅 15.l 厚 ］0.2 直 5. 5kQ 粗粒輝石安山岩

18図 30 PL33 多孔石 床面 長 25.5 幅 17.7 厚 13.5 重 8 9k~ 粗粒輝石安山岩

19図 31 PL33 石皿 埋土 長 15.0 幅 70 犀 4.2 重 700.0 緑色片岩

19図 32 PL33 石皿 埋土 長 16.0 幅］3.8 厚 7.5 重 l. 5kQ 粗粒輝石安山岩

19図 33 PL33 石皿 床面 長 25.5 幅 16.2 厚 6.7 重 3. 6kg 粗粒輝石安山岩

l9図 34 PL33 石皿 床面 長 33.4 幅 23.5 厚 11.5 重 109k~ 粗粒輝石安山岩

19図 35 PL33 多孔石 ・石皿 床面 長 17.8 幅 27.0 厚 8.5 重 4. 8k~ ？ 

J-1号土坑周辺

番号
種類 出土 量目

成・ 整 形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

22図 深鉢 標高 ロー 胴部～底部。3条ー単位の沈線を懸垂する。縄文は R ①砂粒混 加曽利 EIV 

1 216.105m 高 10.0 L縦位充填施文。 ②普通 胴～底部1/2

PL33 底 3.9 ③明褐色

22図 深鉢 一括 ロ ー 口縁部肥厚。波状口縁。口縁下に 1条の沈線が巡る。 ①砂粒混 加曽利EIV 

2 高一 以下に細沈線が垂下する。縄文は LR縦位。内面色調 ②普通 口縁部片

PL33 底ー 黒色。 ③橙色
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22図 深鉢 一括 ロー 口縁部片。隆帯による口縁部区画。区画下端より隆帯 ①砂粒多滉 加酋利 EN

3 高一 2条を派生する。区画内に縄文施文か。 ②普通 胴部片

PL33 底一 ③にぶい黄橙色

22図 深鉢 一括 ロー 口縁部。隆帯による円形状の区画。縄文は RL横位施 ①砂粒多混 加曽利 EIV 

4 高 一 文。 ②普通 胴部片

PL33 底ー ③橙色

22図 深含本 標尚 口 一 口縁部直下。口縁部隆帯に凹線が沿う 。縄文は RL横 ①砂粒多混 加曽利 EIV 

5 216.25m 高一 位施文。 ②普通 胴部片

PL34 底ー ③褐灰色

22図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。 2条の沈線が垂下する。縄文は LR縦位斜位充 ①大粒砂粒混 加曽利 EIV 

6 216.23m 高 一 填施文。磨消部の研磨顕著。 ②将通 胴部片

PL34 底一 ③橙色

22図 深鉢 標高 ロー 胴部。沈線が垂下する。縄文は RL縦位充填施文。 ①赤褐粒滉 加曽利 EN

7 216 26m 高一 ②普通 胴部片

PL34 底一 ③橙色

22図 深鉢 標高 ロー 胴部。 6と同一個体。 ①大粒砂粒滉 加曽利 EN

8 216.41m 高一 ②普通 胴部片

PL34 底ー ③橙色

22図 深鉢 標高 口 一 胴部。 2条の沈線が垂下する。縄文は RL縦位充填施 ①砂粒少混 加曽利EN， 216.365m 高一 文。やや薄手。 ②良好 胴部片

PL34 底一 ③明褐色

23図 深鉢 標高 ロー 胴部。沈線が垂下する。縄文は LR斜位。 ①砂粒混 加曽利 EIV 

10 216. 235m 高一 ②普通 胴部片

PL34 底一 ③橙色

23図 深鉢 標高 ロー 胴部。沈線が垂下する。縄文は RL縦位。薄手。 ①砂粒少混 加曽利 EIV 

l l 216 295m 高一 ②普通 胴部片

PL34 底一 ③明褐色

23図 深鉢 一括 口一 胴部。弧状の沈線を施す。 ①砂粒混 加曽利 EW

12 高一 ②普通 胴部片

PL34 底一 ③明褐色

23図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。細沈線による渦巻条モティーフか。施文部と磨 ①砂粒少滉 称名寺

13 216.30m 高一 消部を区画する。縄文は RL縦位充填施文。 ②普通 胴部片

PL34 底ー ③明褐色

23図 深鉢 標高 ロー 胴部。垂下する細隆線に撫でが沿う 。縄文は LR縦位 ①砂粒混 加曽利 EN

14 216.295m 高一 充填施文。 ②普通 胴部片

PL34 底ー ③橙色

23図 深鉢 標高 ロー 胴部下端。 2条の沈線が懸垂する。 ①砂粒混 称名寺

15 216. 415m 高一 ②普通 胴部片

PL34 底一 ③明褐色

23区l 深鉢 一括 口 一 胴部。 2条の沈線を垂下する。 ①砂粒少滉 胴部片

16 高一 ②普通

PL34 底一 ③赤褐色

23図 深鉢 標高 口 一 底部。底部僅かに突出し、緩やかに立ち上がる。内外 ①砂粒多混 底部

17 216.425m 古向 ＿ 面ともに研磨。 ②普通

PL34 底ー ③明褐～黒褐色

23図 深鉢 標高 口 一 底部。底部突出し、強 く開く 。垂下沈線の下端を看取 ①大粒砂粒混 底部1/2

18 216.41m 高一 できる。 ②普通

PL34 底一 ③明褐色

23図 耳栓 一括 ロ ー 鼓状。沈線による渦巻文を施す。反対面は小径で無文。 ①砂粒混 中期

19 高一 全体を研磨する。 ②良好

PL34 底ー ③赤褐色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石材

23図 l PL34 石鏃 一括 長 1.0 幅1.2 厚 025重 0.2 黒曜石

23図 2 PL34 スクレイパー 標高 216.27m 長 9.6 幅 5.0 厚 2.0 重 58.2 黒色頁岩

23図 3 PL34 打製石斧 一括 長 7.2 幅 4.7 厚 l.7 重 73.2 細粒輝石安山岩
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J-2号土坑周辺

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

24図 深鉢 標高 口 24.4 波状口縁。胴部に括れを持ち、口縁部へ大きく広がり ⑬少粒混 加曾利EIV 

1 216.30m 高 29.4 内轡する。波頂部から派生する隆帯により文様構成す ②良好 口縁～底部2/3

PL34 底 8.2 る。縄文RLを充填施文。 ③黒褐色

24図 深鉢 標高 ロー 口縁部に隆帯と沈線で区画文を構成し、区画内を縄文 ①砂粒混 加曽利EW

2 216.Zlm 高〈52.4〉 RLで充填する。胴部逆U字状沈線を施し、沈線頂部 ②普通 口縁～胴部

Pし34 底 (32.9) に指頭程の窪みを施す。 ③明黄褐色

25図 注口鉢 標高 口 (29.8) 波状口縁を呈し内轡する。波頂部に円口を持つ。口縁 ①砂粒少混 加曽利EW

3 216.31m 高〈14.4〉 部に沈線を施し、胴部に縄文RLを充埴する。 ②良好 口縁～胴部

PL34 底一 波頂部及び注口部に赤色塗彩を施す。 ③明黄褐～黒褐色

25図 注口鉢 標高 ロー 注口部。口縁注口部から横位細沈線を施す。端部磨滅 ①褐色粒混 加酋利EN

4 216.47m 高一 する。 ②普通 注口部片

PL34 底一 ③明黄褐色

25図 深鉢 一括 ロー 波状口縁。円柱状の突起より橋状把手を付す。口縁下 ①砂粒少滉 加曽利EW

5 高一 に1条の横線が巡り、胴部は横線より分岐懸垂文。縄 ②普通 口縁部片

PL34 底一 文は LR・RL縦位施文による縦位矢羽状構成。 ③灰褐色

25図 深鉢 標高 口 13.5 波状口縁。円柱状の突起より橋状把手を付す。口縁下 ①砂粒少混 加曽利EN

6 216.47m 高〈 6.5〉 に1条の隆線が巡る。縄文はRL横位施文。 ②普通 口縁部片

PL34 底一 ③にぶい褐色

25図 深鉢 標高 ロー 口縁突起部。口唇部端部に 1条の沈線を施す。 ①赤褐粒混 加曽利EN

7 216.41m 高一 ②普通 口縁部片

PL34 底ー ③灰褐色

25図 深鉢 標尚 口一 口縁部器厚。細隆帯と沈線による口縁部区画。区画内 ①砂礫粒混 加曽利E皿

8 216.21m 高一 はRL縄文を施文する。 ②普通 口縁部片

PL34 底ー ③橙～黒褐色

25図 深鉢 標高 口一 口縁下に 1条の沈線が巡り、以下に弧状沈線を施す。 ①砂粒混 加曽利EN， 216.30m 高 一 縄文は LR横位充埴施文。磨消部は研磨する。 ②普通 口縁部片

PL34 底一 ③橙～黒褐色

25図 深鉢 標高 ロー 波状口縁。口縁下に 1条の沈線を巡らす。胴部に 2条 ①赤褐粒混 加曽利EW

10 216.31m 高一 の沈線を弧状に施す。縄文はRL横位縦位に施文。 ②普通 口縁部片

PL34 底 一 ③明黄褐色

25図 深鉢 標高 口一 波状口縁。口縁下に横線を巡らす。波頂部下に逆U字 ①砂粒混 加曽利EW

l l 216. 27m 高一 状の沈線によるモティーフを施す。 ②普通 口縁部片

PL35 底ー ③明赤褐色

25図 深鉢 一括 ロー 緩やかな波状口縁。口縁下に 1条の沈線を巡らす。縄 ①砂粒混 加曽利EN

12 高一 文は LR横位。 ②普通 口縁部片

PL35 底一 ③明黄褐色

25図 深鉢 一括 ロー 口唇部角頭。口縁下に 1条の沈線を施し、以下に沈線 ①砂粒混 加曽利EW

13 高 一 によるJ字状モティーフを配す。縄文は LR縦位充填 ②普通 口縁部片

PL35 底一 施文。 ③明黄褐色

25図 深鉢 標高 ロー 口縁下に強い撫でによる外稜を付す。以下に 2条の沈 ①砂粒混 加曽利EN

14 216. lSm 高一 線による渦巻状モティーフを配す。縄文はRL縦位充 ②普通 口縁～胴部

PL35 底ー 填施文。 ③黒褐色

25図 深鉢 一括 ロー 口縁下著しい内彎。波状口縁。口縁下に沈線を巡らし、 ①砂粒少混 称名寺

15 高一 胴部に 2条の沈線により施文部と磨消部を画す。縄 ②普通 口縁～胴部

PL35 底一 文は RL縦位充填施文。 ③橙色

25図 深鉢 標高 口一 波状口縁。口縁下に 1条の沈線を巡らす。以下沈線に ①砂粒少混 称名寺

16 216.45m 高一 より施文部と磨消部を画す。縄文は LR横位縦位充填 ②普通 口縁部片

PL35 底 ー 施文。 ③明黄褐色

26図 深鉢 標高 ロー 口縁部肥厚。細隆線を口縁部に施し、 2条の隆線を垂 ①砂粒多混 加曽利EW

17 216. 08m 高 一 下させる。縄文は LR横位斜位充填施文。 ②普通 口縁部片

PL35 底一 ③明黄褐色

26図 深鉢 一括 口一 口縁部肥厚。口縁下に 1条の隆帯を付す。 ①砂粒多混 加曽利EW

18 高一 ②普通 口縁部片

PL35 底一 ③明黄褐色

26図 深鉢 標尚 口一 頸部隆線に撫でが沿う 。体部縄文は LR縦位充填施文。 ①砂粒混 加曽利EN

19 216.45m 高一 ②普通 胴部片

PL35 底一 ③橙色
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26図 深鉢 標高 ロ ー 体部横位隆線に撫でが沿う 。上位に縄文RL横位、下 ①砂粒混 加着利 EN

20 216.37m 高一 半に縦位集合条線。 ②普通 胴部片

PL35 底一 ③暗褐色

26図 深絆 標高 口 一 口縁下の細隆線に揮でが沿う 。以下に細隆線より分岐 ①赤褐砂粒滉 加曽利EIV

21 216.38m 高一 する弧状隆線を施す。縄文は RL横位。 ②普通 胴部片

PL35 底一 ③橙色

26図 深鉢 一括 n - 口縁部肥厚帯に刺突文を施す。 ①砂粒滉 加曽利 EIV 

22 高 一 ②普通 口縁部片

PL35 底ー ③赤褐色

26図 深鉢 標高 ロー 胴部。 2条の細隆線に凹線が沿い、渦巻状モティーフ ①砂粒多滉 加苦利 EIV 

23 216.49m I"mJ • - を配す。縄文は LR縦位充埴施文を主とする。器厚厖 ②砦通 胴部片

PL35 底一 手。 ③明黄褐色

26図 深鉢 標高 ロー 胴部。雑な垂下沈線を施す。縄文は LR縦位。器厚厚 ①砂粒混 加曽利 EIII

24 216.18m 高一 手。 ②啓通 胴部片

PL35 底一 ③橙色

26図 深鉢 標尚 ロ ー 胴部。U字状沈線を施す。縄文は LR縦位充填施文。 ①砂粒混 加曽利EN

25 216.29m 高一 ②普通 胴部片

PL35 底一 ③明黄褐色

26図 深鉢 標高 口 一 胴部。 2条の細隆線を垂下し撫でが沿う 。縄文は RL ①赤褐砂粒混 加曽利 EN

26 216.39m 古向 ＿ を乱雑に施す。 ②普通 胴部片

PL35 底 一 ③明黄褐色

26図 深鉢 標高 ロ ー 26と同一個体。 同上 胴部片

27 216.Slm 高一

PL35 底 一

26図 深鉢 標高 口一 26と同一個体。 同上 胴部片

28 216. 44m 古向 ＿ 

PL35 底 ー

26図 深鉢 標高 口一 胴部。分岐懸垂文。肩部内拇。縄文RL縦位充埴施文。 ①砂粒混 加酋利EN

29 216.28m 高一 ②普通 胴部片

PL35 底ー ③赤褐色

26図 深鉢 標高 口一 胴部。横位沈線以下弧状沈線を施す。地文縄文RL。 ①砂粒混 加曽利 EW

30 216.44m 高一 ②普通 胴部片

PL35 底 一 ③赤掲色

26図 深鉢 標高 口一 胴部上半。逆U字状沈線を施す。縄文は LR縦位。 ①砂粒滉 加曽利EW

31 216.46m 高一 ②良好 胴部片

PL35 底 一 ③黒褐色

27図 深鉢 標高 ロー 胴部。逆U字状沈線を施す。縄文は RL縦位充埴施文。 ①砂粒滉 加曽利EW

32 216.23m 高一 ②普通 胴部片

PL35 底ー ③明黄褐色

27図 深鉢 一括 ロー 胴部上半。弧状沈線を施す。 ①砂粒混 加曽利EN

33 高一 ②普通 肩部片

PL35 底一 ③橙色

27図 深鉢 一括 ロー 胴部。 1本書き沈線による施文部と磨消部。縄文は L ①砂粒混 称名寺

34 古向 ＿ R斜位。 ②普通 胴部片

PL35 底ー ③明黄褐色

27図 深鉢 一括 ロー 胴部下半部。沈線を垂下する。 ①砂粒滉 加曽利 EIV 

35 古回 ＿ ②普通 胴部片

PL35 底ー ③明黄褐色

27図 深鉢 標高 口一 胴部上半部。沈線による分岐懸垂文。縄文は LR縦位 ①砂粒混 加曽利EIV 

36 216.46m 高〈 6.8〉 充填施文。 ②普通 胴部片

PL35 底 一 ③明褐色

27図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。 2条の沈線を垂下する。縄文は LR縦位。 ①砂粒混 加曽利 EIV 

37 216.30m 高一 ②普通 胴部片

PL35 底ー ③橙色

27図 深鉢 標高 口 一 胴部。 2条の沈線を垂下する。縄文は LR縦位。 ①砂粒混 加曽利 EW

38 216.29m 古I口J ー一 ②普通 胴部片

PL36 底ー ③明赤褐色

27図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。 2条の沈線を垂下する。縄文は LR縦位。 ①砂粒混 加曽利 EW

39 216.19m 高一 ②普通 胴部片

PL36 底ー ③橙色
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27図 深鉢 一括 ロ ー 胴部。 2条の沈線を垂下する。縄文は LR縦位。 ①赤褐粒混 加曽利EN

40 古向 ＿ ②普通 胴部片

PL36 底一 ③明黄褐色

27図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。櫛歯状工具による縦位梨合条線。 ①砂粒混 加曽利EN

41 216. 34m 高一 ②普通 胴部片

PL36 底一 ③明褐色

27図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。櫛柑状工具による縦位集合条線。 ①砂粒混 加曽利EW

42 216.30m 古r司 ＿ ②普通 胴部片

PL36 底一 ③にぶい褐色

27図 深鉢 一括 口 一 胴部。櫛歯状工具による縦位集合条線。 ①砂粒混 加曽利EW

43 高一 ②普通 胴部片

PL36 底一 ③明褐色

27図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。櫛歯状工具による縦位集合条線。 ①砂粒混 加曽利EN

44 216.40m 高一 ②普通 胴部片

PL36 底一 ③明赤褐色

27図 深鉢 一括 口 一 胴部下端。 2条の沈線が懸垂する。 ①砂粒混 加曽利EN

45 高一 ②普通 底部片

PL36 底一 ③橙色

27図 深鉢 標高 ロ ー 底部。高台を付し、底部中央部上底。直立ぎみに立上 ①少粒混 底部片

46 216. 54m 高〈 5.2〉 がる。器厚底部中央薄手。 ②普通

PL36 底 (5.8) ③橙色

27図 深鉢 標高 ロ ー 底部。底面撫で。立ち上がりは大きく開く 。胴部に懸 ①砂粒混 底部片

47 216.41m 高〈 6.5〉 垂文を施し縄文を施文する。縄文無節か。 ②普通

PL36 底 8.4 ③明黄褐色

27図 深鉢 一括 ロ— 口縁部。外面赤色塗彩。 ①砂粒混 口縁部片

48 高 一 ②良好

PL36 底ー ③赤褐色

27図 土製円盤 一括 ロ ー 径2.2cmの円形を呈し、上面に縄文施文の土器片使用。 ①砂粒滉 飾り部

49 高一 ②普通

PL36 底一 ③橙色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

28図 1 PL36 加工痕剥片 一括 長 2.0 幅 2.5 厚 0.9 重 4.3 黒曜石

28図 2 PL36 スクレイパー 一括 長1.8 幅 3.4 厚1.0 重 3.3 黒曜石

28図 3 PL36 スクレイパー 一括 長 34 幅 4.9 厚1.1 重 19.1 珪質頁岩

28図 4 PL36 スクレイパー 標高 216.38m 長 11.3 幅 6.3 瞑l.9 重 119.9 黒色頁岩

28図 5 PL36 スクレイパー 標高 216.49m 長 6.0 幅 3.9 厚1.15菫 32.2 黒色頁岩

28図 6 PL36 打製石斧 標高 216.53m 長 8.7 幅 5.0 厚 1.4 重 65.5 黒色頁岩

28図 7 PL36 打製石斧 標高 216.22m 長 4.5 幅 7.l 厚1.3 重 478 細粒輝石安山岩

28図 8 PL36 磨製石斧 標高 216.38m 長 52 幅 3.7 厚1.4 重 36.5 蛇紋岩

28図， PL36 多孔石 標高 216.51m 長 16.5 幅 94 厚 6.6 重 900.0 粗粒輝石安山岩

備考 加工痕剥片とは、加工痕のある剥片を指す

1号埋甕

番号
種類 出土 量目

成・ 整 形 技 法 の 特 徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層 位 (cm) ③色調 備 考

29図 深鉢 標高 ロー 胴部～底部。逆U字状沈線を施す。沈線間に縄文RL ①砂粒少混 加曽利EW

1 216.13m 高〈21.9〉 を充填する。 ②普通 胴部～底部213

PL36 底 8.4 ③明褐色

29図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。口縁部に沈線を巡らせ、体上半に波状文を施す。 ①砂粒混 加曽利EN

2 216.13m 高一 沈線区画内に縄文LRを充埴する。 ②普通 破片

底ー ③橙色

29図 深鉢 標高 ロ ー 胴部。胴下半部に懸垂文を施す。 ①砂粒混 加曽利EN

3 216.13m 高一 ②普通 破片

底ー ③橙色

177 



第VI章遺物観察表

縄文グリ ッド

番号
種 類 出土

器 種 層 位

30図 深鉢 97区

1 Q-4 

PL36 

30図 深林 98区

2 E-1 

PL36 

30図 深鉢 97区

3 T-2 

PL36 

30図 深鉢 98区

4 C -1 

PL36 

30図 深鉢 98区

5 C-1 

PL36 

30図 深鉢 98区

6 E-l 

PL36 

30図 深鉢 98区

7 D-2 

PL36 

30図 深鉢 97区

8 R-2 

PL36 

30図 深鉢 90区， G-9 

PL36 

30図 深鉢 97区

10 R-2 

PL36 

30図 深鉢 90区

l l H-9 

PL36 

30図 深鉢 88区

12 S-18 

PL37 

30図 深鉢 98区

13 表土

PL37 

30図 深鉢 98区

14 B-2 

PL37 

30図 深鉢 89区

15 B-16 

PL37 

30図 深鉢 88区

16 0-17 

PL37 

30図 深鉢 88区

17 k-20 

PL37 

30図 深鉢 88区

18 L -l8 

PL37 

30図 深鉢 89区

19 B-17 

PL37 
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量目
成・整形技法 の特徴

①胎土 ②焼成 残存状態

(cm) ③色調 備 考

口一 口縁部。櫛歯状工具による横位沈線内に刺突文を施す。 ①級維 前期初頭

高一 ②良好 口縁部片

底 一 ③明黄褐色

ロ ー 波状口縁部。口唇部角頭。棒状工具による刺突。 ①級維 • 砂粒滉 前期初頭

高一 ②良好 口縁部片

底一 一 ③明赤褐色

ロ ー 胴部。連続刺突文。 ①級維多混 前期初頭

高一 ②普通 破片

底←← 一 ③明黄褐色

ロー 口縁部角頭。縄文Re・L附加条第 1種。 ①繊維混 黒浜併行

高一 ②普通 口縁部片

底一 ③明褐色

口 一 口縁部。縄文Re • L附加条第 1種。 ①緻維混 黒浜併行

高一 ②普通 口縁部片

底一 ③明褐色

ロー 無文口縁部。 ①練維混 黒浜併行

高一 ②普通 破片

底ー ③明褐色

ロー 胴部。縄文無節L横位。 ①裁維混 黒浜併行

高一 ②普通 破片

底ー ③明褐色

ロ ー 胴部。縄文Re• L附加条第 1種。 ①裁維滉 黒浜併行

高一 ②普通 破片

底 ー ③明赤褐色

口 一 胴部。縄文RL・LRの羽状構成。 ①裁維混 破片

高一 ②普通

底ー ③にぶい褐色

ロー 胴部。縄文RL横位。 ①練維混 諸磯 a

高一 ②普通 破片

底ー ③橙色

ロー 胴部。斜位の刻みが付く浮線文を横位 ・斜位に施す。 ①砂粒混 諸磯 b

高一 ②普通 破片

底ー ③明黄褐色

ロ ー 胴部。 3 • 4単位の横位波状沈線。 ①砂粒混 諸磯 b

高一 ②普通 破片

底 ー ③明黄褐色

ロ ー 胴部。縄文RL横位。 ①砂粒混 諸磯 b

高一 ②普通 破片

底ー ③明黄褐色

ロ ー 胴部。半載竹管による波状沈線と連続剌突文。 ①砂粒滉 諸磯 b

古I司 — ②普通 破片

底一 ③明赤褐色

ロ ー 胴部。縦位集合沈線。 ①砂粒混 諸磯 b新

高 一 ②普通 破片

底ー ③明褐色

口一 ‘胴部。縄文RL横位の結節。 ①砂粒混 前期末

高一 ②普通 破片

底一 ③明赤褐色

ロー 胴部。横位隆帯に押圧を付す。縄文LR横位。 ①砂粒混 中期中葉

高一 ②普通 破片

底ー ③明黄褐色

ロー 胴部。隆線を垂下する。上位に渦巻状モティーフを付 ①砂粒混 加曽利Elli

高一 すか。縄文RL横位。磨消部研磨する。 ②良好 破片

底一 ③明赤褐色

ロー 胴部。2条の隆線による渦巻文構成か。縄文 LR縦位。 ①砂粒多混 加曽利EIII 

高一 ②普通 破片

底ー ③明黄褐色
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30図 深鉢 89区 ロ ー 胴部。凹線による区画。凹による円文を付す。縄文R ①砂粒滉 加曽利E皿

20 B-17 高一 L縦位充埴施文。 ②普通 破片

PL37 底一 ③明黄褐色

30図 深鉢 90区 ロー 口縁部。縄文RLを乱雑に施文。 ①大粒砂粒滉 加曽利E皿

21 B-12 高一 ②良好 口縁部片

PL37 底 一 ③明赤褐色

30図 深鉢 88区 口一 口縁部。縄文RL・LRを縦位横位に施文。 ①砂粒混 加曽利EN

22 P-18 古向 ＿ ②普通 口縁部片

PL37 底ー ③明赤褐色

30図 深鉢 88区 ロー 口縁部。 小径の口縁。縄文RL縦位施文。 ①砂粒混 加曽利EN

23 S -18 高一 ②普通 口縁部片

PL37 底 ー ③明褐色

30図 深鉢 89区 ロー 口縁部。口縁無文下に 1条の沈線を巡らす。以下に沈 ①砂粒混 加曽利EN

24 C-15 高一 線による渦巻文構成か。縄文は RL縦位横位充墳施文。 ②良好 口縁部片

PL37 底 ー ③明赤褐色

31図 深鉢 89区 ロー 胴部。櫛歯状工具による縦位波状集合条線。 ①砂粒多混 加曽利EN

25 B-14 高一 ②普通 破片

PL37 底 一 ③明黄褐色

31図 深鉢 88区 ロー 胴部。櫛歯状工具による縦位集合条線。 ①砂粒混 加曽利EW

26 P -l8 高一 ②普通 破片

PL37 底ー ③明褐色

31図 深鉢 89区 ロ ー 波状口縁。口縁下に 1条の隆線を巡らし、胴部には沈 ①大粒砂粒混 加曽利EN

27 B-17 高一 線を分岐状に懸垂する。縄文は RL縦位充埴施文。 ②普通 口縁部片

PL37 底 ー ③明褐色

31図 深鉢 89区 ロ ー 波状口縁。口縁無文部に連続刺突文を施し、口縁無文 ①砂粒混 称名寺

28 B-16 高 一 下に 1条の沈線を巡らし、胴部に弧状沈線を配す。縄 ②良好 口縁部片

PL37 底ー 文は LR横位縦位充填施文。 ③明赤褐色

31図 深鉢 88区 ロ ー 波状口縁。口縁無文下に横位沈線を配し、斜位沈線を ①砂粒混 称名寺

29 T-l7 高 一 派生する。縄文は LR横位施文。 ②普通 口縁部片

PL37 底ー ③橙色

31図 深鉢 88区 口 一 底部。高台を付す。外反ぎみに立ち上がる。 ①砂粒混 中期

30 表土一括 高〈 4.3〉 ②良好 底部片

PL37 底ー ③明褐色

31図 深鉢 表土 口一 底部。立ち上がり外反。底面研磨。 ①砂粒少混 中期

31 高〈 4.0〉 ②良好 底部

PL37 底 5.6 ③橙色

31図 深鉢 表土 ロー 底部。上底。立ち上がりは緩やかに外反。 ①砂粒混 中期

32 高〈 4.3〉 ②良好 底部

PL37 底 5.5 ③褐色

31図 深鉢 89区 ロ ー 胴部。集合沈線による 三角形文様構成。 ①微砂粒滉 堀之内 1l

33 B-16 高一 ②良好 破片

PL37 底一 ③明褐色

31図 深鉢 ローム上面 ロー 口縁部。外面は無文で、内面に平行沈線による内文を ①微砂粒混 加曽利 B1 

34 高 一 施す。 ②良好 口縁部片

PL37 底 ー ③暗褐色

31図 深鉢 88区 ロ ー 胴部。矢羽状沈線文を施す。 ①砂粒混 加曽利 B

35 0-17 高一 ②普通 破片

PL37 底ー ③褐色

31回 深鉢 88区 口一 胴部。矢羽状沈線文を施す。内面黒色。 ⑪微砂粒混 加曽利 B

36 Q-18 高一 ②普通 破片

PL37 底一 ③明褐色

31図 深鉢 98区 ロー 胴部。矢羽状沈線文を施す。 ①微砂粒混 加曽利 B

37 D-1 高一 ②粗製 破片

PL37 底一 一 ③明褐色

31図 深鉢 88区 ロー 胴部。矢羽状沈線文を施す。 ①微砂粒混 加曽利B

38 Q-17 高一 ②普通 破片

PL37 底ー 一 ③橙色

31図 深鉢 88区 口 一 胴部。矢羽状沈線文を施す。 ①砂粒滉 加曽利B

39 0-18 高一 ②普通 胴部片

PL37 底一 ③褐色
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31図 深鉢 98区 ロー 胴部。小円と 2条の沈線により文様構成する。縄文は ①砂粒滉 加曽利 B

40 C-l 高一 LR横位施文。磨消部研磨。 ②良好 胴部片

PL37 底ー ③明赤褐色

31図 深鉢 98区 ロー 波状口縁。口縁部は 2条の横位沈線がめぐり、刻みの ①砂粒少混 高井東式

41 D-1 高一 入った微隆帯で区画する。波頂部下微隆帯に横瘤を付 ②良好 破片

PL37 底一 す。胴部矢羽状沈線文か。 ③褐色

31図 深鉢 98区 ロー 41と同一個体。波状口縁波底部か。口唇から縦描を付 同上 破片

42 D-1 高一 す。

PL38 底ー

31図 深鉢 88区 口一 底部。立ち上がりは大きく開く 。底部圧痕は網代によ ①砂粒多混 後期

43 L-18 高〈 3.6〉 る。 ②良好 底部片

PL38 底 (5.4) ③明赤褐色

31図 土製品 88区 ロー 突起部か。 ①砂粒混

44 F-20 高一 ②良好

PL38 底ー ③黒褐色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

32図 1 PL38 磨製石鏃（弥生） 88区 D-18 長 2.8 幅 1.0 厚 0.2 重 0.5 蛇紋岩

32図 2 PL38 スクレイパー 88区 K ~19 長 2.6 幅 3.4 厚 0.8 重 6.6 黒色頁岩

32図 3 PL38 スクレイパー 88区 L-18 長 4.l 幅 7.0 厚1.5 直 40.0 黒色頁岩

32図 4 PL38 石棒 88区 L-19 長 8.2 幅 5.1 厚 4.6 重 2227 粗粒輝石安山岩

32図 5 PL38 磨製石斧 88区 N-18 長 13.7 幅 4.5 庫 2.8 童 238.8 変玄武岩

32図 6 PL38 磨製石斧 88区 N-18 長 8.1 幅 4.4 厚 2.1 菫 110.3 変質蛇紋岩

32図 7 PL38 石鏃 88区 0-17 長 3.0 幅 2.3 厚 0.8 重 5.6 黒色安山岩

32図 8 PL38 加工痕剥片 88区 0-18 長 2.2 幅 4.0 庫 0.9 重 6.6 珪質頁岩

32図 9 PL38 ドリル 88区 0-18 長 3.3 幅 2.8 厚 0.4 重 4.6 頁岩

32図 10 PL38 サイドスクレイパー 88区 0-18 長 9.5 幅 3.5 厚 0.8 重 16.0 ホルンフェルス

32図 11 PL38 サイドスクレイパー 88区 0-18 長 8.3 幅 47 厚 1.1 重 36.0 黒色頁岩

32図 12 PL38 打製石斧 88区 0-18 長 6.1 幅 4.3 厚l.6 重 49.0 黒色頁岩

33図 13 PL38 敲石 88区 0-18 長 8.1 幅 4.6 庫 2.0 重 131.l 黒色片岩

33図 14 PL38 砥石 88区 0-18 長 8.0 幅 3.2 厚 2.3 重 73.0 砥沢石

33図 15 PL38 石鏃 88区 0-19 長 2.2 幅 1.3 原 0.4 重 1.0 黒色安山岩

33図 16 PL38 加工痕剥片 88区 P-17 長 3.3 幅 0.9 厚 0.5 重 1.3 黒曜石

33図 17 PL38 使用痕剥片 88区 Q-l7 長 5.2 幅 4.5 厚1.7 頂 46.9 黒色頁岩

33図 18 PL38 石鏃 88区 Q-18 長1.6 幅 0.8 厚 0.3 重 0.4 黒曜石

33図 19 PL38 スク レイパー 88区 R-18 長 4.2 幅 6.0 厚1.1 重 23.0 黒色頁岩

33図 20 PL38 敲石 88区 R-18 長 17.7 幅 7.6 厚 5.l 重 900.0 粗粒輝石安山岩

33図 21 PL38 石棒 88区 R-18 長 7.7 幅 6.0 原 3.2 重 193.6 緑色片岩

33図 22 PL38 石匙 88区 s-l7 長 5.2 幅 50 原 1.2 重 18.6 黒色頁岩

33図 23 PL38 石鏃 88区 T-17 長 2.1 幅 2.l 厚 0.4 重 1.4 黒色安山岩

34図 24 PL38 石鏃 88区 T-18 長 4.0 幅 1.5 厚 0.4 重 2.0 黒色頁岩

34図 25 PL38 石匙 88区表土 長 4.9 幅 4.0 庫 0.8 重 16.l 黒色頁岩

34図 26 PL38 スク レイパー 88区表土 長 7.0 幅 2.6 原 0.8 重 14.7 砂岩

34図 27 PL38 ス• クレイパー 88区表土一括 長 1.8 幅 2.2 厚 0.7 重 2.3 里曜石

34図 28 PL38 砥石 88区表土一括 長 8.5 幅 2.8 原 2.5 重 1063 砥沢石

34図 29 PL38 磨石 98区 G-1 長 12.5 幅 7.3 庫 3.4 重 452.0 粗粒輝石安山岩

34図 30 PL38 打製石斧 89区 A-17 長 5.0 幅 4.5 厚1.5 重 45.3 細粒輝石安山岩

34図 31 PL38 石鏃 89区 B-16 長 2.5 幅 1.0 原 0.4 重 0 7 黒曜石

34図 32 PL38 打製石斧 89区 B ~l6 長 80 幅 5.5 庫 2.5 菫 119.8 粗粒輝石安山岩

34因 33 PL38 石鏃 89区表土 長l.7 幅1.2 厚 0.3 重 0.3 黒曜石

34図 34 PL38 使用痕剥片 89区表土 長 2.9 幅 2.5 庫 l.4 重 9. l 黒曜石

34図 35 PL38 打製石斧 東区表土 長 5.2 幅 4.9 厚1.5 重 41.3 珪質頁岩

備考 使用痕剥片とは、使用痕のある剥片を指す

加工痕剥片とは、加工痕のある剥片を指す
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遺物観察表奈良•平安時代以降

2号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

37図 土師器杯 貯蔵穴 口 12.5 丸底 口縁部ほぽ直立 ①細砂粒 白色微 ほぽ完形

1 底面 高 2. 9 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含雲母少含

PL39 20cm 底ー 内而：口縁部ナデ ②酸化焔③明褐色

37図 土師器甕 貯蔵穴 口 (23.0) 口縁「コ」の字状に外反 胴張る ①雲母多含 口縁部1/4

2 底面 高〈 55〉 外面：口縁部ナデ ②酸化焔

PL39 17cm 底ー ③淡橙色

37図 士師器甕 カマド 口 (19.8) 口縁「コ」の字状に外反 口唇部に沈線 ①白色微細粒多 口縁部1/4

3 床面 高〈 3.8〉 外而：口縁部ナデ ②酸化焔

PL39 -1 cm 底ー 内面 ：口縁部ナデ 頸部ヘラナデ ③にぶい橙色

37図 土師器甍 床上 口 (21.0) 口縁「コ」の字状に外反 ①雲母含 口縁部1/6

4 14cm 高〈 6.2〉 外面：口縁部ナデ 胴部上半横位ヘラ削り ②酸化焔

PL39 底ー 内面 ：口縁 ・頸部ナデ ③橙色

37図 土師器甕 床上 口一 外面’胴下半部斜縦位ヘラ削り 煤で汚れる ①細砂粒雲母含 底部2/3

5 7 cm 高〈 5.4〉 内面．胴下半部ナデ ②酸化烙

PL39 底（ 46) ③褐色

37図 須恵器蓋 カマド 端 135 ロクロ右回転摘輪状 ①細砂粒黒色鉱 はぽ完形

6 床上 高 3.1 端部折り曲げて直立気味 物 ②迎元焔

PL39 21cm 摘 3.5 外面：天井部過半くらいまで回転ヘラ削り ③灰色

37図 須恵器蓋 床上 端 (13.8) ロクロ右回転摘輪状 ①粗砂粒黒色鉱 摘一端部l/3

7 22cm 高〈 3.2〉 端部折り曲げて直立気味 物多含 ・白色微粒

PL39 摘 (4.0) 外而：天井部過半くらいまで回転ヘラ削り 含②還元焔③灰色

37図 須恵器蓋 カマド 端 (14.7) ロクロ右回転 ①細砂粒 白色微 端部片

8 床上 高く 20〉 端部折り曲げて直立気味 粒含 ②酸化焔

PL39 7 cm 摘一 外而 ：天井部過半くらいまでヘラ削り ③淡黄色

37図 須恵器坪 床上 口 (11.8) ロクロ右回転 口縁部直線的に立ち上がる ①細砂粒黒色鉱 口縁～底部1/5

9 21cm 高〈3.6〉 底部回転ヘラ切り後ヘラナデ 物 ・白色微粒含

PL39 底 (7.5) ②遠元焔③灰色

3号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

38区l 土師器杯 埋土 口(12.2) 丸底 口縁部直立気味 ①細砂粒 白色鉱 口縁部片

1 高〈 2.2〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 物含 ②酸化焔

PL39 底一 内面：口縁部ナデ 底部ヘラナデ後ナデ ③にぶい橙色

38図 土師器甕 埋土 口(18.6) 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁部片

2 高〈 5.7〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物含 ②酸

Pし39 底一 内面 ．口縁部ナデ 化焔 ③明赤褐色

9号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

41図 土師器杯 貯蔵穴 口 11.7 平底 口縁部直線的に開く ①細砂粒 白色鉱 ほぽ完形

1 底面 高 3.4 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 物含 ②酸化焔

PL39 15cm 底 8.0 内面 ：口縁部ヘラナデ後ナデ ③明赤褐色

41図 土師器杯 埋土 口(13.8) 丸底彎曲 口縁部との境に段を有する ①細砂粒 口縁一底部小片

2 高〈 3.l〉 口縁部外反気味に開く ②酸化焔

PL39 底ー 外面 ：口縁部ナデ ③橙色

41図 土師器杯 埋土 口(110) 丸底 口縁部垂直に立ち上がる ①細砂粒 口縁部片

3 高〈 2.5〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL39 底一 内面 ：口縁部ナデ ③橙色

41図 土師器杯 埋土 口(13.0) 平底 口縁部直線的に聞く ①細砂粒白色微 口縁～底部小片

4 高〈 2.8〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化烙

PL39 底 (9.3) 内面 ：口縁部ナデ ③にぶい橙色
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41図 土師器坪 埋土 口 (12.6) 器校］厚平底口縁部直線的に開く ①細砂粒 白色微 口縁ー底部小片

5 高〈 3.7〉 外面：底部一体部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

底 (8.1) ③にぶい黄橙色

41図 土師器 床上 ロー 古1日J↓口 ①細砂粒 白色微 台部

6 台付甕 33cm 脚高〈 2.9〉 外面：高台貼付後斜位ヘラナデ 粒含 ②酸化焔

PL39 脚底一 内面：ヘラ （大）ナデ ③橙色

41図 土師器甕 床上 口 (21.0) 口縁「コ」の字状に外反 胴上最大径 ①細砂粒 口縁部

7 7 cm 高〈21l〉 外面 ：胴下半部縦位ヘラ削り 胴上半部横位ヘラ削り ②酸化焔

PL39 底一 口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ ③明褐色

41図 土師器甕 カマド 口 (21.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 口縁部

8 床面 高〈10.0〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 下半部斜縦位ヘラ削り ②酸化焔

PL39 -4 cm 底~ 一 口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ ③橙色

41図 土師器甕 埋土 口 (19.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 口縁部

9 高〈 4.2〉 外面：胴上半部斜横位ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

底一 内面：口縁部ナデ ③橙色

41図 土師器甕 埋土 口 (21.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 口縁部

10 高〈 61〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

底一 内面：口縁部ナデ ③暗オリープ色

41図 土師器甕 埋土 口(18.7) 口縁「コ」の字状に外反 口唇沈線巡る ①細砂粒 口縁部

11 高〈 5.0〉 外面：胴上半部斜横位ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL39 底一 内面：口縁部ナデ ③オリープ色

41図 土師器甕 埋土 口(19.9) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 口縁部

12 高〈 6.8〉 外面：胴上半部斜横位ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL39 底一 内面：口縁部ナデ ③橙色

41図 土師器甕 床上 口 (23.0) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁部

13 28cm 高〈 5.0〉 外面 ：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

PL40 底一 内面：口縁部ナデ ③明褐色

41図 土師器甕 貯蔵穴 口 (18.9) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母多 口縁部

14 底面 高〈 50〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化烙 壁からの崩落？

PL40 30cm 底一— 一 内面：口縁部ナデ ③にぶい褐色

4]図 士師器甕 埋土 ロ ー 外面：縦位ヘラ削り ①細砂粒雲母含 底部

15 高〈 6.2〉 ②酸化焔

PL40 底 (4.5) ③明褐色

41図 須恵器蓋 貯蔵穴 端(18.2) ロクロ右回転摘輪状端部垂直に折れる ①細砂粒鉄分多 1/2 

16 底面 高 4.2 外面 ：天井部1/2まで回転ヘラ削り 口縁部ナデ ②還元焔

PL40 11cm 摘 (4.1) 内面：口縁部ナデ ③灰白色

41図 須恵器蓋 埋土 端(17.1) ロクロ左回転摘輪状端部垂直に折り曲げる ①細砂粒鉄分 ・ 1/2 

17 高〈 3.3〉 外面 ：天井1/3まで回転ヘラ削リ ロ唇部ナデ 白色微粒②還元烙

PL40 摘 (4.1) 内面：口唇部ナデ ③灰色

41図 須恵器蓋 床上 端 (18.0) ロクロ右回転端部垂直に折れる ①細砂粒 白色微 端部1/2

18 25cm 高〈 3.2〉 外面・天井回転ヘラ削り 口唇部ナデ 粒含 ②還元焙

PL40 摘ー 内面：口唇部ナデ ③灰白色

42図 須恵器蓋 埋土 叫璃 一 ロ ク ロ 右回転摘輪状 ①細砂粒 摘み小片

19 高く1.8〉 外面：天井回転ヘラ削り ②還元焔

PL40 摘 3.4 ③灰白色

42図 須恵器坪 埋土 口(11.8) ロクロ右回転糸切り 体部やや内彎 ①細砂粒鉄分多 口縁～底部

20 高 4.2 口縁部外反気味 ②還元焔

PL40 底 (6.8) 内外面 ：口縁部ナデ ③灰白色

42図 須恵器杯 埋土 口 (12.2) ロクロ右回転底部糸切り 体部やや丸味 口縁部外反 ①細砂粒 口縁～底部

21 高 3.5 ②遠元焔

PL40 底 8.0 ③灰白色

42図 須恵器杯 埋土 口 (10.8) ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に開く ①細砂粒 白色微 口縁～底部

22 高 3.7 口縁部やや外反 粒含 ②還元烙

PL40 底 (6.8) 内外面：口縁部ナデ ③灰色

42図 須恵器杯 床上 □(12. l) ロクロ右回転底部糸切り 体部内樹 口縁部外反気味 ①細砂粒鉄分 口縁～底部

23 34cm 高〈 4.2〉 外面．口縁部ナデ ②還元焔

PL40 底（ 70) ③灰白色

42図 須恵器杯 周溝直上 口 (13.9) ロクロ右回転底部糸切り 体部ゆるやかな丸味 ①細砂粒 口縁～底部

24 高 3.5 口縁部直線的に開く ②還元焙

PL40 底 (8.3) 内外面：口縁部ナデ ③灰白色
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42図 須恵器坪 床上 口(10.8) ロクロ右回転底部糸切り後ヘラナデ ①細砂粒鉄分 口縁～底部

25 63cm 高 3.5 体部やや丸味をもっ 口縁部外反気味 ②還元焔

PL40 底 (5.9) ③灰色

42図 須恵器杯 周溝直上 口 12.4 ロクロ右回転底部ヘラ切り後ナデ 体部やや丸味 ①細砂粒 ほぽ完形

26 高 3.2 口縁部直線的に開く ②還元焔

PL40 底 7.6 内面：口縁部ナデ ③灰色

42図 須恵器坪 周溝直上 口 17.6 大型 ロクロ回転底部ヘラ切り後周辺ヘラ削り ①細砂粒 完形

27 高 3 9 体部直線的に開く ②還元焔

PL40 底 12.2 ③灰黄色

42図 須恵器坪 埋土 口 一 ロクロ右回転底部糸切り後ヘラナデ ①細砂粒鉄分 底部

28 高〈 l0〉 ②還元烙

PL40 底 7.0 ③灰白色

42図 須恵器婉 埋土 口 (15.5) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台高い ①細砂粒 白色微 口縁～底部

29 高〈 6.8〉 体部直線的に立ち上がる 粒含 ②還元焔

PL40 底 (9.7) 内外面：口縁部ナデ ③灰白色

42図 須恵器碗 埋土 ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台外傾 ①細砂粒 白色微 体部～高台

30 高〈 5.5〉 体部ゆるやかな丸味 粒含 ②還元焔

PL40 底 (9.6) ③灰白色

42図 須恵器壷 床上 口 (21.4) ロクロ右回転体部丸味を持つ 口縁部屈曲し外反 ①細砂粒鉄分 口縁一頸部小片

31 48cm 高〈 9.8〉 口唇部下方に引き出す ②還元烙

PL40 底一 ③灰色

42図 須恵器甑 床上 ロー ロクロ回転 ①細砂粒 底部1/3

32 28cm 高〈 5.7〉 ②還元烙

PL40 底 (19.8) ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

42図 33 PL40 砥石 埋土 長 4.0 幅 2.3 厚1.6 重 22.8 砥沢石

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

42図 34 PL66 刀子 埋土 長 4.2 幅1.4 厚 0.3 重 2.5 

42図 35 PL66 刀子 床上48cm 長 6.0 幅1.0 厚 0.25重 5.0 

42図 36 PL66 釘 床面ー 3cm 長 5.8 幅 0.4 厚 0.3 重 3.8 

4号住居

番号
種類 出土 量目

成 ・整 形技法の特 徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

44図 土師器坪 埋土 口(lo.7) 平底体部やや丸味 口縁部外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

1 高〈 2.7〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物含

PL40 底 (7.6) 内面：口縁部ナデ ②酸化焔 ③橙色

44図 土師器坪 埋土 口 (11.8) 平底体部外反 口縁部内彎 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

2 高〈 3.3〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL41 底 (7.5) 内面：口縁部ナデ ③にぶい橙色

44図 須恵器杯 埋土 ロー ロクロ回転底部糸切り 体部やや丸み ①細砂粒 体部～底部片

3 高〈 3.2〉 ②還元焔

PL41 底 (8.3) ③灰白色

44図 須恵器盤 埋土 口(19.8) 大型体部は直線的に開く ①細砂粒鉄分 口縁部片

4 高く 3.3〉 外面：底部ヘラ削り ．微細透明鉱物含

PL41 底一 ②還元焔 ③灰色

44図 須恵器碗 埋土 口(12.9) ロクロ右回転体部膨らみをもっ 口縁部外反 ①細砂粒雰母 ・ 口縁部片

5 高〈 3.3〉 内面・口縁部ナデ 微細白色鉱物含

底ー ②酸化焔③赤褐色

5号住居

番号
種類 出土 量目

成 ・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

46図 土師器杯 床上 口 13.3 ロクロ回転 体部やや丸みをもち開く 口縁部僅かに ①粗砂粒雲母含 ほぽ完形

1 9 cm 高 4.9 外反外面：底部ヘラ削り 体部斜横位ヘラ削り ②酸化焔

PL41 底 6.4 口縁部ナデ墨書「西」 内面：口縁～体部ナデ ③浅黄橙色

46図 土師器甕 床上 口 (19.8) 口縁 「コ」の字状に外反 口唇部沈線あり ①細砂粒 白色微 口縁～胴上部片

2 7 cm 高く 8.5〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒・雲母含 ②酸

PL41 底一 内面：口縁部ナデ 頸部ヘラナデ後ナデ 化焔 ③鈍い橙色
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46図 土師器甕 床上 口(19.8) 口縁「コ」の字状に外反 口唇部沈線あり ①細砂粒 白色微 口縁部1/5

3 28cm 高〈 6.8〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒 ・雲母含 ②酸

PL41 底ー 内面：口縁部ナデ 化焔 ③鈍い橙色

46図 土師器甕 床上 口 (178) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色鉱 口縁部1/4

4 20cm 高〈 5.6〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 物 ・雲母含 ②酸

PL41 底ー 内面：口縁部ナデ 化焔 ③鈍い橙色

46図 土師器甕 床上 口 (20.7) 口綬「コ」の字状に外反 口唇部沈線あり ①細砂粒 白色鉱 口縁～胴上部

5 12cm 高〈 6.5〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 物 ・雲母含 ②酸 1/3 

PL41 底,_ 一 内面：口縁部ナデ 化焔 ③鈍い橙色

46図 土師器甕 土坑 口 (22.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁部

6 底面 裔〈 7.5〉 外面 ：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ被熱 粒 ②酸化焔

PL41 36cm 底一 内面 ：口縁部ナデ 頸部ヘラナデ後ナデ ③鈍い橙色

46図 土師器甕 床上 ロー 外面：底部ヘラ削り 胴下半部斜縦位ヘラ削り 被熱 ①細砂粒微細透 胴下半～底部片

7 16cm 高〈 6.8〉 明鉱物・雲母含②

PL41 底 3.2 酸化焔③鈍い褐色

46図 須恵器蓋 埋土 端(18.2) ロクロ右回転 端部折り曲げて直立 ①細砂粒黒色鉱 天井部～端部

8 高〈 3.1〉 外面：天井部過半回転ヘラ削り 物含 ②還元焔 1/3 

PL41 摘一 ③灰白色

46図 須恵器杯 床上 口 14.0 ロクロ右回転底部糸切り 体部丸味をもって開く ①粗砂粒 小石 ・ 完形， 1cm 高 3.9 口縁部外反 石英・微細白色鉱

PL41 底 7.0 内外面：口縁部ナデ 物②遠元③灰黄色

46図 須恵器坑 床上 口 (12.4) ロクロ右回転底部糸切り 口縁部直線的に開く ①細砂粒鉄分多 口縁～底部l/3

10 8 cm 高〈 3.8〉 内外面 ：口縁部ナデ ・白色微粒含

PL41 底 (7.0) ②還元烙③黄灰色

46図 須恵器杯 床上 口 (13.7) ロクロ右回転底部糸切り 体部やや丸みをも って開く ①細砂粒透明鉱 口縁～底部1/4

l l 17cm 高〈 3.7〉 口縁部外反 外面：口縁部ナデ 物・白色鉱物含

PL41 底 (7.9) 内面：口縁～体部ナデ ②遠元烙 ③灰色

46図 須恵器椀 床上 ロー ロクロ右回転底部糸切 り 貼付高台 ①粗砂粒小石 ・ 底部

12 9 cm 高〈 l6〉 白色鉱物含 ②遥

PL41 底 6. 7 元焔 ③灰白色

46図 須恵器碗 床上 口(15.5) ロクロ右回転底部糸切 り 高台貼付雑外傾 ①細砂粒 白色微 2/3 

13 9 cm 高 4. 5 体部やや丸味をもち開く 口縁部僅かに外反 粒 ・雲母含 ②酸

PL41 底 (9.3) 内外面 ：口縁部ナデ 化焔 ③赤褐色

46図 須恵器碗 カマド 口(15.3) ロクロ右回転底部糸切 り 貼付高台 ①粗砂粒 小石 ・ 1/6 

14 床上 高〈 5.1〉 体部緩い丸味をもって開く 口縁部外反 白色鉱物含 ②還

PL41 44cm 底 7.4 内外面：口縁部ナデ 元焔 ③灰黄色

46図 須恵器碗 床上 ロー ロクロ回転底部ヘラ切り 器肉厚 高台貼付外傾 ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/3

15 10cm 高〈 3.6〉 体部下位に丸味をもつ 細鉱物 ②還元烙

PL41 底 (6.9) ③灰色

47図 須恵器甕 床上 口 一 ロクロ左回転器肉厚 底部～胴下半部直線的に開く ①細砂粒 白色微 底部片

16 3 cm 高〈 60〉 外面 ：胴下半部タタキ目 粒 ②遠元焔

PL42 底 (167) 内面 ：胴下半部横位ヘラナデ ③灰色

挿図番号 I 図版番号
I 

器種 | 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) | 石 材

47図 17 I PL41 I紡錘車 I床J:.13cm I長径 4.5 短径 3.8 厚 2.2 重 61.6 I砥沢石

6号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

49図 土師器甕 貯蔵穴 口 (21.7) 口縁屈曲し外反 外面 ：胴上半横位ヘラ削り ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/4

1 底面 高〈19.1〉 下半部斜縦位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含 ②酸

PL41 19cm 底一 内面 ：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ 化焔 ③明赤褐色

49図 土師器甕 床上 口 (18.7) 口縁 「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母含 口縁～胴部1/5

2 11cm 高く13.7〉 外面：胴上半斜横位ヘラ削り 下半部斜縦位ヘラ削り ②酸化焔

PL41 底一 口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

49図 土師器 床上 □(13.0) 口縁 「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片1/5

3 小型甕 4 cm 高〈 5.5〉 外面．胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微細鉱物含

PL42 底ー 内面 ：口縁部ナデ ②酸化③明赤褐色

49図 土師器甕 埋土 □(21. 6) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母含 口縁部片1/8

4 高〈 5.9〉 外面：胴上半部横位ヘラ削 り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL42 底ー 内面 ：口縁部ナデ ③明赤褐色
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49図 土師器 埋土 口 (21.2) 口縁部直線的に立ち上がる 胴球状厚手硬質 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片1/6

5 短頸壷 高〈 4.7〉 外面 ：頸部棒状工具による 2条沈線 白色鉱物含

PL42 底一 口縁部ヘラナデ後ナデ 内面 ：口縁部ナデ ②酸化焔 ③橙色

49図 土師器甕 床上 口 (22.9) 口縁部開き上位で外反 肩張る ①細砂粒雲母 ・ 口縁～肩部片

6 15cm 高〈 7.0〉 外面 ：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物含②酸化

PL42 底一 口唇部ヘラナデ 内面：口縁～胴上半ナデ ③にぷい赤褐色

50図 須恵器蓋 床上 上メ而山 ー ロクロ回転摘輪状 ①細砂粒鉄分含 摘み部

7 2 cm 高〈l.3〉 外面 ：天井部回転ヘラ削り ②遥元焔

PL42 摘 4.4 ③灰色

50図 須恵器杯 埋土 口 (13.5) ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかに丸味をもっ ①細砂粒雲母含 口縁～底部1/5

8 高 〈3.6〉 口唇部わずかに外反 ②酸化焔

PL42 底 (8.0) 内外面・口縁部ナデ ③にぶい橙色

50図 須恵器杯 床上 口 13.0 ロクロ右回転底部糸切り 体部丸味をもっ ①細砂粒 完形， 6 cm 高 3 4 口縁部外反 口唇部沈線 ②還元焔

PL42 底 7.3 内外面 ’口縁部ナデ ③灰白色

50図 須恵器杯 貯蔵穴 口 13.3 ロクロ右回転底部糸切り 体部やや丸味をもつ ①細砂粒 ほぼ完形

10 底面 ＇E 口l 3 3 口縁部わずかに外反 ②還元焔

PL42 16cm 底 7.6 内外面 ：口縁部ナデ ③灰白色

50因 須恵器坪 床上 口 (13.6) ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかに丸味をもっ ①細砂粒 口縁～底部2/3

11 4 cm 高 3.4 口縁部わずかに外反 ②還元焔

PL42 底 7.2 内面 ：口縁部ナデ ③灰白色

50図 須恵器杯 貯蔵穴 口 (11.9) ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかに丸味をもっ ①細砂粒鉄分含 口縁～底部1/2

12 底面 高 3.0 内面 ：口縁部ナデ ②遥元焔

PL42 12cm 底 (7.3) ③黄灰色

50図 須恵器杯 床上 口 (12.7) ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかに丸味を持つ ①細砂粒 白色鉱 口縁～底部1/2

13 2 cm 高 3.2 口縁部わずかに外反 物含 ②還元烙

PL42 底 (8.2) 内外面 ：口縁部ナデ ③灰白色

50図 須恵器坪 埋土 口 (11.1) ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかに丸味をもっ ①細砂粒鉄分・ 口縁～底部1/4

14 高〈 3.6〉 口縁部わずかに外反 白色微粒含

PL42 底 (6.5) 内面：口縁部ナデ ②遠元焔 ③灰色

50図 須恵器塊 埋土 口一 ロクロ回転底部糸切り 高台貼付雑 ①細砂粒白色鉱 底部1/2

15 高〈 2.4〉 体部緩やかに開く 物 ②酸化焔

PL42 底 7. 5 ③灰白色

50図 須恵器碗 埋土 口一 ロクロ回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒小石・ 底部1/3

16 高 〈26〉 体部緩やかに丸味をもって開く 石英含 ②還元焔

PL42 底 (6.5) ③灰白色

挿図番号 図版番号 器 種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

50図 17 PL42 加工痕剃片 床上 9cm 長 2.2 幅 0.9 厚 0.5 重 0.9 黒曜石

揮図番号 図版番号 器 種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

50図 18 PL66 鉄鏃 床上 7cm 長 9.5 幅 2.5 庫 0.5 重 8.0 

50図 19 PL66 釘 埋土 長 5.8 幅 0.6 庫 0.3 重 2 8 

7号住居

番号
種類 出土 量目

成・整 形 技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

52図 土師器杯 床面直上 口 11.7 底部平底気味体部内轡 ①細砂粒雲母・ 完形

1 高 3 4 外面 ：底部ヘラ削り 口緑部ヘラナデ 石英・白色鉱物含

PL42 底 8.4 内面：口縁部ナデ底部ヘラナデ ②酸化烙 ③橙色

52回 土師器杯 床上 口 (14.2) 平底 口縁外反 外面：底～イ本部ヘラ削り ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/3

2 44cm 古向 4.9 口縁部ヘラナデ ロ唇部ナデ 白色鉱物含 壁からの崩落？

PL42 底 (9.5) 内面 ：体部放射状磨き 底部らせん状磨き ②酸化烙③明褐色

52図 土師器坪 床上 口 11.8 平底気味 口縁部やや内轡 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部213

3 5 cm 裔 3.4 外面底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物含

PL42 底ー 内面 ：口縁部ヘラナデ紐書「丁」 ②酸化焔③赤褐色

52図 土師器坪 貯蔵穴 □(11. 4) 平底気味 口縁部内轡気味に開く ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/3

4 底面 高 〈2.9〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物含

PL42 23cm 底ー 内面：口縁部ナデ ②酸化焔③橙色

52図 土師器甕 床上 口 (21.0) 胴部緩い丸味をもっ 口縁部外反 ①細 砂 粒 雲 母 ・ 口縁部1/4

5 14cm 高〈 9.0〉 外面：胴上半部斜横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化烙

PL43 底ー 内面 ：口縁部ヘラナデ後ナデ ③明赤褐色
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52図 土師器甕 床上 口 (21.7) 口縁部屈曲し外反 ①細砂粒雲母・ 口縁部1/4

6 24cm 高〈 50〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL43 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい赤褐色

52図 土師器売 貯蔵穴 口(13.7) 胴球状 口縁部直立気味に外反 口径小 ①細砂粒纂母多 口縁部2/3

7 底面 高〈 7.3〉 外面：斜横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL43 22cm 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい赤褐色

52図 土師器甕 床上 「し1 - 外面：胴下半部斜縦位ヘラ削り 被熟 ①細砂粒雲母 ・ 底部

8 13cm 高〈 82〉 白色鉱物②酸化焔

PL43 底 (4.5) ③褐色

52図 須恵器蓋 床上 端(168) ロクロ右回転糸切り 摘輪状端部折り曲げ直立 ①細砂粒 2/3 ， 12cm 高 3.6 外面 ：天井部半分程度まで回転ヘラ削り ②還元焙

PL43 摘 3. 7 ③灰色

52図 須恵器杯 貯蔵穴 口 12.4 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部丸味をもつ ①細砂粒小石・ ほぼ完形

10 底面 古向 3. 7 内面：口縁部ナデ 白色鉱物含

PL43 24cm 底 7.6 ②酸化③明黄褐色

52図 須恵器杯 床上 口 13.7 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部緩やかに丸味をもつ ①細砂粒 完形

11 11cm 高 4 0 内外面：口縁部ナデ ②還元焔

PL43 底 8.5 ③灰白色

52図 須恵器壷 床上 口 一 ロクロ右回転 胴下半部直線的に開く ①細砂粒鉄分 胴部～底部片

12 32cm 高〈 9.9〉 外面 ：底部ヘラナデ胴部ナデ）厚手 ②還元烙

PL43 底 (14.7) ③灰色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

53図 13 PL43 砥石 床上 1cm 長 11.5 幅 6.5 厚 39 重 400.0 粗粒輝石安山岩

53図 14 カマド袖石 床面ー10cm 長 25.0 幅 10.0 厚 9.l 重 l. 5k~ ニッ岳軽石

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

53図 15 PL66 銅製品 床上 1cm 長 2.8 幅 0.8 庫 06 重 7.1 把手？

8号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

54図 土師器杯 床上 口 11.6 平底 口縁部やや丸味をもって立ち上がる ①細砂粒雲母・ 完形

1 3 cm 高 3.5 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL43 底 6.0 内面：口縁部ナデ ③明赤褐色

54図 土師器坪 貯蔵穴 口 11.3 平底体部やや直線的に開く ①細砂粒雲母・ 口縁～底部2/3

2 底面 裔 3.6 外面：底部ヘラ削り（磨滅）口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL43 20cm 底 7.5 内面：口縁部ナデ 軟質 ③明赤褐色

54図 土師器杯 床上 ロー 平底 ①細砂粒雲母・ 底部片

3 6 cm 高〈 0.7〉 外面：ヘラ削り 墨書「爪」 微細白色鉱物含

PL43 底ー ②酸化焔 ③橙色

54図 土師器均 埋土 口 (10.9) 平底 体部内彎気味に立ち上がる ①粗砂粒雲母含 口縁部片

4 高く 3.1〉 外面：ナデ ②酸化烙

底一 内面：光沢ある黒色磨き ③にぶい赤褐色

54図 土師器杯 埋土 口 (10.4) 丸底 口縁部との境に段を有する 口縁部外反 ①細砂粒雲母・ 口縁部片

5 高く 2.6〉 内外面 ：口縁部ナデ 白色鉱物含

底一 ②酸化焔③橙色

55図 土師器 床上 ロ ー 台部やや外反 ①細砂粒雲母 ・ 台部

6 台付甕 28cm 高〈 5.1〉 内面 ：ヘラナデ後放射状の磨き 白色鉱物②酸化焔

PL43 底 8.0 ③にぶい赤褐色

55図 土師器甕 貯蔵穴 口(19.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部1/3

7 底面 高〈11.4〉 外面：胴上半部斜横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL43 3 cm 底ー 内面：口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

55図 土師器甕 カマド □(18. 9) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母含 口縁～胴部1/6

8 床上 高〈24.0〉 外面：胴下半部斜縦位ヘラ削り 上半部横位ヘラ削り ②酸化焔

PL43 7 cm 底ー 口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ ③にぶい橙色

55図 土師器甕 床上 口 (19.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲舟含 口縁部1/3

9 14cm 高〈 7.5〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL43 底 一 内面 ：口縁部ナデ ③橙色

55図 土師器甕 カマド 口 (17.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母多 口縁部1/5

10 床上 高〈 9.3〉 外面 ：胴下半部縦位ヘラ削り 胴上半斜横位ヘラ削り 石英含 ②酸化焔

Pし43 36cm 底ー 口縁部ナデ内面 ：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ③明赤褐色
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56図 土師器甕 カマド 口(18.0) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部l/5

11 床上 高〈 9.0〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焙

PL43 27cm 底一 内面：口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

56図 土師器甕 床J:. 口(18.4) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母・ 口縁部片

12 46cm 高〈 8.2〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL43 底一 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ③明赤褐色

56図 土師器甕 埋土 口 (15.8) 口唇部に一条の沈線あり ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

13 高〈 3.3〉 内外面 ：口縁部ナデ 白色鉱物②酸化烙

底 一 ③橙色

56図 土師器甕 床上 ロー 外面：胴下半部縦位ヘラ削り 胴上半斜横位ヘラ削り ①細砂粒雲母・ 胴～底部1/2

14 31cm 高〈15.0〉 白色鉱物②酸化烙

PL43 底 4.5 ③にぶい赤褐色

56図 須恵器蓋 床上 端(16.8) ロクロ左回転摘輪状端部垂直に折り返す ①細砂粒鉄分 1/3 

15 38cm 高〈 4.0〉 外面 ：天井部1/3まで回転ヘラ削り ・白色鉱物含

PL43 摘 (3.8) 内面：口縁部ナデ ②遥元焔③灰色

56図 須恵器蓋 床上 端(17.4) ロクロ右回転 端部垂直に折り返す ①細砂粒鉄分 端部1/3

16 42cm 高〈 3.6〉 外面：天井部1/3まで回転ヘラ削り ②還元焔 17と同ーか

PL44 摘一 ③灰白色

56図 須恵器蓋 カマド 端(17.5) ロクロ右回転 端部垂直に折り返す ①細砂粒鉄分 端部1/3

17 床面 高〈 3.7〉 外面：天井部1/3まで回転ヘラ削り ②還元焔 16と同ーか

PL44 -6 cm 摘ー ③灰色

56図 須恵器杯 貯蔵穴 口 11.2 ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒鉄分 完形

18 底面 高 3.8 体部やや丸味をも って立ち上がる ・白色鉱物含

PL44 14cm 底 6 l 内面：口縁部ナデ ②還元焔 ③灰色

56図 須恵器杯 貯蔵穴 口 11.4 ロクロ右回転底部糸切り後周辺部のみヘラナデ？ ①細砂粒 完形

19 底面 高 3 6 体部内彎気味に立ち上がる ②還元焔

PL44 10cm 底 7.4 内面 ：口縁部ナデ ③灰色

56図 須恵器杯 貯蔵穴 口 12.4 ロクロ右回転底部糸切り後周辺のみヘラナデ ①細砂粒鉄分 完形

20 底面 高 3.6 体部直線的に開く ②遥元焔

PL44 7 cm 底 6.8 内面：口縁部ナデ ③灰白色

56図 須恵器杯 床上 口 11.4 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に開く ①細砂粒鉄分 完形

21 13cm 高 3.4 口縁部外反気味 ②遥元焙

PL44 底 6.2 内面：口縁部ナデ ③灰色

56図 須恵器坪 カマド 口 11.9 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に開く ①細砂粒鉄分 完形

22 床上 高 3.6 内面：口縁部ナデ ・白色微粒含

PL44 6 cm 底 5. 9 ②還元焔③灰白色

56図 須恵器坪 貯蔵穴 口 11.5 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に立ち上がる ①細砂粒鉄分 完形

23 底面 高 3.9 内面：口縁部ナデ ・白色鉱物含

PL44 12cm 底 6.4 ②遠元焔 ③灰色

56図 須恵器坪 貯蔵穴 口 12.3 ロクロ右回転底部糸切り 体部内轡気味 ①細砂粒 はぽ完形

24 底面 高 4.0 ②還元烙

PL44 13cm 底 6.0 ③灰白色

56図 須恵器杯 貯蔵穴 口 12.1 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に閑＜ ①細砂粒鉄分 ・ ほぼ完形

25 底面 高 3.8 内面：口縁部ナデ 白色微粒②還元焙

PL44 9 cm 底 6.8 ③灰白色

56図 須恵器杯 床上 口 12.9 ロクロ右回転底部糸切り 1本部内彎気味 ①細砂粒 口縁～底部4/5

26 38cm 高 4.0 ②酸化始

PL44 底 6.3 ③灰白色

56図 須恵器杯 床面 口 12.2 ロクロ回転 体部直線的に聞く ①細砂粒 白色鉱 口縁～底部4/5

27 -2 cm 高 3.9 内面 ：口縁部ナデ 物含 ②還元焔

PL44 底 6.8 ③灰色

57図 須恵器杯 床上 口 12.3 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に開く ①細砂粒 口縁～底部213

28 32cm 高 3 6 外面：口縁部ナデ ②還元焔

PL44 底 6.0 ③灰色

57図 須恵器杯 貯蔵穴 口 10.9 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に立ち上がる ①細砂粒鉄分 口縁～底部1/3

29 底面 高 3.9 内外面 ：口縁部ナデ ②還元焔

PL44 3 cm 底 6.1 ③灰色

57図 須恵器杯 床上 口 一 ロクロ回転底部糸切り ①細砂粒 底部1/2

30 40cm 高〈 2.0〉 外面 ：底部周辺同方向のキズあり 高台貼付のためか ②還元焙

PL44 底 8.0 ③灰白色
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57図 須恵器杯 床上 ロー ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒鉄分 ・ 底部

31 45cm 高〈 1.8〉 白色鉱物②遥元焔

PL44 底 7.6 ③灰白色

57図 須恵器碗 埋土 口 (14.8) ロクロ回転体部内轡気味 口縁部外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

32 高 〈3.5〉 内外面：口縁部ナデ 内面光沢ある黒色で磨く 白色鉱物②酸化烙

PL44 底ー ③にぶい黄橙色

57図 須恵器碗 床上 口 (l58) ロクロ回転 体部やや内轡気味に立ち上がる ①粗砂粒小石 ・ 口縁～体部片

33 38cm 高〈 6.3〉 内外面：口縁部ナデ 内面光沢ある黒色 雲母 ・白色微粒含

PL44 底ー・ 一 ②酸化焔 ③橙色

57図 須恵器碗 埋土 ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台厚手 ①細砂粒 底部l/2

34 高〈 3.0〉 ②還元焔

PL44 底 8.1 ③灰白色

須恵器婉？ 埋土 ロー ロクロ右回転 体部直線的に立ち上がる ①細砂粒 破片

35 高〈 90〉 外面：体部左から右方向のヘラ横削り 口縁近くと思 ②酸化烙硬質

PL44 底一 われる部分ナデ ③灰褐色

57図 灰釉長頸壷 埋土 ロー 外面：胴部回転ヘラ削り ①粗砂粒小石滉 底部片施釉

36 高〈 l.9〉 内面：釉だれ ②還元焙

PL44 底 (8.6) ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

57図 38 PL45 磨石 床上 7cm 長 15.0 幅 12.0 厘 4.4 重 l. 5k~ 粗粒輝石安山岩

57図 39 PL45 敲石 ・砥石 床面直上 長 15.l 幅 7.7 厚 7.8 董 500.0 スコリア質安山岩

57図 40 PL45 カマド袖石 カマド袖直上 長 18.3 幅 14.5 厚 11.3 重 2.1 kg ニッ岳軽石

57図 41 PL45 カマド袖石 貯蔵穴底面11cm 長 16.l 幅 8.3 原 7.5 重 7000 ロツ岳軽石

57図 42 PL45 敲石 埋土 長 7.2 幅 5.2 厚 2.3 重 100.0 粗粒輝石安山岩

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

58図 43 PL66 丸柄 床上24cm 長 2.7 幅 4l 原 0.07重 4.6 

58図 44 PL66 スラグ 埋土 長 8.6 幅 8.3 厚 3.7 璽 189.3

58図 45 PL66 鉄製品 カマド床面—-31cm 長 7.0 幅 3.0 厚 0.2 重 17.0

58図 46 PL66 刀子 埋土 長 62 幅 l0 厚 0.2 重 3. 7 

10号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

60図 土師器杯 カマド 口 11.5 丸底 口縁部との境に段を有する 口縁部外反 ①細砂粒 ほぽ完形

1 床面直上 高 4.0 外面 ：底部～体部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ ②酸化焔

PL45 底ー 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③橙色

61図 土師器杯 床上 口 10.9 丸底 口縁部との境に段を有する 口縁部外反 ①細砂粒 口～底1/2

2 3 cm 高 4.0 外面 ：底部～体部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ ②酸化焔

PL45 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい橙色

60図 土師器杯 埋土 口 (lo.9) 丸底 口縁部との境に段を有する ①細砂粒 口縁部片

3 高〈 3.0〉 口縁部直線的に立ち上がる ②酸化焔

PL45 底一 ③橙色

60図 土師器杯 埋土 口 (11.8) 厚手平底口縁直線的に開く ①細砂粒 白色微 口縁部片

4 高〈 3.6〉 外面：体部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒多含 ②酸化焙

PL45 底 (8.2) ③にぶい黄褐色

61図 土師器杯 埋土 口(11.8) 体部やや丸みをもっ 口縁部直線的に立ち上がる ①細砂粒雲母少 口縁部片

5 高〈 2.8〉 外面 ：体部ヘラ削り ・白色微粒②酸化

PL45 底 ー 内外面：口縁部ナデ ③にぶい橙色

61図 土師器鉢 床面 口 (15.4) 厚手 胴上位直線的に立ち上がる ①粗砂粒雲母・ 口縁部片

6 ~ 13cm 高〈 4.0〉 口縁部わずかに外反 外面：胴上部ヘラ削り 石英 ②酸化焔

PL45 底一 口縁部ナデ 内面’口縁部ナデ ③にぶい橙色

61区 土師器 埋土 口(11.8) 口縁「コ」の字状に外反 胴上位張る ①細砂粒雲母少 口縁部片

7 小型甕 高〈 3.6〉 外面 ：胴上部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL45 底一 内面 ：口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

61図 須恵器杯 埋土 口 (13.7) ロクロ右回転糸切り 体部わずかに丸みをもっ ①細砂粒 口縁部片

8 高〈 4.0〉 口縁部外反 ②還元焔

PL45 底 (9.0) 内面 ：口縁部ナデ ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

61図， PL45 ピエスエスキーユ 埋土 長 6.8 幅 7.0 厚 l. 7 重 89.6(14号住居と接合） 黒色頁岩

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

61図 10 PL66 スラグ 埋土 長 3.9 幅 2.6 厚 3.2 重 38.9
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11号住居A

番号
種類 出土 量目

成 ・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

63図 須恵器蓋 床上 端 (9.7) ロクロ右回転 ①細砂粒鉄分 1/5 

1 1 cm 高〈 2.0〉 外面’天井部手持ちヘラ削り ・白色微粒含

PL45 摘ー ②還元焔③灰色

63図 須恵器坪 埋土 口(13.7) ロクロ右回転底部糸切り ①粗砂粒小石 ・ 口～底部1/4

2 高〈 3.7〉 体部緩やかな丸味をもっ 口縁部やや外反 白色微細鉱物含

PL45 底 (5.9) 内外面 ：口縁部ナデ ②還元焙③灰白色

63図 須恵器塊 カマド 口(12.5) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒 雲母 ・ 口～底部1/3

3 床上 高 〈4.7〉 体部やや丸味をもって開く 口縁部外反 白色微粒②酸化焔

PL45 6 cm 底 (6.0) 内外面 ：口縁部ナデ ③にぶい橙色

63図 須恵器婉 床上 口(12.0) ロクロ回転貼付高台体部緩やかな丸味 ①粗砂粒 雲母 ・ 口～底部1/4

4 2 cm 高 4.8 口縁部外反 白色微粒②酸化焙

PL45 底 (5.8) ③浅黄色

63図 須恵器碗 床上 口 一 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台高い ①細砂粒 白色鉱 底部

5 1 cm 高〈 2.2〉 体部内冑 物含 ②還元焔

PL45 底 (6.0) ③灰色

63図 土師器碗 埋土 口 一 ロクロ右回転 高台貼付雑 ①粗砂粒雲母 ・ 底部3/4

6 高〈 2.4〉 無色鉱物多②酸化

PL45 底 6.0 焔 ③にぶい橙色

63図 須恵器Jill 埋土 口(12.8) ロクロ右回転底部糸切 り 貼付高台 ①細砂粒 口～底部1/5

7 高〈 2.1〉 ②還元焔

PL45 底 (6.8) ③灰色

64図 須恵器羽釜 床上 口 20.3 体部僅かに膨らむ鍔上向き 口縁部直立平縁 ①細砂粒雲母 ・ 口～胴4/5

8 12cm 高〈25.3〉 外面：胴下半部斜縦位ヘラ削り 無色透明鉱物含

PL45 底 一 ②酸化焔③褐灰色

64図 須恵器羽釜 床上 口 17.8 胴部わずかに膨れる 鍔上向き 平録 ①粗砂粒雲母少 口～胴4/5

9 5 cm 高〈25.4〉 外面：胴部縦位ヘラ削り ・無色透明鉱物含

PL45 底 一 ②酸化焔③褐灰色

64図 須恵器羽釜 床上 口(192) 胴部あまり丸味をもたない 鍔上向き ①粗砂粒雲母少 口～胴l/3

10 12cm 高〈173〉 口縁直立気味平縁 ・白色鉱物含

PL45 底ー 外面：胴下半部斜縦位ヘラ削り 口縁上位ヘラナデ ②還元烙③灰白色

64図 須恵器羽釜 カマド 口(19.9) 胴上部わずかに丸味をもつ 鍔上向き ①粗砂粒雲母少 口～胴1/5

11 床上 高 〈183〉 口縁わずかに内傾 平縁 ・無色透明鉱物含

PL45 1 cm 底ー 外面：胴下半部縦位ヘラ削り ②酸火烙③灰白色

64図 須恵器羽釜 カマド 口(188) 胴上半部やや膨らむ 口縁内傾気味平縁 ①粗砂粒雲母・ 口～胴1/4

12 床上 高〈17.7〉 外面：胴下半部縦位ヘラ削り 微細白色鉱物含

PL45 2 cm 底 一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ②酸火焔③灰白色

65図 須恵器羽釜 カマド □(19.8) 胴中位僅かに膨らむ 鍔上向き 口縁内傾気味 ①粗砂粒 白色鉱 口～胴1/5

l3 床上 高〈18.2〉 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ 物含 ②酸火焔

PL46 4 cm 底ー ③にぶい橙色

64図 須恵器羽釜 カマド 口 (18.0) 胴中位膨らむ 口縁内傾気味平縁 ①粗砂粒雲母 ・ 口～胴1/5

14 床上 高〈12.8〉 外面：胴下半部縦位ヘラ削り 微細白色鉱物含

PL45 1 cm 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ②酸火焔③黄灰色

65図 須恵器羽釜 埋土 口 (20.0) ロクロ右回転 胴部わずかに丸味をもつ 鍔上向き ①粗砂粒小石多 ロー胴1/5

15 高く 94〉 口縁部内傾平縁 白色鉱物②酸化焔

PL45 底一 内面：口縁部ナデ ③灰オリーブ色

65図 灰釉陶器塊 埋土 ロー ロクロ右回転 高台断面は三日月形 ①細砂粒 底部破片

16 高〈 29〉 ②遠元焔

底 (6.8) ③灰白色

65図 灰釉陶器坪 カマド □(16 0) ロクロ右回転 体部やや丸味をもって口縁わずかに外 ①細砂粒 口～底部1/4

17 床上 高〈 2.2〉 反 施釉方法漬け掛け釉調淡緑 ②還元烙

PL46 3 cm 底ー ③灰白色

65図 灰釉陶器碗 埋土 ロー ロクロ右回転 高台断而は崩れた三日 月形 底部回転 ①細砂粒黒色鉱 底部3/4

l8 高〈l.5〉 ヘラナデ施釉方法刷毛塗り 釉調淡緑色童ね 物含 ②還元焙

PL46 底 7.0 焼き ③灰白色

65図 灰釉陶器杯 埋土 ロ ー ロクロ回転糸切り 体部垂直に立ち上がる ①細砂粒 底部破片

19 高〈 2.7〉 外面：体部下半ヘラ削り ②還元焔

底 (5.0) ③灰白色
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65図 須恵器 カマド ロー 胴部球状 ①―  胴部破片

20 長頸壷 床上 高 (5.3) ②還元焙

2 cm 底一 ③灰色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

65図 22 PL46 石皿・多孔石 床上 6cm 長 19.8 幅 243 厚 8.5 重 4. 8kg 粗粒輝石安山岩

65図 23 PL46 磨石 床面一 1cm 長 18.0 幅 12.4 厚 8.3 重 2. 0kg 粗粒輝石安山岩

65図 24 PL46 磨石 カマド床上 7cm 長 18.3 幅 19.0 原 76 重 4. lk~ 粗粒輝石安山岩

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

65図 25 PL66 スラグ 埋土 長 5.7 幅 5.8 厚 3.5 菫 175.2

65図 26 PL66 釘 床面ー 2cm 長 2.8 幅 0.6 厚 0.3 重 1.4 

65図 27 PL66 刀子 埋土 長 7.9 幅1.0 原 0.7 重 11.2

65図 28 PL66 釘 埋土 長 58 幅 0.7 厚 0.6 重 8 2 

65図 29 スラグ 埋土 長 38 幅1.2 原1.5 重 5. l 

12号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

67図 土師器坪 埋土 口 (11.8) 平底体部わずかに内彎 ①細砂粒雲母・ 口縁部破片

1 高〈 2.2〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微細鉱物含

PL46 底（ 85) 内面：口縁部ナデ ②酸化焔 ③橙色

67図 土師器杯 埋土 口(lo.5) 平底体部やや内轡 ①細砂粒 白色微 口縁部破片

2 高〈 2.2〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 細鉱物 ②酸化焔

PL46 底 (7.6) 内面 ：口縁部ナデ ③褐色

67図 土師器杯 埋土 口(12.8) 平底 体部やや丸味をもって立ち上がる ①細砂粒雲母・ 口縁部破片

3 高〈 2.4〉 口縁部外反外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物含 ②酸

PL46 底 (9.7) 化焔③にぶい褐色

67図 土師器甕 床上 口 (17.0) 外面：頸部横位ヘラナデ ロ縁部ナデ ①細砂粒雲母 ・ 口縁部破片

4 43cm 高〈 4.7〉 内面：口縁部ナデ 胴上半部横位ヘラナデ 白色微粒②酸化焙

PL46 底一 ③にぶい橙色

67図 土師器甕 埋土 口 (18.0) 胴上半部緩い丸味 ①粗砂粒小石 ・ 口縁部破片

5 高〈 5.5〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 頸部～口縁部ナデ 雲母多 ・無色鉱物

PL46 底一 内面 ：頸～胴上部横位ヘラナデ ②酸化③明赤褐色

67図 土師器 埋土 口 (12.4) 外面 ：胴上半部ヘラ削り 口縁部ナデ ①細砂粒雲母・ 口縁部破片

6 小型甕 高〈 3.3〉 内面：口縁部ナデ 白色微粒含

PL46 底一 ②酸化焔③暗褐色

67図 須恵器蓋 床上 端 (13.7) 端部垂直に折る 厚手 ①細砂粒無色微 端部破片

7 47cm 高〈l.7〉 内外面：端部ヘラナデ 粒含 ②還元焔

PL46 摘一 ③明褐色

67図 須恵器蓋 埋土 端 (14.6) ロクロ右回転端部折り曲げ弱い ①細砂粒無色微 天井部～端部

8 高〈 2.2〉 外面 ：天井部1/3まで回転ヘラ削り 粒含 ②還元烙 2/3 

PL46 摘一 ③灰黄褐色

67図 須恵器蓋 埋土 端 (17.5) ロクロ右回転糸切り 口唇部垂直に折り曲がる 天井 ①細砂粒 天井部～端部， 高〈 3.4〉 部は緩やかな丸味をもつ 外面：天井部1/3まで右回転 ②還元烙 1/4 

PL46 摘ー ヘラ削り ③灰色

67図 須恵器杯 床上 口 12.0 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部やや外反 ①粗砂粒 白色鉱 口縁～底部3/4

10 64cm 高 4.0 内面：口縁部ナデ 物 ②酸化焙気味

PL46 底 7.3 ③灰黄色

67図 須恵器杯 床面 口 12.9 ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかな丸味 ①細砂粒 口縁一底部3/4

11 -l cm 高 4.2 内外面：口縁部ナデ ②酸化焔

PL46 底 7.3 ③灰黄色

67図 須恵器杯 床上 口 12.8 ロクロ右回転底部ヘラ切り 底部周辺ナデ ①細砂粒 白色微 ほぽ完形

12 10cm 高 3. 7 体部やや丸味をもって開く 内外面 ：口縁部ナデ 粒含 ②還元焔

PL46 底 7.0 ③灰色

67図 須恵器坪 床面 □ 12. l 口クロ右回転底部糸切り 体部やや丸味をもって開く ①細砂粒 ほぽ完形

13 -2 cm 高 3. 7 口縁部外反 内外面 ：口縁部ナデ ②還元烙

PL46 底 6.8 ③灰白色

67図 須恵器杯 埋土 口 (13.0) ロクロ右回転底部糸切り 体部緩やかな丸味 ①細粒砂鉄分多 1/3 

14 古向 3.9 内面 ：口縁部ナデ 含 ②還元焔

PL47 底 7.2 ③灰色
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67図 須恵器杯 床面 口(13.4) ロクロ右回転 体部緩やかな丸味 ①細砂粒 口縁～底部1/3

15 -1 cm 高〈 4.0〉 底部ヘラ切り後ヘラナデ ②迎元焔

PL47 底 (7.6) ③灰色

67図 須恵器杯 床面 口(11,8) ロクロ右回転底部糸切り ①粗砂粒 口縁～底部1/6

16 -5 cm 高〈 4.0〉 体部直線的に開く 口唇部緩く外反 ②酸化焔

PL47 底 (7.3) 内外面：口縁部ナデ ③にぶい褐色

67図 須恵器杯 埋土 ロー ロクロ右回転底部糸切り イ本部直線的に併l< ①細砂粒 底部3/4

17 高〈 2.4〉 ②還元焔硬質

PL47 底 5. 7 ③灰色

67図 須恵器杯 床上 口一 ロクロ右回転底部糸切り 体部やや丸味をもって開く ①細砂粒鉄分 ・ 底部314

18 42cm 高〈l.6〉 白色微粒②還元焔

PL47 底 6.0 硬質 ③灰色

67図 須恵器坪 床上 口一 ロクロ右回転底部糸切り 体部直線的に開く ①細砂粒白色微 体～底部3/4

19 17cm 高〈 2.8〉 粒②酸化焔硬質

PL47 底 7.0 ③にぶい黄褐色

67図 須恵器碗 床上 口 (14.7) ロクロ右回転底部糸切り 高台貼付雑 ①粗 ¢lmm小石 ・ 口縁～底部3/4

20 43cm 高 4. 7 体部直線的に開く 口縁部外反 雲母・白色鉱物含

PL47 底 (7.4) 外面：口縁部ナデ ②還元焙軟③灰色

67図 須恵器碗 埋土 口 (158) ロクロ右回転 口縁部直線的に開く ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/3

21 高〈 5.6〉 内外面：口唇部ナデ 粒②還元焙硬質

PL47 底一 ③にぶい黄色

67図 須恵器碗 埋土 ロー ロクロ回転貼付高台外傾 諷砂粒雲母・ 底部

22 高〈 2.l〉 内面：黒色で放射状の磨き 白色鉱物②酸化焔

PL47 底 (7.4) ③明赤褐色

67図 須恵器碗？ 埋土 口 (11.4) ロクロ回転薄い 口縁部直線的に開く ①細砂粒 口縁部破片

23 高 〈3.7〉 口唇部一条の沈線あり ②還元烙硬質

PL47 底ー 内外面：口唇部ナデ ③灰色

68図 須恵器 床上 ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒鉄分 底部破片

24 長頸壷？ 71cm 高〈 3.0〉 体部垂直気味に立ち上がる ②還元焙硬質

PL47 底 6.1 高台高く簿い ③灰色

68図 須恵器 埋土 端 (15.6) 上野型 ①細砂粒鉄分多 天井部破片

25 短頸壷蓋 高〈l.4〉 含 ②迎元焔

摘 一 ③灰色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

68図 27 PL66 刀子 埋土 長 6.2 幅 2.0 厚 0.17璽 5.3 

68図 28 PL66 鎌 埋土 長 5.5 幅 2.5 厚 24 重 8.4

14号住居

番号
種 類 出土 量目

成 ・整形技法 の 特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

69図 土師器甕 カマド 口 (18.4) 口縁「コ」の字状に外反 外面：胴下半部縦位ヘラ削 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部

1 床上 高〈15.0〉 り上半部横位ヘラ削リ ロ縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒含②酸化

PL47 21cm 底ー 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ器肉厚 ③にぶい赤褐色

69図 土師器甕 カマド 口(17.7) 口縁「コ」の字状に外反 器肉厚 ①細砂粒 雲母 ・ 口縁～胴部1/2

2 床上 高 〈7.4〉 外面：胴部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含②酸化

PL47 6 cm 底ー 内面：口縁部ナデ 胴上半部ヘラナデ ③にぶい赤褐色

70図 土師器甕 カマド 口 (16.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母・ 胴部

3 床上 高〈 8.0〉 外面 ：胴部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒含②酸化

PL47 6 cm 底ー 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③明赤褐色

70図 土師器甕 カマド 口 (17.0) 口縁「コ」の字状に外反 器肉厚 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部

4 床上 高〈 6.0〉 外面：胴部ヘラ削り口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒含②酸化

PL47 9 cm 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ 胴ヘラナデ ③暗赤褐色

70図 土師器甍 床上 口 (17.0) 4と同一個体？ ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部

5 8 cm 高〈 8.2〉 白色微粒含②酸化

PL47 底一 焔③暗赤褐色

70図 土師器甕 カマド ロ ー 外面：斜縦位ヘラ削り ①細砂粒雲母 ・ 胴～底部

6 床上 高 〈12.4〉 白色微粒含

PL47 15cm 底 (3.5) ②酸化焔③黒褐色

70図 須恵器碗 カマド 口 (16.4) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒無色鉱 口縁～底部1/3

7 床上 高〈 5.6〉 体部直線的に開く 口縁部やや外反 物含 ②酸化烙

PL47 8 cm 底 7.5 ③にぶい黄橙色
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70図 須恵器椀 床上 口(17.8) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 高台外傾 ①細砂粒 口縁～底部1/5

8 18cm 高〈 7.1〉 ②遥元焔硬質

PL47 底 (8.4) ③灰白色

70図 須恵器碗 床上 口 (13.6) ロクロ右回転底部糸切り 貼付晶台 ①粗砂粒無色鉱 口縁～底部1/6

9 11cm 高〈 4.6〉 体部直線的に開く 物含 ②酸化焙

PL48 底 (6.6) 外面 ：口緑部ナデ ③浅黄色

70図 須恵器碗 カマド ロ ー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒雲母含 底部

10 床上 嵩〈 2l〉 ②遠元焔

PL48 14cm 底 7 0 ③褐灰色

70図 須恵器碗 カマド ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒 白色微 底部

11 床上 嵩く 27〉 器肉庫 しつかり作る 粒含 ②酸化焔

PL48 15cm 底 7 4 ③黄灰色

須恵器甕 床上 写真のみ

12 7 cm 

PL48 

70図 須恵器 貯蔵穴 ロー ロクロ左回転底部ヘラ切り ①細砂粒無色鉱 胴～底部1/5

13 長頸壷 底面直上 高く14.5〉 屑部やや張る 物含 ②還元焔

PL48 底（119) 外面 ：胴下位ヘラ削り ③灰色

70図 灰釉陶器碗 床上 口(12.9) 大原 2号窯式期 l0世紀前半 漬け掛け ①細砂粒 口縁～底部1/5

14 17cm 高 4.2 ②還元焔硬い

PL48 底（ 57) ③灰白色

挿図番号 I 図版番号 I 器種 I 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) | 備 考

70図 16 I PL66 I刀子 I床上］5cm I長 5.8 幅 0.8 厚 0.3 重 3.6 | 

15号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

73図 土師器杯 床上 口 11.8 丸底 口縁部直立 ①細砂粒 雲母 ・ 完形

1 4 cm 高 3.6 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含②酸化

PL48 底一 内面’口縁部ナデ ③明赤褐色

73図 土師器杯 床上 □ 13. l 丸底 口縁部内舟 ①細砂粒雲母含 3/4 

2 1 cm 高 3.6 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸火焔

PL48 底一 内面：口縁部ナデ ③橙色

73図 土師器杯 貯蔵穴 口(12.8) 丸底 口縁部直立 ①細砂粒 雲母 ・ 破片

3 底面 高 〈3.0〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含②還元

PL48 18cm 底ー 内面 ：口唇部ナデ ③にぶい橙色

73図 土師器坪 埋土 口(13.9) 丸底 口縁部外反 ①細砂粒 索母 ・ 破片

4 高〈 3.3〉 外面：底部ヘラ削 り 口縁部ナデ 白色微粒含②酸化

PL48 底ー 内面 ：口縁部ナデ ③明赤褐色

73図 土師器杯 埋土 口(13.0) 丸底 口縁内樹気味 ①細砂粒 雲母少 破片

5 高〈 2.9〉 外面：底部ヘラ削 り 口縁部ナデ ・白色微粒含

PL48 底一 内面 ：口縁部ナデ ②酸化③明赤褐色

73図 土師器不明 床上 口 一 丸底 ①細砂粒 雲母含 底部

6 7 cm 高〈 3.3〉 外面：磨滅 ②酸化烙

PL48 I氏— 一 内面 ’ヘラナデ ③明赤褐色

73図 土師器甕 埋土 ロ ー 外面：底部ヘラ削 り 胴下半部斜縦位ヘラ削り ①細砂粒雲母・ 底部片

7 高〈 4.5〉 白色微粒含②酸化

PL48 底 (4.8) ③赤褐色

73図 土師器甕 貯蔵穴 口 (20.5) 胴中位最大径口縁屈曲 外面 ：胴下半斜縦位ヘラ削り ①細砂粒雲母 ・ 口～胴下半4/5

8 底面 高〈32.8〉 胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒含②酸化

PL48 9 cm 底ー 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ胴部ヘラナデ ③明赤褐色

74図 土師器甕 床上 □(23 8) 胴中位最大径 口縁屈曲 外面： 口縁部ナデ ①細砂粒 口～胴部

9 10cm 高〈24.5〉 胴上半部横位ヘラ削り 下半部縦位ヘラ削り ②酸化

PL48 底ー 内面：口縁部ナデ ③赤褐色

74図 須恵器蓋 床面 端 17.0 ロ ク ロ 右回転摘輪状端部垂直気味に折れる ①細 砂 粒 鉄 分 完形

10 -1 cm 高 4.0 外面： 天井部2/3程回転ヘラ削 り ②還元焔

PL48 摘 3.8 内外面 ：端部ナデ ③灰色

74図 須恵器蓋 床上 端 17.8 ロクロ右回転摘大型輪状口縁部返りをもっ ①細砂粒鉄分 完形

11 5 cm 高 3 2 外面：天井部2/3回転ヘラ削り ②還元烙

PL48 摘 5. 9 内外面：端部ナデ ③灰色
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74図 須恵器杯 床面直上 口(12.3) ロクロ回転底部ヘラ切り 口縁部外反 ①細砂粒無色鉱 口縁～体部1/3

12 高 3.3 外面 ：口縁部ナデ 物粒含 ②還元焔

PL48 底 (7.5) ③灰白色

74図 須恵器碗 埋土 口 (12.5) ロクロ右回転貼付高台 高台内側に段を持つ ①細砂粒 破片

13 高 3. 7 口縁部直線的に立ち上がる ②還元烙

PL48 底 (8.0) 外面 ：イ本部下位回転ヘラ削り 内面：口縁部ナデ ③灰色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

74図 14 PL49 加工痕剥片 埋土 長 5.0 幅 2.9 厚 0.4 菫 6.9 頁岩

74図 l5 PL49 石鏃 床上26cm 長 2.5 幅1.7厚 0.7 重 2.4 黒曜石

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

74図 16 PL66 スラグ 床上 5cm 長 7.l 幅 8.5 厚 2.8 重 179.0

17号住居

番号
種 類 出土 量目

成・ 整 形 技 法 の 特 徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

75図 土師器甕 カマド 口(lg.5) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒 雲母 ・ 口縁部片

1 床上 高く 5.6〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸火焔

PL49 5 cm 底一 内面 ：口縁部ナデ 胴上半部ヘラナデ ③にぶい褐色

75図 須恵器杯 埋土 口(12.5) ロクロ右回転底部糸切り 口縁外反 ①細砂粒石 ・白 口縁～底部1/3

2 高 3 2 内外面：口縁部ナデ 色微粒含②還元焔

PL49 底 (7.4) ③灰色

75図 灰釉陶器碗 埋土 ロ ー ロクロ回転高台断面は三日月形で斜めに開く 体部 ①緻密 底部片

3 高く 17〉 直線に開く 施釉方法潰け掛け釉調淡灰緑 ②還元焔

PL49 底 (7.2) ③灰白色

18号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

77図 土師器杯 床上 口 11.9 平底 口縁部直線的に開く ①粗砂粒雲母 ・ 完形

1 8 cm 高 3.5 外面：底部～体部ヘラ削り 白色微粒含

PL49 崩落 底 5.2 内面：口縁部ナデ ②酸化③明赤褐色

77図 土師器杯 床上 口(113) 器肉厚 口縁内彎気味 ①粗砂粒雲母含 l /2 

2 8 cm 高 4.1 外面：底部～体部粗いヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL49 崩落 底 (5.8) 内面：ナデ ③にぶい橙色

77図 土師器 床上 口 12.2 器肉庫 口縁部屈曲 外面：胴下半部縦位ヘラ削り ①粗砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/2

3 小型甕 17cm 高 〈11.0〉 上半部横位ヘラ削り 口縁ヘラナデ後ナデ 小石含 ②酸化焔

PL49 崩落 底ー 内面：口縁ヘラナデ後ナデ 胴上半部ヘラナデ ③明赤褐色

77図 土師器 埋土 口(13.4) 器肉瞑 口縁屈曲短く外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部1/3

4 小型甕 高〈 4.7〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL49 底ー 内面．口縁部ヘラナデ後ナデ胴上部ヘラナデ ③にぶい赤褐色

77図 土師器甕 床上 口 19.0 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/3

5 2 cm 高〈16.6〉 外面：胴下半部縦位ヘラ削り 上半部斜横位ヘラ削り 白色鉱物含

PL49 底一— 一 口縁部粗ナデ 内面：口縁部ナデ胴部横位ヘラナデ ②酸化焔 ③橙色

77図 土師器甕 カマド 口(19.8) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒 雲母多 口縁部l/4

6 床上 高〈 6_3〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部雑なナデ ・白色鉱物含

PL49 1 cm 底ー 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ 胴上部ヘラナデ ②酸化焔 ③橙色

78図 土師器甕 カマド 口(19.8) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反外面：胴下半部縦 ①細砂粒 雲母 口～胴部1/10

7 床面 高 〈14.0〉 位ヘラ削り 上半部斜横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ ②酸化焔

PL49 -3 cm 底ー 後ナデ内面：口縁部ナデ胴部ヘラナデ ③明赤褐色

78図 土師器甕 床上 口 (17.6) 器肉厚 口縁「コ」の字状に短く外反 ①細砂粒 雲母・ 口縁部1/4

8 9 cm 高〈 7.5〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL49 崩落 底一 内面 ：口縁部ナデ 胴上半部横位ヘラナデ ③明赤褐色

78図 土師器甕 埋土 口(169) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 小石含 口縁部片

9 高 〈8.0〉 外面 ：胴部斜横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ ②酸化焔

PL49 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ胴部ヘラナデ ③明赤褐色

78図 土師器甕 床上 口 (180) 器肉原 口縁「コ」の字状に短く外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

10 28cm 高〈 7.4〉 外面：胴部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色鉱物含

PL49 底一 内面：ヘラナデ後ナデ ②酸化焔 ③橙色
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78図 土師器甕 床上 ロー 外面：斜横位ヘラ削り ①粗砂粒小石含 底部片

11 21cm 高 〈7.5〉 ②酸化焔

PL49 底＋ ー ③橙色

78図 須恵器蓋 床上 竺叶hり ー ロクロ右回転糸切り 摘輪状 ①細砂粒 1/5 

12 31cm 高〈 3.8〉 外面・天井部l/3まで回転ヘラ削り ②還元烙

PL49 摘 (4.0) ③黄灰色

78図 須恵器杯 床上 口 11.8 ロクロ右回転底部糸切り 体部浅く口縁外反 ①細砂粒 白色鉱 314 

13 8 cm 高 3.6 内外面：口縁部ナデ 物含 ②遥元焔

PL49 崩落 底 6.0 ③にぶい黄褐色

78図 須恵器婉 床面 口 (13.3) 器肉厚 ロクロ右回転糸切り ①粗砂粒 白色鉱 1/3 

14 -1 cm 高〈 55〉 口縁部わずかに外反 物②還元焔・軟質

PL49 底（ 63) 内外面：口縁部ナデ凪』「西」？ ③灰オリープ色

78図 須恵器碗 カマド 口(12.7) ロクロ右回転底部糸切り ①枡砂粒 小石含 1/4 

15 床上 高〈 5.0〉 口縁部わずかに外反 ②酸化焔

PL49 22cm 底 (5.4) 内外面：口縁部ナデ ③にぶい褐色

78図 須恵器碗 床上 ロー ロクロ回転糸切り 高台は長方形で高く細い 体部は ①細砂粒 底部

16 18cm 高〈 3.5〉 内轡し立ち上がる ②還元焔

PL49 底 9.5 ③灰白色

78図 須恵器碗 床上 口(131) ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反 ①粗砂粒小石多 1/3 

17 5 cm 高 5.0 内外面・口縁部ナデ ②酸化焔

PL50 底 6.5 ③黄灰色

78図 須恵器央 カマド ロ ー 胴中位最大径 頸部屈曲し直立気味に立ち上がる ①細砂粒 頸部片

18 床上 高〈 4.0〉 内面：頸部ナデ ②還元焔

PL50 19cm 底ー ③灰色

78図 須恵器甕 カマド 口一 外面：格子状タタキ目 ①粗砂粒 小石含 胴部片

19 床上 高一 ②還元焔

10cm 底ー ③緑灰色

79図 須恵器羽釜 床面 口(166) 鍔上向き 口緑内傾 ①細砂粒雲母少 口縁部J/3

20 -10cm 高〈11.0〉 外面：口縁部ヘラナデ ・白色鉱物含

PL50 崩落 底ー ②酸化焔 ③橙色

79図 須恵器羽釜 床上 口 18.3 鍔上向き 口縁内傾 ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/3

21 19cm 高 27.5 外面：胴下半部斜縦位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化足

PL50 底 (5.4) 内面 ：鍔貼付のための指頭圧痕残 ③橙色

79図 須恵器羽釜 カマド 口(16.9) 鍔低い 口縁内傾 ①細砂粒 白色鉱 口縁～胴部1/6

22 床面直上 高〈15.5〉 外面 ：胴下半部縦位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ 物少含 ②酸化焔

PL50 底ー ③橙色

79図 須恵器羽釜 床面 口 (20.8) 胴上半部が最大径で弱い張りをもつ ①粗砂粒小石含 口縁～胴部1/6

23 15cm 高〈13.8〉 口縁部内傾 口唇部水平 ②酸化焔

PL50 底ー 外面：口縁部ヘラナデ ③にぶい黄色

79図 須恵器羽釜 カマド ロ ー 外面：胴下半部縦位ヘラ削 り ①細砂粒 胴～底部l/4

24 床上 高〈20.6〉 ②酸化焔

PL50 5 cm 底 (8.0) ③にぶい黄橙色

79図 須恵器羽釜 床上 口(17.3) 胴上半部最大径弱い張りをもつ ①粗砂粒雲母少 口縁部片

25 18cm 高〈105〉 口唇部水平 含 ②酸化烙

PL50 底ー 外面：口縁部ヘラナデ ③明褐色

79図 灰釉陶器碗 床上 口 15.4 ロクロ右回転 高台断面は三日月形体部丸味をもっ ①細砂粒 314 

26 14cm 高 5 4 て立ち上がる 外面底部回転ヘラナデイ本部回転ヘラ削 ②還元焔

PL50 底 7.8 り 施釉方法潰け掛け釉調不透明な灰白 ③灰白色

79図 灰釉陶器碗 カマド 口 15.2' ロクロ左回転 高台断面は三日月形 体部わずかに膨 ①細砂粒 2/3 

27 床上 高 3.5 らむ 口縁わずかに外反外面底部回転ヘラナデ施 ②還元焔

PL50 1 cm 底 7.5 釉方法刷毛塗り 釉調透明な緑灰 ③灰白色

80図 灰釉陶器 床上 口 9.6• 6 2 ロクロ右回転糸切り 施釉方法刷毛塗り 9 ①緻密 213 

28 耳皿 6 cm 高 2.5 釉調透明な淡緑 ②還元焔

PL50 底 4. 2 ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

80図 29 PL50 サイドスクレイパー 埋土 長 4.9 幅 6.6 庫1.0 重 26.6 黒色頁岩

80図 30 PL50 スクレイパー 埋土 長 4.5 幅 7.4 原l.2 菫 50.3 黒色頁岩

80回 31 PL50 砥石 埋土 長 3.7 幅 2.6 厚1.8 菫 29.3 砥沢石

80図 32 PL50 砥石 埋土 長 7.8 幅 4.4 厚l.5 重 62.5 凝灰質砂岩

80図 33 PL50 砥石 埋土 長 10.6 幅 6.8 厚 4.7 重 4000 砥沢石

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

80図 34 PL66 釘 埋土 長 4.7 幅 0.7 庫 0.4 重 2.9 
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80図 35|PL66 

80図 36 I PL66 

19号住居A

番号
種類

器種

82図 土師器杯

1 

Pし50

82図 土師器

2 台付甕

PL50 

82図 土師器

3 小型甕

PL50 

82図 土師器

4 小型甕

PL50 

82図 土師器甕

5 

PL51 

82図 土師器甕

6 

PL51 

82図 土師器甕

7 

PL51 

82図 土師器甕

8 

PL51 

83図 土師器甕

9 

PL51 

83図 土師器甕

10 

PL51 

83図 須恵器杯

11 

PL51 

83図 須恵器杯

12 

PL51 

83図 須恵器杯

13 

PL51 

83図 須恵器杯

14 

PL51 

83図 須恵器碗

15 

PL51 

83図 須恵器碗

16 

PL51 

83図 須恵器碗

17 

PL51 

83図 須恵器碗

18 

PL51 

出土

層位

埋土

床上

18cm 

埋士

埋土

床上

20cm 

床上

1 cm 

埋土

埋土

床上

9 cm 

底面直上

貯蔵穴

底面

5 cm 

埋土

床上

5 cm 

埋土

床上

9 cm 

貯蔵穴

底面

3 cm 

床上

36cm 

貯蔵穴

底面

3 cm 

角釘

釘

量目

(cm) 

口一

高 一

底一

ロー

高〈 3.7〉

底 (9.1)

口 (8.4)

高 (3.7) 

底一

口(11.2)

高〈 30〉

底一

口(19.8)

高〈 8.3〉

底一

口 (19.5)

高〈 5.6〉

底ー

口 (17.3)

高〈 8.4〉

底ー

口 (20.8)

高〈 6.7〉

底 ー

口 (20.l) 

高〈 6.2〉

底一

ロー

高〈21.7〉

底ー

口 14.2

高 3.5 

底 6.2 

口 13.9

高 4.1 

底 6.6 

口 13.8

高 4.0 

底 7.4 

口 (12.8)

高〈 4.2〉

底ー

口 15.1

高〈 4.1〉

底 8.0 

口 14.2

高 5.0 

底 7.3 

口 15.3

高 5.3 

底 6.9 

口 14.8

高〈 4.5〉

底 7.6 

遺物観察表

埋土

埋土

長 7.3 幅 0.6 厚 0.6 重 10.5

長 3.5 幅1.0 原 0.7 重 5.0

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

平底 ①細砂粒雲母 ・

外面：ヘラ削り 白色鉱物含

底部墨書「丁」， ②酸火焔 ③橙色

台部外反内側に折り返す ①細砂粒 白色鉱

外面：台上半部ヘラナデ他ナデ 物多含 ②酸化焙

内面：台部ナデ ・硬 ③橙色

口縁「コ」の字状に短く外反 ①細砂粒雲母・

外面：胴上半部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焙

内面：ナデ ③赤褐色

肩大きく張り段を持つ 口縁部屈曲外反 ①細砂粒 白色鉱

外面 ：胴上半部ヘラ削り 口縁部ナデ 物多含 ②酸化焔

内面：口縁部ナデ ③にぶい黄褐色

器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母・

外面：胴部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色鉱物含

内面： 口縁部ヘラナデ後ナデ 胴部ヘラナデ ②酸化焔 ③橙色

口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・

外面：胴部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒②酸化焔

内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい橙色

口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母少

外面 ：胴部横位ヘラ削り 口縁部ナデ ・白色鉱物含

内面 ：口縁部ナデ ②酸化焔③赤褐色

口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母・

外面：胴部横位ヘラ削り 口縁部下位指頭圧痕残す 白色鉱物②酸化焔

上位ヘラナデ後ナデ 内面 ：ナデ ③明赤褐色

口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母・

外面：胴部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

内面：口縁部ナデ胴部ヘラナデ ③明赤褐色

口縁「コ」の字状の様相を呈す 外面・胴下半部縦位 ①細砂粒雲母少

ヘラ削り 中位斜横位ヘラ削り 上位横位ヘラ削り 白色鉱物②酸化焔

内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ③明赤褐色

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反 ①細砂粒雲母 ・

白色微粒②還元烙

③灰オリープ色

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部僅かに外反 ①細砂粒

内外面：口唇部ナデ ②遥元焔

③黄灰色

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反 ①細砂粒白色微

内外面 ’口縁部ナデ 粒含 ②還元焔

③灰色

ロクロ回転 □縁部外反 ①粗砂粒白色鉱

内面 ：口縁部ナデ 物含②還元焔雑

外面に墨書文字不明 ③にぶい黄色

ロクロ右回転底部糸切り 底部高台貼付痕 ①細砂粒 白色微

口縁部強く外反 粒含 ②還元焔

内外面 ：口縁部ナデ ③灰色

器肉厚 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒鉄分

口縁部やや外反 白色微粒②還元焔

③灰色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒小石 ・

口縁部外反 白色鉱物②還元焔

内外面：口縁部ナデ ③灰白色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台痕残 ①細砂粒雲母・

口縁部直線的に開く 白色鉱物②酸化焙

③灰白色

残存状態

備 考

底部片

脚部1/3

口縁部片

口縁部片

口縁～肩部1/3

口縁部1/5

口縁～肩部1/4

口縁～屑部1/5

口縁～肩部1/6

頸～胴部1/5

19号住居B

の逍物

完形

2/3 

2/3 

口縁部片

1/5 高台欠損

完形

一部欠損

壁からの崩落？

高台欠損
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第VI章 遺物観察表

83図 須恵器碗 床上 口 14.4 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台外傾 ①細砂粒小石含 l/2 

19 12cm 高 5.0 口縁部直線的に開く ②還元焔

PL51 底 7.6 内外面 ：口縁部ナデ ③浅黄色

83図 須恵器境 貯蔵穴 口 (15.4) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒 白色鉱 1/2 

20 底面 高 5.3 口縁部直線的に開く 物含 ②還元焔

PL51 4 cm 底 6. 9 外面：口縁部ナデ ③灰色

83図 須恵器碗 床面 ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台細い ①細砂粒 底部1/2

21 29cm 高〈 2.5〉 ②還元焔

PL51 底 7. 7 ③灰黄色

84図 須恵器甕 埋土 ロー ロクロ回転平底胴部直線的に開く ①細砂粒 胴下部片

22 高〈 6.0〉 ②還元烙

PL51 底(11.8) ③灰白色

84図 須恵器甕 埋土 口 (21.5) 口縁部屈曲し直立 ①細砂粒 口縁部片

23 高〈 4.1〉 口唇部上方に引き 出され縁帯なす ②還元焔

PL51 底ー 内面 ：口縁ヘラナデ ③灰色

84図 須恵器甕 埋土 口 (26.9) 口縁部外反 口唇部上下に引き出され縁帯をなす ①細砂粒 口縁部片

24 高〈 2.8〉 外面 ：口唇ヘラナデ ②還元焔

PL51 底ー ③灰色

84図 須恵器甕 埋土 口 一 口縁部外反 口唇部上下に引き出され縁帯をなす ①細砂粒 口縁部片

25 高〈 6.2〉 ②還元焔

PL51 底一 ③赤灰色

84図 須恵器甕 埋土 口 (20.8) 口縁部外反 口唇部上下に引き出され縁帯をなす ①細砂粒 口縁部片

26 高く 2.5〉 ②還元焔

PL51 底一 ③灰色

84図 灰釉陶器皿 貯蔵穴 口 143 ロクロ回転 高台断面は三日月形体部やや丸味をも ①細砂粒 完形

27 底面 高 3.1 って口縁わずかに外反 外面底部回転ヘラナデ施釉 ②還元焔

PL51 3 cm 底 7.1 方法刷毛塗り 釉調透明な淡緑 ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

84図 28 PL52 石鏃 埋土 長 3.1 幅1.8 厚 0.8 重 3.2 黒色頁岩

84図 29 PL52 砥石 床上 4cm 長 17.4 幅 7.8 厚 4.6 重 l.lk, 砥沢石

20号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

86図 土師器甕 埋土 口 (14.8) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒雲母含 口縁部片

1 高〈 4.0〉 外面 ：口縁部指頭圧痕残るナデ ②酸化焔

PL52 底一 内面 ：口縁部ナデ ③明赤褐色

86図 須恵器境 カマド 口 (142) ロクロ右回転 口縁部外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/3

2 床上 高〈 4.0〉 内外面 ：口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL52 4 cm 底一 ③にぶい橙色

86図 須恵器碗 カマド 口(13.5) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台雑 ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/2

3 床上 高 5.1 口縁部やや外反 粒含 ②酸化烙

PL52 3 cm 底 6.7 内外面：口縁部ナデ ③灰白色

86図 須恵器況 カマド 口 (14.1) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台外傾雑 ①細砂粒 口縁一底部1/2

4 床上 高 5.4 口縁部外反 ②還元焔 もろい

PL52 7 cm 底 (7.1) 内外面：口縁部ナデ ③灰白色

86図 須恵器坑 カマド ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台高く外傾 ①細砂粒雲母 ・ 底部

5 床上 高〈 3.0〉 白色鉱物②酸化焔

PL52 7 cm 底 8.0 ③灰黄色

86図 須恵器呪 床上 ロ ー 小型 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒 白色微 底部内黒

6 22cm 高〈 3.5〉 粒含 ②酸化烙

PL52 底 (6.0) ③橙色

86区l 須恵器碗 埋土 口(15.0) ロクロ右回転 口縁部直線的に開く ①細砂粒小石 ・ 口縁～底部1/3

7 高〈 4.5〉 内外面：口縁部ナデ 白色鉱物②還元焔 高台欠損

PL52 底一 ③灰色

86図 須恵器甕 埋土 ロ ー 平底直線的に開く ①細砂粒 底部

8 高〈 7.5〉 ②還元焔

PL52 底 (14.0) ③灰色

86図 須恵器甕 カマド ロー ロクロ整形 ①細砂粒鉄分 胴部片， 床上 高一 外面 ：ナデ ②還元烙

PL52 20cm 底 ー ③灰色
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遺物観察表

86図 須恵器甕 カマド ロ ー 口縁部外反 口唇部上下に引き出され縁帯をなす ①細砂粒 口縁部片

10 床面直上 1E 口J - ②還元烙

PL52 底 一 ③灰色

86図 灰釉陶器皿 カマド □ 12. 9 ロクロ左回転 高台断面は長方形体～口縁やや丸味 ①細砂粒 口縁～底部1/2

11 床上 高 3.0 をもって開く 外面底部回転ヘラナデ体部ヘラ削り ②遠元焔

Pし52 4 cm 底 6 3 口縁ヘラナデ施釉方法演け掛け釉調灰緑 ③灰白色

86図 灰釉陶器皿 カマド 口一 ロクロ回転 高台断面は三日月形外面底部回転ヘラ ①細砂粒 底部

12 床上 高〈 2.9〉 ナデ施釉方法 漬 け 掛 け 釉 調 不 透 明 な 緑 灰 ②還元焔

PL52 8 cm 底 7.6 ③浅黄色

86図 灰釉陶器碗 埋土 ロ ー ロクロ左回転 高台断面は：：：：： 日月形外面底部回転へ ①緻密 底部

13 高〈 2.8〉 ラナデ施釉方法刷毛塗り 釉調透明な緑灰 ②遠元焔

PL52 底 (7.3) ③灰白色

21号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

88図 土師器杯 床上 口 12.8 丸底 口縁部外反気味 ①細砂粒雲母 ・ 完形

1 14cm 高 3.2 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔 壁からの崩落？

PL52 底 7.5 内面 ：体部～口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい橙色

88図 土師器杯 埋土 口(13.6) 平底気味 口縁部外反気味 ①細砂粒 白色微 口縁一底部1/4

2 高〈 2.5〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

PL52 底 (9.3) 内面 ：口縁部ナデ ③にぶい橙色

88図 土師器坪 埋土 口 (12.9) 丸底 口縁部内轡 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/5

3 高〈 2.7〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL52 底ー 内面．口縁部ナデ ③にぶい橙色

88図 土師器杯 埋土 口(12.2) 丸底 口縁部外反気味 諷砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/5

4 高〈 2.4〉 外面：底部ヘラ削り 口紺部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL52 底 （70) 内面 ．口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

88図 土師器杯 埋土 □(12. 9) 丸底 口縁部内轡 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部1/5

5 高〈 3.5〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化烙

PL52 底一 内面 ：ナデ ③橙色

88図 土師器坪 埋土 口(129) 丸底 口縁部直線的に開く ①細砂粒雲母 ・ 口縁部1/5

6 高〈 2.5〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL52 底 ー 内面 ：口縁部ナデ ③橙色

88図 土師器甕？ 床上 ロ ー 丸底 ①細砂粒雲母 ・ 破片

7 3 cm 高〈 6.5〉 外而：ヘラ削り 白色微粒②酸化焔

PL52 底 一 ③にぶい橙色

88図 土師器甕 埋土 口(19.8) 口縁弱い「コ」の字状を呈す ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

8 高〈 5.3〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL52 底ー 内面：頸部ヘラナデ ロ縁部ナデ ③橙色

89図 土師器甕 床上 口 (21.4) 胴上位般大径 口縁部屈曲し外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/4

9 9 cm 高く208〉 外面 ：胴下半部斜縦位ヘラ削り 白色鉱物②酸化焔

PL52 底一 一 胴上半部斜横位ヘラ削り 内面 ：口縁部ナデ ③橙色

88図 土師器甕 埋土 口(19.9) 口縁弱い「コ」の字状を呈す ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

10 高〈 5.5〉 外面 ：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

PL52 底9→ ー 内面：口縁部ナデ ③橙色

89図 須恵器蓋 床上 端 14l ロクロ右回転摘小型ボタン状 ①細砂粒鉄分 完形

11 106cm 高 2 7 端部内傾気味に折り返す ②還元焔

PL53 摘 2.4 外面：天井2/3まで回転ヘラ削り ③灰色

89図 須恵器杯 床上 口 13.2 器肉原 ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒 3/4 

12 4 cm 高 4. 2 口縁部直線的に開く 外面 ：底部周辺ナデ ②遠元烙

PL53 底 (8.0) 口縁部ナデ 内面．口縁部ナデ ③灰白色

89図 須恵器杯 カマド □ 12. 9 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部直綿的に開く ①粗砂粒砂多含 3/4 

13 床上 高 3. 7 ②迎元烙

PL53 13cm 底 6.8 ③灰白色

89図 須恵器杯 床上 ロー ロクロ右回転底部糸切り ①粗砂粒砂多含 1/2 

14 2 cm 高〈 3.8〉 外面：底部周辺ヘラナデ ②遥元焔

PL53 底 (6.8) ③灰白色

89図 須恵器杯 埋土 口(12.6) 器肉薄 ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒鉄分 l/4 

15 高く 4.1〉 口縁部外反気味 ・白色微粒含

PL53 底（ 7.0) 内外面：口縁部ナデ ②還元焙③灰色
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89図 須恵器呪 埋土 ロー 貼付高台外傾 ①細砂粒雲母・ 底部片

16 高〈1.6〉 内面：黒色処理放射状の磨き 白色鉱物②酸化焔

PL53 底 (6.8) ③橙色

89図 須恵器碗 埋土 口 一 ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒 底部片

17 高 〈2.0〉 貼付高台高く外傾 ②還元焔

PL53 底 (7.9) ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

89図 18 PL53 石匙 埋土 長 7.1 幅 40 厚1.0 重 43.6 黒色頁岩

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

89図 19 PL66 錠 床上 8cm 長 20.3 幅 0.8 厚 0.6 重 45.6

89図 20 PL66 刀子 埋土 長 6.3 幅1.1 厚 04 重 6.8

89図 21 PL66 鎌 床上 7cm 長 17.4 幅 3.0 厚 0.25重 65.9

89図 22 PL66 鉄製品 埋土 長1.9 幅 0.9 厚 0.9 重1.8

22号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

90図 須恵器碗 貯蔵穴 口 12.5 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒 白色鉱 4/5 

1 底面 高 5 1 口縁部直線的に開く 内外面：口縁部ナデ 物・小石多②酸化

PL53 2 cm 底 6.4 ③灰オ リープ色

90図 須恵器碗 床面 口 (12.0) ロクロ左回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒雲母 ・ 1/4 

2 -3 cm 裔〈 4.8〉 口縁部強く外反 内外面：口縁部ナデ 白色微粒②酸化烙

PL53 底 (7.2) ③にぶい黄橙色

90図 須恵器碗 貯蔵穴 口 11.9 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/3

3 底面直上 高 4.8 口縁部外反 内外面：口縁部ナデ墨書「寺」 9 白色微粒②酸化焔

PL53 底 6.4 ③灰白色

90図 須恵器羽釜 床面直上 口 20.0 胴上位最大径鍔上向き 口縁内傾 ①粗砂粒 小石・ 口縁部片4/5

4 高く14.3〉 白色微粒②還元焔

PL53 底一 ー •もろい③灰色

90図 須恵器羽釜 床面直上 口(16.8) 口唇部水平 ①粗砂粒 小石・ 口縁部片

5 高〈 5.0〉 透明鉱物②酸化烙

PL53 底一 ③灰黄色

90図 灰釉陶器皿 床面 口 (12.6) 大原 2号窯式期 ロクロ左回転高台断面は台形 ①緻密 1/2 

6 -2 cm 高 2.5 体部やわらかい丸味底部回転ナデ漬け掛け ②還元焔

PL53 底 6.3 ③灰白色

24号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法 の 特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

91図 須恵器杯 床面直上 ロ ー ロクロ右回転底部ヘラ切り 外面：底部周辺ナデ ①細砂粒 白色微 体部～底部片

1 高〈 2.7〉 粒含 ②還元焔

PL53 底 (7.3) ③灰色

9]図 須恵器婉 床上 ロ ー ロクロ左回転底部糸切り 貼付高台高い ①細砂粒鉄分 底部1/2

2 14cm 高〈 3.1〉 ②還元焙

PL53 底 (8.8) ③オリープ黄色

91図 須恵器甕 床上 ロ ー 外面：平行タタキ目 ①粗砂粒 小石含 胴部片

3 23cm 届 一 内面：当て具痕 ②酸化焔

PL53 底ー ③灰褐色

25号住居

番号
種類 出土 量目

成 ・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層 位 (cm) ③色調 備 考

93図 土師器杯 床上 口 12.8 平底外面：底部ヘラ削リ 体部指頭圧痕残後ナデ ①細 砂 粒 雲 母 ・ 口縁～底部

1 20cm 高 3.3 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL53 底（ 8.7) 内面：口縁部指頭圧痕残ヘラナデ後ナデ ③にぶい褐色

93図 土師器甕 カマド 口 (20.l) 口縁「コ」の字状に外反 外面：胴下半部縦位 ①細砂粒 白色微 口縁～胴部1/3

2 床面直上 高〈10.0〉 上半部斜横位ヘラ削り 口縁部指頭圧痕残粗いナデ 粒含 ②酸化焔

PL53 底ー 内面：口縁部ナデ胴上部ヘラナデ ③明赤褐色
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93図 土師器甕 カマド 口 (22.9) 口縁「コ」の字状に外反 外面 ：胴下半部縦位 ①細砂粒 白色微 口縁～胴部1/4

3 床面直上 高〈12.8〉 上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焙

PL53 底一 内面：口縁部ナデ胴中央部ヘラナデ ③にぶい橙色

93図 土師器甕 床面直上 口(19.8) 口縁「コ」の字状に短く外反 外面：胴下半斜縦位 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部］／3

4 高く21.7〉 胴上半部斜横位ヘラ削り 口部縁ナデ 白色微粒②酸化焙

PL54 底一 内面 ：口縁部ナデ頸～胴中央部ヘラナデ ③明赤褐色

93図 土師器甕 床面 口(18.9) 口縁「コ」の字状に外反 外面 ：胴下半部斜縦位 ①細砂粒雲母・ 口縁～胴部1/2

5 - 1 cm 高〈14.3〉 上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焙

PL54 底一 内面 ：口縁部ヘラナデ後ナデ ③橙色

93図 土師器甕 カマド 口 (20.8) 口縁「コ」の字状に外反 外面 ：胴上半横位ヘラ削り ①細砂粒雲母 ・ 口縁部1/5

6 床上 高〈 5.8〉 口縁部指頭圧痕残ヘラナデ後ナデ 白色微粒②酸化烙

PL54 22cm 底一 内面 ：口縁～胴上半部ヘラナデ後ナデ ③橙色

93図 土師器甕 埋土 口 (19.8) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部1/5

7 高〈 6.2〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化烙

PL54 底一 内面 ：口縁部ナデ 胴上半部ヘラナデ ③にぶい赤褐色

93図 須恵器蓋 埋土 」緬U』 ー ロクロ右回転摘輪状 ①細砂粒鉄分 天井部1/4

8 高〈 2.4〉 外面：天井部回転ヘラ削り ・白色微粒含

PL54 摘 (2.9) ②還元焔 ③灰色

94図 須恵器杯 カマド □ 15.0 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反 ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/2

9 床上 高 3.9 内面 ：口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

PL54 16cm 底 7.8 ③にぶい黄色

94図 須恵器杯 埋土 ロー 底部糸切り ①細砂粒 白色微 底部片

10 高一 外面 ：墨書「里」？ 粒含 ②還元焔

PL54 底一 ③灰白色

94図 須恵器杯 埋土 □(14.4) ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反気味 ①細砂粒 口縁～底部

11 高〈 3.6〉 内外面 ：口縁部ナデ ②還元焔

PL54 底 7.2 ③灰色

94図 須恵器塊 床上 口一 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台外傾気味 ①細砂粒 白色微 底部

12 18cm 高〈 2.5〉 粒含 ②還元烙

PL54 底 6.7 ③灰白色

94図 須恵器甕 埋土 ロー 平底胴部直線的に開く ①細砂粒 底部片

13 高く 9.4〉 外面：胴下半部回転ヘラ削り ②還元焔

PL54 底(16.2) ③灰白色

94図 須恵器甕 床上 ロー 胴中位最大径胴部球状 口縁部屈曲外反 ①細砂粒鉄分 口縁～胴部1/4

14 1 cm 高〈22.8〉 内外面：口縁部ナデ ②還元烙

PL54 底一 内面：青海波状当て具痕 ③灰色

94図 須恵器甕 床上 ロー ロクロ右回転 胴上部最大径 ①細砂粒 底部1/4

15 12cm 高〈13.3〉 外面：底部ヘラ削り 胴下位指頭痕残 ②還元焙

PL54 底(13.4) ③灰白色

94図 須恵器甕 床上 ロー ロクロ右回転 口縁屈曲外反 ①細砂粒鉄分 頸部

16 10cm 高〈 4.5〉 内外面：口縁部ナデ ②還元焔

PL54 底ー ③灰色

94図 須恵器 埋土 口 6. 7 ロクロ右回転糸切り 杯底部二次利用 磨滅激しい ①細砂粒白色微

17 紡錘車 厚 1.0 中央に穿孔 粒含 ②還元烙

PL54 孔 0.8 ③灰白色

挿図番号 I 図版番号 | 器種 | 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) | 備 考

94図 18 I PL66 I釘 I埋土 I長 3.7 幅 0.5 厚 0.4 重 2.1 | 

26号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

96図 土師器甕 カマド 口 (19.8) ロクロ右回転 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒透明鉱 口縁～胴部1/3

1 床面直上 高〈13.4〉 外面 ：胴下半部縦位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 物含 ②酸化焔

PL54 底ー ③灰白色

96図 土師器甕 カマド 口 (22.1) 口縁「コ」の字状に外反 外面 ：胴下半部斜縦位 ①細砂粒白色微 口縁～胴部213

2 床面直上 高〈22.7〉 上半部横位ヘラ削り 口縁下指頭圧痕残ナデ 粒含 ②酸化焔

PL54 底ー 内面：口縁下位ヘラナデ後ナデ ロ縁上位ナデ ③橙色

96図 土師器甕 カマド 口 19.0 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁～胴部4/5

3 床面直上 高〈21.5〉 外面：胴下半部縦位 上半部横位ヘラ削り 粒含 ②酸化焔

PL54 底一 内面 ：口縁一胴上半部ヘラナデ後ナデ ③にぶい赤褐色
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96図 土師器甕 床上 口(19.2) 口縁「コ」の字状に外反外面：胴下半部斜縦位 上 ①細砂粒 白色鉱 口縁～1個部3/5

4 14cm 高〈23.2〉 半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 物含 ②酸化焔

PL55 底一 内面：口縁下ヘラナデ後ナデ ③にぶい黄橙色

96図 土師器甕 カマド 口 18.8 胴上半部最大径 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母少 口縁～胴部1/3

5 床面直上 高〈17.7〉 外面：下斜縦ヘラ削り 上横ヘラ削り 口縁部ナデ • 白色鉱物 ②酸

PL55 底ー 内面 ：口縁ヘラナデ後ナデ 胴部ヘラナデ 化焔③にぶい橙色

96図 土師器喪 カマド 口(18.0) 口粒「コ」の字状に外反 外面：胴下半部縦位 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/4

6 床上 高〈17.8〉 上半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒②酸化焔

PL55 18cm 底一 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ③にぶい橙色

97図 土師器甕 カマド 口 (21.8) 口縁屈曲外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

7 床上 高〈 7.7〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焙

PL55 8 cm 底一 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ③にぶい赤褐色

97図 土師器甕 床上 口 (18.9) 口縁 「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁部片

8 17cm 高〈 8.3〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 粒含 ②酸化焔

PL55 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ 胴上半部ヘラナデ ③にぶい橙色

97図 土師器甕 床上 口(15.8) 口縁 「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁部片

9 6 cm 高〈 8.2〉 外面 ：胴部斜横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 粒含 ②酸化烙

PL55 底一 内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい橙色

97図 土師器甕 埋土 ロー 外面：縦位ヘラ削 り ①細砂粒雲母含 底部片

10 高〈 4.6〉 内面：ヘラナデ ②酸化焔

PL55 底 (3.6) ③にぶい橙色

97図 須恵器杯 床上 口 13.7 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部直線的に開く ①粗砂粒小石含 完形

II 15cm 高 3.6 内外面’ナデ ②遥元焔

PL55 底 6.8 ③灰白色

97図 須恵器杯 埋土 口 14.0 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反 ①細砂粒透明鉱 口縁～底部1/2

12 高 3.7 内外面．口縁部ナデ 物含 ②還元焔

PL55 底 (7.8) ③灰色

97図 須恵器杯 カマド 口 13.7 ロクロ右回転底部糸切り 口縁部直線的に開く ①細砂粒小石 ・ 口縁～底部2/3

13 床上 高 4.0 内外面：口縁部ナデ 白色微粒②還元焔

PL55 25cm 底 7.6 ③浅黄色

97図 須恵器坪 埋土 口 (14.O) ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反 ①細砂粒鉄分 口縁～底部1/4

14 高〈 4.6〉 内外面：口縁部ナデ ・白色微粒含

PL55 底 (6.8) ②還元焔③灰白色

97図 須恵器坪 埋土 口 (11.9) 口縁部外反 ①細砂粒鉄分 口縁部片

15 高〈 3.4〉 内外面：口縁部ナデ ②遠元焔

PL55 底ー 内面：墨書 ③灰白色

97図 須恵器碗 床上 口 15.7 ロクロ回転底部糸切り 的台欠損 ①細砂粒 小石含 口縁～底部1/3

16 19cm 高〈 5.4〉 外面：底部ヘラナデ ロ縁部ナデ ②遠元焔

PL55 底 (6.2) 内面：口縁部ナデ ③灰白色

97図 須恵器碗 床上 口 15.l ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒小石含 完形

17 20cm 高 4.8 内面：口縁部ナデ ②還元焔

PL55 底 7.2 ③灰色

97図 須恵器婉 床上 口 (15.3) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 口縁部外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/3

18 35cm 高 4.6 内外面：口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔 壁からの崩落？

PL55 底 (7.4) ③橙色

97図 須恵器碗 カマド 口 (14.5) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 口縁部外反 ①細砂粒白色鉱 口縁～底部213

19 床上 高 5.2 内外面 ：ナデ 物含 ②酸化焙

PL55 14cm 底 6.5 ③にぶい黄橙色

97図 須恵器碗 カマド 口 (14.4) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 口縁部直線的 ①細砂粒小石含 口縁～底部2/3

20 床上 高 4.5 内外面：口縁部ナデ ②遠元焔

PL55 19cm 底 7.8 ③灰白色

97図 須恵器碗 床上 口 (14.4) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 口縁部外反気味 ①細砂粒鉄分 口縁～底部1/4

21 15cm 高〈 5.7〉 内外面：口縁部ナデ ②遠元焔

PL55 底 7. 7 ③灰黄色

98図 須恵器廃 カマド 口 (13.8) ロクロ回転底部糸切り 貼付高台 口縁部外反気味 ①細砂粒 口縁～底部1/4

22 床上 高〈 5.2〉 内外面 ：口縁部ナデ ②還元焔

PL55 16cm 底 (6.5) ③灰赤色

98図 須恵器皿 カマド 口 13.4 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 口縁部外反 ①細砂粒鉄分 口縁～底部213

23 床面直上 高 3.3 内面 ：口縁部ナデ ・白色微粒含

PL56 底 6.8 ②遼元焔③灰白色
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遺物観察表

98図 須恵器甕 床上 ロ ー 貼付高台 高台接地面に円柱状の圧痕有り ①細砂粒 底部

24 28cm 高〈 3.5〉 外面：胴部横ヘラ削り ②遥元焔

PL56 底 14.5 ③灰色

98図 須恵器甕 埋土 ロ ー ロクロ右回転 口縁部屈曲直立気味に立ち上がる ①細砂粒 肩部片

25 高〈 3.0〉 外面：平行タタキ目 ②還元焔

PL56 底ー ③灰色

98図 須恵器甕 埋土 口(14.4) 口縁部屈曲直立気味に立ち上がる 凸線めぐる ①細砂粒 口緑部片

26 高〈 2.5〉 内外面：口縁部ナデ ②還元焔

PL56 底一 ③赤灰色

98図 須恵器羽釜 床面直上 口 (17.5) ロクロ右回転匝手鍔小さい ①細 砂 粒 鉄 分 口縁部片

27 高〈 5.7〉 ②迎元焔

PL56 底一 ③赤灰色

98図 灰釉陶器碗 床上 □ 18.8 ロクロ右回転 尚台断面は三日月形体部丸味をもつ ①緻密 口縁～底部2/3

28 14cm 高 6.5 口縁外反 外面：底部回転ヘラナデ体部ヘラ削り ②還元焔

PL56 底 8.9 内面：ナデ施釉方法刷毛塗り 釉調透明な緑灰 ③灰白色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

98図 30 PL56 サイドスクレイパー 埋土 長 6.5 幅 3.6 厚1.3 重 34.l 細粒輝石安山岩

98図 31 PL56 敲石 床上24cm 長 13.2 幅 52 厚 5.5 重 600.0 粗粒輝石安山岩

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

98図 32 PL67 スラグ 埋土 長 2.7 幅 2.3 厚 1.0 重 8 4 

98図 33 PL67 鋤先 埋土 長 19.2 幅 23 厚1.6 童 104.0

98図 34 PL66 鎌 埋土 長 11.l 幅 3.0 厚 0.3 重 33.4

98図 35 PL67 釘 埋土 長 7.3 幅 0.8 厚 0.4 重 6.3 

28号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層 位 (cm) ③色調 備 考

99図 土師器 埋土 口 (9.8) 口縁 「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁部片

1 小型甕 高〈 4.2〉 外而：胴部斜横位ヘラ削り 頸部ヘラナデ 粒含 ②遠元烙

PL56 底一 口縁部ナデ 内面：口縁部ナデ ③明赤褐色

99図 須恵器蓋 埋土 S渾•山 一 ロクロ回転 天井部水平 ①細砂粒鉄分 1/3 

2 高〈 l8〉 外面：天井部ヘラ削り ②迎元焔

PL56 摘一 ③灰色

100図 須恵器杯 埋土 ロ ー ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒鉄分 底部1/2

3 高〈 l8〉 ・白色微粒含

PL56 底 6.6 ②遥元焙③灰色

100図 須恵器坪？ 埋土 口 一 内面：底部墨書「山」？ ①細砂粒 破片

4 厚 0.9 ②還元烙

PL56 底 ー ③灰白色

100図 須恵器杯？ 埋土 口一 内面：底部墨書 諷砂粒 破片

5 厚 0. 7 ②遠元焔

PL56 底一 ③灰白色

100因 須恵器杯 埋土 口 一 内面．口縁墨書 ①細砂粒 破片

6 高く 2.0〉 ②還元焔

PL56 底一 ③灰色

100図 須恵器碗 床上 ロー ロクロ右回転底部糸切り 両台剥離 ①細砂粒 底部1/2

7 18cm 高〈 0.8〉 ②還元焔

PL56 底 (6.6) ③灰白色

100図 須恵器碗 床上 ロー ロクロ右回転糸切り 高台高く外傾 体部やや丸味を ①細砂粒白色鉱 底部l/2

8 9 cm 高〈 2.3〉 もっ 物含 ②還元妃

PL56 底 (8.1) ③灰白色

100図 須恵器婉 床上 ロ ー ロクロ右回転底部糸切り 高台高く外傾 ①細砂粒鉄分 底部l/2， 24cm 高〈 2.8〉 ②還元焔

PL56 底 (7.5) ③灰色

100図 須恵器 埋土 口 一 ロクロ右回転貼付高台高台厚く低い体部直立気 ①細砂粒鉄分 底部1/4

10 長頸壷 高〈 3.6〉 味に立ち上がる 外面：体部ヘラ削り ②還元烙

PL56 底（ 83) ③灰白色
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30号住居

番号
種 類 出土

器 種 層位

102図 土師器 貯蔵穴

1 台付甕 底面

PL57 19cm 

l02図 土師器甕 埋土

2 

PL56 

102図 土師器甕 埋土

3 

PL56 

102図 土師器甕 埋土

4 

PL56 

102図 土師器甕 埋土

5 

PL56 

102図 土師器甕 カマド

6 床上

PL57 12cm 

103図 土師器甕 カマド

7 床上

PL57 17cm 

103図 須恵器椀 貯蔵穴

8 底面

PL57 24cm 

103図 須恵器碗 埋土， 
PL57 

103図 須恵器碗 埋土

10 

PL57 

103図 須恵器婉 床上

11 16cm 

PL57 

103図 須恵器皿 埋土

12 

PL57 

103図 須恵器皿 埋土

13 

PL57 

103図 須恵器甕 カマド

14 床上

PL57 8 cm 

103図 須恵器甕 床上

15 20cm 

挿図番号 図版番号

103図 17 PL57 

挿図番号 図版番号

103図 18 PL66 

103図 19 PL66 

31号住居

番号
種類 出土

器 種 層位

04図 須恵器杯 埋土

PL57 I | 
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量目

(cm) 

ロー

高〈 3.7〉

底 8.3 

口(160) 

高〈 2.9〉

底一

口(19.8)

高〈 6.7〉

底ー

口 (241) 

高〈 5.8〉

底ー

口(197) 

高〈 4.5〉

底ー

口 (19.8)

高〈26.0〉

底 一

ロー

高〈19.9〉

底ー

口 (15.8)

高 5.8 

底 (7.9)

口(16.4)

高 5.0 

底 (9.0)

口 (15.4)

高〈 5.9〉

底 (6.5)

ロー

高〈 3.2〉

底 (7.7) 

口 (13.5) 

高〈 2.7〉

底 (6.8)

口(11.5) 

高〈l.9〉

底―― 一

口 (392) 

高〈10.2〉

底ー

ロー

高一

底ー

器種

石鏃

器種

築子

釘

量目

(cm) 

口(14.0)

高〈 2.4〉

I底一

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

台部樹曲して外反 ①細砂粒雲母・ 脚部

外面：ヘラナデ後ナデ胴部との接合部指押さえ 白色微粒含

内面：ヘラナデ後ナデ ②酸化焔③橙色

口縁部屈曲外反 ①粗砂粒 口縁部片

外面：胴上半部刷毛目？ ②酸化焔

③にぶい橙色

口縁「コ」の字状に外反 凹線めぐる ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

内面：口縁部ヘラナデ後ナデ ③にぶい橙色

口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒 白色微 口縁部片

外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

内面：口縁部ナデ ③橙色

口縁「コ」の字状に外反 凹線めぐる ①細砂粒 白色微 口縁部片

外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

内面：胴上位ヘラナデ ロ縁部ナデ ③にぶい橙色

胴上最大径 口縁ー且直立し上位外反 ①細砂粒雲母 ・ 口～胴下半2/3

外面：胴下縦、上横ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酪化焔

内面：口縁部ナデ ③にぶい橙色

胴上位最大径 口縁部直立 ①細砂粒雲母含 頸～胴部1/4

外面：胴下半部縦位ヘラ削り 胴上半部横位ヘラ削り ②酸化焔

口縁部ナデ 内面 ：口縁部ナデ ③にぶい橙色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒 白色微 213 

口縁部外反気味 粒含 ②遠元焔

内面：口縁部ナデ ③灰白色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒 1/4 

内面：口縁部ナデ ②還元焔

③灰色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒 白色微 1/3 

口縁部外反 粒含 ②酸化烙．

内外面．口縁部ナデ外面：墨書「西」 もろい③橙色

器肉厚 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒鉄分 底部片

②還元焔

③灰白色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒鉄分 1/6 

口縁部外反 ②還元焔

内面：口縁部ナデ ③灰色

器肉厚 ロクロ右回転 口縁部外反 ①細砂粒 白色微 破片

内外面：口縁部ナデ 粒含 ②還元焙

③灰白色

口縁外反 口唇部上下につまみ出して一条凸帯 ①細砂粒鉄分 口縁部片

外面：二段波状文 ②遥元烙

内面：ヘラナデ ③灰色

外面 ：平行タタキ目 ①細砂粒鉄分 胴部片

内面 ．同心円状あて具痕 ②還元焔

③灰色

出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

埋土 長 2.0 幅1.8 厚 0.5 重 1.7 黒曜石

出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

埋土 長 85 幅l.7 厚 0.6 重 6.5

埋土 長 7.3 幅 0.7 厚 0.5 重 5.8

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

ロクロ回転 口縁部外反 ①細砂粒 I口縁部片

②還元焔

③灰白色



遺物観察表

104図 須恵器杯 埋土 ロ ー ロクロ回転底部ヘラ切り ①細砂粒 底部片

2 高〈 2.4〉 ②遠元焔

PL57 底ー ③灰黄色

104図 須恵器甕 床面 口 一 器肉厚体部直線的に開く ①細砂粒白色鉱 底部片

3 -9 cm 高〈 5.5〉 外面：胴下半部ヘラ削 り 物含 ②遥元焔

PL57 底(17.0) 内面：胴下半部同心円状の当て見痕 ③赤灰色

104図 須恵器甕 床上 口 一 ①粗砂粒小石 ・ 口縁部片

4 3 cm 嵩〈 77〉 白色鉱物②還元烙

PL57 底ー ③青1火色

32号住居

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

106図 土師器坪 床上 口 (11.6) 器肉厚底径小さい 口縁部直線的に開く ①粗砂粒雲母含 口縁～底部1/2

1 19cm 高〈 3.6〉 外面：底～体部ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL57 底 (4.3) 内面：ナデ ③褐色

106図 土師器杯 床上 口(12.0) 口縁部外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/4

2 25cm 高〈 3.2〉 外面：底一体部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL57 底 (6.2) 内面 ：ナデ ③にぶい橙色

106図 土師器杯 床上 口(10.8) 器肉厚雑口縁部直線的に開く ①粗砂 粒 雲 母 含 口縁～底部1/5

3 13cm 高〈 2.8〉 内外面：口縁部ナデ ②酸化焔

PL57 底 (5.9) ③赤褐色

106図 土師器 埋土 口 一 器肉厚台部外反 ①粗砂粒雲母含 脚部2/3

4 台付甕 高〈 2.1〉 内外面：ナデ ②酸化焔

PL57 底（ 72) ③赤褐色

106図 土師器 第 2土坑 ロ ー 台部外反 ①細砂粒雲母 ・ 脚部1/3

5 台付甕 底面 高〈 3.6〉 内外面：ナデ 白色微粒②酸化焔

PL57 67cm 底(10.5) ③橙色

106図 土師器 第2土坑 口一 器肉厚 台部外反 ①粗砂粒雲母含 脚部

6 台付甕 底面 高 〈2.9〉 内外面：ナデ ②酸化焔

PL57 74cm 底 8.3 ③明赤褐色

106図 土師器 床面 口 (10.1) 器肉原 口縁 「コ」の字状に外反 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁ー底部2/3

7 小型甕 14cm 高〈］0.6〉 外面：胴下半部縦位、上半部横位ヘラ削り 白色微粒含

PL58 底ー 口縁部ヘラナデ後ナデ 内面’口縁部ヘラナデ後ナデ ②酸化焔③赤褐色

106図 土師器 埋土 口 (9.9) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁ー胴部1/4

8 小型甕 高〈 4.3〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL58 底ー 内面：口唇部ナデ ③明赤褐色

106図 土師器甕 埋士 口(17.8) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒霙母 ・ 口縁～胴部1/3

9 高〈 8.3〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒含

PL58 底ー 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ②酸化烙③赤褐色

106図 土師器甕 第2土坑 口(19.0) 器肉厚 口縁屈曲し外反 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/4

lO 底面 高〈 7.5〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含

PL58 67cm 底一 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ②酸化焔③赤褐色

106図 土師器甕 P4 口(18.8) 器肉厚 口縁「コ」の字状に外反 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁～胴部1/5

11 底面 高〈 67〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焙

PL58 36cm 底一 内面：口縁部ナデ胴上半部ヘラナデ ③明赤褐色

106図 須恵器杯 埋土 口 (12.7) ロクロ右回転底部糸切り 口縁部直線的に開く ①細砂粒 白色微 口縁～底部片

12 高〈 3.7〉 内外面：ナデ 粒含 ②還元烙

PL58 底（ 53) ③灰白色

106図 須恵器碗 埋土 口(12.0) ロクロ回転 口縁部外反気味 ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/3

13 高く 3.5〉 内外面：口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

PL58 底ー 内面：黒色処理 ③にぶい橙色

106図 須恵器碗 埋土 ロ ー 器肉厚貼付高台 尚台高く外傾 ①粗砂粒雲母・ 高台部1/2

14 高〈1.9〉 内外面：ヘラナデ後ナデ 白色微粒②酸化焔

PL58 底 (7.5) ③暗赤褐色

106図 須恵器婉 床上 口 (14.2) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台雑 口縁部外反 ①粗 砂 粒 雲 母 口縁～底部1/2

15 4 cm 高 4.6 内外面：口縁部ナデ ②還元焔軟

PL58 底 6.8 内面：体部墨書「丁」 ③灰黄色

106図 須恵器婉 床上 口(13.7) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台雑 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁～底部1/2

16 6 cm 高 5 3 口縁部外反 白色鉱物含②還元

PL58 底 6.5 内外面：口縁部ナデ 焔・軟 ③灰色
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106図 須恵器塊 床面直上 口 14.8 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒雲母 ・ 口縁～底部3/4

17 高 4.7 口縁部外反 内外面 ：口縁部ナデ 白色微粒②遠元焔

PL58 底 6.4 ③灰白色

106図 須恵器境 埋土 ロ ー ロクロ回転底部糸切り 貼付高台細く高い ①細砂粒鉄分 口縁～底部314

18 高〈 4.4〉 白色微粒②迎元焔

PL58 底 6.4 ③灰色

l06図 須恵器耳皿 4土坑 口 89X4.6 ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒鉄分 完形

19 llcm 高 3.0 無色鉱物含

PL58 底 5.4 ②遼元焔③灰色

107図 須恵器売 床上 ロー 外面 ：底部～体部ヘラ削り ①細砂粒 白色微 底部1/5

20 2 cm 高〈 6l〉 粒含 ②還元焔

PL58 底 (122) ③灰オリープ色

107図 須恵器羽釜 床上 口 (20.2) 胴部上位最大径 鍔上向き ①粗砂粒 白色微 口縁部片

21 34cm 高〈 6.4〉 粒含 ②還元焙

PL58 底ー ③黄褐色

107図 須恵器 床J:. ロー 器肉厚 ロクロ右回転貼付高台 ①細砂粒 底部1/5

22 長頸壷 29cm 高〈 5.2〉 内外面 ：高台貼付時ヘラナデ ②還元焔

PL58 底 (8.3) ③灰白色

107図 灰釉陶器 床上 端一 ロクロ回転外面のみ施釉釉調淡緑灰 ①細砂粒 天井部片

23 短頸壷蓋 25cm 高〈 2.0〉 ②還元焔

PL58 摘 (2.1) ③灰白色

107図 灰釉陶器碗 床上 口(15.0) ロクロ回転 高台断面は三日月形体部やや丸味をも ①細砂粒 口縁～底部1/3

24 25cm 高 4.6 って開く 口縁一旦くびれ外反 外面：底部回転ヘラ ②遠元焙

PL58 底 (6.0) ナデ体部回転ヘラ削り 内面のみ釉釉調透明な ③灰白色

緑灰刷毛塗り

107図 灰釉陶器碗 床上 口(14.0) ロクロ回転 高台断面は三日月形体部ゆるやかな丸 ①緻密 口縁～底部1/4

25 7 cm 高 4.6 味口縁外反外面：底部回転ヘラナデ体部回転ヘラ ②遥元焔

PL58 底 (7.0) 削り 施釉方法漬け掛け釉調淡緑灰 ③灰白色

107図 灰釉陶器碗 床上 口 13.0 ロクロ回転 高台断面は三日月形体部ややふくらむ ①細砂粒 口縁～底部］／2

26 18cm 高 2.6 口縁外反 外面：底部回転ヘラナデ体部回転ヘラ削 ②還元焔

PL58 底 6.0 り 口縁部回転ヘラナデ釉調淡緑灰 ③灰白色

107図 灰釉陶器 床上 口 一 ロクロ右回転糸切り 施釉方法刷毛塗り 釉調淡 ①緻密 1/3 

27 耳皿 20cm 高〈 3.0〉 緑灰 ②還元焔

PL58 底 (6.0) ③淡緑灰色

107図 灰釉陶器壷 床上 口 一 ロクロ左回転 尚台断面は台形 ①緻密 底部l/4

28 4 cm 高〈 59〉 外面 ：底部回転ヘラナデ体部回転ヘラ削り ②遠元焔

PL59 底 (10.5) 釉調不透明な灰白 ③灰白色

107図 灰釉陶器壷 埋土 ロ ー ロクロ回転釉調淡緑灰 ①細砂粒 胴部片

29 高〈 8.5〉 外面 ：体部ヘラ肖ljり ②還元焔

PL59 底一 ③にぶい黄橙色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

108因 31 PL59 使用痕剥片 床上17cm 長 4.2 幅 23 原 l.2 重 9 5 黒曜石

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

107図 32 PL67 焼印 床上 Icm 長 4.7 幅 42 厚 4.5 重 90l 

108図 33 PL67 スラグ 床上25cm 長 8.2 幅 6.0 厚 3.3 重 147.8

108図 34 PL67 鋤先 床面―12cm 長 114 幅 9.7 厚 l.4 重 82.2

108図 35 PL67 釘？ 埋土 長 56 幅 0.6 厚 06 重 8.6 

33号住居

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

109図 土師器杯 埋土 口(12.9) 口縁部外反 ①細砂粒 白色鉱 口縁部片

］ 高〈 2.3〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 物含 ②酸化焔

PL59 底ー 内面 ：ナデ ③橙色

109図 土師器杯 埋土 口 12.6 器肉厚 口縁部外反 ①細砂粒雲母多 2/3 

2 高 3.9 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL59 底 ー 内面：底部ヘラナデ ③明赤褐色

109図 土師器甍 埋土 口 (20.l) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

3 高〈 5.1〉 外面：胴上半部横位ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL59 底 一 内面 ：口縁部ナデ ③明赤褐色
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109図 須恵器杯 埋土 口(14.9) 

4 高〈 2.6〉

PL59 底(12.0)

109図 須恵器皿 埋t 口(14.8) 

5 高〈 3.6〉

PL59 底 (8.5)

109図 須恵器甕 埋ナ ロー

6 高〈 5.3〉

PL59 底ー

109図 須恵器 埋土 ロー

7 長頸壷 高〈 37〉

PL59 底一

109図 緑釉陶器皿 埋土 ロー

8 高一

PL59 底’→ 一

1号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

ll0図 土師器坪 I 7号ビJ卜 口(14.1)

埋土 高〈 2.0〉

PL59 I | 底ー

2号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

112図 須恵器杯 3号ピソト 口 (11.4) 

I 底面 高 3.4 

PL59 15cm 底（ 59) 

ll2図 須恵器杯 4号ビノト 口 12.4 

2 埋土 高 3. 7 

PL59 底 8.4 

112図 須恵器杯 5号ビノト 口 一

3 埋士 高〈 l2〉

PL59 底 (8.0)

112図 須恵器杯 8号ビソト 口 一

4 60cm 高〈 l.9〉

PL59 底 8.0 

112図 須恵器甕 8号ピノト ロー

5 60cm 高〈 4.9〉

PL59 底ー

4号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

114図 須恵器坪 |2号ピノト 口 (12.9) 

40cm 高 3.6 

PL59 I I 底 (7.4)

6号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

116図 須恵器甕 埋土 ロー

1 高〈 6.8〉

PL59 底一

116区l 須恵器杯 1号ピソト 口(124) 

2 埋土 高 4.1 

PL59 底 (6.8)

ロクロ左回転 口縁部直線的に開く

外面 ：底部回転ヘラ削り 口縁部ナテ

内面：口縁部ナデ

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台

口縁部外反気味

内外面 ．口縁部ナデ

胴に丸味をもつ

ロクロ回転屑刺突文

ロクロ成形回転方向不明貼付高台内面 ：ヘラ磨

き 内面底部に三又トチン痕が残る 釉調濃緑色

東海猿投窯産 9 C後半

成・ 整 形 技 法 の 特 徴

丸底 口縁部内世

外面 ’底部ヘラ削り 口縁部ナデ

成・ 整 形 技 法 の 特 徴

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反気味

内面 ：口縁部ナデ

ロクロ回転 口縁部外反気味

外面 ：底部回転ヘラナデ磨耗激しい

口縁部ヘラナデ

ロクロ回転底部糸切り

ロクロ右回転底部糸切り

ロクロ回転府張る

成・ 整 形 技 法 の 特 徴

ロクロ回転底部ヘラ切り後ナデ

内面 ：口縁部ナデ

成 ・整形技法の特徴

胴丸味をもっ 口縁部屈曲して直立する

外面：胴上ヘラナデ

ロクロ右回転底部糸切り

外面 ：体部ロクロ痕頻著

内外面 ：口縁部横ナデ

遺物観察表

①細砂粒 口縁部片

②還元焔

③灰白色

①細砂粒 1/4 

②遥元焔

③にぶい黄褐色

①細砂粒鉄分 胴部片

・白色微粒含

②遠元焔③灰色

①細砂粒 肩部片

②遥元焔

③黒褐色

①細砂粒 底部片

②還元焔

③オリーブ灰色

閾：； ②焼成 1 ：存状：

①細砂粒雲母含口縁部片

②酸化焔

③にぶい橙色

①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

①細砂粒鉄分多 口縁～底部

白色微粒②遠元焔

③灰白色

①細砂粒 白色微 口縁～底部1/4

粒含 ②遥元焔

③灰色

①細砂粒 白色微 底部片

粒含 ②還元焔

③灰白色

①細砂粒 白色微 底部片

粒含 ②遥元焔

③灰白色

①細砂粒 白色微 破片

粒含 ②遠元焔

③灰色

①胎土 ②焼成 残存状態

ょ;;立 I口： 艤剖:15

②還元焔

③灰白色

①胎土 ②焼成

③色調

①細砂粒 白色微

粒含 ②逗元焔

③灰色

①細砂粒鉄分多

②還元焔

③灰色

残存状態

備 考

頸部片？

口縁～底部1/6
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116図 土師器坪 2号ビット □(13.0) 丸底 口縁部内冑 ①細砂粒白鉱 ・ 口縁部片

3 埋土 高〈 2.0〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 雲母含 ②酸化焔

PL59 底 一 ③にぶい褐色

116図 須恵器蓋 2号ピyト 端 (15.9) 端部轡曲 端部垂直に折れる ①細砂粒鉄分多 端部片

4 埋土 高〈l.3〉 ②還元焔

PL59 摘ー ③灰色

ll6図 土師器坪 3号ピソト 口(120) 平底気味 口縁部内轡 ①細砂粒 雲母 ・ 口縁部片

5 埋土 高〈 2.0〉 外面：底部ヘラケズリ ロ縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL59 底一 ③橙色

116図 土師器杯 3号ピソト 口(13.0) 平底 口縁部やや丸味をもって立ち上がる ①細砂粒白鉱多 口縁部片

6 埋土 高く 3.2〉 外面：底部～体部ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL59 底一 ③橙色

116屈 須恵器杯 3号ピソト 口(10.8) ロクロ回転 口縁部やや丸味をおびる ①細砂粒鉄分含 口縁～底部1/6

7 埋土 高 3.6 内外面：口縁部ナデ ②還元烙

PL59 底 6.8 ③灰色

116図 須恵器碗 3号ピット ロー 器肉厚 ロクロ右回転底部へら切り 高台外傾 ①細砂粒 白色微 底部1/4

8 埋土 高 〈3.3〉 体部やや丸味をもっ 粒含 ②還元焔

PL59 底（13.0) 外面：体部下位ヘラナデ ③灰色

7号掘立柱建物

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

118図 土師器杯 確認面 口 (11.9) 雑 ①粗砂粒小石・ 口～底部2/3

1 直上 高 3.4 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 雲母多含②酸化焔

PL59 底 (6.2) 内面：口縁部ナデ ③明赤褐色

118図 須恵器杯 確認面 口 (111) ロクロ回転底部ヘラ切り ①細砂粒鉄分 口～底部l/4

2 直上 高 4.0 口縁部直線的に開く ②還元烙

PL60 底 (8.0) 内外面：口縁部ナデ外面自然釉 ③灰色

118図 須恵器碗 確認面 ロ ー 器肉厚 ロクロ右回転底部糸切り ①粗砂粒裳母 底～胴部片

3 直上 高 〈3.5〉 貼付高台外傾 ②酸化焙

PL60 底 6.0 ③灰白色

118図 須恵器甕 確認面 口 一 原く重い ロクロ右回転底部回転ヘラ切り後ヘラ削り ①細砂粒小石 ・ 底～胴部

4 直上 高く 4.6〉 貼付高台台形 体部直線的に立ち上がる 白色微粒 ②酸化

PL60 底 7. 7 硬 ③にぶい黄色

118図 土師器杯 1号ピソト 口 (13.0) 平底 口縁部やや丸味をもって開く ①細砂粒 白色微 口縁部片

5 17cm 高〈 3.1〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

PL60 底-L→ 一 内面’ヘラナデ ③橙色

118図 須恵器杯 1号ピット ロー 器肉庫 ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒 底部完形

6 70cm 高〈 2.0〉 ②還元烙

PL60 底 7.0 ③淡黄色

118図 土師器杯 2号ピット 口 一 丸底 体部と口縁を画す稜線 口縁部外反 ①細砂粒 破片

7 埋土 高〈 6.4〉 外面：底部一体部ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔硬い

PL60 底ー ③橙色

118図 土師器杯 2号ピノト 口(12.2) 平底 口縁部やや丸味 ①細砂粒白色鉱 口縁部片

8 埋土 高 〈2.8〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 物多 ②酸化焔

PL60 底 (9.0) 内面 ：口縁部ナデ ③橙色

118図 土師器碗 2号ピノト 口 13.0 器肉厚ロクロ右回転高台尚く外反体部やや膨らむ ①粗砂粒雲母多 ほぽ完形， 64cm 高 5.7 外面 ：体部ヘラ削り 口縁部ナデ ②酸化焔

PL60 底 6.4 ③橙色

119図 須恵器蓋 2号ピソト 端 (16.7) ロクロ右回転端部轡曲 口唇部垂直に折る ①細砂粒 口縁部片

10 埋土 高〈 2.6〉 外面：天井回転ヘラ削り ②還元焔

PL60 摘 一 ③灰白色

119図 須恵器杯 2号ピット 口 (13.8) ロクロ右回転 体部～口縁部直線的に開く ①細砂粒 口縁部片

11 埋土 高〈 3.0〉 内外面 ：口縁部ナデ ②還元焔

PL60 底 (9.0) ③灰白色

119図 土師器杯 6号ピソト □(12.0) 体部と口縁部を画す稜線 ①細砂粒 白色微 口縁部片

12 埋土 高 〈3.2〉 外面：口縁部ヘラナデ後ナデ 粒含 ②酸化焔

PL60 底 一 ③橙色

119図 土師器杯 6号ピット 口 (112) 丸底 体部底から稜線をもって内彎 口縁内轡気味 ①細砂粒雲母多 口縁～底部1/3

13 埋土 高〈 3.0〉 外面：底部～体部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含

PL60 底 ー ②酸化焔 ③橙色
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119図 土師器杯 6号ピット 口 (12.0) 丸底 口縁部丸味をもっ ①細砂粒雲母・ 口縁～底部1/5

14 埋土 高〈 2.9〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL60 底ー ③にぶい赤褐色

119図 須恵器杯 6号ピソト 口(12.7) ロクロ右回転糸切り ①細砂粒鉄白 口縁～底部1/2

15 38cm 高 3.8 口縁部やや膨らみを持って開く 鉱多い ②還元焔

PL60 底 (6.8) ③灰白色

119図 須恵器碗 7号ビノト 口(16.0) ロクロ右回転 口縁部直線的に開く ①粗砂粒小石含 口縁部片

16 埋土 高〈 54〉 ②還元焔

PL60 底一 ③灰白色

119図 須恵器廃 7号ピソト 口(14.0) ロクロ右回転 口縁部外反 ①粗砂粒小石含 口縁部片

17 埋土 高〈 3.0〉 内外面：口縁部ナデ ②還元烙

PL60 底一 ③灰色

119図 須恵器杯 12号ピソト ロー ロクロ回転 底部ヘラ切り後周辺手持ちヘラ削り ①粗砂粒小石 底部片

18 埋土 古向 ―- 肩部刺突文 ②還元焔

PL60 底 (10.0) ③灰色

119図 須恵器 13号ピット ロー ロクロ回転 体部回転ヘラケズリ ①細砂粒鉄分 肩部片

19 長頸壷 埋土 高〈 2.3〉 多含 ②還元焔

PL60 底ー ③褐灰色

119図 須恵器碗 13号ピノト 口 (12.2) ロクロ回転 口縁部直線的 ①細砂粒 口縁部片

20 埋土 高く 4.2〉 外面：自然釉 ②還元烙

PL60 底ー 内面：口縁部ナデ ③灰色

119因 須恵器杯 13号ピット 口(11.8) ロクロ回転底部糸切り後手持ちヘラナデ ①細砂粒 白色微 口縁一底部1/6

21 埋土 高 3.5 内外面：口縁部ナデ 粒含 ②還元焔

PL60 底 (7.0) ③灰色

119図 須恵器杯 13号ピノト 口(12.4) ロクロ右回転 底部回転ヘラ切り周辺ナデ ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/6

22 埋土 高〈 34〉 外面：体部下位ヘラ削り 口縁部ナデ 粒含 ②還元焔

PL60 底 (97) 内面：口縁部ナデ ③灰白色

119図 須恵器杯 13号ピノト 口(13.2) ロクロ回転 底部糸切り後周辺手持ちヘラケズリ ①細砂粒 口縁～底部1/6

23 埋土 高く 3.4〉 体部やや丸味 口縁部直線的 ②還元焔

PL60 底 (8.0) 内外面：口縁部ナデ ③灰色

挿図番号 I 図版番号 | 器種 I 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) I 石 材

119図 24 I PL60 Iスクレイパー I床上30~40cm? I長 7.0 幅 8.5 厚 l. 5 重 96.4 I黒色頁岩

8号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

成 ・整形 技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

121図 土師器杯 2号ピソト 口 (12.1) 平底 口縁部直線的に開く ①雲母多 白色微 口縁～底部1/6

1 埋土 高〈 2.5〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 粒 ②酸化烙

PL60 底 (9.0) 内面：口縁部ナデ ③橙色

121図 須恵器 3号ピソト ロ ー 下位二条沈線 ①細砂粒 頸部 9

2 長頸壷 埋土 高〈 77〉 ②還元焙

PL60 底ー ③灰色

121図 須恵器碗 4号ピット 口一 ロクロ回転貼付高台 ①細砂粒 白色微 底部片

3 埋土 高 〈2.2〉 粒含 ②還元焔

PL60 底 (9.0) ③灰色

121図 須恵器蓋 5号ピソト 端 (17.4) ロクロ右回転摘輪状端部外傾気味に折れる ① 細 砂 粒 白色微 破片

4 埋土 高 〈3.7〉 外面：天井部1/3まで回転ヘラ削 り 粒含 ②還元焔

PL60 摘 (4.2) ③灰色

121図 須恵器杯 5号ピソト ロー ロクロ右回転底部糸切り 厚い ①細砂粒小石・ 底部片

5 埋土 高 〈1.2〉 白色微粒②逗元焔

PL60 底 (7.0) ③灰白色

121図 土師器坪 7号ピット 口 (13.0) 外面：体部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

6 埋土 高〈 2.0〉 内面 ：口縁部ヘラナデ 白色微粒②酸化焙

PL60 底ー ③明赤褐色

121図 土師器杯 9号ピット 口(12.0) 口縁部内彎気味 ①細砂粒雲母・ 口縁部片

7 埋土 高 〈3.4〉 外面：底部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒②酸化烙

PL60 底ー ③明赤褐色

121図 須恵器杯 9号ピット 口(14.0) ロクロ回転 口縁部直線的に開く ①細砂粒鉄分多 口縁部片

8 埋土 高〈 2.6〉 ロクロ痕顕著に残す ②酸化焔

PL60 底ー ③灰色
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第VI章遺物観察表

121図 須恵器杯 9号1::'.0 ノト ロ ー Iロクロ右回転底部糸切り 薄い体部直線的に開く ①細砂粒小石 • I胴一底部片

白色微粒②遠元焔9 埋土 高〈 3.5〉

PL60 底 (8.0) ③灰白色

9号掘立柱建物

番号
種類 出土 量目

成・整 形技 法 の 特 徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層 位 (cm) ③色調 備 考

123図 土師器杯 確認面 ロー 平底大型 ①細砂粒雲母・ 底部片

1 -8 cm 高く 2.7〉 外面：底部～体部ヘラ削り 白色鉱物②酸化焙

PL60 底 11.3 ③橙色

123図 土師器杯 8号ビノト 口（11.0) 体部と口縁を画す稜線をもつ 口縁部内彎 ①細砂粒 白色微 口縁部片

2 埋土 高〈 3.3〉 外面：底部ヘラケズリ ロ縁下位ヘラナデ上位ナデ 粒含 ②酸化焙

PL60 底ー 内面：口縁ナデ ③橙色

123図 須恵器碗 8号ピノト 口(15.0) ロクロ回転 体部膨らみをもつ 口縁部外反気味 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

3 埋土 高く 57〉 内面 ：体部縦位ヘラ磨き 口縁部横位ヘラ磨き 白色微粒②酸化焔 土師質？

PL60 底一 ③橙色

123図 土師器杯 8号ピノト 口(14.O) 口縁部内轡 一条沈線めぐる ①雲母多 口縁部片

4 埋土 高〈 36〉 外面：体部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ ②酸化焔脆い

PL61 底一 内面：口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

123図 須恵器杯 8号ピソト 口 (12.0) ロクロ回転底部糸切り 口縁部やや膨らみをもっ ①細砂粒 白色微 口縁～底部l/5

5 埋土 高 4.3 内外面 ：口縁部ナデ 粒含 ②還元焔

PL61 底 (7.5) ③灰白色

123図 須恵器婉 8号ビノト 口(13.0) ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①粗砂粒 白色微 口縁～底部1/3

6 埋土 高 5 2 口縁部外反 粒②酸化烙脆い

PL61 底（ 5.4) 内外面 ：口縁部ナデ ③灰黄色

123図 灰釉陶器碗 8号ピソト ロ ー ロクロ回転 高台断面は三日月形 ①細砂粒 底部4/5

7 埋土 高〈 3.1〉 外面 ：底部回転ヘラナデ施釉方法刷毛塗り 重ね ②還元焔

PL61 底 7.0 焼き釉調淡緑 ③灰白色

123図 須恵器杯 埋土 口 (14.0) ロクロ回転 口縁外反気味外面ロクロ痕残す ①細砂粒鉄分多 口縁部片

8 高〈 2.5〉 白色微粒含

PL61 底 ー ②還元焙③灰白色

10号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

124図 土師器杯 確認面 口 (11.4) 底部平底気味 口縁部内轡気味 ①細砂粒雲母・ 口～胴部1/4

1 直上 高〈 3.0〉 内外面 ：口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒②酸化焔

PL61 底一 ③橙色

124図 須恵器皿 11号ピット 口(14.0) ロクロ回転底部糸切り 口縁部外反 ①細砂粒鉄分多 1/4 

2 埋土 古向 2. 7 内面 ：口縁部ナデ ②還元焔

PL61 底 (7.0) ③灰色

挿図番号 I 図版番号 | 器種
I 

出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g)
I 

備 考

125図 3 I PL67 I竪 I掘立底面 I長 12.0 幅 3.5 原 2.8 重 160.0 I 

11号掘立柱建物

番号
種類 出土 量目

成・整形技法 の 特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

126図 土師器杯 1号ピソト 口 (11.O) 丸底気味 ①細砂粒雲母 ・ 口縁部片

1 埋土 高〈 2.3〉 外面 ：底部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ 白色微粒②酸化烙

PL61 底 ー 内面 ：口縁部ナデ ③明赤褐色

126図 土師器坪 2号ピノト 口 (19.9) 丸底 底部と口縁部の間に稜線 口縁部直立 ①細砂粒重母 ・ 口縁～底部1/5

2 埋土 高〈 6.7〉 外面 ：体部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒②酸化焔

PL61 底ー 大型 ③橙色

126図 須恵器杯 2号ピノト ロー ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒 白色微 底部片

3 埋土 高〈 2.5〉 外面 ：底部歴書「丁」 粒含 ②還元焔

PL61 底 6.6 ③灰白色

126図 須恵器杯 2号ピノト ロー ロクロ右回転底部糸切り 両台剥離 ①細砂粒鉄分多 口縁～底部1/5

4 埋土 高〈 3.6〉 ②遠元烙

PL61 底 (7.5) ③灰色
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13号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

器 種 層位 (cm) 

128図 上師器杯 1号ピソト 口 (13.0)

1 埋土 高〈 2.8〉

PL61 底 一

128図 須恵器杯 1号ピ；；ト 口(12.0)

2 埋土 高〈 2.7〉

PL6l 底ー

128図 須恵器瓶？ 2号ピット 口(11.0)

3 埋土 高〈 5.6〉

PL61 底一

128図 須恵器杯 3号ピソト 口 一

4 埋土 高〈 2.3〉

PL61 底 (9.0)

15号掘立柱建物

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

128図 須恵器杯 I 3号ピノト 口(12.0) 

埋土 高〈 3.5〉

PL61 I | 底 一

1号溝

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

131図 須恵器碗 埋土 ロ ー

1 高〈 z.7〉
PL61 底 (8.0)

131図 須恵器 埋土 口 一

2 長頸壷 高〈 6l〉

PL61 底一

131図 灰釉陶器碗 埋土 ロ ー

3 高く1.4〉

PL61 底 (7.7) 

2号溝

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

]3.l閃 須恵器杯 埋土 口一

1 高〈 3.1〉

PL61 底 (5.6)

131図 須恵器婉 埋土 口 一

2 高くl.7〉

PL61 底 (5.4)

131図 須恵器亮 埋土 口 (23.6)

3 高〈 9.4〉

PL61 底ー

挿図番号 I 図版番号 | 器種

131図 4 J PL67 直石

3号溝

番号
種 類 出土 量目

器種 層位 (cm) 

32図 土師器杯 埋土 口 (13.3)

高〈 2.2〉

PL61 I I I底 一

成・整形技法の特徴

口縁部内祠

外面：底部ヘラ削り

内外面’口縁部ナデ

ロクロ回転 口縁部外反

外面：ロクロ痕顕著

直線的に立ち上がる

二条の沈線

ロクロ回転厚い体部直綿的に開く

外面：底部回転ヘラナデ体下部ヘラナデ

成・ 整 形 技 法 の 特 徴

ロクロ回転 口縁部外反気味

外面：ロクロ痕顕著に残す

成・整形技法の特徴

ロクロ回転高台外傾

ロクロ右回転

高台断面は三日月形外面 ：底部回転ヘラナデ施釉

方法刷毛塗り？ 釉調緑灰

成・整形技法の特徴

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部内彎気味

外面：ロクロ整形痕明瞭

外面：底部回転ヘラナデ

ロクロ右回転 胴部あまり膨らみを持たない

口縁部屈曲して外反する

内外面：口縁部ナデ

遺物観察表

①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

①細砂粒 白色微 口縁部片

粒多 ②酸化烙

③橙色

①細砂粒 口縁部片

②酸化焔

③灰色

①細砂粒鉄分多 口縁部片

②還元焙

③灰色

①細砂粒 白色微 胴～底部片

粒含 ②酸化焔

③浅黄橙色

閾:； ②焼成 1 ：存状：

①細砂粒透明粒口縁部片

子多 ②還元焔

③灰白色

①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

①細砂粒鉄分 底部片

白色鉱物②遥元烙

③灰色

①細砂粒小石含 頸部？

②還元焔脆い

③灰色

①細砂粒 底部片

②還元焔

③灰黄色

①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

①細砂粒金鉱・ 底～胴部

雲母含 ②酸化焔

③にぶい橙色

①細砂粒 底部片

②還元焔

③灰白色

①細砂粒 白色微 口～胴部片 9

粒 ②酸化烙

③にぶい黄橙色

| 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) I 石 材

I埋土 I長 10.3 幅 6.3 原 53 重 500.0 I粗粒輝石安山岩

成・ 整 形 技 法 の 特 徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

口縁部外反気味 ①細砂粒雲母・ 口縁部片

外面： ｛本部ヘラ削 り 口縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

内面：口緑部ナデ ③にぶい橙色
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第VI章遺物 観察表

132図 I須恵器碗 I埋土

2 

PL61 

4号溝

番号

132図

1 

PL61 

132図

2 

PL61 

132図

3 

PL61 

132図

4 

PL61 

132図

5 

PL61 

132図

6 

PL62 

132図

7 

PL62 

132図

8 

PL62 

種類 出土

器種 層位

土師器杯 埋土

土師器杯 埋土

土師器坪 埋土

土師器 埋土

小型甍

土師器甕 埋土

須恵器碗 埋土

須恵器碗 ＇ 埋土

内耳鍋 埋土

挿図番号 図版番号

132図 10 PL67 

132図 ll PL67 

132図 12 PL67 

132図 13 PL67 

132図 14 PL67 

132図 15 PL67 

132図 16 PL67 

5号溝

番号

133図

種 類

器種

土師器甕

PL62 

出土

層位

埋土

挿図番号 1 図版9番号

133図 2 I PL62 

7号溝

番号
種類 出土

器 種 層位

134図 瀬戸 ・美濃 埋土

1 陶器鉢

PL62 

134図 須恵器碗 埋土

2 

PL62 
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ロ (l3.8) Iロクロ右回転体部やや膨らむ 口縁部外反

高 〈3.7〉 内外面：口縁部ナデ

①細砂粒 白鉱多 I口縁部片

②酸化焔

底一

量目

(cm) 

口(11.8) 

高〈 29〉

底一

口(12.9) 

高〈 2.8〉

底a→ 一

口(13.8) 

高〈 2.6〉

底ー

口 (9.1)

高〈 3.6)

底ー

口 (24.4)

高〈 3.3〉

底ー

ロ ー

高〈l.4〉

底ー

口(13.9) 

高〈 4.6〉

底 (4.8)

ロ ー

高〈 3.5〉

底ー

器種

絞具

釘

釘

鉄製品

銅製品

鉄製品

釘

量目

(cm) 

ロ ー

高〈 4.3〉

底 一

量目

(cm) 

口 (21.0)

高〈 9.3〉

底一

ロ ー

高〈 2.4〉

底 (10.4)

③にぶい橙色

成・整形 技 法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

平底気味 口縁部内轡気味 ①細砂粒雲母 ・

外而：底部ヘラ削り 体部ヘラナデ ロ縁部ナテ 白色微粒②酸化焔

内面：口縁部ナデ ③橙色

平底気味 口柑部内轡気味 ①細砂粒 雲母 ・

外面：底部ヘラ削り イ本部粗いヘラナデ ロ縁部ナデ 白色鉱物②酸化焔

内面：口縁部ナデ ③にぶい橙色

口縁部直線的に開く ①細砂粒 雲母 ・

外面 ：体部ヘラナデ ロ縁部ナデ 白色鉱物②酸化烙

内面 ：口縁部～体部粗い放射状磨き ③橙色

肩張る 口縁部屈曲し外反 ①細砂粒雲母 ・

外面：胴部ヘラ削り 口縁部ナテ 白色鉱物②酸化焙

内面：口縁部ナデ ③にぶい赤褐色

厚手 ①柑砂粒 雲母多

外面：口唇部エ其押さえ痕巡る ②酸化烙

③にぶい橙色

外而：底部窯印「X」 ①細 砂 粒 鉄 分

②還元焔

③灰色

ロクロ右回転 貼付両台低い ①細砂粒 白色鉱

内外面：ナデ 物多含 ②遥元烙

③灰白色

内耳鍋の口縁部小片 耳の貼り付け部付近のため一部 ①細砂粒金色鉱

変形する 物混 ③橙色

出土位置 計 測 値 （単位 cm、g)

埋土 長 4.7 幅 3.7 厚 0.7 重 286 

埋土 長 3.8 幅 08 屎 0.9 重 6l 

埋土 長 3.5 幅 0.6 厚1.1 直 7.4

埋土 長 2.2 幅 2.5 厚 0.2 重 4.9

埋土 長 2.7 幅 0.6 庫 065重 6.6

埋十一 長 3.7 幅 0.9 厚 0.2 直 2.6

埋土 長 3.2 幅 0.5 原 02 重 1.8

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

口縁「コ」の字状に外反

外面 ：胴横ヘラ削り 口縁部ナデ

①細砂粒雲母・

白色微粒②酸化烙

③橙色内面：胴ヘラナデ

出土位置

埋土

計測値 （単位 cm、g)

長 9.3 幅 4.6 厚1.7 重 140.4

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

口縁部は外面に折り返す 内面から体部外面下位まで ①砂粒多混

灰釉を施す ③灰白色

ロクロ回転底部ヘラ切り ①細砂粒

②還元焔

③灰色

残存状態

備 考

口縁部1/3

口縁部片

口縁部片

口縁部片

口縁部片

底部

口縁～底部1/4

口縁部片

中世

備 考

残存状態

備考

口縁部片

石材

残存状態

備 考

口縁部片

19世紀前半

底部1/4



遺物観察表

134図 志戸呂陶器 埋土 口 (9.1) 内面に鉄泥を施す 受け部は高く袂りはアーチ状のも ①細砂粒 ほぽ完形

3 灯明皿受け 高 2.2 のをーカ所に設ける ③橙色 18世紀

PL62 皿 底 4.8 

134図 丹波 ・信楽 埋土 ロー 焼締陶器 内而使用により磨滅する ①粗砂粒 小石多 底部片

4 系陶器 高〈 3.5〉 ・白色鉱物 江戸時代

PL62 描鉢 底(16.7) ③灰褐色

134因 在地土器 埋土 口 (2.8) 江戸時代から近代の土器を再調整し、転用したと考え ①細砂粒 白色鉱 口縁部片

5 不明土製品 高〈 6.4〉 られる 用途は不明 物多混 ③明赤褐

PL62 底 (l1) 色

134区l 軒丸瓦 埋土 D (7.7) 瓦頭面は接合部から欠損する ①緻密 白色粒子 破片

8 高 〈11.7〉 混 ②遠元焔 時期不詳

PL62 厚 1.8 ③灰色 （江戸以降）

135図 桟瓦？ 埋土 □(ll. 3) 小片のため明確ではないが、桟瓦片と考えられる ①緻密 白色粒子 破片， 高〈 6.3〉 滉 ②還元焔 時期不詳

PL62 厚 l.7 ③灰色 （江戸以降）

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 石 材

134図 6 PL62 石錘 埋土 長 5.6 幅 4.0 I厚 0.7 重 32.7 緑色片岩

135図 7 PL62 石塔 底面直上 長 24.5 幅 15.9 原 13.0 重 10.4 kg 粗粒輝石安山岩

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

135図 lO PL68 釘 埋土 長 7.2 幅 0.8 庫 0.7 重 9.0

8号溝

番号
種 類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器種 層位 (cm) ③色調 備 考

136図 土師器甕 埋土 口 (20.1) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒白色鉱 口縁部片

1 高〈 3.4〉 外面 ：口縁部ナデ ロ唇部ヘラナデ 物多含 ②酸化烙

PL62 底一 内面：口縁部ヘラナデ ③にぶい橙色

136図 土師器甕 埋土 口(197) 口縁「コ」の字状に外反 ①細砂粒金色微 口縁部片

2 高〈 3.4〉 内外面：口縁部ナデ 粒含 ②酸化焔

PL62 底ー ③にぶい橙色

136図 須恵器坪 埋土 ロー 底部回転糸切り後周辺回転ヘラ削 り ①細砂粒 底部1/4

3 高〈 1.5〉 ②還元焔

PL62 底(10.0) ③灰白色

136図 須恵器碗 埋土 口(13.6) ロクロ右回転 口縁部外反気味 ①細砂粒白色鉱 口縁部片

4 高く 4.3〉 内外面：口縁部ナデ 物含 ②遠元焔

PL62 底一 ③灰白色

136図 須恵器甕 埋土 ロー ロクロ左回転 ①細砂粒鉄分多 底部片

5 高〈 3.3〉 外面 ：体下部回転ヘラ削り 回転ヘラナデ ②還元焔

PL62 底(]7. 9) ③灰白色

9号溝

番号
種類 出土 量目

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

器 種 層位 (cm) ③色調 備 考

136図 肥前磁器？ 埋土 口 (7.0) 残存部に染め付けはない 胎土が灰白色を呈するため ①緻密透明釉 江戸時代

1 小杯 高〈 2.7〉 に器表は青磁に近い色調を呈する ③明オリープ灰色

PL62 底一

l36図 肥前陶器 埋土 口 一 高台は小さく、内部の扶りは深い ①細砂粒透明釉 17世紀後半

2 呉器手碗 高〈 35〉 ③オリープ黄色

PL62 底 (4.4)

136図 肥前陶器 埋土 口一 外面に雑な染め付け 釉には貰入が入る ①細砂 粒 透 明 釉 17世紀後半～

3 陶胎染付碗 高〈 4.3〉 ③明オリーブ灰色 18世紀

PL62 底 ー

136図 肥前陶器 埋土 口 (7.0) 口縁部外面に型紙による雨降り文を巡らす ①緻 密 透 明 釉 18世紀前半

4 仏飯器 高〈 2.8〉 ③明緑灰色

PL62 底~． 一

136図 肥前磁器皿 埋土 口 (10.0) 波佐見系 器壁厚い 内外面に雑な染め付け ①緻密透明釉 18世紀後半～

5 高〈 3.3〉 ③明緑灰色 19世紀前半

PL62 底ー
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第VI章遺物観察表

4号土坑

番号

137図

PL62 

種類

器 種

須恵器甕

5号土坑

番号
種 類

器種

137図 土師器甕

1 

PL62 

137図 須恵器蓋

2 

PL62 

137図 須恵器杯

3 

PL62 

137図 須恵器杯

4 

PL62 

出土

層位

埋土

出土

層位

埋土

埋土

埋土

埋土

挿図番号 I 図版番号

137図 5 I PL68 

6号土坑

番号
種 類 出土

器 種 層位

144図 瀬戸 ・美濃 床上

陶器描鉢 1 cm 

PL62 I 

7号土坑

番号
種 類 出土

器種 層位

144図 須恵器甕 床面直上

1 

PL63 

144図 瀬戸・美濃 床面直上

2 陶器碗

PL63 

8号土坑

番号
種 類 出土

器種 層位

141図 土師器杯 埋土

PL63 I I 

21号土坑

番号
種 類 出土

器種 層位

142図 土師器杯 埋土

PL63 I I 

212 

| 

量目

(cm) 

ロー

高〈 6.0〉

底一

量目

(cm) 

口 (16.9)

高く 6.1〉

底一

ロー

高〈1.8〉

摘 3.9 

ロー

高〈1.5〉

底 (7.1)

ロ ー

高〈 2.0〉

底 (6.9) 

器種

I鉄製品

量目

(cm) 

口 一
古向 ＿ 

底一

量目

(cm) 

ロ ー

高〈 7.7〉

底ー

ロ ー

高 〈3.2〉

底 5.0 

量目

(cm) 

口 (11.8) 

高 3.8 

［底（ 5.2)

量目

(cm) 

ロ ー

高〈 24〉

I底ー

| 

成・整形技法の特徴

ロクロ整形

成・整形技法の特徴

口縁部屈曲し外反する

外面．胴上半ヘラ削り 口縁部ナデ

内面：ヘラナデ ロ縁部ナデ指頭圧痕残る

ロクロ右回転摘輪状

外面：天井部回転ヘラ削り

ロクロ右回転底部糸切り

ロクロ回転底部糸切り

| 出土位置 | 計 測 値

①胎土 ②焼成

③色調

①細砂粒白色鉱

物含 ②還元焔

③灰白色

①胎土 ②焼成

③色調

①細砂粒雲母 ・

白色微粒含②酸化

③にぶい赤褐色

①細砂粒 白色鉱

物含 ②還元烙

③灰色

①細砂粒

②遠元焔

③灰色

①細砂粒鉄分

②還元焔

③灰色

（単位 cm、g) | 

残存状態

備考

破片

残存状態

備 考

口縁部片

摘部

底部片

底部片

備 考

I埋土 I長 2.0 幅1.2 厚1.1 童 4.1 | 

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

1i青釉を施す 体部小片 二 考
物混③黒褐色 江戸時代

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

口縁部垂直気味に立ち上がる ①細砂粒鉄分多 肩部片？

体部上位やや丸味をもって張る ②還元焔

③灰色

高台脇以下無釉 鉄分を含んだ灰釉を施す ①細砂粒 体～底部1/3

③灰白色 18世紀

成 ・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 I 残存状態

③色調 備 考

平底厄い雑 ①粗砂粒 雲母多 I口縁～底部1/2

外面：底部～体部粗いヘラ削り 口縁部ヘラナデ ・小石多②酸化焔

③明赤褐色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

平底気味 口縁部やや丸味をもっ ①細砂粒 白色鉱 I破片

外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 物含 ②酸化焙

③にぶい褐色



43号土坑

番号
種 類 出土

器種 層位

138図 須恵器杯 床上

1 7 cm 

PL63 

138図 須恵器杯 床面直上

2 

PL63 

138図 須恵器杯 埋土

3 

PL63 

45号土坑

番号
種類 出土

器種 層位

138図 土師器杯 埋土

1 

PL63 

138図 須恵器坪 埋土

2 

PL63 

挿図番号 図版番号

138図 3 PL68 

138図 4 PL68 

138図 5 PL68 

46号土坑

番号
種類 出土

器種 層位

138図 須恵器碗 床面直上

1 

PL63 

138図 須恵器碗 床上

2 19cm 

PL63 

57号土坑

番号
種 類 出土

器種 層位

44図 三河土器 埋土

焼炉

PL63 I 

58号土坑

挿図番号 図版番号

139図 1 I PL68 

62号土坑

番号
種類 出土

器 種 層位

140図 須恵器甕 埋土

PL63 I 

量目

(cm) 

口一

高 〈l.7〉

底 6.4 

口(14.8)

高 4. 7 

底 (7.8)

ロ ー

高〈l.6〉

底 7.0 

量目

(cm) 

ロー

高〈1.6〉

底 一

口 (154) 

高 3.5 

底 (8.3)

器種

釘

釘

釘

量目

(cm) 

口一

高〈 3.7〉

底 7.5 

口一

高〈 2.7〉

底（ 85) 

量目

(cm) 

ロー

高一

底一

器種

古銭

量目

(cm) 

ロ ー

高一

I底一

遺物観察表

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒 底部片

②遠元焔

③灰白色

ロクロ回転底部糸切り 口縁部外反気味 ①細砂粒鉄分含 口縁部片

内外面：口縁部ナデ ②還元焔

③灰色

ロクロ右回転底部糸切り ①細砂粒 底部片

②還元烙

③灰色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

平底気味 ①細砂粒白色鉱 底部片

外面’底部ヘラ削り 物多含 ②酸化焔

③橙色

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部外反気味 ①粗砂粒鉄分多 口縁部片

石多含 ②還元焔

③灰白色

出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

埋土 長 4.1 幅 0.6 厚 0.3 董 3.0

埋土 長 4.3 幅 0.5 厚 0.3 重 1.9 

埋土 長 3.0 幅 0.5 厚 0.4 重1.2

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒小石含 底部完形

②還元焔

③灰白色

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台細い ①細砂粒鉄分多 底部1/3

含 ②還元焔

③灰白色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

規炉全面の脚台部片である 上部には風穴の切り込み ①粗砂粒金色微 破片

が認められ、被熱している 胎土に金裳母を含むなど 粒多滉 ③橙色 明治以降

の特徴から、 三河土器と考えられる

床面出直土9置 1径 2.3計重 l］： 値 （単位 cm、g)
備考

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

外面：タタキ目 ①細砂粒 白色微 I破片

粒混 ③灰色
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第VI章遺物観察表

71号土坑

l~百番： I PL69版番号

土坑一括

番号
種 類 出土

器種 層 位

145図 須恵器甕 埋土

1 

145図 須恵器甕 埋土

2 

145図 須恵器甕 埋土

3 

145図 須恵器甕 埋土

4 

24号ピット

挿図番号 図版番号

148図 1 PL68 

27号ピット

番号
種 類 出土

器種 層 位

48図 須恵器杯 埋土

PL63 I | 

98号ピット

番号
種類 出土

器 種 層位

48図 須恵器蓋 埋土

1 

PL63 

107号ピット

番号
種 類 出土

器種 層位

48図 須恵器杯 埋土

PL63 I I 

208号ピット

番号
種 類 出土

器種 層位

48図 須恵器蓋 埋土

PL63 I | 

挿図番号 I 図版番号

148図 2 I PL63 
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器種

打斧

量目

(cm) 

ロ ー

高〈 4.5〉

底一

ロー

高〈 44〉

底ー

ロー

高〈 3.6〉

底一 一

口一

高一

底ー

器種

鉄製品

量目

(cm) 

口 (11.9) 

高 3.3 

I底 (6.0)

量目

(cm) 

端 (20.0)

高〈1.5〉

摘一

量目

(cm) 

口 (12.6)

高 4.3 

I底 8.0 

量目

(cm) 

端（18.0)

高〈l.7〉

I摘一

器種

I楔形石器

出土位置 1 計 測 値 （単位 cm、g)

埋土 長 13.4 幅 8.2 厚 2.0 重 400.0

石材

雲母石英片岩

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

肩張る 口縁ほぽ垂直に立ち上がる ①砂 ・鉄分多混 頸部片

②還元焔

③灰白色

肩張る 口縁外反 ①細砂粒 頸部片

②還元焔

③灰色

口唇上下に引き出し凸帯をなす 口縁一条稜線 ①細砂粒鉄分含 口縁部片

②還元焔

③灰色

外面：格子状タタキ目 ①細砂粒 胴部片

内面：同心円状当て具痕 ②還元烙

③灰白色

出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

埋土 長 2.2 幅 2.2 厚1.4 重 6.5

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

ロクロ右回転底部糸切り 口縁部直線的に開く ①細砂粒 白色微 口縁～底部1/2

外面：ロクロ痕頻著に残す 粒含 ②還元焔 内外面火禅

③灰色

成 ・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 I 残存状態

③色調 備 考

ロクロ回転 端部つまみ出した短いかえり ①細砂粒 i端部片

②還元焔

③灰色

成 ・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 I 残存状態

③色調 備 考

ロクロ右回転 底部回転ヘラ切り後ナデ ①細砂粒 I口縁～底部1/2

口縁部緩い丸味 ②還元焔

③灰白色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 I 残存状態

③色調 備 考

ロクロ右回転 端部垂直に折れる ①細砂粒 白色微 I口縁部片

粒含 ②還元焔

③灰色

| 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) ! 石 材

I埋土 I長 4.3 幅 4.3 原 1.2 重 22.1



238号ピット

番号
種類 出土

器種 層位

48図 土師器杯 埋土

PL63 I | 

249号ピット

番号
種類 出土

器種 層位

48図 須恵器杯 埋土

1 

PL63 

挿図番号 I 図版番号

48図 2 I PL68 

273号ピット

番号
種類 出土

器種 層位

48図 土師器坪 埋土

PL63 I | 

308号ピット

番号
種類 出土

器種 層位

148図 土師器均 埋土

1 

PL63 

148図 須恵器碗 埋土

2 

PL63 

322号ピット

番号
種類 出土

器種 層位

148図 土師器甕 埋土

1 

PL63 

148図 須恵器蓋 埋土

2 

PL63 

529号ピット

挿図番号 1 図版番号

148図 1 I PL63 

558号ピット

番号
種類 出土

器種 層位

48図 土師器杯 埋土

PL63 I | 

量目

(cm) 

口 (120) 

高〈 2.9〉

I底ー

量目

(cm) 

口一

高〈 2.2〉

底 (7.0)

| 器種

I鎌

量目

(cm) 

口(11.8) 

高〈 2.2〉

I底一

量目

(cm) 

口 (12.0)

高〈 2.6〉

底一

□(13.0) 

高〈 4.3〉

底ー

量目

(cm) 

口 一

高〈 9.0〉

底ー

端 (17.0)

高〈 2.1〉

摘ー

器種

石鏃

量目

(cm) 

口 (12.0)

高〈 2.1〉

I底一

遺物観察表

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

体部と口縁を画す稜線をもっ 口縁部外反気味 ①細砂粒 白色微 I口縁部片

粒含 ②酸化烙

③橙色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成 残存状態

③色調 備 考

ロクロ回転糸切り 雑体部外反気味に開く ①粗砂粒小石 ・ 底部片

白色微粒含②酸化

脆い ③灰色

| 出土位置 | 計 測 値 （単位 cm、g) | 備 考

I埋土 I長 11.4 幅 23 厚 0.5 重 35.l

成・整形技法の特徴 ①胎土 ②焼成 I 残存状態

③色調 備 考

丸底 口縁部やや丸味をもっ ①細砂粒雲母 ・1口縁部片

外面：底部ヘラ削り 口縁部ヘラナデ後ナデ 白色微粒含②酸化

焔 ③橙色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

口縁部緩やかに丸味 ①細砂粒雲母 ・

外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ 白色微粒含②酸化

焔 ③明赤褐色

ロクロ右回転 口縁部直線的に開く ①細砂粒白色微

粒含 ②還元焙

③灰白色

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

外面：胴上ヘラ削り ①細砂粒雲母・

内面 ：胴上ヘラナデ 白色微粒②酸化焔

③にぶい赤褐色

ロクロ右回転糸切り 端部つまみ出した返りを持つ ①細砂粒鉄分

外面：天井2/3程まで回転ヘラ削り 多含 ②還元焔

③灰色

出土位置 1 計 測 値 （単位 cm、g)

埋土 長 3.0 幅l.3 庫 0.4 厘 0.8

成・整形技法の特徴
①胎土 ②焼成

③色調

残存状態

備 考

口縁部片

口縁部片

残存状態

備 考

胴部片

1/5 

石材

黒曜石

残存状態

備 考

口縁部内彎気味 ①細砂粒 白色微 I口縁部片

粒②酸化焔磨滅

③橙色
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559号ピット

番号

148図

PL63 

種類

器 種

須恵器蓋

591号ピット

番号
種 類

器種

148図 須恵器杯

l 

PL63 

148図 須恵器甕

2 

PL63 

グリツ ド

番号
種類

器種

154図 須恵器碗

1 

PL63 

154図 須恵器甕

2 

PL63 

154図 須恵器甕

3 

PL63 

154図 土師器杯

4 

PL63 

154図 土師器杯

5 

PL64 

154図 土師器

6 台付甕

PL64 

154図 須恵器蓋

7 

PL64 

154図 土師器杯

8 

PL64 

154図 須恵器碗， 
PL64 

154区l 須恵器

10 高台付1lil

PL64 

154図 円面硯

11 

PL64 

154図 須恵器蓋

12 

PL64 

154図 土師器坪

] 3 

PL64 

216 

出土

層位

埋土

出土

層位

埋土

埋土

出土

層位

97区

R-3 

97区

S-2 

97区

S-3 

88区

J -18 

88区

J -19 

88区

K-19 

88区

K-19 

88区

L-19 

88区

L-19 

88区

L -19 

88区

M-18 

88区

M-18 

88区

M-19 

量目

(cm) 

端(16.0)

嵩〈l.2〉

摘一

量目

(cm) 

口一

高 〈0.9〉

底 (6.0)

口 (24.0)

高〈 2.2〉

底一

量目

(cm) 

口(12.0)

高く 4.9〉

底一

口 (19.0) 

高〈 35〉

底一

口 (220) 

高〈 4.5〉

底ー

ロー

高く 2.5〉

底 (6.0)

口(12.0)

高〈 3.1〉

底ー

ロー

高〈 3.2〉

底 (8.0)

端一

高〈 2.0〉

摘ー

ロー

裔〈 2.2〉

底一

ロー

高〈 2.4〉

底 (6.8)

口 (12.2) 

高〈 2.2〉

底 (6.8)

ロ ー

高〈 l0〉

底（11.0) 

端(12.2)

高〈 2.3〉

摘一

口 (7.5) 

高〈 2.7〉

底ー

成・整形技法の特徴

ロクロ回転 端部つまみ出したかえりを持つ

内面：端部ヘラナデ

成・整形技法の特徴

ロクロ回転

鉢？ 口縁部に一条の凸帯めぐる

成・整形技法の特徴

薄手 口縁部直線的に立ち上がる

庫手肩張る 口唇下方へわずかにつまみ出す

頸部屈曲し外反 口唇上下につまみ出す

外面：口唇部ヘラナデ

外面：体部ヘラナデ

内面：黒色磨き

平底気味 口縁直線的に立ち上がる

外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ

脚部外反

外面：接合部斜縦位強くヘラナデ

内面：横位ナデ

ロクロ回転 天井部水平

外面：水平部回転ヘラ削り

平底

外面：底部ヘラ削り

貼付高台

内面．黒色処理

ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 体部ーロ縁やや

外反気味に開く

内外面 ：口縁部ナデ

ロクロ回転

小型 返り垂直につまみ出す

外面：天井部回転ヘラ削り 端部ナデ

小型丸底

外面：底部ヘラ削り 口縁部ナデ

①胎土 ②焼成

③色調

①細砂粒鉄分

②還元焔

③灰白色

①胎土 ②焼成

③色調

①細砂粒 白色微

粒含 ②酸化焔

③にぶい黄橙色

①細砂粒鉄分

②還元焔

③灰色

①胎土 ②焼成

③色調

①細砂粒 白色微

粒 ・鉄分含

②還元焔 ③灰色

①細砂粒

②遠元焔

③明オリーブ色

①細砂粒

②還元焔

③灰色

①細砂粒雲母多

含 ②酸化焔

③にぶい橙色

①細砂粒 白色微

粒含 ②酸化焔

③にぶい赤褐色

①細砂粒白色鉱

物多含 ②酸化焔

③明褐色

①粗砂粒鉄分

②還元焔

③灰色

①細砂粒雲母

②酸化烙

③橙色

①粗砂粒

②酸化焔

③にぶい黄橙色

①細砂粒

②遠元焔

③灰色

①細砂粒 白色微

粒 ②還元焔

③灰色

①極細砂粒白色

微粒多含②還元焔

③灰白色

①細砂粒 白色微

粒 ②酸化焔

③橙色

残存状態

備考

口縁部片

残存状態

備 考

底部片

口縁部片

残存状態

備 考

口～底部片

口縁部片

口縁部片

底部片

口～底部1/3

脚部

天井部片

底部片

底部片

ロー底部2/3

端部片

口縁部片



遺物観察表

154図 須恵器甕 88区 口一 球型 口縁屈曲して立ちヒがる ①粗砂粒雲母 胴部片

l 4 M~19 高〈 7.4〉 外而：胴上半ナデ ②酸化焔

PL64 底ー ③橙色

154図 須恵器甕 88区 ロー 胴大きく膨らむ 口縁屈曲し立ち上がり外反気味 ①細砂粒 白色微 頸部片

l 5 M-19 高〈 5.5〉 粒 ②遥元焔

PL64 底ー ③にぶい赤褐色

l54図 須恵器甕 88区 ロー 胴丸味をもっ 口縁屈曲し外反 ①細砂粒 白色微 頸部片

l6 M-19 高〈 5.9〉 外面’平行タタキH 粒 ②遥元焔

Pし64 底 一 ③灰色

154図 須恵器杯 88区 口 (13.5) ロクロ回転底部糸切り ①細砂粒 白色微 口～底部片

l 7 M-20 高〈 3.7〉 外面：口緑部ナデ 粒 ②酸化焔

Pし64 底 (6.7) 内面’黒色処理 ③橙色

154図 須恵器甕 88区 口 (34.5) 口縁外反 口唇上方につまみ上げる ①細砂粒鉄分 口縁部片

18 N-17 高〈 5.8) 内外而：口唇部ナデ ②遠元焔

PL64 底 ー ③灰色

154図 須恵器甕 88区 口(16.1) 端部上下につまみ出す ①細砂粒 白色微 口縁部片

19 N-17 高〈 2.5〉 粒 ②遠元焔

PL64 底—‘- 一 ③灰色

154図 須恵器薔 88区 端 (150) 返り下方につまみ出す ①細砂粒 白色微 端部片

20 N-17 高〈 l5〉 外面： 天井部ヘラ削り 粒 ②遥元焔

PL64 摘ー ③灰色

154図 須恵器碗 88区 ロー ロクロ左回転貼付商台 品く外傾 ①細砂粒 体～底部片

21 N-18 高〈 5.0〉 外面体部回転ヘラ削り ②還元焙硬い

PL64 底（ 95) ③灰色

154閃 須恵器碗 88区 ロー ロクロ回転高台削り出し ①細砂粒鉄分 底部片

22 N-18 高〈 l3〉 ②還元烙

PL64 底（ 93) ③灰白色

154図 土師器杯 88区 口 (13.0) 丸底 口縁内彎気味 ①細砂粒雲母 口縁部片

23 P-17 高〈 37〉 外面：底部ヘラ削り 墨書 口縁部ナデ ②酸化焔

PL64 底4. 一 ③橙色

154図 須恵器蓋 88区 端 (9.0) ロクロ回転 天井部ヘラ削り ①細砂粒 l/5 

24 P-17 高〈1.8〉 ②還元焔

PL64 摘一 ③灰色

154図 須恵器蓋 88区 端一 ロクロ右回転摘大型輪状厚手 ①細砂粒 摘～体部片

25 P-18 高〈 2.0〉 ②還元焔

PL64 摘（ 7.6) ③灰色

154図 土師器杯 88区 ロー 雑な作り ①粗砂粒雲母 底部片

26 P-19 高〈l.6〉 内面：黒色処理 ②酸化焔

PL64 底（ 80) ③にぶい黄橙色

154図 須恵器 88区 口 (80) 小型 胴部直線的に立ち屈曲し屑張る 口縁屈曲し外 ①細砂粒鉄分 口縁部片

27 小型甕 Q-17 高〈 2.0〉 反短い ②遠元焔

PL64 底一 ③灰色

155図 須恵器甍 88区 ロー 胴球型 屈曲し口縁外反気味 ①細砂粒 白色微 胴部片

28 Q-17 高〈24.8〉 粒 ②還元焔

PL64 底ー ③灰色

155同 須恵器杯 88区 口一 ロクロ回転底部ヘラ切り ①細砂粒 白色微 底部片

29 Q-18 高〈1.8〉 外面・底部提書周辺ヘラナデ 粒 ②遠元烙

PL64 底 (7.5) ③灰白色

155図 須恵器碗 88区 口一 ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台高い ①細砂粒鉄分 底部片

30 Q-18 高〈 2.5〉 体部庫手 多含 ②還元焔

PL64 底 (80) ③灰色

155図 須恵器杯 88区 口一 ロクロ回転底部糸切り ①粗砂粒雲母 底部片

31 R-17 高〈 2.0〉 外面：体部ヘラ削り ②酸化焔

PL64 底 (7.0) 内面：黒色処理 ③橙色

155図 灰釉陶器盤 88区 口 (12.5) ロクロ回転 底部糸切り 端部上方垂直に折り曲げる ①細砂粒白色微 1/4 

32 R-17 高くl.2〉 外面：底部周辺回転ヘラナデ 粒 ②還元烙

PL64 底(13.0) ③灰白色

155図 須恵器甕 88区 口 (20.0) 口縁外反 口唇下方に引き出され縁帯をもっ ①細砂粒 口縁部片

33 R-18 高〈 46〉 ②還元焔

PL64 底_,_ 一
③オリープ黒色
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155図 須恵器杯 88区 口一 ロクロ回転底部ヘラ切り ①細砂粒 底部1/4

34 S-17 高〈 3.0〉 ②遠元焔

PL64 底 （72) ③灰色

155図 須恵器坪？ 88区 口(16.9) ロクロ回転 口縁外反 口唇上方につまみ出し縁帯を ①細砂粒鉄分 口縁部片

35 S-17 高〈 4.7〉 なす ・白色微粒含

PL65 底 一 ②遠元焔 ③灰色

155図 須恵器高切 88区 ロー 貼付高台外反気味 ①細砂粒 脚部

36 S -17 高〈 4.7〉 ②遠元烙

PL65 底ー ③灰色

155図 須恵器蓋 88区 』璃心 一 ロクロ右回転摘宝珠型 ①細砂粒鉄分 摘部

37 S -17 高 〈2.0〉 ②遠元焔

PL65 摘 2.4 ③灰白色

155図 須恵器甕 88区 口 (26.0) 口縁屈曲し外反 口唇上下につまみ出し縁帯をなす ①細砂粒 白色微 口縁部片

38 T-17 高〈 8.4〉 粒含 ②還元烙

PL65 底ー ③褐灰色

155図 須恵器甕 88区 口 (232) 口縁外反 口唇下方に引き出されて縁帯をなす ①細砂粒 白色微 口縁部片

39 T-17 高〈 3.4〉 粒含 ②迎元焙

PL65 底←L 一 ③灰白色

155図 須恵器杯 88区 ロー ロクロ回転底部糸切り ①細砂粒 白色微 底部1/4

40 T-17 高〈1.0〉 外面 ：底部墨書 粒含 ②還元焔

PL65 底 (7.0) ③灰白色

155図 土師器甕 88区 ロー 外面 ：胴墨書 ①粗砂粒 白色微 胴部片

41 表土 高一 粒含②還元焔柔

PL65 一括 底一 ③灰黄色

155図 須恵器甕 88区 口 (28.8) ロクロ回転 口縁外反 口唇上下に引き出し縁帯をな ①細砂粒鉄分 口縁部片

42 表土 高〈 4.2〉 す ②還元焔

PL65 一括 底一 ③灰色

155図 土師器杯 98区 口 (12.6) 丸底 口縁との間に一条の稜線めぐる 口縁直線的に ①細砂粒 口縁部片

43 B-2 高〈 3.7〉 立ち上がる ②酸化焔

PL65 底一 外面：口縁部ナデ ③にぶい橙色

155図 須恵器盤 98区 口 (9.8) 平底 端部上方垂直に折り曲げる ①極細砂粒 白色 口縁部片

44 B-2 高〈1.3〉 微粒含 ②還元烙

PL65 底 (9.1) ③灰白色

155図 須恵器甕 89区 ロー 肩張る ①細砂粒 白色微 頸部片

45 A-17 高〈 2.7〉 粒含 ②還元焔

PL65 底ー ③灰色

155図 須恵器碗 89区 ロー ロクロ回転底部糸切り 貼付高台高い ①極細砂粒 底部片

46 B~l6 高〈 3.5〉 ②還元焔

PL65 底 (8.4) ③灰色

156図 須恵器甕 89区 口 (18.0) 胴緩やかに膨らむ 口縁屈曲し外反 口唇上方に引き ①細砂粒 口縁部片

47 B-17 高〈 8.0〉 出し縁帯をなす ②酸化焔

PL65 底一 ③にぶい黄橙色

156図 須恵器甍 89区 ロー 屑張る 頸部直立気味 ①細砂粒鉄分 頸部片

48 C-16 高〈 3.9〉 多含 ②遠元焔

PL65 底一 ③灰色

156図 須恵器杯 89区 ロ ー ロクロ回転底部ヘラ切り ①細砂粒 底部片

49 R-12 高〈 2.5〉 ②遥元焙

PL65 底 (7.5) ③黄灰色

156図 須恵器碗 90区 ロー ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台高い ①細砂粒鉄分 底部片

50 G-9 高く 3.3〉 多含 ②遠元焔

PL65 底 (7.2) ③黄灰色

156図 土師器甕 90区 ロー 外面：黒色付着物あるいは墨書 ①細砂粒雲母 破片

51 G-9 高一 ②酸化焔

PL65 底ー ③にぶい赤褐色

151図 弥生土器 96区 ロー 簾状文の下位に波状文 単位不明 ①細砂粒 破片

52 表採 高〈 2.0〉 波状文水 平 ②酸化焔

PL65 底 一 ③にぶい黄橙色

153図 須恵器碗 96 • 97区 ロ ー 丁寧な作り ロクロ右回転底部糸切り 貼付高台 ①細砂粒鉄分 体～底部

53 表採 高〈 4.0〉 高い 多含 ②還元焔

PL65 底 (9.8) ③灰色
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156図 須恵器甕 表採 口 (24.8) 口唇上下に引き出し縁帯をなす ①細砂粒 口縁部片

54 高〈 3.1〉 ②還元焔

PL65 底一 ③灰色

156図 須恵器甕 表採 ロー 口縁外反 口唇下方へ引き出し縁帯をなす ①極細砂粒 口縁部片

55 高〈 3.0〉 ②逗元焔

PL65 底一 ③褐灰色

156図 須恵器 表採 口(12.0) ロクロ回転胴丸味をもつ 口縁屈曲し外反 口唇上 ①細砂粒 口～胴部

56 短頸壷 高〈 5.0〉 方にわずかに引き出す ②還元焔

PL65 底一 ③灰色

156図 須恵器 表採 ロー 屑張る 頸部ほぼ垂直に立つ ①細砂粒透明粒 頸部片

57 短頸壷 高〈 2.5〉 子②遥元焔硬

PL65 底 ー ③黄灰色

156図 須恵器 表採 口一 肩張る つまみ出して肩に稜線を作る 棒状工具によ ①細砂粒 白色微 屑部片

58 長頸壷 高〈 3.7〉 る沈線めぐる 粒多含 ②還元烙

PL65 底 ー ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 表土 ロー ロクロ回転 高台断面は三日月形大原 2号窯式期 ①緻密 底部片

59 高〈 2.1〉 ②還元焔

底 (6.9) ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 表土 ロー ロクロ回転 高台断面は三日月形 大原 2号窯式期 ①細砂粒 底部片

60 高〈 2.6〉 施釉方法刷毛塗り？ 釉調 淡い録灰色 ②還元焔

底 (6.6) ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 88区 口 一 大原 2号窯式期釉調透明な緑灰色 ①細砂粒 底部片

61 L-18 高〈1.8〉 ②還元焔 転用硯

PL65 底 (6.8) ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 88区 ロー 大原 2号窯式期高台断面は台形釉調不透明な灰 ①細砂粒 底部片

62 L-19 高〈 l.9〉 色 ②還元焙

PL65 底 (5.9) ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 89区 ロー ロクロ回転高台断面は三日月形釉調透明な緑灰 ①細砂粒 底部片

63 C-16 高 〈2.6〉 色 ②遠元焔

底 (7.4) ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 97区 ロー 高台断面は崩れた三日月形施釉方法刷毛塗り 釉 ①細砂粒 底部片

64 R -2 高〈 3.5〉 調白濁大原 2号窯式期 ②還元焔

底 (6.5) ③灰白色

156図 灰釉陶器llil 98区 ロー 大原 2号窯式期高台断面は台形低い 内面重ね痕 ①細砂粒 底部片

65 C-1 高〈 2.0〉 残る 釉調淡い緑灰色 ②還元焔

底 (6.5) ③灰白色

156図 灰釉陶器碗 98区 ロ ー ロクロ回転高台断面は三 H月形施釉方法刷毛塗 ①細砂粒 底部片

66 C-1 高〈 2.0〉 り 釉調透明な緑灰色 ②還元焔

底 (7.4) ③灰黄色

挿図番号 図版番号 器種 出土位置 計 測 値 （単位 cm、g) 備 考

156図 70 PL68 鉄製品 88区 N-17 長 3.4 幅 2.2 厚 0.2 重 5.6

156図 71 PL68 鉄製品 88区 N-18 長 4.4 幅 2.4 原 0.2 重 5.6

156図 72 PL68 鉄製品 88区 0-18 長 4.5 幅 2.0 厚 0.15重 4.1

156図 73 PL68 鉄製品 88区 R-17 長 6.0 幅 3.0 庫 0.5 重 34l 

156図 74 PL68 鎌 88区 R-18 長 8.0 幅 3.2 厚 0.3 重 27.4 2号道跡周辺出土

156図 75 PL68 火打ち金 88区表土 長 2.0 幅 6.5 厚 0.3 重 14.9 

157図 76 PL68 鎌 88区表土 長 10.4 幅 3.2 厚 0.2 重 23.5

157図 77 釘 88区表土 長 3.8 幅 0.4 厚 0.6 重 2.3

157図 78 釘 88区表土 長 2.6 幅 0.2 厚 0.2 直 0.5

157図 79 PL68 キセル 88区 M-18 長 5.0 幅 1.1 原 1.1 重 4.1

157図 80 PL68 キセル 88区 M-19 長 5.5 幅1.0 厚1.0 重 5.2

157図 81 PL68 キセル 88区表土一括 長 6.7 幅1.1 厚1.1 重 7.7

157図 82 PL68 古銭 90区 C-11 径 2.5 重 3.1 寛永通宝

157図 83 PL68 古銭 88区 0-18 径 2.3 重 2.7 寛永通宝

157図 84 PL68 古銭 表土 径 2.3 重 27 寛永通宝

157図 85 PL68 古銭 88区表 土一括 径 2.6 重 3.1

157図 86 PL68 古銭 88区表土下50cm 径 2.6 重 3.3 寛永通宝

157図 87 PL68 スラグ 98区 E-1 長 5.6 幅 5.1 厚 1.8 重 50.7 
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中近世

番号
種類 出土

器 種 層位

158図 在地土器 埋土

1 釜輪？

158図 丹波・信楽 埋士

2 系陶器

播鉢

158図 肥前陶器 埋土

3 鉢

158図 肥前陶器 埋土

4 陶胎染付碗

158因 肥前陶器 埋土

5 呉器手碗

158図 肥前磁器 埋土

6 瓶

158図 志戸呂陶器 埋土

7 灯明llll受llll

158図 在地土器 埋土

8 器種不詳
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量目
成・整形技法の特徴

①胎土 ②焼成 残存状態

(cm) ③色調 備 考

口 (31.0) 端部外面には煤が多く付行する 器高の高い釜輪か？ ①細砂粒 江戸時代～近代

高〈 5.5〉 ③にぶい黄橙色

底ー

口 (340) 外而のロクロ Hは顕著 内面はすり目を施した後、ロ ①粗砂粒小石混 江戸時代

高〈 90〉 縁部を撫でる ③にぶい褐色

底4→ 一

ロ ー 内面から体部外面施釉 内面は刷毛による白土掛け ①細砂粒 白色鉱 江戸時代

高〈 7.5〉 物混 ③暗灰黄色

底(10.0)

ロー 外面には雑な桜閣山水文を描く 高台径は大きい ①細砂粒透lJJl釉 17世紀後半

高〈 3.9〉 ③にぶい橙色

底 5.2 

ロ ー 高台径は小さく 内面の袂りは深い 高台端部を除き ①緻密透明釉 l7世紀後半

高〈 3.7〉 施釉 ③にぶい黄色

底 4 2 

口 一 外面に花丼文を描く 内面無釉 ①緻密透明釉 江戸時代

高〈 7.8〉 ③明緑灰色

底 4.6 

口(12.0) 外面回転ヘラ削り 受け部は高く残存部にアーチ状の ①細砂粒 白色鉱 18世紀

高 2.2 扶りがーカ所認められる 物混 ③にぶい橙

底 (60) 色

口一 練炭おこしの取っ手を短くしたような形状を呈する ①粗砂粒 白色微 時期不詳

高一 一方は接合部で欠損する 粒 混 ③ 灰 色 （江戸時代以降）

底一
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